


[image: ]







[image: ]




	
		[image: ]

	




[image: ]










スプライトシュピーゲルIII




いかづちの日と自由の朝








冲方　丁





[image: ]

富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　おまけ小劇場　赤ずきんと世界を救えメルヒェンで

　スプライトシュピーゲルあとがき







　第一話　聖木曜日ハイリヒ・ドナースターク＝午後零時──午後三時







　　午後零時





　　クイズです♪　クイズです♪

　　獅し子し座ざは、英えい雄ゆうヘラクレスが十二の難なん行ぎようで最初に戦った相手。

　　どんな道具も無に帰す獅子の力によって全すべての武ぶ器きを失うも、

　　ついに素す手でで倒たおしたヘラクレスは、ある物を手に入れました。

　　それはいったい何でしょう？




　　Ａ☆野生の心

　　Ｂ☆黄金の山

　　Ｃ☆最強の鎧よろい






「さぁ──っ、答えはどーれ♪　ですかしらーっ、乙ツバメさん、雛ヒビナさん、冬トウ真マさん？」

　少女の呼よびかけ──お昼どきのミリオポリス第十一区ジンメリング。

　お祭り騒さわぎの表通り──その一角＝お洒落しやれなカフェに陣じん取どる三人の少女＋一人の少年。

　スルーその一。「はーああーああー……も、超ちようお祭り行きてーっす」

　乙ツバメ──鮮せん烈れつな蒼い眼スカイ・ブルー／鋭えい角かく的ツインテール／私し服ふくの革かわジャケット＆ぴったりとした豹ひよう柄がらパンツ＆エナメル靴ぐつ／ふんぞりかえって足を組み、可か憐れんな唇くちびるにくわえたロリポップをガリガリ囓かじる──快かい活かつさと理由なき反はん抗こう精せい神しんに満ちみちた、若わか々わかしいシャム猫ねこの姿し態たい。

　スルーその二。「……………………」

　雛ヒビナ──淡あわい琥珀の目アンバー・ライト／金色のショートヘア／細っこい体たい軀くに私服のゴスッ気たっぷり白黒ふりふりワンピース＆細い脚あしにフリルつきストッキング。両耳のヘッドホン＆腰こしの旧きゆう式しきアイポッドによる完全自じ己こ閉へい鎖さ──さながら自分の殻からに閉とじこもる小さな金の子羊。

「えっと……」

　冬トウ真マ──瑞みず々みずしい碧あおい睛ひとみをした少年／柔やららかな金きん髪ぱつ／純じゆん朴ぼくそうな白い頰ほお／清せい潔けつな黒い学童服＆襟えりに白いカラー＆綺き麗れいに磨みがいた革靴──何であれ提てい示じされれば熱心に取り組む、まだ立ち上がったばかりの子こ鹿じかの風ふ情ぜい。一人だけクイズの答えを思案するも、残り二人の見事なまでの無む反はん応のうが誘ゆう発はつするであろう少女の過か剰じよう反応をいち早く予期し、固かた唾ずをのむ。

《お・ふ・た・り・さん》少女＝地声から無線通信ウイスパーに切り替かえ──半はん眼がん／ゴトッと音を立てて九ミリ拳けん銃じゆうがテーブル上に出しゆつ現げん／カチリと音を立てて起こされる撃げき鉄てつ。《最後の晩ばん餐さんに鉛なまり玉だまを食くらいたいですかしら？》

「Ｂだと思いまっす、小隊長」「Ｃです、鳳アゲハ先生」

　乙＋雛の即そく応おう──回れ右＝綺麗な青空に向かって宣せん誓せい的回答。

　冬真＝無線通信は聞こえておらず──ただただ少女の鉄てつ槌ついのごとき態度と、二人の現金なまでの即応に沈ちん黙もく。

「よろしい」優やさしく微び笑しよう──拳銃が魔ま法ほうのように一いつ瞬しゆんで腰ポシェットに消えた。「機き敏びんな反応こそ命を守る何よりの武器。まだ警けい戒かい命令は出ていないとはいえ、要人保ほ護ごにおもむく前の待機時間中にぼんやりしていてはいけませんわ」

　鳳アゲハ──気品に満ちた深紫の瞳デイープ・パープル／左目にザックリ走った海かい賊ぞく傷きず／艶つやめくロングヘア×ウェーブ／上品な私服のジャケットにスカート／落ち着いた黒ストッキング／大人っぽいロングブーツ──年長者の貫かん禄ろくたっぷりの高こう貴きかつ怒おこると怖こわい白オ鳥デのツ姫トの風ふう格かく。

「さて……」何ごともなかったかのように振ふり返る。「冬真さんは、どれですの？」

　一瞬、銃を向けられるのかと思いびびる。「え、えっと……Ａの野生の心？」

「さあ、なんでしょう？」やたら嬉うれしげ。その美しいおもてが屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべる様子に、冬真はどきっとなった。ときに容よう赦しやなく相手の命を奪うばう鳳を知るためか、彼女が微笑ほほえむたびに新鮮な驚おどろきがある。むろんその容赦のなさが、悲ひ劇げきを防ふせぐためであることもわかっている。かつて鳳が爆ばく弾だんを持った子こ供どもを撃うてず、そのせいで被ひ害がいが生じてしまった現場の無む惨ざんさを、自分はきっと一生忘わすれないだろう──

　そんなことを頭の片かた隅すみで考えながら鳳に見とれる冬真を、すぐ横で雛がじっと見ている。

　ふと雛が手を伸のばす──冬真の服の裾すそを引っ張ぱる。「ねえ。Ｃだよぉ？」

「そ、そうかな」驚く──雛が単たん独どくかつ率そつ先せんして誰だれかに声をかけることは珍めずらしい。

「うん。絶ぜつ対たいそぉ」雛＝ヘッドホンをしたまま読どく唇しん術じゆつで会話──まるで鳳へ向けられた相手の視し線せんを自分に向けさせるよう。

　乙＝意外そうな顔。「なんでよ、別に冬真はＡでいいじゃん？　二人とも同じ答えじゃつまんねーっしょ？」

　雛＝ぷいと宙ちゆうを見る──なぜか哀あい訴そ混まじりの声。「だってＣだもん」

「こ、答えは何だろうね」どうかわせばいいかわからず、かろうじて話を濁にごす。

「そ・れ・は、お仕事の後のお楽しみですわ♪　答えが聞きたければ、元気に任にん務むを終えて帰ってくること。よろしいですわね？」

「つーか、街がライオンだらけだからって、オレらまでライオンの話しなくたっていーじゃん」退たい屈くつそうにまた足を組む──恨うらめしげに賑にぎやかな街を眺ながめる。

　復ふつ活かつ祭さいの前の聖木曜日ハイリヒ・ドナースターク──ミリオポリス名物〈獅子祭レーヴエフエスト〉の真っ最中。

　そこら中ライオンの群むれ。聖ペテロにちなんだ赤ライオン、聖せいマルコにちなんだ翼つばさ持つ獅し子しの着ぐるみ。シンガポールのマーライオンや、ベネチアの聖せい遺い物ぶつなどが文化委い託たくされたことがきっかけで定着した祝祭。黄色いタンポポダンデライオンの衣い裳しよう。ライオンキング。ライオンと魔女。ライオンなら何でも良いんかい、という、つっこみ満まん載さいの聖なるお祭り騒ぎ。

　聖木曜日は本来、最後の晩餐の記念日であって、ライオンは何の関係もないんじゃ──と教会の見習いである冬真は思うが、民みん衆しゆうが望む祭りなので黙だまっている。

「あら。お祭りこそ学びの場。文化的意味を知ってこその祝祭ですわ」

　泰たい然ぜんと告げる鳳──乙＋雛＝そろって憮ぶ然ぜん。

「別にどーだっていいっしょ、弱っちいライオンなんか」

「獅し子し座ざって強いイメージあったのにがっかりぃ」

「よ、弱っちくありません！」憤ふん慨がいする鳳＝獅子座生まれ。

「だって最初にぶっ殺されてるし」乙＝魚座。

「だって素す手でで負けてるし」雛＝山や羊ぎ座ざ。

「違ちがいます！　ヘラクレス以外、決して倒たおせなかった、とっても強い獅子なんです！」

　強きよう弁べんする鳳──なんだか可愛かわいいかも＝冬真のひそかな感想。

　こうしていると三人とも普ふ通つうの女の子にしか見えない。命の危き険けんにさらされる仕事に従じゆう事じしているなんてとても思えない。だが他ほかならぬ鳳がその顔に負った傷が目に映うつるたび、何かとてつもなく場違いなものを見てしまったような気がして、うろたえてしまう。

　──あるいは、自分が相手に対して思っていること全てが、きわめつけにずれているという気にさせられる。平和な日常の中にいることが当然の自分──それを保たもつための代だい償しようを、自分が知らないところで、彼女が支し払はらっていたのだというような気分。

　ミリオポリス──〝平和である〟ことを、常つねにあらゆる手しゆ段だんで主しゆ張ちようし続けている都市。

　巨きよ大だいなタワーを破は壊かいしてやっと危機を食い止めた〈アンタレス事じ件けん〉すら、政せい府ふのマスコミ戦せん略りやくによって、またたく間に〝テレビの向こう側のこと〟になってしまった。

　事後──タワー崩ほう壊かいは武ぶ装そう犯はんたちが引き起こしたことにされ／９１１を連想させないための様々な広こう報ほう戦略がとられ／現場は事件からひと月も経たたずに完全な更さら地ちと化した──どんな悲劇も死者の念も、思い出すすべさえすっかり葬ほうむってしまおうとでもいうように。

　冬真がそのときに受けた恐きよう怖ふ──トラウマになりかねないほどの無力感も。

　目の前にいる少女たち──要撃小隊が成し遂とげた功こう績せきすら、公式には発表されず。

　いつもの冬真の思案──鳳は事件のことをどう思っているんだろう。

　鳳ばかりか乙も雛も、何の疑うたがいも憤いきどおりもなく都市のあり方に従したがっているように見えた。

　起こってしまった事件は過か去このものとして背はい後ごに押おしやり、これから起こるであろう悲劇を未然に防ぐこと、それに心身を費やすときを、いつもと変わらぬ様子で待っている。

　冬真には想そう像ぞうもつかない精せい神しん──いまだに〝強さ〟としか呼よびようのない、それが実じつ際さいのところ、どういうものであるか理り解かいのつかない姿すがた──あり方／態たい度ど／言動。

　その鳳が精神の柱として抱いだいているに違いない、おそらく強力な使命感といったものは、冬真にとって、彼女そのものだった。使命や義ぎ務むの遂すい行こうやその誇ほこりといった言葉から連想するのは、彼女とその仲間である二人だった。

　実感──もしくは冬真なりの理解。

　ある意味で、彼女たちこそ都市そのものなのだ。

　都市は、平和な日にち常じようを約束するために築きずかれるばかりか、その平和が〝繁はん栄えい〟と呼べるものになるよう、常に拡かく大だいし、強固になり、複ふく雑ざつ化し、美しくまた恐おそろしくもなってゆく。

　そんな都市の力学が、それを作り出した者たちの意図を超こえて恐ろしい悲劇を招まねいたときのために、治安機き構こうが〝万ばん全ぜんの備そなえ〟と称しようする、はっきりとした目的のために用意された存そん在ざいの一つが、彼女たちだった。ゆえに彼女たちは恐ろしい何かの一部でもあるのだ。

　武器を握にぎる相手を、より強力で洗練された兵科をもって迎むかえ撃つための──都市のルールに従って大人たちが使用する武器そのもの。

　いったいどのような精神が、そんな立場を受け入れることを可か能のうにするのか──今のところ徴ちよう兵へいされて紛ふん争そう地帯に派は遣けんされる予定など皆かい無むの冬真には、驚きよう異いと呼ぶほかない。

　そして人一倍素す直なおな少年の解かい釈しやく──そんな、ネットニュースにすら載のることのない、本来なら〈アンタレス事件〉の英えい雄ゆうと称すべき、遠い遠い存在であるはずの鳳の働きを知るばかりか、美しくも恐ろしい彼女と親しくし、あまつさえ互たがいの安全を祈いのるクイズまで聞かせてもらえるなんて──なんだかものすごい特とつ権けんを得たような気分／それでいて自分の助けなど届とどきもしないという、異様に尻しりごみしてしまうような思い。

　やたらミーハーな気分と、猛もう烈れつな気き後おくれが混こん在ざい──複雑な心しん境きよう。

　そんなもの眼がん中ちゆうになさそうな三人──〝果たして獅子は弱っちいのか議ぎ論ろん〟を続行中。

「一番弱ぇーから最初にぶっ殺したんじゃん？」「だってなんか簡かん単たんそうだし」

「簡単じゃありません！」すっかり本気になって反論──とくとくと。「ヘラクレスを亡なき者にするための難なん行ぎようだったんです。一番弱いと言うなら、ヘラクレスのかかとを狙ねらいながらも、あっという間になすすべなく踏ふみ潰つぶされてしまった蟹かに座ざですわ」

　ぐさり──流れ弾だまをもろに食らう冬真＝蟹座。

「ふーん」「ふーん」

　乙＋雛──そんな理り屈くつなどまったく興きよう味みなし。

「すげー弱っちいんだ、蟹座って」「役立たずなんだ、蟹座」

　自分のことではないとわかっていても、ぐさぐさ言葉が突つき刺ささる冬真──消しよう沈ちん。

　そこへウェイターが来て、愛あい想そ良く飲み物をテーブルに並べた。「お待たせしました、お嬢さん方マドモアゼルと教会の見習いユーゲントさん」

　唐とう突とつに異議──雛。「ボク、男の子だよ」

　ウェイターがまじまじと雛のふりふりスカートを見つめる。

　ガラス玉みたいな透とう明めいな目で宙ちゆうを見つめる雛＝女の子は危険がいっぱいという持論から男の子を自じ称しよう──ふと、またもや心細げな上うわ目め遣づかいで冬真に賛さん同どうを求める。「ね？」

「う……うん」なんで自分に訊きくんだろう──疑ぎ問もんに思いつつも雛の自じ爆ばく的主張の恐ろしさを知るゆえに、幼おさない子こ供どもをあやすような猫ねこなで声で肯こう定てい。「……雛くんは男の子だよ」

「えへ」はにかんだように顔を伏ふせる──ぱたぱた上下する細い両足。なんかよっぽど嬉うれしかったらしい。

　ウェイター──君の苦労は十分察しがつくよ、という風に冬真にウィンク＝退たい去きよ。

「雛くんだってさ」乙──しししと面おも白しろがって笑いながらシュガースティック６ｇ×９を同時投入＝生コンクリートそっくりになるココア。

「もうすっかり仲がよろしいんですのね」鳳──微笑ほほえましそうにタバスコを注入＝紅こう茶ちやが真っ赤な油が浮うく凶きよう悪あくな液えき体たいと化す。

「良かったねぇ」雛──冬真に向かって言いつつレモン汁じるのミニカップ×10を開かい封ふう／投入／開封／投入＝歯が溶とけてなくなりそうな炭たん酸さん風味のレモン汁に。

　それは君が言うことではないのでは……という指し摘てきを咄とつ嗟さにのみこむ＝凝ぎよう然ぜん──その視し線せんに構かまわず、傍ぼう若じやく無ぶ人じんにカップを持つ三人。

　鳳＝極ごく辛から党とう／乙＝極ごく甘あま党とう／雛＝酸味党──人知を超えた飲料を摂取ゴクリ。

「うぷっ……」青ざめる冬真──以前も遭そう遇ぐうした光景ながら、衝しよう撃げきにおののく。

〈ミリオポリス公安高機動隊ＭＳＳ〉の本部で得た知ち識しき＝特とく殊しゆな装そう備びを駆く使しすることで少女たちの脳のうが負ふ荷かを受け、味覚異常を呈ていするのだという──そのことを頭の中でリフレインしながら、しいて何でもないように振ふる舞まう。

　だが突とつ如じよとして異変──鳳が差し出すタバスコ瓶びん。

「冬真さんもいかが？　体が温まりますわ」

　史上最強の香こう辛しん料りようサヴィーネ・ハバネロの銘めい柄がら──さながら化学兵器。

「鳳と一いつ緒しよはきついっしょー」乙が助け船を出すかのように砂さ糖とうを差し出す。

「…………」雛──競争意識＝無言でレモン汁の容よう器きの山をずずっと押し出す。

「ぼ、僕ぼく、ブラックシユヴアルツアーで飲むから」

　何でもないという態度があっさり瓦が解かい──反はん射しや的にカップをつかむ＝機き敏びんな退たい避ひ。

「……ご迷めい惑わくでしたかしら」瓶を手にしたまま不思議そうな顔。「……やっぱり、あたくしたちとは違うんですのね」

「いや……」冬真──違うという言葉に、なぜか胸むねをちくっと刺された気分＝咄嗟に何と返せば良いかわからず。

　にっこりと釈明。「ごめんなさい。みな、本来ならば民間の方である冬真さんと、こうしてお話しできるのが嬉しくて、はしゃいでしまいますの」

「はしゃいでんの鳳っしょ。冬真が来るたんびに嬉しそーにしてるし」乙＝呆あきれ顔。

「ふふ。わかりますかしら？」鳳＝隠かくしもしない。

　一いつ般ぱん人じんとはかけ離はなれた生活を送る鳳の透とう明めいな微び笑しように、冬真はまたもやどきっとなる。

　その傍かたわらでは、雛が冬真の表ひよう情じようを窺うかがうようにしながらストローを嚙かんでいる。

　ふと鳳が表通りを見た。冬真も自然とそれを目で追った。交通規き制せいされた通りを歩みゆくパレード。ライオンの衣い裳しようを着た子供たちを見つめる鳳の横顔が、いっとき哀あい切せつの翳かげりを帯びた気がした。遥はるか過か去こに感じられるでき事──鳳が撃うてなかった子供／その弟と妹。

　冬真は、そのとき自分ができるゆいいつのこととして、何かを口にするのではなく、ただ黙だまって、胸の内で、犠ぎ牲せいにさせられた全すべての者たちの冥めい福ふくを祈いのった。そしてあらためて思う──鳳たちは、そういう場所にいるのだと。他愛たわいのないクイズでさえ、全員で無事に生き残ろうとする意い志しのあらわれだった。そんな危険と悲しみに満ちた場所になぜ自分がいようとするのか。民間人──何の力もない自分。本来、助力を請こわれたのは冬真の師したるバロウ神父であって、自分は所しよ詮せんその補ほ助じよ役に過すぎないというのに。

　顔をこちらに戻もどす鳳──いつもの朗ほがらかさ／感かん傷しようを抱いだいた様子もなく。

「お二人とも。今のうちに、あたくしが、おまじないをして差し上げますわね」

　鳳が取り出す銀のケース──香かおり付きのカラフルな絆ばん創そう膏こう＝全てに手書きの印。

　ぺたりと貼はられるおまじない。勇気と優やさしさと喜びのための──ひどいことは決して起こらないと信じるための、祈りの所作。

　乙──ほっぺ＝魚座の印＝イチゴの香り。

　雛──鼻＝山や羊ぎ座ざの印＝スモモの香り。

「さ、冬真さん。お手を」鳳の微笑み。

　差し出した手の甲こうに貼られる蟹座の印＝バナナの香り。

　ふと冬真は、共に同じ祈りの輪にいるのだ、という学童らしい気持ちを抱いた。

　何の力もない自分でも。この先、みなの未来がより良いものになるよう、共に祈ることが許ゆるされている。

　ただそれが嬉しくて──彼女たちとともにいるのだ。そう思った。




　ミリオポリス第十一区ジンメリング──賑にぎやかなパレードの音がかすかに聞こえる中央墓地ツエントラルフリードホフ。

　緑豊ゆたかな墓ぼ地ち＝数十万の墓標──ベートーベン、シューベルト、ブラームス、サリエリなど多数の楽がく聖せいが眠ねむることから観光名所ともなっているその門前──停車中の黒いリムジン／防ぼう弾だん仕様のベンツ／耳に通信機を備そなえたスーツ姿すがたの護ご衛えい官かんたちが周囲を警けい戒かい中。

　墓標に花を捧ささげる男が言った。「すさまじい情報だな、ヘルガ。複ふく数すうの高官暗殺。大型兵器の都市流入。広こう範はん囲いにわたる襲しゆう撃げき、ウィルスに電子テロ計画か……」

「その全てが二十四時間以内に決行される可か能のう性せいがあります、エドワルト州知事様」

　女──ＭＳＳ長官ヘルガ・不知火シラヌイ・クローネンブルク。愛くるしい小顔／アップの金きん髪ぱつ／ぱっちりとした目＝藍あい色いろの虹こう彩さい／公安局の制せい服ふく／小こ柄がらだがバラの花のような存そん在ざい感。

「もし事実なら、敵グループの活動を支援した存在が国内にいることになる」

　男──エドワルト・オヴェロン・メッサーシュミット。

　滑なめらかな褐かつ色しよくの肌はだ／分ぶ厚あつい胸むな板いた／堂々たる体たい軀く／黒いスーツに社会党のバッジ──あたかも草原を疾しつ駆くする逞たくましいサラブレッドの風ふ情ぜい。

「憲けん兵ぺい大隊側の解かい析せき官かんにして接続官コーラスが、敵てきのスパイウェアに浸しん食しよくされる危き険けんを冒おかして、敵の連れん絡らく網もうたる仮か想そう現げん実じつ空間に侵しん入にゆう──解析用フィールドを構こう築ちくした功こう績せきによるものですわ。当フィールドを用いて、私どもＭＳＳのマスターサーバー〈[image: バク]バク〉、憲兵の〈刕レイ〉、さらに武器管理局の〈[image: カムキ]カムキ〉が、今なお合同で解析中……ただし、この都市のオリジナル・マスターサーバーである行ぎよう政せい局きよくの〈[image: アマタ]アマタ〉は、その直ちよつ轄かつの下部機関ともども、治安活動には非ひ協きよう力りよくを表明しています」

「もし、それだけの破は壊かい的な反政府活動が可能だとすれば、〈アンタレス事じ件けん〉のときと同じく、国内の権けん力りよく機構に協力者がいる可能性がきわめて高い。行政局の助力なしで、政府高官および三千人の官かん僚りようを、今日中に調ちよう査さする気かね？」

　艶あでやかな微笑。「そのつもりですわ。銃じゆうと装そう甲こう車しやでではなく、書類と交こう渉しようで」

　精せい悍かんで温かな笑えみ。「我わが自慢の妹が戦おうと言うのだ。兄である私も使命を果たそう。今日の予定は全てキャンセルし、私の警告が効こう果かを発はつ揮きする全ての機関に警戒を命じる。政治的にはマイナスだが、市民を巻まき添ぞえにはできん。この私も、敵の目標に入っているのだな？」

「ええ……解析された情じよう報ほうに、お兄様の本日の行動表と移い動どうルートに合がつ致ちするものが判はん明めい。襲撃計画と思われます。私どもの情報を信用して下さるのですね？」

「信用に値あたいするのは組そ織しきではない。それを運うん営えいする人間だ、ヘルガ。では今すぐＭＳＳ本部ビルにゆき、保ほ護ごしてもらうとしよう。私の存在が政治的圧力となり、自己保身で硬こう直ちよくする〈憲法擁護テロ対策局ＢＶＴ〉と他の治安組織を、効果的に動かせることを願って」

　そう告げて墓はかを見つめる──冷たい石に刻きざまれた墓ぼ碑ひ銘めい。

　家名＝『クローネンブルク』。

「いるのだな……この都市に。あの男が……。かつてのクーデター事件を引き起こし、我が戦友を、誇ほこりなき死に追いやった者が」

　ヘルガ＝微笑がいっとき深い悲しみの翳かげりを帯びる。「ええ……。幽霊ダミー企き業ぎようを擬ぎ装そうする支し援えん型テロ組織プリンチップ社──そのエージェントたるリヒャルト・トラクルの名が、全ての計画でみとめられました。おそらく既すでに、都市のどこかで活動を開始しているかと」

「誓ちかおう……我が友にして、お前の夫だった男に。必ず仇かたきは討うつと。そして、この都市を守り抜ぬくと」

　ひざまずくエドワルト──そっと額ひたいを墓石に当てた。まるで深く詫わびるように。




　ヘルガとエドワルトが墓地の門を出たところで、獣けものが唸うなるような音が響ひびいた。

　軍用機体──漆しつ黒こくの巨きよ体たい。

　背せに丸い操そう縦じゆう席せき／鋭するどい角──二つの腕うでと四つの脚あしを畳たたみ、装甲タイヤで移動。

　正式名めい称しよう〝ケンタウロスツエンタオアー・ＡⅡ型アー・ツヴアイ〟──別名〝カケブートフムエシル〟×四台が到とう着ちやく。

　先頭の機体の上で声──乙。「やっぱこれ、かっこいーっ。オレも欲ほしーっ」

　機体の背が装甲を開く──若わかい男が現あらわれる＝ぼそり。「降おりろ、坊ぼう主ず」

　乙＝むかっ──少女心を主しゆ張ちよう。「だーから坊主じゃねーって言ってるっしょぉ⁉」

　後続の機体の背からひらりと舞まい降りる鳳──おっかなびっくり降りる雛＋冬真。

　先頭の機体から若い男が降りる──精悍／制服／切れ長の黒くろ眼め／真っ白な布ぬので頭を覆おおい、長いコルク色の髪かみを後ろで束ねている──憮ぶ然ぜんとした顔つきの若い虎とらの風情。

　ヘルガとエドワルトの前へ──敬けい礼れい。

「ＭＳＳ地上戦せん術じゆつ班はん、副長ロルフ・日向ヒナタ・アナベル伍ご長ちようです。うちの隊長から、エドワルト・メッサーシュミット州知事の道中の警護を命じられております」

　分ぶ厚あつい手を差し出す。「エドワルトでいい。君のファイルは読ませてもらっている。生きつ粋すいのクルド人だそうだな？」

　日向が手を握にぎり返す＝むっつりしたまま。「は……」

「自由を愛し、気き骨こつに満ちた民族だ。頼たのもしい護衛をつけてもらえたことを感かん謝しやする」

「……こちらも、キプロスの英えい雄ゆうエドワルト少しよう佐さを護衛できることを誇りに思います」
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「ありがとう。あの戦場では、部下と幸運に恵めぐまれた。私だけの勲くん章しようではない」

　日向が小さくうなずいて下がる──代わって鳳が前へ。「同じく警護を命じられました。ＭＳＳ要撃小隊隊長、鳳・エウリディーチェ・アウストですわ、エドワルト州知事様」

　微笑ほほえんで手を差し出す。「数々の戦果を上げたＭＳＳ最強の特甲トツコー児童が、これほど若いとは驚おどろきだな」

　手を握る。「ご不満ですかしら？」

「いや。ユダヤ人で初めてオーストリア首しゆ相しようとなったブルーノ・クライスキーは十五歳さいで社民労働党員となり、ファシズムと戦った。若さは可か能のう性せいであり、何かをしてはいけない理由になることはない」

「はい、州知事様」にっこり笑って下がる鳳──乙と雛もそれぞれ前へ。

　乙＝もの怖おじせず元気良く握あく手しゆ──雛＝びくびくしながらそっと握手。

　そして傍ぼう観かんする冬真にも差し出されるエドワルトの逞しい手。「君が、バロウ神父のお弟で子しさんだね。戦火が起こるたび、彼には何度も世話になってきた」

「は……はい」驚きつつ手を握る──温かく力強い握手に驚く。

　脳のう裏りをよぎる〝英雄エドワルト・メッサーシュミット〟の功こう績せきを称たたえる数々のフレーズ──国連軍の一員として、キプロス紛ふん争そうでギリシャ系けいとトルコ系とを問わず数千人を保護し、戦火から避ひ難なんさせることに成功／当地の過か激げき派は組織を最さい小しよう限げんの犠ぎ牲せいで掃そう討とう／当地で捕ほ虜りよにされていた兵士たちを救出──そして帰き還かん後、〝元軍人〟という肩かた書がきがもたらすバッシングを跳はね返し、人種差別が横行するこの都市で、黒人の血を引く者で初めてウィーン州知事となった男。

　もはや冬真の想そう像ぞうを絶ぜつする偉い業ぎようを重ねてきた、この都市の長おさであり州のリーダーである人物から直じき々じきに声をかけられるとは思っておらず、何と返せば良いかわからぬうちに、いつの間にかその手が離はなれていた。

　ちょっと失礼だったかな──と悔くやんでいると、今度はヘルガに呼よばれていた。

「冬真さんは、私の車へどうぞ。一いつ緒しよにバロウ神父のもとへゆきましょう」

「あ……ありがとうございます」すっかり電車で移動するつもりでいた冬真＝恐きよう縮しゆく。

　バロウ神父＝途と中ちゆうまで一緒だったがＭＳＳの要よう請せいで国連の宗しゆう教きよう連れん絡らく会議の事じ務む所しよへ。

　聖木曜日ハイリヒ・ドナースタークの集会には代理の司祭を立てての治安協力──後で教会側から批ひ判はんを受けるのを承しよう知ちの行動であるため、冬真までもが批判に巻まきこまれるのをさけるため師しだけ先行。

　ヘルガ＝みなを見み渡わたして。「現げん在ざい、各方面で捜そう査さ官かんが情じよう報ほうの裏うらを取っているわ。各自、連絡を密みつに。いかなる危き機きにおいても、冷静さこそが最大の武ぶ器きよ。いいわね」

「了ヤ解ー！」鳳らの斉せい唱しよう──冬真だけ乗り遅おくれて返事なし＝居い場ば所しよのなさを味わう。

「では州知事様。私は任にん務むに戻もどりますわ」

　うなずくエドワルト──力強く。「お互たがいに、今日という一日を守り通そう」

　移い動どうするヘルガ──手て招まねきされた冬真がそそくさと後を追って黒いベンツに乗りこむ。

　鳳＋乙＋雛──冬真に手を振ふる。「ごきげんよう、冬真さん」「じゃねー」「またねぇ」

　慌あわてて手を振り返す。「う、うん……また後で」

　運転手が専せん用ようナビで周辺の道路情報を確かく認にん──道中に危き険けんを告げる情報がないか本部と連絡を取り合いながら、州知事らより一足先に車を出した。

　隣となりに座すわるヘルガ＝気さくに。「あの子たちと仲良くしていただいて、御お礼れいを言うわ」

「い、いえ……。あまり、お役には立てませんが……」

「あの子たちが、ああして仲間以外の誰だれかを信用し続けられることが、私にとっては大きな安心材料なの」ヘルガの優やさしい微び笑しよう──薔ば薇らの芳ほう香こうに包まれる気分。「ありがとう」

「僕の方こそ……」感かん謝しやを伝えたかったが、何に感謝すれば良いかわからず、結局、無ぶ難なんな言葉を選んでいた。「わざわざ送っていただいて……すいません」

「気にしないで。兄をつかまえるための出動に付き合わせてしまったお詫わびよ」

「兄……？」ぽかんとなった。

　咄とつ嗟さにエドワルトのことだという推すい測そく──だが二人の肌はだの違ちがいに戸と惑まどう。

「エドワルトは私の異い母ぼ兄けいなの」ヘルガのくすくす笑い。「ご存ぞんじなかった？」

「すいません……」

「いいのよ。私の姓せいはもうメッサーシュミットではないから、今は気づく人も少ないわ」

　ヘルガ──秘ひめられた意い志しの強さ／経けい験けんの豊ゆたかさ／天然の愛らしさが、見事に一つになって花はな咲さくような大人の微笑。冬真はなんとなく、鳳が成長したらヘルガのようになるのかも──などと、実に勝手な想像を働かせていた。




　　午後一時




　ミリオポリス第二十二区ドナウシユタツト──未来的建けん築ちくの群むれ〈国連都市UNO-CITY〉＝その中ちゆう核かくたる国連ビル。

　加入機き構こうの増ぞう加かにより、拡かく大だいされた敷しき地ち／大おお幅はばに建て増ましされた五十階建ての巨きよ大だい総そう合ごうビル──一階・南ロビー。

「ＢＶＴから警けい戒かいの要ありなどという報告は受けておらん。いきなりやって来て全すべての会合を中止せよなど、むちゃを通りこして非ひ常じよう識しきだ」

　男──巨漢／国民党のバッジ／三さん白ぱく眼がん／むくんだ頰ほお──人相の悪いヒグマの威い圧あつ感。

「帰って上官にそう報告したまえ。ＭＳＳ副官の……あー……なんといったかね？」

「ニナ・潮音シオン・シュニービッテンです」

　女──純じゆん白ぱくのスーツ／短い黒くろ髪かみ／漆しつ黒こくの眸め／冴さえやかな美び貌ぼう──トルコ系。

「私ども単たん独どくの情報ではありません。複ふく数すうのマスターサーバーが導みちびき出した結けつ論ろんです。せめて国連ビルでの我われ々われの警けい備び活動をご承しよう認にん下さい、ゴットフリート・シーレ内ない務む大臣」

「ダメだ」ゴットフリート──じろじろとニナの美貌を舐なめるように見ながら。「ここはＢＶＴ〈特殊憲兵部隊コブラ・ユニツト〉の管かん轄かつだ。これ以上、君らがしゃしゃり出るようなら、調子に乗った愚おろかな組織が出しゃばって秩ちつ序じよを乱みだしていると、首相に報告することになるぞ」

「聖せい週間は各機関が長期休きゆう暇かに入ることから、会合の中止は容よう易いなはず。また、治安に関しても、休暇をとる者の穴あな埋うめのため、各機関同士の治安交代もしくは相そう互ご協力が通例となっているはずです」

「休暇の間だからこそ可か能のうな政せい治じ活動もあるのだ。君らが思うよりも我々は勤きん勉べんだよ。我々も、ここを守る優すぐれた警備員や特とく殊しゆ部隊員たちもな。君らの出る幕まくはない」

　鼻で笑うように告げるゴットフリート──護ご衛えい官かんたちを引きつれ退去。周囲ではベレー帽ぼうをかぶった特殊憲けん兵ぺい隊員たちが、尖とがった針はりのような嘲あざけりの視し線せんをニナに送っている。

　ニナ──氷ひよう像ぞうのように直立不動。ゴットフリートが空港なみに入念な検けん査さと荷物チェックを受けて中へ入るのを見み届とどけ、エントランスの外へ。

　警備員専用の駐ちゆう車しや場じよう──停車中のＭＳＳ通信車両およびカケブートフムエシル×八台。

　機体に背せを預あずける男──地上戦せん術じゆつ班はん・専せん任にん士官ホルスト・御ミ影カゲ・ブレネンデリーベ。

　制服／瑠璃色の瞳サフアイア・ブルー／白はく皙せきの顔／滑なめらかな長ちよう髪はつのブロンド──青い瞳ひとみのしなやかな豹ひようのたたずまい＝その鷹おう揚ような笑い。

「その顔だと、ていよく追い払はらわれたか、潮音シオン」

「成人前の名で呼よぶな」いらっとした調子で返すニナ──文化委い託たくされた漢字名キヤラクターは成人時にミドルネームに。「態たい度どだけは大物ぶった馬ば鹿かどもだ。情報があっても実じつ際さいに被ひ害がいが生じるまで危機意識を持とうともせず、頭の中にあるのは政せい党とう政治のことばかりだ」

　涼すずしげに肩かたをすくめる御影。「まさに政治家だな。何しろ内務大臣は国民党の幹かん部ぶだ。ＢＶＴを牛ぎゆう耳じる未来党と連立を組んで政せい権けんを獲かく得とくしたてまえ、もともと社会党の影えい響きようが強いＭＳＳに協力するのは、具合が悪い、というわけだ」

「他人ごとのように言うな」ニナ＝むっとなって──氷のような美貌が、いっとき感かん情じようをあらわにする。「だいたい昔からお前も日向も政治的リスクを無む視しして、私や長官の苦労を知らずに勝手に暴あばれまわり、結局その尻しりぬぐいを私が──」

「取りこみ中かね？」

　ふいに声＝通信車両から姿すがたを現あらわす初老の男──アウグスティヌス派は教会の一員にしてＭＳＳ技ぎ術じゆつ顧こ問もんたるトマス・バロウ神父＝司祭服／見事な白はく髪はつ／灰はい色いろの目／深い皺しわ──揺ゆるがず動じない、厳げん冬とうに立つ老オークの樹きの風ふ情ぜい。

「いえ……」ニナ＝赤面／咳せき払ばらい。

　くすっと笑いを零こぼす御影──ニナに睨にらまれ沈ちん黙もく。

「カトリック系の国民党員とも連れん絡らくを取ったが、やはり協力を断ことわられてしまった。宗しゆう教きよう連絡会議を通しての警告も受け入れられた様子はない。役に立てずにすまない」

「いえ。神父様には御ご協きよう力りよくを感かん謝しやしております」ニナ──スーツのふところで着信音＝携けい帯たい電話を取り出す。

《首しゆ尾びはいかがかしら、ニナ？》

「申し訳わけありません、ヘルガ長官……。先ほど内務大臣より警告を拒きよ絶ぜつされました。国連ビル周辺は〈特殊憲兵部隊コブラ・ユニツト〉が固めており、我われ々われを排はい除じよする方ほう針しんのようです」

《現げん在ざいの危き機きレベルに影響する要よう素そは？》

「バロウ神父様の御協力により、第二十二区ドナウシユタツトから第十一区ジンメリング周辺で〝遠隔操作ＥＩ〟型の兵器のものと見られる特とく徴ちよう的な信号を確かく認にん。解かい析せき班が暗号を解読中。ただしダミーの可か能のう性せいもあり、大型兵器が起動する前兆であるかは不明です」

《ＢＶＴには私から話すわ。戦術班は可能な限かぎり、国連ビル周辺で警戒待機。冬真さんをそちらにお送りするとバロウ神父様に伝えてちょうだい。通信車両でお二人を本部までおつれして、電波の分析に協力していただいて。情報こそ要よう撃げきの真しん髄ずいよ、ニナ》




　ミリオポリス第一区インネレシユタツト──〈憲法擁護テロ対策局ＢＶＴ〉ビル最上階。

　年代ものの重じゆう厚こうな調度品と、全組そ織しきへの直通連絡が可能な最新式の端たん末まつとモニター群ぐんが、奇き妙みようなコントラストをもって整然と並ならぶ部屋──来らい賓ひん室しつ。

　壁かべの巨きよ大だいモニターに映うつるヘルガの進言。《決定的な情報などというものは存そん在ざいしません。それは既すでに事じ件けんが発生したことを意味するからです。それ以前に解決可能な情報にもとづく対たい処しよこそ、治安機き構こうの存在意義であるはずではないでしょうか？》

　モニター前に立つ黒ずくめの男──ＢＶＴ局長エゴン・ポリ。

　眼鏡めがねの奥おくで光る神しん経けい過か敏びん気味の目／人間大の黒いカマキリの雰ふん囲い気き。

「その論ろん旨しに従したがえば全すべての怪あやしむべき人物は即そく逮たい捕ほの対象となり、ファシストの誹そしりを受けるのは明らかだ。既に最さい適てきな部隊が最適な区く域いきへ配置されている。勝手に管轄外区域を横おう断だんする君らＭＳＳの活動が承認されているだけでもありがたいと思いたまえ」

《感謝しておりますわ、局長》艶あでやかな笑いをふくんだ返答──言外に相手の無理解を悲しむように。《では引き続き、有事に備そなえた横断活動を続行いたします。決定的な事件が発生したときこそ、ＢＶＴの全組織を上げての対たい応おうがあると信じております》

「そんな事件がそうそう発生しないことの方を信じたいものだな」不ふ快かいそうに。

《同感ですわ》微び笑しよう＝通信アウト。

　背はい後ごを振ふり返るエゴン──休めの姿し勢せい。「……これでよろしいでしょうか」

　ソファに座すわる三人の男たち──それぞれの胸むねに未来党員バッジ／議員バッジ／階級章。

　党員バッジ＝腹はら立だたしげ。「相変わらず身のほどを知らん、ＭＳＳの跳はねっ返りめが」

　議員バッジ＝薄うすら笑い。「一いつ切さいの支し援えんなしに突つっ走れるところまで走らせてやりたまえ」

　ためらい気味のエゴン。「ですが……確たしかに、情報の危機レベルはきわめて高く……」

　階級章＝無表情な威い圧あつ。「ＢＶＴは議会で承認された対応を守っていればよい。独どく断だん専せん行こうの代だい償しようを、彼ら自身に支し払はらってもらう」

「……」言葉を吞のみこむエゴン──カマキリが気配を殺すように、不満を隠かくしてじっと沈ちん黙もくしていた。




　ミリオポリス第十一区ジンメリング──道どう路ろ脇わきに『Ａ23』の看かん板ばん＝数年前に運うん河がの川かわ幅はばが拡かく大だいされたことなどから、大きな拡かく張ちようと補ほ強きよう工事をほどこされた第二十三高速道路アオトバーンへの入り口。

　宙ちゆうを見つめるヘルガ──ひそかな呟つぶやき。

「非協力と引き替かえに独走を承認……ていよく露つゆ払はらいとして戦わせるにしては、のちのち局に非ひ難なんが集中する構図……。何か変ね」

「あの……」冬真──おそるおそる。「僕ぼくが聞いてしまって、よかったんでしょうか」

「あら」ヘルガ──あらためて冬真の存在に気づいたように。「自じ己こ保ほ身しんと政党政治に取りこまれた治安機構の最大権力者の姿すがたなんか見せて、教育に悪かったかしら？　ちなみに彼の背後にはおそらく未来党の幹部連がいて、何らかの圧力をかけているはずよ」

「はあ……」いまいちついていけない冬真──目の前にいる相手がとても偉えらい立場にいるということだけはわかり、やたらと恐きよう縮しゆくしてしまう。「すいません……不勉強で」

　くすくす笑う。「バロウ神父様は、あなたにそんな勉強は望んでいないわ、きっと。すぐにこんな危き険けんな場所から引き離はなして、数学の才能に長たけたあなたを科学アカデミーに入学させたいんじゃないかしら」

　ちくりと胸むねを刺さされる思いがした。目が自然と左手の甲こうに貼はられた絆創膏おまじないを向く。

「……バロウ神父様のお役に立つ限かぎりは、一いつ緒しよにいさせていただこうと思っています」

　口にしたのは師しの名だが、脳のう裏りにはなぜか鳳の姿が浮うかんでいた。

「そのうち本ほん格かく的にＭＳＳにスカウトされてしまうかもしれないわよ？」

「そんな……」思わず苦く笑しようする冬真──冗じよう談だんでも嬉うれしかった。「僕には何の力も──」

　そのときふいに車体が大きく揺ゆれた。

「う、うわっ……！」冬真が前のめりになる──素す早ばやくドアの取っ手をつかんだヘルガが、その体を支ささえる。

　そして運転手の叫さけび。「不ふ審しんな車両が接せつ近きん！」

　振り返るヘルガ──その藍あい色いろの目が、急接近する緑の乗用車をとらえる。

　高速道路の入り口で停車していた車＝ヘルガらの乗るベンツが到とう来らいすると同時にアクセル──猛もう然ぜんと突とつ進しん。

　慌あわてて身を起こす冬真──窓まどの向こう──乗用車の運転席で、見知らぬ男が目を血走らせて何かのスイッチを掲かかげるのを、まるでスローモーションのように認にん識しきしていた。

　途と端たん、ヘルガに肩かたをつかまれ、思い切り押おし倒たおされた。

「車爆ばく弾だんよ！　伏ふせて──！」

　衝しよう撃げき──緑の車がベンツの横よこ腹ばらに突っこむと同時に、一個この爆弾と化して炸さく裂れつした。




　ミリオポリス第三十五区ジークムントへ向かうリムジン──その後部座ざ席せきで、エドワルトの隣となりに乗る鳳が、はっと顔を上げた。

　向かい側の座席で、同じく乙と雛が、宙に目をさまよわせる。

「どうした？」身を乗り出すエドワルト。

「ヘルガ長官の通Ｐ信Ｄ機Ａからの電波が消失ロストしたという信号サインです」鳳──目をエドワルトに向ける。「故こ障しようか、地下深くに入ったのか……連れん絡らくが通じませんの」

「最後に通信可か能のうだった地点から、最も近くにいる部隊がどれかわかるかね？」

「はい……。ですけれど、任にん務むが……」口ごもる──鳳らしからぬ戸と惑まどい。

　乙と雛が、じっと黙だまって鳳を見つめる。

　エドワルト──僅わずかな沈ちん黙もくから何もかも察して。「我々が、その部隊というわけか」

「はい。あたくしたちは、州知事様を無事にＭＳＳ本部ビルまで護ご送そうするよう命じられております……」

「では、重要警護対象にして、この都市でまあまあの権けん力りよくを握にぎる私からの命令だ。ただちにＵターンして現場へ向かい、可能な限りの迅じん速そくさで、仲間の安あん否ぴを確かく認にんしたまえ」




　ぐるぐる回る世界の中で冬真はありったけの声で叫び続け、間もなく立ちこめる煙けむりの臭しゆう気きにむせ返り、慌てて息をこらえていた。

　いつの間にか衝撃が消えていることに気づいたとき、ものすごい勢いきおいでヘルガに袖そでを引っ張ぱられ、ひしゃげたドア枠わくから外へ出された。

　高速道路入り口の壁かべにベンツの鼻が突き刺さっており、ほんの一メートルほど離れたところで乗用車が粉々になって盛せい大だいに燃もえていた。

　立ちこめる黒こく煙えんの向こうから、体中から血を流す運転手がよろめき現あらわれる。

　突然の襲しゆう撃げきにも冷静に対たい処しよした運転手＝スピンと転てん倒とうを防ふせぎ、後部座席を守るようにして壁に激突──その肩をヘルガが担かつぐ。「手伝って！」

　慌てて従したがう冬真──火傷やけど・擦すり傷きず・打だ撲ぼくだらけの男の、反対側の肩を担いだ。

「急いで離れるわよ！」女と子こ供どもで負ふ傷しようした男を担ぎ必死に現げん場ばを離り脱だつ──背後で装そう甲こう車しや並なみの防ぼう弾だん装そう備びが施ほどこされたベンツが爆ばく炎えんを上げた。

　ヘルガが足を進めるままに従う──数年前に税ぜい収しゆう入にゆうの臨りん時じ確かく保ほのため設せつ置ちされた無人料金所の陰かげへ入りこむ。

　男を下ろす──息を切らせて告げるヘルガ。「異い常じようが二つ。通信端末ＰＤＡは使用不ふ可か、電波妨ぼう害がいよ。それと、後続の一いつ般ぱん車しやが、一台も来ないわ」

　はっと後方を振ふり返る冬真。きらきらと舞まう光の粒つぶ──燃える車が通信を阻そ害がいする軽けい金きん属ぞく片へんをまき散らしている。さらに高速道のスロープを昇のぼってきた大型トラックが停車──銃じゆうを持った男たちが降おりる／荷台から得体の知れない物体が出現する。

　四つの卵たまご形がたの何か──まるで車輪つきの台だい座ざに設置された巨きよ大だいなイースターエッグが、電動音とともに移い動どう開始＝卵の表面がスライドして銃口が現れる。

「遠隔操作ＥＩ兵器……すっかり罠わなにかかったわね」

　ヘルガ──言うなりふところから銃を抜ぬいて立て続けに発はつ砲ぽう。

　ぎくっとなる冬真──正確な角度で放たれた弾だん丸がんが、自動料金所の金きん銭せん支し払はらい口を次々に破は壊かい──防ぼう犯はん機き能のうにより料金入り口が一いつ斉せいに閉へい鎖さ／シャッターが降りる。

「急いで移動よ！」ヘルガが男の肩を再ふたたび担ぐ──手伝う冬真＝パニックに陥おちいりそうなほど激はげしい動どう悸き／恐きよう怖ふの念。

　背後でシャッターを撃うつ音が響ひびく。ヘルガとともに負傷者を担ぎながら、高速道路を必死に移動──ぜいぜい切れる息／男の血で首くび筋すじがぬるぬるする──恐怖と焦あせりで視し界かいがぐらぐら揺ゆれる。

　二百メートルほど進んだところでヘルガが非ひ常じよう用よう電話を指さして叫んだ。

「あれでニナに連絡！　最も近い部隊に支し援えんを要よう請せいして！」

　鞭むちで打たれたように二人から離はなれて数十メートルを全力疾しつ走そう──自分の通Ｐ信Ｄ機Ａで番号確認／電話にかじりつくようにしてニナの携けい帯たい電話へコール。

　目──手の甲こうに貼はられた絆創膏おまじないをすがるように見つめ続ける。

「早く出て、早く出て、早く出て！」

　爆音──シャッターが吹ふき飛び、武ぶ装そう集しゆう団だんと化け物卵が高速道路のスロープ上へ侵しん攻こう。

　冬真とは反対側の壁かべ際ぎわ──カーブの入り口。

　ヘルガが負傷者を横たえ、膝ひざ立だちで銃を構かまえていた。

　惚ほれ惚ぼれするほど正確な射しや撃げき──武ぶ装そう犯はん二名が転倒／残りが化け物卵の陰から乱らん射しや。

　化け物卵がにわかに機銃を掃そう射しや──寸すん前ぜんで曲がり口に飛びこんだヘルガの周囲でアスファルト・防ぼう音おん板ばん・金かな網あみ・街灯が砕くだけ散った。

《誰だれだ？》ニナの応おう答とう──冬真の叫さけび。「二十三号線入り口で襲おそわれてます！　ヘルガさんが撃ち返してて──早く助けて！」

《冬真か？　位置を確認する。すぐ──……》

　すさまじいノイズが声をかき消し、ぞっとなった。敵てきが高速道の非常回線に侵入・支し配はいしたのだと悟さとった途と端たん、恐怖で絶ぜつ叫きようしそうになりながら救いを求めて空を仰あおいだとき。

　目の前で、だん！　と道路の防音板を何かが蹴けった。

　受話器を手に反射的に身を屈かがめた冬真の傍かたわらに、軽かろやかに舞い降りる──鳳。

「あたくしの背はい後ごへ！」

　引っ張られる／膝立ちになった鳳の背後──受話器を握りしめたままうずくまる。

　銃を構える鳳──撃つタタン！・撃つタタン！・撃つタタン！。

　突とつ然ぜんの反撃にもんどり打って倒れる武装犯たち──化け物卵がこちらを向き、その機銃が火を噴ふいた。機械的正確さで襲いかかる弾丸が、一直線の弾だん痕こんを刻きざみながら鳳へ迫せまった。

　動かない／動けない鳳──背後の冬真を守るようにして両りよう腕うでで頭部と胸むな元もとをガード。

　被ひ弾だん──右みぎ脚あし・右腕・右みぎ肩かた。

　鳳の銃を握った右手が、肘ひじから砕くだけて宙を舞った。

「鳳さん‼」冬真の絶叫＝その手の受話器でふいに響くニナの声。《──通信回かい復ふく！　転てん送そう塔とうのフル稼か働どうを要請！　〈焱の妖精フオイエル・スプライト〉による要撃を開始する！》




　　午後二時




「転送を開かい封ふう！」

　鳳の叫び──にわかに唸うなり。その手足がエメラルドの幾き何か学がく的な輝かがやきに包まれ、指先から粒りゆう子し状じように分ぶん解かい／置ち換かん──一いつ瞬しゆんで機甲化。

　冬真の眼がん前ぜん──鳳の背せで翻ひるがえる、大きな大きな、紫むらさきに輝くアゲハチョウの羽。

　一瞬で修しゆう復ふくされた右手に、非ひ常じよう識しきなサイズの武器＝十二・七ミリ超ちよう伝でん導どう式しき重機関銃。

「無人兵器ごときがなんぼのものですのぉーっ‼」

　掲かかげ、構え、狙ねらう──すダダさダダまダダじダダいダダまダダでダダのダダ掃ダダ射ダ！。

　先ほど化け物卵たまごが放った一連の攻こう撃げきが軽けい微びに思えてしまうほどの、たまらない火線──まるで〝本日は晴天のちところにより機銃掃射〟という予よ報ほうが実現したかのような文字通りの嵐射が、横よこ殴なぐりに化け物卵に吹きつけ、直撃した。兵器の全身に亀き裂れつ／破は損そん／崩ほう壊かい／バラバラに──そして、またたく間になぎ倒たおされる武装犯たち。

　ふいに料金所のシャッターが吹き飛び、敵の背後に躍おどり出るカケブートフムエシル×四台。

　その先頭の一台の背せから飛び立つ──青い火。

「ドキドキするっしょー‼」浮うき浮き突撃＝乙──背で青く輝くトンボの羽／鋭するどい鋼こう鉄てつの手足／四つの関節を持つ長大な腕から伸のびる灼刃ヒートブレードの青白い炎ほのお。

　散開する四台の化け物卵──うち一台へ鋭えい角かく的に切せつ迫ぱく／滑かつ空くう。

　機銃掃射を難なんなくかわし、超高熱の白はく刃じんで化け物卵を真っ二つに切せつ断だん。

　さらに頭上から降こう下かする──黄の火。

「いじめないでぇーっ‼」びくびく爆ばく撃げき＝雛──背で黄色に輝くスズメバチの羽／丸いフォルムの手足／全身で危き険けん度どをアピールする警告黄色アンバー・ライト。

　右腕に装備した連結式爆雷チエーン・マインの束を、新しん体たい操そうのリボンのごとく８の字ダンス＝ばらばら投とう擲てき。頭上からの爆撃を避よけきれず、吹っ飛ぶ化け物卵。

　カケブートフムエシル×四台が、日向の指し揮きのもと、最後の化け物卵を取り囲み、あっという間に捕ほ獲かく──アームが伸びて、全すべての武装および自爆機能を素す早ばやく解体してしまった。
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「た、助かった……」

　いまだに電話を握にぎったまま、腰こしが抜ぬけたようになる冬真──呆あきれるばかりの長大な機き銃じゆうを掲げた鳳が、こちらを振ふり返る／微笑ほほえむ。

「そのお電話のお陰かげで、正せい確かくな位置がわかったのですわ。ありがとう、冬真さん」

　かぶりを振りながら、情なさけない顔で笑みを返す冬真。「それはヘルガさんが……」

　ふいにヘルガが足早に歩み寄よった。「それはまだ通信中かしら？」

「は、はい……」咄とつ嗟さに受話器を差し出す。

　一方の手に銃を握ったまま電話に出るヘルガ──ひと息に。「ＭＳＳの全部隊に緊きん急きゆう警けい告こくよ、ニナ。上じよう層そう部ぶが警けい戒かい態たい勢せいに応おうじなかった理由に、私たちが標的にふくまれているという情じよう報ほうを事前につかんでいた者がいる可か能のう性せいがあるわ。それと、もしかしたら、自分たちは標的ではないと確信していた者がいる可能性が」




　ミリオポリス第二十二区ドナウシユタツト──国連ビル。

「襲しゆう撃げき犯はんは所しよ詮せん、何も知らん末まつ端たん兵士だ」通信車両内に響ひびくニナの指令＝凍こおれる剣けんのごとき鋭するどさ。「第十一区ジンメリングの全すべての監かん視しカメラ、通信、高速道周辺の車両情報をマスターサーバー〈[image: バク]バク〉に追つい跡せきさせろ。捕獲したＥＩ兵器の解かい析せき結果と照合し、なぜ長官の移い動どうルートが敵に漏もれたか、長官を狙わせた愚おろか者がどこにいるか、何としても判はん明めいさせろ」

　通信官たちの即そく応おう──隅すみで優ゆう雅がにコーヒーを飲む御影が、鷹おう揚ような調子で口を挟はさむ。

「よもや我われらの長官を今日このとき、直ちよく接せつ、狙いにくるとはな。いったいどのようなかたちで情報が漏れればそんなことになる？　案外、私たちを国連ビルに入れなかったのも、敵てきの標的であるＭＳＳの巻き添えになることを恐おそれてのことかもしれんぞ」

「ならばここの部隊を囮おとりにし、敵をおびき出すと同時に、情報漏ろう洩えいの原げん因いんを突つき止めるまでだ。ヘルガ長官が銃火にさらされるなど、この身で失態を埋うめ合わせねば気がすまん」

　呵か責しやく無いニナの断言──呆れ顔になる御影。「中世の騎き士しも顔負けの忠ちゆう心しんだが、冷静にな。ヘルガ長官は無事なのだから──」

　そこへ通信官の声。「爆弾テロが発生！　第二十五区ラオヒエンシユマオス、政せい府ふ直ちよつ轄かつのビルです！」

　すぐさまモニター越ごしに現場の様子が飛びこんでくる──鋭く見つめるニナ＋御影。

　現地に急行したパトカーのカメラによる映えい像ぞう──濛もう々もうたる黒こく煙えんを噴ふくビル──道路に散さん乱らんした大量のガラス片へん──丸まる焦こげの車しや両りよう群ぐん──道ばたに座すわりこむ血まみれの職しよく員いんたち。

「……通商産業省の事じ務む局きよくだと？」御影──通信官の背後から、次々に入ってくる情報を覗のぞきこむ。「こちらも車爆弾だ。トラックに爆発物を満まん載さいしてビルに突っこんだらしい。祝日だったお陰かげでほとんどの職員は休きゆう暇かを取っている。今のところ死し亡ぼうが確かく認にんされた職員はなし……政府高官および官かん僚りようも多くが不ふ在ざいだ。いったい何を狙った？」

「不明だが、タイミングは完かん璧ぺきだ」ニナ──通信マイクを握りしめる。「明らかな同時爆破テロだ。本部解かい析せき班はん、地区内の監視カメラのデータを解析。長官の襲撃者と合わせて、これらの車爆弾がどこから来たか判明させるとともに、新たなテロ発生を警戒」

《了ヤ解ー》ふいにモニターの一つに女性が現れる。《ちょっと話があんだけど》

「なんだ、シャーリーン」ニナが歩み寄る。

　モニター上の女──情報解析課課長シャーリーン・巫カンナギ・フロイト。

　長身／ほつれた金きん髪ぱつ／緑の目に銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね／よれよれの白衣。シャープな容よう貌ぼうだが、ぼんやり無表情──まるで理科室に住みついた幽ゆう霊れいといったたたずまい。

《いやね。国連ビルの監視カメラに気になる映像があるのを〈[image: バク]バク〉が見つけてさ。四十分前のものなんだけどね》

「四十分……？　〈[image: バク]バク〉の追跡基き準じゆんの下位に引っかかったのか？」

《それは違ちがうと言わざるをえないね》いきなり別の声──隣となりのモニターに現れる少年。

「違う？　何がだ？」ニナ＝怪け訝げん──御影がコーヒーカップを手に素す早ばやく近寄る。

　少年──水ミ無ナ月ヅキ・アドルフ・ルックナー。はヘしイばゼみル色の目とくせっ毛／整った目鼻立ち。制せい服ふくの上から羽は織おった大人用の白衣から背せに生える緑の羽がのぞいている。マスターサーバーに脳のう機き能のうをリンクする接続官コーラスたる特甲トツコー児童──まるで取り澄すました白しら鷺さぎの風ふ情ぜい。

《僕ぼくが鳳たちに武ぶ装そうを転送した後のことさ。全部隊への警告が発されたので警戒レベルを最大にして全情報を解析し直したんだ。すると、そちらの国連ビルで妙みようなものが引っかかった。解析の順番を後回しにするようプログラムされた、ある監視カメラの映像だよ》

「その映像は？」

《相そう貌ぼう認識プログラムで検けん索さく中。あと五秒待ってね》シャーリーン＝やたら間ま延のびした声。《過か去こ二時間、カメラに映うつった人間を自動でファイル化。特に指名手配された人間は、変装していても完璧に解析する骨こつ相そう検索で……ほい、出た。七番モニターに送信》

　頭上のモニターを、その場にいる面々が同時に見上げ、一様に息をのむ。

　二人の男＝うち一人──禿はげあがった頭／特とく徴ちよう的な鷲わし鼻ばな／生気に満ちた緑の目。

「リヒャルト・トラクル……」ニナ＝震ふるえる声──驚おどろきと怒いかりで目を見開く。

　もう一人──青い目／長い銀髪／美び麗れいといっていい顔立ち／その額ひたいの中央に異い様ような特徴＝皮ひ膚ふと頭骨を貫つらぬいて移植されたらしい、小さな丸い電子義ぎ眼がん。

《この色男はチェイス＝ザ・サードアイ。アメリカ系けいのテロリストとして国際警察機構インターポールのリストにも登録されてる。実は、私さ、この男のこと知ってんだけど──》

「全ての情報を、私の携けい帯たい電話に送れ」モニターに背を向けるニナ──素す早ばやく外へ。

「やれやれ」御影がカップを置いて追う。

　真まっ直すぐ国連ビルへ向かうニナ──背後から声をかける御影。

「さて。プリンチップ社のエージェントとして、世界中の諜ちよう報ほう機関から追われている大物中の大物リヒャルト・トラクルが、なぜここに現あらわれたかはさておき。問題は、四十分という時間差だな」

「既すでに、敵は仕し掛かけた後だ。ただちにビル内の人間を退たい避ひさせ、一か所に集める」

「この巨きよ大だいビルの大おお掃そう除じが、そうそう許きよ可かされるものかな、潮音シオン？」

「私が、内務大臣に談判する」

「では、聖せいなる女騎士のために道を開くとしよう」御影──通Ｐ信Ｄ機Ａで待機中の全隊員へ同時連れん絡らく。「潮音シオンが内務大臣に会いに行く。我われ々われを排はい除じよしたがる間の抜ぬけたブリキの兵隊どもを、私たちでどかすぞ」

　素早くニナを追い越こす御影──機体を降おりた屈くつ強きような戦せん術じゆつ班はん員いんたち七名が左右から集合。

　どかん！　とロビーのドアを蹴け飛とばして開く御影。

　啞あ然ぜんとなる警けい備び員いん／国連役員／特とく殊しゆ憲けん兵ぺい隊員へ、優雅に放たれる怒ど号ごう。

「緊きん急きゆう事じ態たいだ、ぼんくらども！　我々がここの警備を引き継つぐ！　貴き様さまらは、未来党とうの靴くつの裏うらを舐なめるのに忙いそがしいＢＶＴ局長を手伝ってやれ！」

　ロビーにみなぎる怒気──特殊憲兵隊員らが御影に歩み寄より、低い声で忠ちゆう告こく。「いやらしい女ボスにたらしこまれた腑ふ抜ぬけの若わか造ぞうどもが。馬ば鹿かげた騒さわぎを起こすんじゃない」

「いいや、大した騒ぎにはならんさ。政せい党とう政治の犬と化した特殊部隊を、犬らしく這はいつくばらせるだけのことなのだから」微笑ほほえむ御影──さっと相手の腕うでをつかんでひねりざま、足を払はらって問答無用で床ゆかに叩たたきつけた。

　特殊憲兵隊員の呻うめき──たちまち十数人の男どもが取っ組み合う修しゆ羅ら場ばと化すロビーを尻しり目めに、ニナがライセンスを掲かかげてビル内へ。

　騒ぎにぽかんとなる警備員を急せかしてチェックを済すませ、素早く移動。

　携帯電話で通信班と連絡──内務大臣の居い場ば所しよを確認。

　足早にエレベーターへ──十七階。

　廊ろう下かに出るなり駆かけ足──奥おくの小会議室の前に立つ護ご衛えい官かんに向かって鋭するどく叫さけぶ。

「ＭＳＳだ！　国家の危機に関かかわる緊急事態だと今すぐ大臣に伝えろ！」

　にわかに足を速め、咄とつ嗟さに立ち塞ふさがる護衛官を肘ひじで突つき飛ばし、ドアを蹴り開いた。

「大臣！　今すぐ──」

　言葉が宙ちゆうに消えた。背後からニナを捕つかまえようとした護衛官が、ぎょっと立ちすくむ。

　臭しゆう気き──瀟しよう洒しやなソファが並ぶ部屋で、十名を超こえる人間が、折り重なって倒たおれていた。

　部屋に満ちる死の沈ちん黙もく──まるでガス室。




　　午後三時




「な……なんだこれは！」

　護衛官が弾はじかれたように部屋に飛びこみ、倒れた者に片かたっ端ぱしから手をかける。

　死体──死体──死体──動くものは一人もなし。

　ニナ──ハンカチで口を覆おおいながら中に入る／部屋の隅すみで倒れている人物に歩み寄る。

「内ない務む大臣……」

　青黒い顔を床につけ、ぴくりとも動かず。その右手首に触ふれ、分ぶ厚あつい脂し肪ぼうの奥の脈を取る。かすかな感かん触しよく──弱々しい脈動。

「まだ生きているぞ！」

　護衛官が慌あわてて近寄り、襟えりの通信マイクで連絡。「そうだ。大だい至し急きゆう、医い師しを。いいや、全くわからん。ガスは検知されていない。毒殺か──」

　ニナと護衛官が、二人がかりでその巨体をひっくり返そうとしたとき、いきなり分厚い手が伸のびた。携帯電話を持つニナの手──その腕をつかむゴットフリート。まるきり死人の顔色。ごぼごぼ喉のどが鳴る。激はげしいしゃっくり。そして──振ふり絞しぼられる声。

「リ……リスト……」

「なに──？」ニナが耳を寄せる。

　ゴットフリートの全身を痙けい攣れんが襲おそった。

　護衛官が慌ててその肩かたをつかむ。

「内務大臣！　しっかり！」

　もぎ取るようにして相手の手から腕を離はなすニナ──焼けるような痛いたみ。

　左手首に深々としたひっかき傷きず＝ゴットフリートの爪つめ痕あと。

　ニナの舌した打うち──携帯電話で連絡を取ろうとしたとき、内務大臣がひときわ大きく身をのけぞらせ、大量の血を吐はいて護衛官に浴びせかけた。

　どっと巨体が大きな音を立てて倒れた。

　今度こそぴくりとも動かなくなった。




　ミリオポリス第九区アルザーグルント──瀟洒な街を走るリムジン。

　運転席に無表情な三十代前後の男──後部座ざ席せきで杯さかずきを酌くみ交かわす二人の男たち。

「いかづちの日に乾杯プロージツト！」鷲鼻の男が陽気に言った。「木曜日ドナースターク、すなわち雷鳴ドナースの神の日に。今日という日から明日にかけて、この都市は大いなる雷らい鳴めいに脅おびやかされることだろう。思い出深いこの街に、鉄てつ槌ついを下す気分はどうかね、ミスター・サードアイ？」

「……懐なつかしい」

　長い銀ぎん髪ぱつの男──両目を閉じ、まるで眠ねむるよう。その額ひたいの中央に移い植しよくされた小さな赤い電子義ぎ眼がん＝第三の目サードアイが、カチカチかすかな音を立てて相手を見つめている。

「私の全すべてを奪うばったこの街の何もかもが……ただ、懐かしい」

「じきに本当に懐かしくなるとも。今度は、私と君と大いなる同どう胞ほうたちが、多くを奪う番なのだからね。このリヒャルト・トラクルの名に賭かけて誓ちかおう。今日こそ、この都市で怠たい惰だの罪つみを貪むさぼる全ての者にとって、最後の晩ばん餐さんの日になるのだということを」




　ミリオポリス第十一区ジンメリング──総そう合ごう病院に運びこまれた運転手＝命に別べつ状じようはなし。

　ＭＳＳ隊員が身み柄がらを本部ビルの医い療りようフロアへ移送。

　病院を出るリムジン──後部座席にエドワルト州知事、通つう常じようの姿すがたに戻もどった鳳＋乙＋雛、冬真、そしてヘルガ。

　日向が率ひきいる戦せん術じゆつ班はんのカケブートフムエシル×四台が、当車両の前後を護送。

《同室の十一名全員の死し亡ぼうが確かく認にんされました……申し訳わけありません、局長》
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　ヘルガの通信端末ＰＤＡ──ニナとの会話＝スピーカーモード──車内の全員が聞き入る。

「咎とがを負うべきはあなたではないわ、ニナ。御影さんたちが起こした騒ぎについても、私からＢＶＴに話します。現場の部隊は、大臣たちの死し因いんおよび死亡者全員の背はい景けいを徹てつ底てい調ちよう査さ。それと大至急、あなた自身の精せい密みつ検査を。もし死因が情じよう報ほうにあったようにウィルスによるものである場合、部屋に入った時点で感かん染せんした可か能のう性せいがあるわ。内務大臣が最後に口にした、リストという言葉は、本部の解かい析せき班に調査させます」

《了解……ただちに取りかかります》

　通信アウト──ＰＤＡをしまうヘルガ。

　エドワルト。「高官暗殺……敵てきの計画のうち、最低一つが現げん実じつ化したな」

「さらに通商産業省のビルを爆ばく破は……」鳳＝戦意で美しく引き締しまったおもて。「何のつながりもない、広こう範はん囲いかつ複ふく数すうの目標……。あたくしたちの要よう撃げきを分散させるためとしか思えませんわ」

「ドキドキっていうよりイライラすんねー」乙＝ロリポップをガリガリ囓かじりながら。

「うぇ……」雛＝弱々しく恐きよう怖ふに肩をすくめ、隣となりに座すわる冬真の裾すそを握にぎる。

　冬真は、励はげますことも自分の意志を表明することもできず、ただ黙だまって座っていた。

「つながりはある」エドワルト──完全な断だん定てい口調。

「内務省に通商産業省……人と建物の違ちがいはあれど、明白ね」ヘルガ──追つい随ずい。

　理解できない冬真──見ると、鳳も意外そうな顔でいる。「何のことですの？」

「包ほう括かつ的てき国こく防ぼうだ」エドワルトが言った。「分かるかね？」

「国防……」はっとなる鳳──ついていけない乙＋雛。「なになに？」「なぁに？」

　同じくついていけない冬真──黙もく然ねんと会話を見守るほかにすべもなく。

　鳳＝神しん妙みように。「この、あたくしたちの国の、国土防衛のあり方ですわ」

「そうだ」エドワルト＝正解者に微笑む。「我わが国の防衛は、包括的な体たい制せいをとっている。実行部門たる国防省、民間部門たる内務省、心理部門たる教育文化省、経けい済ざい部門たる通商産業省の、四つの省が、それぞれ独どく自じの国防計画を立案し、それらを首しゆ相しよう官かん房ぼうが統とう括かつ管理している」

　後を続けるヘルガ。「内務大臣に、内務省の直ちよつ轄かつである公安局員である私、そして通商産業省のビル……一連の襲しゆう撃げきは全て明白なつながりをもって実行されたと見るべきよ」

　鳳＝さらに高まる戦意をにじませて。「敵は、この国の国防体制そのものへ打撃をもたらそうとしていると……」

「その可能性はある。十分に。あるいは国防体制にかかわる何かが目標で、一連の襲撃はそのための橋きよう頭とう堡ほ作りというところかもしれない。いずれにせよ、敵がそれほど大がかりな攻こう撃げきの意図を抱いだいているなら、事前に判はん明めいした情報のすさまじさも理解できる。それが事じ態たいの全ぜん貌ぼうの一部に過ぎないということも」エドワルト──ヘルガを見やって。「これらの事態は最初の成果に過すぎず、その本ほん格かく的な攻こう勢せいは、今これから始まると考えるべきだ」

　うなずくヘルガ──窓まどの外を流れる街の景色に目を向け、呟つぶやくように言った。

「……長い一日になりそうね」

　街のそこかしこで、午後四時を告げる教会の鐘かねが、弔とむらいの音のように鳴り響ひびいていた。







　第二話　聖木曜日ハイリヒ・ドナースターク＝午後四時──午後六時







　　午後四時




　ミリオポリス第十一区ジンメリング──鳴り響ひびく教会の鐘かね＝まるで弔とむらいの音。

　四台の軍用機体〝カケブートフムエシル〟に物々しく護ご衛えいされ、通りを走るリムジンの後部座ざ席せき。

　向かい合って座すわる六人──少年と少女、および男女が、じっと映えい像ぞうを見ている。

　天てん井じようのモニター──映うつし出されるインターネット上の動画＝犯はん行こう声明。

〝我われ々われ、アブ・ニダル組そ織しきにつらなるムスリム革かく命めい評ひよう議ぎ会かいは神の苛か烈れつなるご意志によりミリオポリス国連ビルに巣くう敵てきに死を与あたえた。これは〈いかづちの日ドナースターク〉の雷鳴ドナースとして同どう胞ほうの記き憶おくに永えい遠えんに残り──〟

　スキーマスクの男＝早口のアラビア語──画面下には六か国語対たい応おうの字じ幕まくつき。

「みなさん、アブ・ニダル組織は御ご存ぞん知じかしら？」

　口を開くヘルガ──モニターから同乗者たちに目を移うつす。

「はい、長官」鳳アゲハの即そく答とう──機き敏びんに細説。「パレスチナ解かい放ほう機き構こうから独どく立りつした特Ａ級過か激げき派はにして暗殺組織。ミリオポリスがまだウィーンと呼よばれていた頃ころ、ウィーン国こく際さい空港でハイジャック事じ件けんを起こしていますわ」

「映画でしか知んない。機き関かん銃じゆうしか持ってなくて弱っちいの」気軽な調子の乙ツバメ。

「うぇ……」恐きよう怖ふに身をすくめる雛ヒビナ──怯おびえ顔＝隣となりに座る冬真トウマの服の裾すそを握にぎっている。

「……」同じく気き後おくれして身をすくめる冬真──何の知ち識しきもないため無言。

「かつてベカー峡きよう谷こくの狼おおかみとして恐おそれられた組織だ」ひときわ屈くつ強きような体たい軀く＝ウィーン州知事エドワルトの、どっしりと落ち着いた声。「だが、十年以上も前に、首しゆ謀ぼう者しやがイラクで死に、今は中東の一部地ち域いきでのみ活動している。今この時期に、戦せん闘とう員いんを本隊から引き離はなし、ヨーロッパでテロを起こさせる必ひつ然ぜん性せいがない」

　鳳＝慎しん重ちように。「この声明が、捜そう査さ攪かく乱らんを狙ねらった偽物ダミーである可か能のう性せいは？」

　乙＝あっさり疑ぎ念ねんを表明。「マスクしてるし。本当はどこの国の人かわかんねっしょ。アラブ人のせいにすれば、みんな騙だませるって考えてんじゃん」

　ヘルガ＝艶あでやかな微び笑しよう。「アラブ人が、ドイツ語に従したがって木曜日ドナースタークが雷鳴ドナースの日であるとする必然性は皆かい無むよ。９１１以来の中東に対する偏へん見けんを利用した、隠かくれ蓑みのであると同時に、実行グループへの何らかのメッセージである可能性から洗あらうべきね」

　エドワルト＝さらに推すい論ろん。「国連ビルで死し亡ぼうした十一名が、正せい確かくに列れつ挙きよされているのが気になる。ゴットフリート・シーレ内ない務む大臣および国こく民みん党とう員いん三名。中東和平使し節せつ団だんが主しゆ宰さいする医い療りよう支し援えん機関の人員四名。ギリシャ人企き業ぎよう家か二名。そしてキプロス出身の通つう訳やく官かん一名……。そのくせ、なぜ殺したかについては不自然なほど何も言っていない。実行犯全員が、真の理由を何も知らされないまま、何者かの指令で動いているだけという印象を受ける」

　冬真──加えて、つい先ほどヘルガとともに襲しゆう撃げきされたことについて、声明が何も言げん及きゆうしていないことを疑問に思うが──何となくみなについていけず無言。

　かと思うと、エドワルトがそれをずばり口にしていた。

「それに、先ほどの高速道での戦闘についても何も言っていない。声明で言及されることは達成され、言及されなければ失敗した、というメッセージかもしれん」

　うなずくヘルガ。「襲撃者全員が、覚かく醒せい剤ざいを使用していたことが報ほう告こくされているわ。年ねん齢れいも人種もばらばら……目的すら知らされず、薬物で操あやつられた末まつ端たん兵士たち。通商産業省のビルで自じ爆ばくテロを起こした人物もおそらく同様でしょうね。彼らの背はい後ごにいる存そん在ざいこそ、我々が追うべき相手よ」

　ヘルガがモニターを操そう作さ──ふいに別ウィンドウに表ひよう示じされる二人の男＝その一人──特とく徴ちよう的てきな鷲わし鼻ばな／緑の目／禿はげあがった頭。

　その名──リヒャルト・トラクル。

　鳳のおもてが苛烈な怒いかりに満ち、美しいまでに引き締しまるさまを、冬真はまたいつもの共感と気後れとが入り交じる気持ちで見つめていた。多数の破は壊かい行こう為いを背後で操り続け、鳳が救えなかった、ある子こ供どもたちを連れ去った男。

　もう一人──青い目／長い銀ぎん髪ぱつ／美び麗れいといっていい顔立ち／その額ひたいに異い様ような特徴──移い植しよくされた電子義ぎ眼がん。

「この男はチェイス＝ザ・サードアイ。国際指名手配されている人物よ。午後二時頃ごろ、国連ビルの監かん視しカメラが二人を確かく認にん。……ただし映像解かい析せきを遅ち延えんさせるプログラムを流しこまれたため、発見までに四十分以上のタイムラグが発生したわ」

　乙──画像を眺ながめて。「この、かっこいーあんちゃんも敵？」

「アメリカＣＩＡの勧かん告こくによって国際指名手配されたＡ級テロリスト……ただしＣＩＡはなぜ彼をテロリストと断だん定ていしたか、ほとんどろくに説明せず。そのためＢＶＴでは、彼自身が元ＣＩＡだったのではないか、という推すい測そくが立てられて──」

　ふいに携けい帯たい電話のコール音──さっとふところから取り出し、耳に当てるヘルガ。

「ヘルガよ。調査結果はどうかしら、ニナ？」




　ミリオポリス第二十二区ドナウシユタツト──国連都市UNO-CITY。

　その中ちゆう核かくたる国連ビル＝十七階フロア。

「十一名の死し因いんはまだ特定されません」ニナ──鋭するどく応おう答とう。「リヒャルト・トラクルのいた痕こん跡せきも発見できず。本部の解かい析せき班はんが十一名の会合の背景を捜査中。なお現げん地ちの憲けん兵ぺい隊たいが緊きん急きゆう警けい戒かい中のため、うちの戦せん術じゆつ班はんが起こした乱らん闘とう騒さわぎはうやむやになっています」

《それは何よりね。バロウ神父様はまだそちらに？》

「十分前に通信車両で移動しました。高速道での襲撃に用いられたＥＩ兵器の電波解析、および敵兵器組み立てに必要な大電力消費施し設せつの調査にあたっていただいています。冬真が神父様の乗る車両に入れるよう、解析班にキーカードを用意させました」

《冬真さんをまた危き険けんな目に遭あわせてしまったことについて、神父様にお詫わびしなければいけないわね。引き続き、現地部隊とできる限かぎり連携して情じよう報ほうを収しゆう集しゆう。敵てきの動きが予よ測そくされ次し第だい、第二警戒態たい勢せいへ移行。そのまま現場で戦術部隊を警戒待機させておいてちょうだい。勝負はこれからよ、ニナ》

「はい。長官を襲撃した犯はん人にんを、必ず見つけ出してみせます」刃やいばのような鋭さ──通信アウト＝ただちに封ふう鎖さ中の会議所へ向かおうとしたところで声が飛んだ。

「ニナ捜査官」大おお柄がらな白衣の男が、息せき切って廊ろう下かを走ってくる。「困こまります。第一発見者は医務室で検査を受けて下さい」

「先ほど採さい血けつ検査で異常なしと診しん断だんされた」

　取り合わず歩み去ろうとするニナ──すぐに回りこんでくる白衣の男。

「血中に有害物ぶつ質しつがなかっただけです。あそこで死んだ人々の死因が、もし伝でん染せん性せいかつ致ち死し性せいのウィルスであった場合、あなたも感染している恐れがあります」

「……どうしろと？」

「より精せい密みつな検査を受けて下さい。あなたと同じ第一発見者である護ご衛えい官かんにも、既すでに御ご協きよう力りよくいただいています」

　溜ため息。「時間は？」

「早ければ二十分以内で終わります」

「可能な限り急げ」携帯電話を片かた手てに、きびすを返すニナ──エレベーターホールへ＝慌あわてて追う男とともに移動。

　十階医療フロア──国連ビルの専せん属ぞく医師たちが行き交う廊下を進み、第七まである検査室の一つへ向かった。白衣の男が鍵かぎを開いて、中へ入るよう手て振ぶりで示しめす。

　従したがうニナ──布ぬの張ばりのパーティション／検査器具／簡かん易いベッド。

　椅い子すに座すわろうとし、ふとパーティションを見た。

　白い布から覗のぞく足──男物の靴くつ。

「誰だれかいるのか？　なぜ鍵を──」

　振り返ろうとする間もなく、衣服を貫つらぬいて何かが肩口に突つき刺さされた。

　痛み／バスッという音／反はん射しや的に飛びのく──よろめく。

　白衣の男──ピストル型の注射器具／残ざん酷こくさに満ちた無表情な顔。

「何を……」ぐらっとなる──咄とつ嗟さにつかまったパーティションが横へ滑すべり、簡易ベッドに横たわる者があらわになった。

　第一発見者の一人＝護衛官──硬こう直ちよくした死に顔／宙ちゆうをつかもうとして凍こおりついた手。

「貴き様さま……何者……」

　膝ひざをつく──手から携帯電話が滑り落ちる。がしゃん、とけたたましい音を立ててパーティションが倒たおれた。

　ゆっくりと前のめりに──床ゆかにひざをつく──力なくくずおれる。

　痙けい攣れん──そしてニナの全身が、動くことをやめた。

　白衣の男がドアを閉しめて歩み寄よった。注射器具をゴミ箱に放ほうり捨すて、落ちたニナの携帯電話を拾う──もう一方の手でふところから別の携帯電話を取り出し、耳に当てた。

「……〈山猫ヴイルトカツツエ〉へ。ＭＳＳの副官を始末した。入手した相手の携帯電話のデータを送る。ＭＳＳの内部情報を奪うばえるだけ奪え」男──ちらっと倒れたニナを見る。「良い女だ……任にん務むに忠ちゆう実じつ、判はん断だん力も優すぐれている。殺すには惜おしい人材だが……どのみち汚お染せんされた者は、明日の夜まで生きてはいない」

　通話を切る──ニナの携帯電話を操そう作さ──反はん応のうせず＝指し紋もん認にん証しようによる防ぼう犯はんロック。

　舌した打うち──ニナの傍かたわらに膝をつき、その手をつかんで携帯電話に押おし当てようとしたところで、ぎくりと身を強ばらせた。

　ニナの手首に脈動──カチリと撃げき鉄てつの音。

　今度は男の方が動きを止めていた。

　凍いてつく刃やいばのごとき怒いかりの形相のニナ──もう一方の手に握にぎった拳けん銃じゆうを、男の顔面に突きつける／男の手を振り払はらう／立ち上がって言葉を叩たたきつける。

「筋きん弛し緩かん剤ざいか……？　ＭＳＳ捜そう査さ官かんは全員、特定薬物への拮きつ抗こう剤ざいを定期投とう与よされている」

　片膝をついたまま、ゆっくりと両手を上げる男──その手から、ニナが携帯電話を取り返した刹せつ那な、見事なまでの素す早ばやさでニナの足を蹴けり払った。

　初動における体たい勢せいの優ゆう位い──相手を上回る見事さで迅じん速そくに身を翻ひるがえしてかわしたニナが、抜ばつ群ぐんのプロポーションを誇ほこる長い左脚あしを宙ちゆうへ伸のばし、たっぷりと勢いきおいをつけて男のこめかみにかかとを叩たたきこんだ。しなやかな脚が棍こん棒ぼうと化す──その容よう赦しやのない一撃。

　派は手でな音を立てて男が昏こん倒とう──優ゆう雅がに足を戻もどすニナ＝氷よりも冷ややかな声こわ音ね。

「馬ば鹿か者もの。あらゆる手しゆ段だんを尽つくしてでも、ヘルガ長官を狙ねらった人物を吐はいてもらうぞ」




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル地下一階。

　車両区画の待機室──到とう着ちやくしたばかりの面々がめいめいにベンチに座っている。

　ヘルガの携けい帯たい電話＝ニナの通信。《敵てきの実行犯の一人を逮たい捕ほ。白人。口調はオーストリア訛なまりのドイツ語。撮さつ影えいした顔写真のデータを、解かい析せき班はんに送付済ずみです》

「あなたが無事で何よりよ、ニナ」ヘルガ──真情をこめて。「戦せん術じゆつ班とともに、その男を本部に連行。徹てつ底てい尋じん問もんし、実行グループを判明させます。ビル内の警けい戒かいを最大に。敵は明らかにＭＳＳを標的の一つとして計画を立てているわ」

《了ヤ解ー》通信アウト──壁かべ＝連れん絡らく用のモニターが転送されたデータを表ひよう示じ。

「さっそく来たわね」モニターを振り返るヘルガ──鳳／乙／雛／冬真／エドワルト／戦術班の面々が同時に確かく認にん。

　国連ビルでニナを襲おそった男──その姓せい名めい／年ねん齢れい／履り歴れき／顔写真。

「ヨーゼフ・ハース。三十四歳さい。元オーストリア国こつ境きよう警けい備び隊員にして特とく殊しゆ部隊員。ミリオポリスの都市拡かく大だい政せい策さくで、お隣となりのニーダーエースターライヒ州の州境が縮しゆく小しようされた際さい、別部隊へ異い動どうに。それを不服として辞じ職しよく。海外の民間軍事企き業ぎように参加。軍事アドバイザーとして紛ふん争そう地帯へ。イスラム教徒であるデータはなし。家族は、三代にわたるプロテスタント……」ヘルガ──艶あでやかに微び笑しよう。「先ほどの声明が偽物ダミーである裏うら付づけになりそうね」

　並ならんで座っている雛と冬真──ぽかん。

　乙──仰ぎよう天てん。「……って、味方じゃん！」

　鳳──驚おどろきを隠かくせず。「なぜこの国の、それも特殊部隊員が、あたくしたちを……？」

　エドワルトが言った。「宗教問題ならぬ州境問題というわけだ。ヘルガ。今日、キャンセルした会合の一つに、ニーダーエースターライヒ州副知事との国境警備会議があった」

「では州境問題に関係があると？」

「少なくとも実行グループの一部にはな。副知事が標的にされる可か能のう性せいが高い。彼は州境修しゆう正せいと国境警備再さい編へんに尽じん力りよくした人物だ」

「ただちに保ほ護ご下かに置きたいところね」

「秘ひ書しよに連絡する。私が話そう」エドワルトが携帯電話を取り出す──通話。「私だ。ニーダーエースターライヒ州副知事に連絡を。まだ市内のホテルにいるはずだ」

「変なの。オレたちが守んなきゃいけない人なのに手伝ってくれてさ」ひそひそ声の乙──ふと雛を見て、眉まゆをひそめる。「……お前、なんでずっと冬真にくっついてんの？」

「あら」鳳が、ちょっと驚いたように冬真と雛を見み比くらべる。「あらあら……」

「うぇ……？」不思議そうに傍らを見上げる雛──困こん惑わく顔の冬真。その裾すそを自分の手が握にぎっていることに初めて気づいたように、きょとんと首を傾かしげた。「……なんでぇ？」

「僕ぼくに訊きかれても……」困惑を深める冬真。

「雛さん、冬真さんが困こまっていますわ」鳳のフォロー。

「困ってるのぉ？」雛が冬真に訊く。

「えっと……」口ごもる冬真。

「って……なんでくっついてんの？　冬真が助けてくれるわけないっしょ。オレらが仕事してても、なんもできないんだし」

　乙のずばりとした口調に、冬真の中の繊せん細さいな何かが、ずきっと痛いたんだ。

「そうなのぉ？」さらに訊く雛。

「う……」冬真──まるで両側から言葉がプレス機のように自分を押し潰つぶしにかかったような感覚を味わう。

「乙さん、雛さん」鳳の声が低くなる──怒りの予よ兆ちよう。

「な、なんだよ……」「うぇ……」

　思わずのけぞる乙──怯おびえて冬真の腕うでにしがみつく雛。

　鳳──溜ため息混まじり。「お二人とも。冬真さんは本来、民間の方なのに、あたくしたちと一いつ緒しよにいて下さっているんですわ。それを……」

「なんでいんの？」乙＝根本的な問い。

「なんでぇ？」考えもせず同調する雛。

「あの……」哀あわれなほど小さくなる冬真。

　エドワルトは電話中。ヘルガはさらに解析班と情じよう報ほう確認──ちらりと鳳らの方を見るも、何も口出しはせず。戦術班の面々は黙だまって指示を待っている。

「そ・れ・は、バロウ神父様の補ほ佐さとしてですわ」鳳──冬真を安心させるような微笑。

「ここに神父様いないっしょ？」「いないよぉ？」

　乙＋雛──無む邪じや気きかつ容赦なく、冬真の存そん在ざい意義を根こそぎ潰しにかかる。

「それは……」鳳──縮ちぢこまる冬真を見つめ、それから、乙と雛に目を戻もどし、きっぱりと言った。「あたくしたちが、安心して戦えるために、いて下さっているんですわ」

　冬真が意外に思うほど確信的な口調。ふと似にたようなことを言われたのを思い出す。

〝安心材料〟──ヘルガの言葉。仲間以外にも信しん頼らいできる相手がいるということ。

「ふーん」「ふーん」

　乙＋雛──あっさり納なつ得とく。

「ま、オレたちのこと心配してくれるし」「ボクのお話聞いてくれるしぃ」

「そうですわ」にっこり微笑ほほえむ鳳。

　冬真──救われた気持ち半分、釈しやく然ぜんとしない気持ち半分。

　なぜ鳳がそうまで言ってくれるのか理解できず、かといって面と向かって訊くこともできずにいるうちに、エドワルトが通話を終えてみなを振り返っていた。

「副知事と連絡が取れた。国連ビルのテロに関して、話したいことがあるそうだ。ただしＭＳＳ本部ビルではなく先方の指定した場所で会いたいと言っている。音声が録音されることを恐おそれてのことだろう」

　ヘルガ──腕組み／深々と溜め息。「まさか、ご自分が行かれると？　お兄様？」

　エドワルト──逞たくましい笑えみ。「政せい治じ面における捜そう査さ協力というやつだな。どのみち今日の会合は全すべてキャンセルしている。久々に自由な我が身を味わうのも悪くはない」

「ご自分こそ、最も敵てきの標的にされる可能性が高いことをお忘わすれではなくて？」

「だからこそ信用を得られる。おそらく副知事は自分が標的にされると確信し、私に政治かつ実じつ際さい的な援えん助じよを、早急に求めている」

「変なの。大人しくしてれば良いのに」ひそひそ──乙。

「動くと危あぶないのにねぇ」雛の同意──相変わらず冬真の裾を握ったまま。

　冬真は黙って成り行きを見ているほかない。鳳と戦せん術じゆつ班はんは無言で命令を待っている。

　ヘルガの決けつ断だん──指令。「ここにいる実行部隊を三手に分けます。一アイン、エドワルト州知事を護ご衛えいし、隣りん州しゆうの副知事を事情聴ちよう取しゆのち保護下に。二ツヴアイ、バロウ神父から指し摘てきのあった施し設せつ群ぐんを捜査。三ドライ、ＥＩ兵器の電波解かい析せきに従したがって実行グループを追つい跡せき。ＭＳＳを標的にする存在は、各部隊が連携してこれを要よう撃げき。首しゆ謀ぼう者しやの居い場ば所しよを特定する情報をつかみ次し第だい、全部隊を急行させます。今こそＭＳＳの都市全ぜん域いき警けい備び思想が試ためされるときよ」

「了ヤ解ー！」斉せい唱しようする実行部隊の面々を、エドワルトが堂々と腕組みして眺ながめ、冬真は身をすくませて見つめている。

　ヘルガの補足。「冬真さんはロビーでキーカードを受け取り、バロウ神父様と合流して。この件けんが決着したら、私から襲しゆう撃げきの件でお詫わびをさせていただくわ」

「は、はい……」

「また後でお会いしましょう、冬真さん」「またねー」「またねぇ」

　鳳＋乙＋雛──すぐさま互たがいの役目を確かく認にんして戦術班とともに移い動どう。

　車へ戻るエドワルト──エレベーターホールへ向かうヘルガ。冬真は一番最後に部屋を出て、ためらうような腰こしが引けたような足取りで階かい段だんを登り、一階ロビーへ向かった。




　ＭＳＳ本部ビル──ロビーのベンチ。

　行き交う職しよく員いんを眺める冬真──頭の中では鳳の言葉がリフレインし続けている。

〝安心して戦えるため〟──むしろ自分をひどくほっとさせる言葉。だがバロウ神父の補佐に過ぎない自分が、最前線にいる彼女たちに何をしてあげられるというのか──

「君はなんてずるい男なんだ、冬真！」

　右みぎ斜ななめ四十五度頭上から、突とつ然ぜんの声──雄お叫たけび。

　ゆっくりと振ふり返る冬真＝心外なような、意味もなく図星を突つかれたような呆あきれ顔。

「……何がさ、水ミ無ナ月ヅキくん」

「なんとまあ、くんづけとは水くさい。どうか〝その通りだ水無月〟という感じで呼よび捨すてにしてくれ。何せ君は、この僕から親友の称しよう号ごうを許ゆるされた数少ない人なのだからね」

　すらすら喋しやべる──やたらと丈たけの長い白衣を翻ひるがえし、傲ごう然ぜんとした態たい度どで睥へい睨げい。

「いつもらったのさ、そんな称号」

「そう遠えん慮りよするな。ところで君の何がずるいかって？　決まっている！　それだ！」

　びしっと指さす──冬真の左手の甲こうに貼はられた絆創膏おまじない＝蟹かに座ざの印。

「なんとも羨うらやましい男じゃないか……ええ？　鳳のおまじないをちょうだいしたからには、当然、あの大人の秘ひ密みつに満ちたクイズも聞いたのだろうね？」

「どんな秘密さ」がっくりくる。「……教えて欲ほしいの？　クイズ？」

「何を言う。あれは要撃隊員が無事に帰ってきて答えを聞くためのものだぞ。君は出撃するのか？　戦いに出るのか？　僕らの平和のため、死の危き険けんに身を投げ出せるのか？」

　ちくりと胸むねが痛いたむ──気にし続けていることを指摘されてむっとなる。「……違ちがうよ」

「まあ、それはそれとして教えてくれ」

　さらに脱だつ力りよく。「どっちなの」

「なに。僕は君より遠慮深いたちでね。鳳の所持品に、頼たのもしくも小型化された集音装そう置ちを設置し、さりげなく彼女の声を聞こうとしたところ、たちまち見つかり破は棄きされてしまったのだ。彼女の顎がつ骨こつに移植された通信探たん査さチップの優ゆう秀しゆうさが証しよう明めいされたのはいいが、なぜか僕の端たん末まつに彼女からのすさまじい怒いかりに満ちたメッセージが届とどいたという次第さ」

「謝あやまりなよ！　というか、やめなよ。盗とう撮さつとか盗聴とか。犯はん罪ざいなんだから」

「いいや。選ばれた者にのみ許された貴き族ぞくの楽しみは、常つねに世のタブーと紙かみ一ひと重えだ」

　悪びれない水無月──ごそごそ白衣のポッケを探さぐり携帯端末ＰＤＡを取り出す。

　液えき晶しようパネルを展てん開かい──本体の何倍もの大きさに。

「見たまえ。これこそ、ただ一度だけ、通信探査チップのメンテナンス時の隙すきを突いて成功した、彼女の神秘をとらえた画が像ぞうだ」

　にわかに画像展開──ぎょっとなる冬真。

「や、やめなよ！　こんな所で……！」

　思わず立ち上がって相手を止めようとした冬真の目が、あらわれた画像に釘くぎ付づけになる。

　鳳──制せい服ふく姿すがた。

　びっくりするくらい澄すんだ眼まな差ざし。姿し勢せい良くデスクに座すわり、きわめて自然な感じで宙ちゆうを見ている。口元には無む意い識しきに浮うかんだような微び笑しよう。可か憐れんそのもの。本人を知ってるくせに、全く違う印象を受ける。その視し線せんが自分を向けば、途と端たんに心の一部を奪うばわれるんじゃないかと思ってしまう。左目に刻きざまれた深い傷きず跡あとさえ愛いとしく思える──

「欲しいかい？」ぼそりとした声。

「う……」息をのむ冬真。慌あわててかぶりを振る。「な、なんで黙だまって撮とるのさ。普ふ通つうに撮らせてもらえば良いじゃない」

「普通に？　何を言う。撮られているという意識がないゆえに何の作さく為いもないこの顔の美しさを見ろ。それとも君は普通じゃないものが欲しいのか？　盗撮と聞いて大半の人間が連想する、あの不毛で美しさのかけらもない覗のぞき魔ま的な画像を？　馬ば鹿かな。最さい新しん鋭えいの情報機器で守られた彼女の、そのような画像が手に入るなら、魂たましいに代えてでも欲しい！」

「どっちなのさ」冬真──うんざり。

「どのみち不ふ可か能のうなことを議ぎ論ろんするのは好きじゃない。それよりこの画像のコピーを君に与あたえようじゃないか。ふふふ。かくして君は親友という名の共犯者となり、僕の命令に従したがわざるを得ないのだ。さあ、さっそく君の数学の才能を駆く使しし、彼女のデスクに適てき切せつな電子機器を設置するのを助けたまえ」

「……まだもらってないってば」

「おっと、これはしまった」もう一方のポッケから同型のＰＤＡを取り出す。「うちのボスから君に渡わたすよう頼まれたものだ。外部の人間が協力するときに渡す端末で、キーカードの代わりにもなる。今すぐ画像を送るので着信時の表ひよう示じ画像にでもしたまえ」

「ちょっと、いらない──」

　そのとき、水無月の背はい後ごに、ゆらりと人ひと影かげが出しゆつ現げん──びくっと後ずさる冬真。

「ふんっ」長い両りよう腕うでが水無月の首へ巻まきつく──スリーパー固めホールド。

「うぎ」水無月──踏ふみ潰つぶされたカエルを連想させる喉のどに詰つまった呻うめき。

「この馬鹿、マスターサーバーがフル稼か働どうしてるときに、いつまで油売ってんの」

　ぐいぐい容よう赦しやなく極きめる女──シャーリーン。

「むぎゅ」オチた水無月──ぐにゃりとベンチに倒たおれ伏ふす。その両手からＰＤＡを取り上げるシャーリーン。一方を冬真に手渡し、ぼそぼそ注ちゆう釈しやく。「こいつの悪事は、まずあたしに連れん絡らくね。こいつが逮たい捕ほされると、あたしの責せき任にんになるから」
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「は、はい……」気け圧おされうなずく冬真。

「指貸かして」冬真の親指を機体下部に当てさせる。そのまま横からさくさく操そう作さするシャーリーン──ＰＤＡの指し紋もん認にん証しようの完かん了りよう。

「はい。これであんたにしか、操作できなくなったね。ま、お客さん用のＰＤＡだから、限げん定ていされたデータしか読み出せないけど」

「……ありがとうございます」

　お客さんという言葉に、ちょっと傷つくものを感じつつ、丁てい寧ねいに礼を言う。

「あ、『ＳＤ』って送信マーク出るけど気にしないでね。そっちの操作を記録してるだけだから。あと盗ぬすまれたりしたら、すぐ連絡ね。こっちから端末のデータを全部消すからさ。じゃ、念のためデータ呼び出してみて」

　素す直なおに従う──ＭＳＳ隊員が共有する最新情じよう報ほうを読み出す。確たしかに画面下に送Ｓ信Ｄマークが出たが気にせず操作。液晶パネルが展開──最重要容よう疑ぎ者しやのデータが出しゆつ現げん。禿とく頭とうの男＝リヒャルト・トラクル。そしてもう一人の、額ひたいに電子義ぎ眼がんを移い植しよくした男。

　妙みように満足そうなシャーリーン。「うんうん。短時間で設せつ定ていしたけど、ちゃんと動くね。あたしの色男ロメオの顔もちゃんと読み出せるし」

「あたしの……？」

「こいつね。チェイス＝ザ・サードアイ」

「……知ってるんですか？」

「ははは」いきなり乾かわいた笑いを零こぼす──ちょっと怖こわい笑えみを浮かべる。「ま、知ってるっていうかね。あたしの、大切なものを盗まれちゃってね」

　興きよう味みと気き後おくれ半々で質しつ問もん。「盗まれた……？　この男だん性せいにですか？」

「あたしね、こう見えて、もともと政せい府ふの施し設せつで働く、遺い伝でん子し学者だったの。毎日、馬鹿でっかい機械でウィルスをいじったりね」

　こう見えてというより、むしろそっちの方が納なつ得とくするかも、と思うが何も言わない冬真。

「そんである日この色男が、あたしのいた施設に現あらわれてね。二か月くらいですぐいなくなっちゃったと思ったらさ、しばらくして国こく際さい指名手配犯になってんの。びっくりでしょ。何したと思う？　こいつ？」

　どんどん目が怖くなるシャーリーン──ちょっと後ずさる冬真。「さあ……」

「あたしたちが研究して作ったウィルスをアメリカのホワイトハウスでバラまいたの」

「ホワ……」冬真──絶ぜつ句く＝まじまじと相手を見る。

「〝４ＪＯフイアー・ヨツト・オー〟、ナノマシンとの合成ウィルス。かなりヤバい遠えん隔かく操作式のね。人を死なせた後でウィルスだけ分ぶん解かいしたりとかさ。症しよう状じようも変へん更こう可能でね。即そく死しさせたり潜せん伏ぷくさせたり自由自じ在ざい。こいつに殺されたら、ほぼ原げん因いん不明。なんで死んだか誰だれもわかんないだろうね。ま、今はもう存そん在ざいしないけど」

「存在しない……？」

「極ごく秘ひで開発したからさ。どこかの色男に盗まれてアメリカで使われたなんて、ヤバいでしょ。だから施設ごと解体して焼しよう却きやく処しよ分ぶん。あたしの努力は全然なかったことになった上に、無む職しよくだよ？　もう腹はら立たって、腹立って、腹立って、勉強し直して、公安の試験受けて、ＭＳＳに入って、やっとわかったの。誰が、あたしの十年を真っ白にしたか」いつもは魂たましいが抜ぬけたようにだらんとしたシャーリーンの顔が、なんとも怪あやしい輝かがやきを帯びる──目がきらきらする。「こいつから取り戻もどすんだ。盗まれちゃった、あたしの大切な大切なものをね。そのために、あたしはここで働いているの」

　そう言ってシャーリーンは冬真の指を手に取り、ＰＤＡを操作させて画が像ぞうを消すと、

「昔話はおしまい。じゃ、頑がん張ばってね」

　気絶した水無月の襟えり首くびをつかんでずるずる引きずりながら、すっかり言葉を失ったままの冬真を置いて、去っていってしまった。




　ミリオポリス第二十二区ドナウシユタツト──国連ビル。

　三階＝警けい備びフロア──がらんとした待機室。

　その中央──後ろ手に手て錠じようをかけられた男が椅い子すに座すわらされ、無表情に宙ちゆうを見ている。

　周囲に四人の男──ＭＳＳの制せい服ふく＝その一人が、拘こう束そくされた男に顔を近づけて言った。

「ヨーゼフ・ハース。国こつ境きよう警備隊員にして特とく殊しゆ部隊員。四度の海外派は兵へいを経けい験けん。州境政せい策さくに反はん抗こうして辞じ職しよく。民間軍事企き業ぎようでアドバイザーとして各国の戦地を渡り歩き、一か月前に退たい社しや……オーストリアに入国し、かつての国境警備隊の仲間に接せつ触しよくしているな」

　歌うように告げる御ミ影カゲ──鷹おう揚ような微び笑しようを浮うかべ相手のシャツの袖そでをまくる。

　男の二の腕うでに刺青いれずみ＝精せい緻ちな紋もん章しよう──牙きばを剝むく山やま猫ねこのモチーフ。

「第四作戦小隊……通つう称しよう〈山猫ヴイルトカツツエ〉部隊。州境政策に異い議ぎを唱え、全員が辞職した筋すじ金がね入いりの特殊部隊だそうだな？　国境を守ることにそれほどの誇ほこりを抱いだいていたのか？　部隊再さい編へんで高給取りになれたはずなのに？」

　男は無言──まるで周囲に誰もいないかのように宙を見ている。御影は優ゆう雅がな微笑を浮かべたまま、男の耳元で、低くささやいた。

「貴き様さまが何者かなど知ったことかノラネコ野や郎ろう。彼女に手を出した男はキリストでさえ悲鳴を上げるような目に遭あわせよと戦せん術じゆつ班はんルールで定められている。十六名の隊員が憎ぞう悪おと怒いかりのあまり、今すぐお前に触ふれたくて、乙女おとめのように胸むねを高鳴らせているぞ」

　屈くつ強きような戦術班員三名が悪あつ鬼きのごとき形相で男を睥へい睨げい──御影の言葉を肯こう定てい。

　コール音──御影が男の横顔を見つめたままＰＤＡを取り出す。「御影だ、潮音シオン」

《成人前の名で呼よぶな》ニナの冷ややかな声。《ヘルガ局長が話をつけて下さった。その男をＭＳＳ本部で尋じん問もんする。車両まで連行……何もしていないだろうな？》

　御影──優やさしげな微笑ほほえみ／両目に獰どう猛もうな光──男にも聞こえるように返答。

「安心しろ。まだ人の形をしている」

《馬ば鹿か。大人しく連れてこい》通信アウト。

　御影が指を鳴らす。「我われらの白雪姫シユニービツテンがお呼びだ。毒リンゴを運んだこの愚おろか者を、本部に連れていって生いけ贄にえに捧ささげるとしよう」

　歩み寄よる戦術班員──ふいに虚うつろな声。

「あの女は既すでに汚お染せんされている」

　男が御影を見つめ、にたりと笑って言った。

「４ＪＯフイアー・ヨツト・オー」

　御影が男の胸むなぐらをつかんで立たせた。

「なんのまじないだ？　汚染とは……」

　刹せつ那な、轟ごう音おんとともに窓まどと壁かべが粉々に砕くだけ飛び、咄とつ嗟さに身を伏ふせる御影たちの頭上で真っ黒いアームが伸のびた。その先せん端たんのガトリング砲ほうが火を噴ふき、天てん井じようを盛大に撃うち抜くとともに、男が御影の手を振りほどき、なんと手て錠じようを引きちぎって破は壊かいされた壁へ走っていた。

「屋外から襲しゆう撃げき、現場に〝カケブートフムエシル〟を回せ！」ＰＤＡへ叫さけぶ御影──班員とともに室外へ脱だつ出しゆつ＝廊ろう下かを全力疾しつ走そう。「ぶち抜かれた壁から男が逃にげた。くそっ、機械化義手だ。捕つかまえて腕うでをもぎ取ってやれ」




　　午後五時




　国連ビル南面駐ちゆう車しや場じように〝カケブートフムエシル〟×四台およびＭＳＳ通信車両が急行。車両内のニナがモニター越ごしに事じ態たいを確かく認にん──巨きよ大だいな軍用機体が、脚きやく部ぶを伸ばして壁にしがみつき、三階の一室にアームを突つき入れている。

　通信マイクを握にぎりしめるニナ。「ビル警けい護ごのケンタウロスツエンタオアーだ！　戦術班、ただちに要撃開始！　通信班、ビル職員へ退たい避ひ勧かん告こくを出せ！　ただちに憲けん兵ぺい隊たいにあの機体の停止プログラムを要よう請せい！　本部解析班、逃げた男の追つい跡せきは可能か？」

《リアルタイムでね》のんびりした応おう答とう＝本部のシャーリーン。《機体をつたって外の駐車場へ移動、車に乗って逃とう走そう。車両ナンバーを照会。衛えい星せい画が像ぞうと市内の監かん視しカメラで追跡中。交通局に要請して信号封ふう鎖さする？》

「待て。そのまま泳がせろ。実行グループのもとへ案内してもらう。別働中の部隊で、こちらに協力可能なものは？」

《乙ちゃんと戦術班が敵施し設せつを捜そう査さ中だね。今のところ全部空から振ぶり》

「では、こちらと連れん携けいしてもらう。逃走車両を厳げん重じゆう監視。絶ぜつ対たいに見失うな」

《この都市にいる限り見み逃のがしっこないね》

　駐車場では四台の〝カケブートフムエシル〟が軍用機体を包囲──さらに御影たちが搭とう乗じようした四台が集合。迅じん速そくに鎮ちん圧あつするかに見えたそのとき、先行していた四台が次々に作動を停止した。

　軍用機体が壁を降り、完全に動きの止まった四台へ迫せまりながら、アームの一つを展てん開かい。

「何をしている……？」ニナが不ふ審しんの声を上げるや否いなや、軍用機体のアームが振しん動どう型がた雷らい撃げき器きをあらわし、四台のうち一つへ見み舞まった。

　真正面からヒット──〝カケブートフムエシル〟の装そう甲こうがひしゃげ、轟音を立てて路上に転がる。

　ふいに御影の通信。《停止プログラムだ、潮音！　何者かが機体に電子的に侵しん入にゆう──》

　ノイズとともに通信途と絶ぜつ──沈ちん黙もく。

　ぞっとなるニナ──叫び。「解析班！　戦術班の機体がハッキングを受けているぞ！」

　新たに集まる四台も急停止──微び動どうだにできない。

　格かつ好こうの的となった彼らへ、巨きよ大だいな軍用機体が、ぴたりとアームを構えた。

　どどっ、どどっ、どどっ、という杭くい打うち機のような砲音──〝カケブートフムエシル〟たちの装甲が砕くだけ、脚部が吹ふき飛び、車輪が宙を舞った。

「御影ーっ‼」ニナの叫び──壁に拳こぶしを叩たたきつける。「憲兵隊は何をやっている！」

　通信官の声。「憲兵隊より報告、停止プログラムが効こう果かを発はつ揮きせず！　機体に搭乗する者なし、無人のまま遠えん隔かく操そう作さされています！」

「なぜ誰も助けない！　ＢＶＴの抑よく圧あつを恐おそれる馬ば鹿かども！」ニナ──握にぎりしめられた通信マイクが、みしりと軋きしむ。「特とく殊しゆ憲兵隊の本部へ再要請！　国連都市で、同国人の治安関係者を見殺しにする気かと伝えろ！」

　そのやり取りの間にも、〝カケブートフムエシル〟が一つまた一つと破壊されてゆくうち、ふいに、数体から、再ふたたび駆く動どう音が響ひびき出していた。

　がくがく揺ゆれながら一体が身を起こし、また別の一体が同じく起き上がる。

　すぐさま軍用機体が、動き出した〝カケブートフムエシル〟へアームを向ける／砲撃を放つ──だがその寸すん前ぜん、体たい勢せいを立て直すや否いなや、機き敏びんに砲火をかわした〝カケブートフムエシル〟が、素す早ばやく回りこみながら軍用機体へ迫った。

　続いて三体が散開しながら同じく切せつ迫ぱく＝迅速な反撃──粘ねん着ちやく性せいのゲル弾だんを立て続けに軍用機体の脚部と車輪に叩きこんだ。動きが鈍にぶったところへ接せつ近きん──左右から同時に組み付いてアームを次々に破壊。それまでの打撃が噓うそのように、見事な連携で鎮圧。

　コール音──携帯電話に出るニナ。《……御影だ。敵性プログラムの侵入を防ふせぐため、閉鎖モードで再起動した。お陰かげで全機通信不能だ。損そん害がい確認すらできん。あの男は？》

「安心しろ。追跡して泳がせている。負ふ傷しよう者しやを確認してのち全機を本部へ帰き還かんさせろ」

　溜ため息混まじりの声。《八体同時に汚染されるとは……撤てつ退たいせざるをえん。汚染の原げん因いん特定に、バロウ神父の協力が欲ほしい》

「神父様は敵施設の調査中だ。私から要請しておく。鎮圧した軍用機体も調査のため一いつ緒しよに本部へ持ち帰るぞ。憲兵隊の馬ば鹿かどもが文もん句くを言おうと無む視ししろ。お前たちを見殺しにしようとしたつけとしては安すぎるくらいだ」




　ミリオポリス第十八区ヴエーリング──ゴミゴミした工業住じゆう宅たく地ちを進むＭＳＳ通信車両。

「……わかった。今の調査が終わり次し第だい、本部に戻って彼らの機体を見よう」

　車両内に座すわる初老の男──トマス・バロウ神父。

「ＥＩ兵器も国連ビルの機体も同様の手段で操作したに違ちがいない。情報汚染の原因を特定することで、今後のテロを事前に阻そ止しすることができるだろう。機体は損そん害がいを受けたが、戦術班員に死傷者が出なかったのは幸いだ。では、のちほど会おう、ニナ」
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　通信アウト──落ち着いた手つきでパネルを操作しながら傍かたわらの少年に声をかける。

「過去三十分に国連ビル周辺で生じた全すべての電波を調べよう。冬真、手伝っておくれ」

　ぼんやりモニターを見ている冬真──ふと我われに返って神父に目を向ける。「あ……はい。すいません……ぼうっとしてしまって……」

　バロウ神父がパネルから手を離はなす──無む意い識しきの仕草で手の甲こうをさする＝持病のリュウマチは気候が暖あたたかくなるとともに緩かん和わ。「無理もない。危き険けんな目にあったばかりなのだから」

「いえ……」口ごもる──車に乗っているところを襲しゆう撃げきされたことより、鳳たちやシャーリーンの言葉を思い出していた。何のためにＭＳＳにいるのか──自分の理由は何か。

「高速道で襲おそわれる前、ヘルガさんに言われたんです。鳳さんたちと僕ぼくが仲良くしているのが、安心材料になるって。でも何が安心なのかわからなくて……。鳳さんたちのために……僕に、何ができるのでしょうか」

「銃を持って戦うことではないよ」意外なほど早いバロウ神父のいらえに、冬真はちょっと驚おどろいた。バロウ神父は穏おだやかに続けた。

「鳳がお前に望むのは、もっと別のことだ。お前が今、自分が無事であることを彼女に感かん謝しやするならば……それが彼女の救いになる」

「救い……？　僕が……ですか」

「国連の統とう計けいの一つに、兵士の志し向こう調ちよう査さがある。彼らに、戦争へ行く理由を尋たずねて、最も多く返って来る答えが何か、わかるかね？」

「いえ……」

「誰かのためだ。何かのためではなく。国家を守るということの根底には、家族や恋こい人びとや友人など、自分を知る誰かを守るという意識があるのだ。その意識をいしずえとして、彼らは戦争という義ぎ務むを背せ負おう。それが彼らの志向となり、ときに悲ひ劇げきに耐たえる心となる。人はそれほど長い間、何かのために戦い続けることはできない。それはいつでも、誰かの存そん在ざいがあってこそだ。鳳たちにとっても、それは同じことだ」

「同じ……？」

「鳳たちは、この都市の正義を、義務として背負わねばならない。だが己おのれの命の危機と、相手の命を奪うばう可か能のう性せいにさらされれば、何が善ぜんか悪かは、すぐにわからなくなる。何も知らない子こ供どもが、親の言いつけだと信じ、爆ばく弾だんを手にしたとき、鳳が、その子供を撃たねばならなかったように」

　冬真は目を伏ふせた──鳳が救えなかった子供たち。決して消えない悲しみ──痛いたみ。

「そういうとき、お前が救いになる。彼女たちが守るべき、この都市の市民の一人であるお前が、彼女たちと信しん頼らいし合えているという事実。それが彼女たちを救うのだ。逆ぎやくに……治安関係者によくあるように、誰かのためにという意識が、傲ごう慢まんな態度となってあらわれるようになれば、危険な偏へん向こうに陥おちいる可能性があるとして、修しゆう正せいの対象となるだろう。ヘルガの真意は、おそらく、そういうことだ」

　返す言葉がない冬真──何だか急に自分の存在が機械の部品のように扱あつかわれているかのような気分に襲われていた。「僕への態度から……彼女たちの心を調べてるんですか」

「それは、物事の一つの側面だ、冬真。彼女たちはお前に日にち常じよう的な信頼を求めている。それがまるで戦せん闘とう時じの非日常的な態度でお前に接せつするようになったとしたら……彼女たちの何かが歪ゆがみ始めているということだ」

「…………」

「だからといって、お前が望まないことをさせるつもりはない。本来なら、クロースターノイブルクの寮りようで、科学アカデミーの編へん入にゆう試験の準じゆん備びをしているのだから……」

　寮に戻されることを想像して、慌あわててかぶりを振った。「いえ。バロウ神父のお手伝いをしていた方が勉強になりますから」

　必死に拒こばむような口調──バロウ神父が相手を安心させるように穏やかに微笑ほほえむ。

「そうか……。なら良いのだがね」

「はい……ただ、そんな風に思われていたなんて知りませんでしたから……。もし本当に、鳳さんたちに信頼されているのなら、なおさら、何かできることがないかと……」

　言いつつ後ろめたい気持ちもあった。もともとバロウ神父はＭＳＳへの協力を拒んでいたのだし、冬真が関かかわり過すぎることには不賛成だった。だがむしろ冬真がそれを強く望んでいた──事件後にメンタルケアとしてカウンセリングを何度も受けたが、そこでも冬真は繰くり返し、何かをしなければいけないのだと主しゆ張ちようし続けた。〈アンタレス事件〉のとき──恐おそろしくいやな思いをした場所へ戻って、何かをしなければいけなかったように。

　今こうして公安への協力に携たずさわっていられるのも、そうした冬真の気持ちを師しが汲くんでくれているからだった。師の意志を無む視しして我わが儘ままを聞いてもらっているような気になったが、バロウ神父は冬真のその気持ちをも汲むようにして言った。

「では、一つ、今の仕事を手伝ってもらうとしよう。確かく認にんされた電波群ぐんから、特定のパターンを解かい析せきする。良いかね？」

「はい」冬真──師と話したことで、いつの間にか落ち着いた態度に。

　バロウ神父の隣となりでパネルを操作し、解析データを記録するうちに居い場ば所しよがなかったような気持ちも消えていた。パネルの認証用スロットに差しこまれた自分専せん用ようのＰＤＡがさらに自信と安心を与あたえてくれた。たとえ自分がＭＳＳの専用機材を使うだけでも、わざわざキーカード設せつ定ていが必要なお客さんだとしても、それならそれで役に立てるよう頑がん張ばろうという気になった。ＰＤＡの画面には送Ｓ信Ｄマークが頻ひん繁ぱんに表ひよう示じされ、何かを送信し続けていたが、シャーリーンに言われた通り、何も気にしなかった。




　ミリオポリス第三区ラントシユトラーゼ──巨きよ大だいなヴェルベデーレ庭園の一角。

　夕ゆう暮ぐれの丘おかの上に、美び術じゆつ館かんとなっているかつての宮きゆう殿でん上宮が見える。

　全すべての出入り口で〝カケブートフムエシル〟が待機＝見晴らし抜ばつ群ぐんの周辺を隈くま無なく探たん査さ。

　六名の護ご衛えい官かんが各所にて監かん視し──護衛。

　宮殿南面──夕陽の輝かがやきを吞のんで燃もえるように揺ゆらめく広大な泉いずみの周辺を、ゆっくりと歩む男と少女──エドワルトと鳳。

「では、この国が永世中立国となった背はい景けいに、東西冷戦があったのは知っているね？」

「はい、州知事様。第二次大戦ののちアメリカ、イギリス、フランス、ソ連によって分ぶん割かつ占せん領りようされていた状態から独どく立りつするには、冷戦構造を受け入れるしかなかったのですわ」

「その通り。ゆえに国家条じよう約やくにより、資し本ほん主しゆ義ぎと共産主義のどちらの陣じん営えいにも属ぞくさない永世中立国となった。では、これと同じ歴史を歩んだ国があるのは知っているかね？」

「ええ」鳳──微び笑しよう。「日本ですわ」

「そうだ。日本は戦後、平和憲法と戦争放ほう棄きを条件として、冷戦構造の狭はざ間まで独立した。オーストリアも日本も、国家主権としての戦争を捨すて、中立国として専せん守しゆ防衛を受け入れたのだ。だが同どう盟めい国こくがなくては国を守れはしない。ゆえに日本はアメリカと同盟し、オーストリアは国連に加入した。積極的中立主義の始まりだ。そのためにオーストリアがとった主要な二つの政せい策さくが何か、わかるかね？」

「国連都市の建けん設せつと、平和維い持じ軍ぐんですわ。国際社会への貢こう献けんこそ、軍事増強に等しく国を守るための道。ゆえに何万人ものオーストリア人が、今も、世界中の紛ふん争そう地ち域いきで、平和維持活動に参加し続けているのです」

　満足そうに笑うエドワルト。「正解だ。勉強しているな、小隊長。一方で我が国は、東西の掛かけ橋として、国際的な議ぎ論ろんの場を提てい供きようした。すなわち国連都市UNO-CITYの建設だ。各国の国際機関が国連ビルで事じ務む室しつを設もうけるときの賃ちん貸たい料が幾いくらか、知っているかね？」

「それは……存じませんわ。お幾らですの？」

「九十九年間で一シリング。先ほど例にでた日本の金で八円。米ドルでは七セントだ」

　目を丸くする鳳。「すごい金きん額がくですこと」

「国際機関が国内にいてくれることは、数個師団の軍隊に守られることに匹ひつ敵てきする。オーストリアで行われている国際会議が、侵しん略りやくに対する抑よく止し力りよくとなるのだ。だが二十世紀の終わりとともに、大きな変化が起こった」

　声を低めるエドワルト──鳳の顔から笑みが消え、代わって悲しげな表情が浮うかぶ。

「……テロ戦争、ですわ」

「そうだ。国際的な議論の場となった結果、あらゆる国際紛ふん争そうがテロという形で国内に逆流した。それこそ、我が国が自ら背せ負おった、決して逃のがれられない宿命だ……」

　ふいにコール音──エドワルトが足を止めて携けい帯たい電話を取り出す。すぐに音がやむ。

「コール音が四回……近くにいる合図だ」

　エドワルトが送信相手を確かく認にんして携帯電話をしまう。

　周囲に目を向ける鳳──夕ゆう暮ぐれの庭園／まばらな人の姿すがた／休館中の美術館。

「あれだ」エドワルトが泉の一角を指さす。肩かたからコートを羽は織おった男が、うつむいてベンチに座すわっている。そちらへ歩み寄るエドワルト──鳳が素す早ばやくその前へ出る。

「様子が変です。あたくしが先に」

　同時に戦術班へ現げん状じようを無線通信で報告──腰こしのポシェットに手を当て、相手に近寄る。

　数メートルほどの距きよ離りに来たとき、相手がひょいと顔を上げた。咄とつ嗟さに足を止めた二人へ虚うつろな目を向ける。まるで夢ゆめでも見ているかのような、ぼんやりとした表情。

　いやにぎくしゃくとした動作で立ち上がり、こちらへ一歩踏ふみ出しながら、コートの下から両手を差し出した。

　両方とも、手首の先から切せつ断だんされていた。




　　午後六時




「なんということを……」エドワルトの驚おどろきと怒いかりの声──両手を失った副知事へ近ちか寄よろうとして、鳳がそれを制せい止しした。

「おさがり下さい！」ポシェットから拳けん銃じゆうを抜ぬく──構える＝副知事へ。「止まって下さい！　今すぐ助けます！　止まって！」

　だが副知事は、切断されて包帯を巻まかれた両手首を差し出しながら、二歩、三歩と近づいてくる。その朦もう朧ろうとした表情──薬物投とう与よ。

　鳳の中で、とてつもなくいやな予感が膨ふくれあがる。

　なぜ両手を奪うばったか──外させないためだ。自分の体に取りつけられた何かを。

「止まって！　お願い！」鳳の口から悲ひ痛つうな声が迸ほとばしる。だがそれでも相手は止まらず、

「リ……リスト……」

　もごもごと呟つぶやいたとき、鳳の通信探査チップが、カチッというかすかな音を拾っていた。

　反はん射しや的な即そく応おう──撃ったタタン！。

　副知事が胸むねに被ひ弾だんし、もといたベンチへ仰あお向むけに倒たおれる前に、鳳が素早く振ふり返ってエドワルトの胸むなぐらをつかみ、地に伏ふせさせた。刹せつ那な──副知事の体が爆ばく発はつし、ベンチごと木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んだ。衝しよう撃げきの波が激はげしく髪かみを煽あおり、たまらない焦しよう熱ねつが吹ふきつけた。

「なんということだ……」立ち上がるエドワルト──無念の声。「連れん絡らくを取ったとき、既すでに敵に拘こう束そくされていたのだろう。そして、私を暗殺する道具に……」

「申し訳わけありません」鳳──悲ひ痛つうを押おし殺して。「あたくしが、もっと早く……」

　エドワルトはかぶりを振った。「いいや。君は、私を助けるためにゆいいつ可能なことをしてくれた。この借りは、これを仕掛けた相手に、必ず返す」

　僅わずか数メートル先で、一人の人間が爆殺されるのを止めるばかりか、射しや殺さつすることでしか対たい処しよできず──鳳はじっと焼け焦こげた地面を見つめ、悲しく戦意を秘ひめてうなずいた。

「はい……。必ず……」




　ミリオポリス第十九区デープリング──ドナウ川沿岸の寂さびれた道路を進むＭＳＳ通信車両。

　その後部車両──通信官の声。「追つい跡せき中の車両がビル内へ。停車しました」

　通信マイクを握にぎるニナ。「本部解かい析せき班はん、ただちに当とう該がいビルを監かん視し下かに置け。実働中の戦術班の一隊と合流し、周辺を封ふう鎖さする」

　モニター──解析班が転送する監視映えい像ぞう。映うつし出されたビルの構こう造ぞうグラフィックの中で、男を示しめす光点が、車を降りてビル内へ移い動どうを始めていた。

　通信官の報告。「車爆ばく弾だんの移動に関する解析ルートが、当ビルと合がつ致ち。どうやら長官襲撃と通商産業省のビル、両方で自爆した車両は当ビルから出発していたようです」

「よし。死角から接せつ近きんする。裏うら手てへ回れ」

　ニナの指示に従い、通信車両がゆっくりとビルの狭間を移動し、やがて停車。

「このビルが敵グループの本ほん拠きよ地ちであるのか、ただの武ぶ器き貯ちよ蔵ぞうや逃とう走そう補助のための拠点の一つに過ぎないのかはまだ不明だ。解析班に──」

　ふいにけたたましい警告音＝全モニターに警告マーク。

　通信官たちが悲鳴のような声を放った。「電子的侵しん入にゆう！　敵性のハッキングです！」

「回線を遮しや断だん！　無線の電でん源げんを切れ！」ニナの怒ど号ごう──自分用の回線を全てオフに。「車両を電子的に閉鎖して解析！　〝カケブートフムエシル〟が受けた情報汚染が広がった可能性がある。どこから侵入を受けたか、ただちに特定しろ！」

「全データ受け取りログに異い常じようなし。外部協力者のために新たに開かい設せつされたキーコードに、警告が集中しています」

　ニナがひっぱたかれたように瞠どう目もくした。「外部協力者だと……？　急いで解析しろ！」

「本部に連れん絡らくを──」

「よせ！　車両内の通信機器およびＰＤＡは決して使うな！　情報汚染が他部隊へ広がる可能性がある。ただちに移動だ。本部へ帰き還かんする！」

　車両が再び移動開始──もときた道を戻もどってゆくとともに、通信官が解析結果を報告。

「出ました！　Ｃ号車両から送信されたデータです。国連ビルで〝カケブートフムエシル〟を停止させた際さいにも同じ経路を使ったと思われます」

「なに──？」息をのむニナ。「バロウ神父がいる車両だと？　どうなっている？」

　そのとき、にわかに衝撃──ニナが座ざ席せきにしがみつき、通信官たちがひっくり返る。

《敵です！》運転席からの絶ぜつ叫きよう。急きゆう激げきにカーブしながら加速する通信車両。

　ニナが歯を食いしばって顔を上げる。「逃にげろ！　先ほどの侵入は、こちらの位置を確かめるとともに、孤こ立りつさせて仕留めるためだ……！」

　モニターに映る街の一角で閃せん光こうが発生──ロケット弾が、真まっ直すぐに通信車両へ飛来。

「伏せろっ！」ニナの叫さけび──そして次の瞬しゆん間かん、通信車両の運転席が、運転手の体ごと木っ端微塵に吹き飛ばされたのだった。







　第三話　聖木曜日ハイリヒ・ドナースターク＝午後七時──午後十一時







　　午後七時




　ミリオポリス第十九区デープリング──ドナウ川沿岸／寂さびれたビル群ぐん／その一角から放たれたロケット弾だんが、白はく煙えんを噴ふいて飛来し、ＭＳＳ通信車両の運転席に狙ねらい過あやまたず命中した。

　衝しよう撃げき──爆風＝防ぼう弾だんガラスが砕くだけ散って雪のように舞まい、七百度の炎ほのおが座席ごと運転手と助手の肉体を一秒以内に焼き尽つくした。

　フロント部の崩ほう壊かい──車体が横転して薄うす汚よごれた道路を滑すべり、ビル壁へき面めんを抉えぐって停止。

　後部車両のドアが蹴けり開かれ、黒煙の中へ飛び出す女──ニナ。

「早く出ろ！　走れ！」ニナの怒ど号ごう＝右手に拳けん銃じゆう──車体から通信官四名が現あらわれ、ニナに従したがい、煙けむりに紛まぎれるようにして疾しつ走そう。

　にわかに銃声──複ふく数すう。どこから銃弾が飛んでくるか知れぬ状じよう況きよう下かで、河か岸がんのビル陰かげに走りこみ、浄じよう水すい用パイプを背せに身を潜ひそめる。

　道路に人ひと影かげなし。近きん隣りんの住人は既すでに屋内へ消え、ドアを閉とざしている──犯はん罪ざいが頻ひん発ぱつする地区の住人の機き敏びんな反はん応のう。

「ほ、本部へ連絡を……！」

　恐きよう怖ふで喘あえぎながら通信官が叫さけびかける──ニナの低く鋭するどい叱しつ咤たがそれを遮さえぎった。

「よせ馬ば鹿か者もの。我われ々われの車両は情じよう報ほう汚お染せんされていた。今ここでの通信行こう為いは、仲間へ汚染を広げ、敵てきに我々の位置を知らせるだけだ」

「……き、来ました！」

　別の通信官の悲鳴──ニナは素早くパイプの隙すき間まからそれを見た。

　ビル駐ちゆう車しや場じよう口ぐちから、電動音とともに卵たまご形がたのものが出現──まるで車輪つきの台座に乗った、馬ば鹿か馬ば鹿かしいほど巨きよ大だいなイースターエッグオスターアイ。

「ＥＩ兵器……」後ずさるニナ。

　卵たちの表面がスライドして銃じゆう口こうが現れ、一いつ斉せいに掃そう射しやを開始──倒たおれた通信車両が蜂はちの巣にされ、たちまち爆発炎えん上じようした。

「走れっ！」

　ニナの声に鞭むち打たれたように、四名の通信官たちが狭せまい街路の奥おくへ一斉に走り出す。

　背後で四台が散開──周辺を探査。

　潜せん伏ぷくする可能性のある場所へ、まったく見み境さかいのない銃撃の嵐あらしが放たれた。

　たまらない跳ちよう弾だんの音／散り散りになる通信官たち／走りながら声を限かぎりに叫ぶニナ。

「逃げろ！　逃げて本部へ伝えろ！　敵はＣ号車を経けい由ゆして侵入していたと！　我々の部隊に、敵の内ス通パ者イがいると！」




　ミリオポリス第十九区デープリング──ゴミゴミした工業区の上に建けん設せつされた環かん状じよう道どう路ろにて、四台の軍用機体＝〝カケブートフムエシル〟が渋じゆう滞たいの中を徐じよ行こう運転。

　その漆しつ黒こくの威い容ようと、その上に乗っかったものに、周囲のドライバーらが啞あ然ぜんとなる。

「はー退たい屈くつ。どこ行っても敵いないし超ちようムダつまんねーっす」

　軍用機体の頭部に我わが物顔で居い座すわる少女──乙ツバメ＝可か憐れんな唇くちびるにくわえたロリポップをガリガリ囓かじる／まるで巨大なカブトムシの角の上で寝ねそべる若わかいシャム猫ねこ。

「ねー、あんちゃん。こんなトロトロ走ってても面おも白しろくないじゃん。他の道行こーよ」

「あんちゃんじゃない」

　装そう甲こうを開いた機体の操そう縦じゆう席せきで、ぼそっと返す日向ヒナタ──夕飯代わりの乾し肉ジヤーキーを真っ白い歯でバリバリ囓る／嚥えん下か／不ふ機き嫌げんな虎とらの唸うなり。

「遊びじゃないぞ、坊ぼう主ず」

「だーからぁ、坊主じゃねーっしょおー、もぉ」

　乙＝半はん眼がん──諦あきらめたような口ぶり。

「遊びっしょ、こんなの。オレは、ドキドキすんのが好きでＭＳＳやってんのぉ」

「ほう」日向の呟つぶやき──硬かたい肉を頰ほお張ばりながら、じぃぃーっと乙の顔を見つめる。

「……なにさ」

「噓うそだな」ぼそりと断だん定てい──ぷいと乙から目を離はなし、水すい筒とうの水をがぶがぶ飲み始める。

「へ……？」一いつ拍ぱく遅おくれてカチンと来る──思わず身を乗り出す。「なに言ってンの失礼なあんちゃん！　やっぱ頭おかし──」

　コール音＝日向のふところ──むすっとしたまま黙だまる乙。

　日向がＰＤＡを取り出すとともに液えき晶しようパネルが展てん開かい──通話相手の顔が現あらわれる。

「まだ環状線か、日向」御ミ影カゲ──珍めずらしく神しん妙みような顔。

「じきに出口に着く。何かあったか？」

「十分ほど前からニナと連れん絡らくが取れん」

　日向の眉み間けんに皺しわが寄よる──険けわしい光が目に宿る。「……全すべての通信で？」

「そうだ。あの携けい帯たい電でん話わ魔まが、通信不能に陥おちいるような事じ態たいが発生した可能性がある。こちらの機体は八機とも情報汚染で動けん」

「二分で合流地点へ行く」すぐさま通話を切り、乙を一いち瞥べつ。「跳とぶぞ」

「え？」きょとんとなる乙──機体が装甲を閉とじて日向の姿すがたを隠かくす。

　機体が唸りを上げて四つの脚あしを展開──車輪による移い動どうをやめ、ずん、と音を立てて歩行を開始。とろとろ運転中の一いつ般ぱん車両のドライバーたちが啞然となるのを尻しり目めに、環状道路の防ぼう音おん壁へきに足をかけた。続く残り三台も、次々に追つい随ずい。

「あっは！」乙の歓かん声せい──絶ぜつ妙みようのバランス感覚で膝ひざ立だちに＝十数メートル下の地上を覗のぞきこむ。「ドキドキしてきたぁーっ！」

　高らかな笑い声とともに、四機が次々に壁かべを越こえ、猛もう然ぜんと宙ちゆうへ躍おどり出て行った。




　ミリオポリス第三十五区ジークムントへ向かうリムジン。高速道アオトバーン／二台の軍用機体ケーフエルが前後を護ご衛えい。

　後部座ぜ席せきで、はっと宙を見る少女──鳳アゲハ。

「どうした？」堂々たる体たい軀くの男──ウィーン州知事エドワルト。

「緊きん急きゆう要よう請せいです。敵を監かん視し中の部隊が通信不能に……別部隊が向かっておりますわ」

「国連ビルから逃にげた、元特とく殊しゆ部隊員か」

「はい。情報収しゆう集しゆうののち、別部隊が現げん場ばを包囲する予定でした」

「監視を悟さとられ、攻こう撃げきされたか」

「まだ確かく証しようは……」鳳──エドワルトの真まっ直すぐな視し線せんに言いよどむ／言い直す。「いえ、その可か能のう性せいが高いかと……」

「行きたまえ」

「ですが、州知事様の護衛が──」

「私は頼たのもしい機体に守られ、じきに本部に着くが、当とう該がい部隊は情じよう報ほう汚お染せんで戦せん闘とう用の機体を失っている。また君たち以上に早く現場に辿たどり着ける部隊は存そん在ざいしない。あの副知事が死に、重要証人を失った今、何としても、国連ビルから逃げた男を追うべきだ」

「あたくしが……」悲ひ痛つうが顔に出る──目を伏ふせる。「あの方を救出していれば……」

「それは違ちがう。一人の隊員、一つの部隊ではできることに限かぎりがある。だからこそ連携する者が勝利するのだ。行きたまえ、小隊長。そして死者の無念を晴らす鍵かぎを手に入れろ」

　顔を上げる鳳──切なげに／凜りん然ぜんとした意い志しが、いっとき悲痛に勝まさる。「はい」

　エドワルトが天てん井じようのスイッチを押おす。サンルーフが開かれる──夜の闇やみが現れる。

　鳳が身を起こして屋根の縁ふちに左手を当て、エドワルトを振ふり返る。「では……」

　うなずくエドワルト。「本部で会おう」

　鳳が床ゆかを蹴けった。左手の力だけで全体重を引っ張ぱり上げ、ひらりと屋根の外へ躍おどり出る。

「転送を開かい封ふう」

　にわかに唸り／手足にエメラルドの幾き何か学がく的な輝かがやき──指先から粒りゆう子し状じように分ぶん解かい／置ち換かん。

　一いつ瞬しゆんで機き甲こう化──背せで翻ひるがえる、大きな大きなアゲハチョウの羽。

　その紫むらさきの輝きが、悲痛の重みを抱いだいて、夜の闇を飛ひ翔しようしていった。




　ミリオポリス第十九区デープリング──堂々と街路を進む四台の巨きよ大だいな卵たまご＝ＥＩ兵器。

　南の高級住じゆう宅たく地ちとはかけ離はなれたスラム街＝ギャング同士の抗こう争そうが頻ひん発ぱつする地区。

　抗争相手の襲しゆう撃げきと勘かん違ちがいしてマシンガンを手に現れた街の若わか者ものたちを、二台のＥＩ兵器が機き銃じゆう掃そう射しやと電でん撃げき弾だんでまたたく間になぎ倒たおした。その隙すきに逃げ出すＭＳＳ通信官たちを、すぐに残り二台が探たん知ち──追撃態たい勢せいに入ったその上空で、にわかに笑い声が勃ぼつ発ぱつ。

「やっぱドキドキするっしょーっ‼」

　突とつ撃げき滑かつ空くうする乙──背に青い輝き＝トンボの羽。

　鋭するどい鋼こう鉄てつの手足／四つの関節を持つ長大な腕うでに揺ゆらめく灼刃ヒートブレードの青白い炎ほのお。

　二台のＥＩ兵器が二手にわかれる──一方が機械的な掃射で迎げい撃げき。

　その火線を高速でくぐり抜ぬけた青い火が、鋭えい角かく的に飛行＝切せつ迫ぱく。

　すれ違いざま台座の脚きやく部ぶを両りよう断だん／すさまじい火花──地上一メートル内の超ちよう・超低空飛行にて反転横転つばめがえし、がっくり傾かたむいた敵てきの背はい後ごへ一秒未満で再さい接せつ近きん＝卵を斜ななめに溶よう断だんした。

　その襲撃を感知した卵の一台が、複ふく雑ざつな街路を走り抜けて迎撃に向かおうとしたところへ、ブロック塀べいをぶち抜いて現れた日向の軍用機体が猛然と躍りかかった。アームを展開＝超振しん動どう型がた雷らい撃げき器きを振り下ろす。木こっ端ぱ微み塵じんになる卵／アスファルトに盛せい大だいな亀き裂れつ。

　三台の軍用機体が次々に通信官たちを保ほ護ご──盾たてに＝走り回る二台のＥＩ兵器の掃射から通信官たちを守る。

　そこへ──上空から舞まい降おりる、紫の火。

「ご奉ほう仕しいたしますわ」鳳──冷ややか＝右手に非ひ常じよう識しきなサイズの十二・七ミリ超伝でん導どう式しき重機関銃──とダダてダダつダダもダダなダダいダダ掃ダダ射ダダのダダ嵐ダ！。

　卵の装そう甲こう殻かくが凹へこむ・砕くだける・穿うがたれる・吹ふき飛ぶ──瞬またたく間に崩ほう壊かい。最後の一台が素す早ばやく退たい避ひしたその左右から青い輝きと軍用機体が迫せまり、両断のち木っ端微塵に吹っ飛んだ。

《屋外の戦力を除じよ去きよ。ただちに当該ビル内を制せい圧あつする》日向の通信──低い咆ほう吼こうのごとき迫力のこもった声。《本部へ通告。通信官四名を保護。副官ニナの姿がない。全すべての手しゆ段だんを尽つくして今すぐに彼女を見つけ出せ》




　ドナウ川をゆっくりと下るホバークラフト後部スペース──貨物の陰かげに立つ二人の男。

「北の陽よう動どう拠きよ点てんを失ったと仲間に連れん絡らくを」

　流りゆう暢ちような英語／暗い怒いかりの声──国連ビルから逃げた元特殊部隊員ヨーゼフ・ハース。

「君の携けい帯たい電話がＭＳＳに奪うばわれたことも伝えよう。私が操そう作さするＥＩ兵器四台と、電子的侵しん入にゆう経けい路ろの一つを犠ぎ牲せいにしたことも」

　ささやくような声──長い銀ぎん髪ぱつ／薄うすく開いた青い眼め／まるでまどろむような顔。

　その額で、小さな赤い電子義ぎ眼がん＝第三の目サードアイが、カチカチかすかな音を立てている。

　元隊員の男。「携帯電話の中身は消去デリートプログラムを送信して消した。計画の全ぜん貌ぼうが漏もれることはない。兵器調達とハッキングは貴き様さまらの商売だ。……汚染されたＭＳＳの女は？」

　電子義眼の男が小型端たん末まつを掲かかげてみせる。

「４ＪＯフイアー・ヨツト・オーウィルスの保ホ菌ス者トは常つねに監視している。私の操作でいつでも発はつ症しよう可能だ。ただしその場合、ＭＳＳにウィルスの正体を知られるだろう。そうなれば国連ビルの標的を殺した際さい、あの会合に君らの協力者が存在したことも、見抜かれる恐おそれがある」

「たとえＭＳＳに４ＪＯウィルスの元研究者がいようと、死因の違いがわかるまで何時間もかかる。あの女の始末に失敗した以上、作戦遂すい行こうのため、今のうちに発症させ、いざというときの取り引きに利用するしかない。ＭＳＳにいる内通者はまだ使えるな？」

「……あれは非ひ常じように便利な存在だ」

　カチカチ鳴る電子義眼──端末のモニターに現あらわれるデータグラフ／複数のＫの文字。

「ウィルスの増ぞう殖しよくと変異を殺害ＫＩＬＬレベルに上げた。彼女の命は、長くもって十六時間だ」




　　午後八時




　ミリオポリス第十九区デープリング──西端の街道シユトラーセ。

　走りに走って襲撃を逃のがれ、寂さびれたビル街からやっと人通りの多い繁はん華か街がいへ出たところで、ふいに左ひだり腕うで全体に痺しびれを感じていた。

　手首に小さな痛いたみ＝ひっかき傷きず。

　ニナの舌した打うち──国連ビルで消毒された傷から血がにじんでいる。自分の腕をつかんで死んだ者──内ない務む大臣／その苦く痛つうに歪ゆがんだ死に顔を頭から振ふり払はらい、駆かけ足で移い動どう。

　だがすぐに足がふらつく／倒れそうになってビルの外がい壁へきにもたれる／胸むねの奥おくで刺さすような痛み──しいて疲ひ労ろうのせいだと自分に言い聞かせたとき、ビルのショーウィンドウに映うつる自分の顔に、目が釘くぎ付づけになった。

　血の気の引いた青白い顔──まるで亡ぼう霊れい。

　甦よみがえる声──国連ビルから逃げた男＝〝汚お染せんされた女〟〝明日まで生きていない〟

　歯を食いしばって両足に力をこめ、壁かべから身を離はなした。

　仲間の通信官たちはどうなっただろう──脱だつ出しゆつできたことが奇き跡せきに思える。

　敵てきは完全にこちらの裏うらをかいてきた。急がなければ。予定通りならＭＳＳのＣ号車両は、ここから歩いていける距きよ離りにある。

　伝えねば。危き機きを──情じよう報ほう汚染の経けい路ろ／裏うら切ぎり者／組そ織しきに巣くう脅きよう威いを──今すぐ消すのだ。そうしなければ、この事じ件けんがＭＳＳに最さい期ごのときをもたらしかねない。それだけは何としても防ふせがねばならなかった。ヘルガ──あの人が魂たましいと血を捧ささげて手に入れた組織に、そんなことがあってはならない。この身を犠ぎ牲せいにしてでも守らねばならないのだ──

　ただそれだけを思い、足を引きずるようにして歩き続けた。




　ミリオポリス第十八区ヴエーリング──無人の廃はい工こう場じよう。

　屋外ではＭＳＳ通信車両が待機──軍用機体×二台が警けい戒かい。

　何人もの捜そう査さ官かん／解かい析せき官が、バロウ神父とともにせわしげに屋内を捜査中。

　通信車両内──通信官らに混まじり、隅すみのデスクで記録補ほ佐さを行う学童服の少年──冬真トウマ。

「ゲートウェイ装そう置ちの構こう造ぞう記録が終わりました、神父様」

《ありがとう、冬真》モニター──屋内を捜査するバロウ神父。《大電力の消費を隠かくす装置も発見された。やっと敵工場を特定できた。ここでＥＩ兵器が組み立てられたことは間ま違ちがいない》

「おつかれさまです」冬真──中央のテーブルに積まれたサンドイッチやドリンク類に思わず目が行く。昼から何も食べておらず、訴うつたえるような口調になる。「あの……、少しお休みしませんか。そろそろお腹なかも……」

　バロウ神父──モニターの向こうで穏おだやかに微び笑しよう。

《すぐに戻もどるよ。先にいただいていなさい》

「はい、神父様」通話を継けい続ぞくしたまま素す直なおにテーブルを振ふり返る冬真──その喉のど元もとに、ずいっと突つきつけられるサンドイッチ。

　差し出されるというより刃は物ものでも突きつけられたような格かつ好こうで固まる冬真。

「…………食べる？」ぽつんと尋たずねる少女──雛ヒビナ＝相変わらず両耳にヘッドホン／先ほどまで背はい後ごの椅い子すで膝ひざを抱かかえ、誰だれとも会話せず黙もく々もくと音楽鑑かん賞しよう。

「あ、ありがとう、雛さん──いや、雛くん」

　冬真──素早く訂てい正せい。

「酸すっぱいのかける？」雛＝ドリンク用のレモン汁じる容よう器きを山のように差し出す。

「ぼ……僕ぼくはこのままいただくから」冬真＝機き敏びんに退たい避ひ──サンドイッチを囓かじる／やっとありつけた食事に顔がほころぶ。「雛くんは？」
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　じっと冬真を見ている雛──ヘッドホンを外さず読どく唇しん術じゆつで会話。「お腹空いた」

「……食べないの？」

「鳳と乙ちゃんがまだだから」

　嚙かんだものをごくっと吞のみこんでから思わず次の一口を止めていた。「戦せん闘とうは……」

「もう終わったってぇ。でもニナを捜さがしてる。ボクはここにいなさいって鳳が言ったの。何かあるかもしれないから」

「そう……」サンドイッチをデスクに置く──どういう顔をすればいいかわからず微笑ほほえむ。

「僕も……鳳さんたちを待とうかな」

　その顔を見つめ続ける雛──おもむろにヘッドホンを外して首にかける。

　冬真からすれば初めて見る行こう為い──雛のことゆえ、つい何か不ふ穏おんなことが勃ぼつ発ぱつするのではと身み構がまえたところへ、ぽつっと呟つぶやくような質しつ問もんが来た。

「冬真はぁ、なんでいてくれるのぉ？」

　昼から繰くり返しされた質問──だが微び妙みように違った。「いて……くれる？」

　こくんとうなずく雛──抱えていた膝を離し、足を下ろす。「乙ちゃんも変だって言ってたよぉ。危あぶないのに。いじめられたり殺されたりするかもしれないのに。なんでぇ？」

　冬真──答えられず。急に、今いる場所が、世間から遠く離れた、寂さびしくて冷たくて凍こごえてしまいそうな場所に思えていた。それほど途と方ほうもない孤こ絶ぜつの中に彼女はいるのだ。

　彼女たちに、日にち常じようの生活や、家族のことや、どんな経けい緯いで今の仕事に従したがうことになったのかといった、ごく一いつ般ぱん的な過か去このことをたずねる勇気も度ど胸きようも冬真にはなかった。

　彼女たちに、家族はない。クラスメイトも、夏休みに一いつ緒しよにキャンプに行く親しい友人やその家族も、互たがいの悩なやみを語ったり茶ちや化かしたりする同年代の友達もいない。

　ただ組そ織しきのみがあった。組織が担になう、都市を安全に運うん営えいするための〝お仕事〟だけが。

　あるいは、だからこそ彼女は何よりも仲間を大切にしていた。

　そのような立場を受け入れるまでに、どんな苦く悩のうと困こん難なんがあったのか想そう像ぞうもつかない。

　なんでだろう──何かが強く胸むねを打つ。義ぎ務むとして都市の正義を背せ負おわねばならない鳳の面影──どこか遠くを見ている横顔／その微笑に漂ただよう悲しみの影かげ。

「雛くんたちの役に立ちたくて……かな」

　浮うかんだのは鳳だが、何となく、目の前にいる相手の名を口にしていた。

「……ふぅん」雛──不思議そうに。「ボクたちのこと馬ば鹿かだと思わないのぉ？」

「ば……」冬真──想像もしなかった言葉がいきなり飛び出し、絶ぜつ句くしかける／慌あわててかぶりを振って抗こう弁べん。「お、思ってないよ、なんで……誰がそんなこと……」

　首を傾かしげる。「だって警けい察さつは弱い人をいじめるだけだって言ってるし。軍隊はもっと弱い人をいじめるだけだって。あと外国の危あぶない場所で働く人とかも馬鹿だって言ってる。それでみんな無む視しするの。ニュースになるのって死んだときだけ。ひどい目にあって殺されたときだけは、ちょっと気にしてくれたりするの。でもみんなすぐに無視しちゃうの」

「誰が……」言いかけて口ごもる──単たん純じゆんに誰かがそんなことを言っていたというのではなく、より一般的な風ふう評ひようや悪評のことなのだとやっと理解していた。

　たとえば──警察組織というものは横おう暴ぼうで怠たい慢まんで差別的で、市民に失望や不信を抱いだかせ、治安というもの全般への憎にくしみをたやすくかきたてさせるのだという。紛ふん争そう地帯に派は遣けんされた軍は決して当地の平和には貢こう献けんせず、むしろ派遣した国の──一部の企き業ぎようや政せい治じ家の──利り益えきのために働く、ハイエナの手先なのだという。災さい害がいや紛争に見み舞まわれた不幸な国にわざわざ行くような人間は度しがたい馬鹿者であり、ただ単に他に居い場ば所しよがなかっただけのお節せつ介かいに過すぎないのだという。

　果たして、そうした風評の数々を、一緒くたにして考えていいものか冬真には分からなかった。警察や軍や外国で働くボランティアといった存そん在ざいを、まとめて同じようなものとして扱あつかうのはおかしい気もする。だがそれらに共通する何かがあるような気もしていた。

　それはたとえば、誰かのために何かを守る、といった単純明めい快かいで誰にでも分かりそうな姿すがたであり行こう為いであり信念であり、それゆえにまた簡かん単たんに揶や揄ゆや悪意の対象になるとともに、一方で──冬真自身も警官の横暴さを経けい験けんしたことがあるように──実じつ際さいに問題となるようなことを起こしやすいものであるといったことが共通しているのかもしれなかった。

　だがだからといって、世間はこう言っているという、やたらと曖あい昧まいなものを根こん拠きよにして、目の前にいる少女を判はん断だんすることはなかった──幸いなことに。少なくとも彼女たちの働きは、それこそ世間で知られていないものまで見ていたし、知っていた。

「そんな風に思わないよ」冬真──気を取り直して／鳳の面おも影かげがちらつくのを覚えながらも、出来るだけ目の前の相手を見るようにしつつ。「雛さ……くんは、僕を助けてくれたし、僕たちを助けてくれているのを知ってる。だから、感かん謝しやしてるよ」

　雛──大きく目が見開かれて一いつ瞬しゆんきらきら輝いた。すぐに顔を伏ふせる／ぱたぱた足が上下に動く──どうやら、かなり嬉うれしかったらしい。

「だから僕も、何か役に立ちたくて……。まだ、何の役にも立ててないけど」

　雛──そうそうそれそれ、という感じで顔を上げる＝真しん剣けんに。「おまじないは？」

「おまじない？」既すでにお互たがい与あたえられたものを見る。冬真＝左手の甲こう＝蟹かに座ざの印。雛＝鼻の頭＝山や羊ぎ座ざの印。鳳がくれる絆ばん創そう膏こう──おまじない／勇気と優やさしさと喜びのための。

「なんかね、さっきから、ここ、危ない感じなの。太陽だってちょっと黄色いし、ぶんぶんって蜂はちの音みたいなのするし。ね？」

「そ、そう……？」君もけっこう危あぶないよ、とは言えない冬真。「もう夜だけど……」

「夜だって黄色くなるよ？　あの建物だってずっと黄色い感じ。あとそのＰＤＡケイタイとか、黄色かったりそうじゃなかったり変な感じ」

　デスクの認にん証しよう用スロット──冬真のＰＤＡ兼けんキーカードが送Ｓ信Ｄのマークを表ひよう示じ中。

「これは、操そう作さを記録してるんだよ。僕は……ほら、部外者だし」冬真──言いつつ何となく傷きずつくものを自分で感じる。「危ない気がするから、おまじないが欲ほしいの？」

「鳳のは顔を守ったりすると取れちゃうときあるの。ほら転送を開かい封ふうしたときとかぁ」

　雛が両手を頭に当てる──動物の耳のような仕草。なんかちょっと可愛かわいいかも──いっとき相手の自じ爆ばく的性せい格かくの恐おそろしさも忘わすれて、小さな妹を見守るような気分を味わう。

　それはともかく雛の仕草で、機き甲こう時の保ほ護ご装そう置ち＝通つう称しよう《飾オりー耳ア》のことだとわかった。

　目に見えない抗こう磁じ圧あつの防ぼう壁へきを形成するための最さい新しん鋭えいの一品──衝しよう撃げき・ガス・高熱などから頭部および胸きよう部ぶを守る代わり、その影えい響きようで顔の付着物がずれたり剝はがれたりすることも。といって絆創膏おまじないを手足に貼はれば機甲時に置ち換かんされるし、服が触ふれる箇か所しよでは服ごと置換される場合がある──雛の主しゆ張ちよう。

「冬真のは、なんかないのぉ？」

「えっと……じゃあ、お祈いのりは？」

「ボク、カトリックじゃないよ？」雛──そもそも神様なんか信じてませんという顔。

「うーん……」頭をかきつつ思案──ふと思いついて財さい布ふを出す。「昔、父さんが教えてくれたんだ。コインを使って……」

　中が銀／外がい縁えんが金＝一ユーロ・コイン──裏うらにモーツァルトのモチーフ。

「ふうん」感心した顔。「死んだら目に乗せるの？」

「ち……違ちがうよ」冬真──右手の甲の側で、器用にコインを指から指へ移い動どう。「できる？」

　神しん妙みようにコインを受け取る雛──ゆっくりと同じように指の上を移動させる。「できる」

「人差し指から自分の年だけ移動させて」

「うん」十三回──中指／表側で止まる。

「親指で弾はじいて反対の手で受け止めて。同じ側なら取っておいて、違う側なら使っちゃう。それで一日、悪いことは起こらないよ」

「使っちゃっていいのぉ？」

「うん。外でジュースでも買おう。表が出たら僕が持っててあげる」

　うなずく雛──自分の運命に触れるかのような慎しん重ちようさで、コインを弾こうとしたとき、ばん！　と物すごい勢いきおいでドアが開かれた。

　ぎょっとなる冬真／通信官たち──雛がきょとんとなって、入って来た女を見つめる。

　ニナ──憔しよう悴すいした顔／よろめきつつ真まっ直すぐ奥おくへ。

　乱らん暴ぼうにテーブルをどける──サンドイッチやドリンク類が床ゆかにばらまかれる。

　ニナの手に銃じゆう──それが真っ直ぐ冬真に向けられ、氷の刃やいばのごとき鋭するどい声が飛んだ。

「動くな！　情じよう報ほう汚お染せんの容よう疑ぎで拘こう束そくする！」

　冬真──絶ぜつ句く＝突とつ然ぜんの事じ態たいにわけがわからず銃口の真っ黒さに恐きよう怖ふで震ふるえ出す。

　硬こう直ちよくする通信官たち──ぽかんとなる雛。

「ぼ、僕……」必死に声を絞しぼり出す──カチリ＝銃の撃げき鉄てつが起こされる音に刺さされたようにのけぞった。無実を証しよう明めいしたくて必死にデスクのＰＤＡをつかむ──スロットから引き抜ぬく／相手に渡わたそうと振ふり返る。

「これを……や、役に……立ちたく……て……」

　耳をつんざく銃声──頭上のモニターが砕くだけて火を噴ふいた。

　低く冷ややかなニナの声。「そのＰＤＡを操そう作さした瞬しゆん間かん、撃うつ」

「ち、ちが、違う……」ショックで目の前が暗くなる冬真──息がつまりパニックに襲おそわれかけたとき、傍かたわらで、雛が立ち上がっていた。

　たちまち、わっと声を上げて後ずさる通信官たち。

　ニナ──銃を構かまえたまま＝すさまじいまでの怒いかりの眼まな差ざし。

　雛──涙なみだ目め＝怯おびえた顔でニナを見かえす。

　右手に握にぎった手しゆ榴りゆう弾だん──その安全ピンに指をかけ、冬真の盾たてとなり、ぽつっと告げた。

「冬真をいじめたら、みんな死ぬから」




　ミリオポリス第十九区デープリング──宙ちゆうを舞まう鳳＝ニナを懸けん命めいに捜そう索さく／ふいに無線通信。

《要撃小隊のお嬢さんフロイラインへ。御影だ。うちの連中からニナが見つかったと報ほう告こくがあった》

　思わず叫さけび返す。《無事ですの⁉》

《今にも倒たおれそうな顔で捜そう査さ現場に現あらわれたそうだ。それと、どうやらこみ入った状じよう況きようらしい。大だい至し急きゆう、現場に向かってくれ》




　　午後九時




　ミリオポリス第十八区ヴエーリング──通信車両内。

　膠こう着ちやく状態の面々──ニナ／通信官ら／冬真／雛。

　入り口でさらに声──急いで駆かけつけたバロウ神父。「ニナ⁉　いったい何を──」

「情報汚染の経けい路ろが判明！」

　ニナ──振り返らず／銃を構えたまま鋭するどく怒ど号ごう。

「国連ビルでの機体停止およびＡ号車両への電子的侵しん入にゆう容よう疑ぎで彼を拘こう束そくする！　Ａ号車両は大破、二名が死し亡ぼう！　情報汚染の拡かく大だいを今すぐ止めねばさらに犠ぎ牲せい者しやが出る！　どけ、雛！　仲間を死の危き険けんにさらしたいか！」

　冬真──愕がく然ぜん／おろおろとかぶりを振り続けるばかり。「ち、違う……、僕……」

「いじめないで！　いじめないで！」あくまで立ち塞ふさがる雛──手しゆ榴りゆう弾だんの安全ピンを限げん界かいまで引っ張る。「冬真をいじめないで！」

「なぜ敵てきに協力した！　汚染経路は幾いくつある！　ヘルガ長官の移い動どうルート、国連ビルの遅ち延えんプログラム、内ない務む大臣たちの暗殺、通商産業省のビル爆ばく破は──次の狙ねらいは何だ！」

　叫さけびながらますます顔から血の気がひいて蒼そう白はくになってゆくニナ──震える指先／いかにも病人の顔色／それでもなお銃を手に、じりじりと迫せまる。

　動かぬ雛──涙目／きりきりと小さな音を立てて抜かれてゆくピン。

　冬真──おののく／壁かべに背を押おしつける／パニックに陥おちいらないことが不思議に思える。

　バロウ神父──感情を抑おさえた重い声。「よせ。何かの間違いだ、ニナ。情報汚染がこの車両を起点にしているなら、既すでに全すべての通信が遮しや断だんされてここも孤こ立りつしているはず──」

　そこへ、もんのすごい怒ど鳴なり声が勃ぼつ発ぱつ。

「雛さん‼」

　鳳──機き甲こうを還かん送そうした通つう常じようの姿すがた。猛もう然ぜんと車両内に飛びこんでくるや、密みつ集しゆうする通信官ら＋バロウ神父の頭上へと跳ちよう躍やくしていた。天てん井じようぎりぎりの狭せまい空間を正確にくぐり抜ける／壁を蹴ける／身をひねる／一瞬で冬真よりもさらに背後へ。

　障しよう害がい物ぶつだらけの僅わずかな空間に、だん！　と見事に着地──翻ひるがえるロングヘア×ウェーブが、呆あつ気けに取られる冬真の頰ほおをかすめる。

「いじめないでぇーっ！」

　ひときわ甲かん高だかい雛の泣き声──背後に降り立った鳳を振ふり返りながら、手榴弾の安全ピンを思い切り引っ張った。が──鳳が素す早ばやくその手をつかんで押さえると同時に、もう一方の手で、猛もう烈れつな鉄てつ拳けんを雛の顔面に見み舞まった。

　がっつーん、と火花が散るような良い音とともに仰あお向むけにひっくり返る雛──その手から、いつの間にか手榴弾が奪うばい去られ、あと僅か数ミリで安全ピンが抜けるという状態のそれを、鳳の手がしっかりと握にぎっている。

　けたたましい音を立てて雛が倒れる／テーブルがひっくり返る／書類が舞う──雛を避よけたニナがふらっとなって壁にもたれ、そのまま、ずるずると膝ひざをついてうずくまる。

「あなたの行動が、冬真さんを不利な立場にしているのがわからないのですか‼」

　鳳の怒声──まるで切せつ羽ぱ詰つまった悲鳴。

「う……うぇ……うぇっ……」しゃくり上げながら身を起こす雛──ぽろぽろ零こぼれる涙／大量の鼻血／小さな口元も鼻に貼はられた絆創膏おまじないも赤く染そまってゆく。

「鳳……さん……？」

　何が起こっているのかもわからず、ついていけない冬真へ、鳳がゆっくりと顔を向ける。

「大人しく拘束を受け入れて下さい」

　悲しい声──悲しい眼まな差ざし。

　冬真はいまだに椅い子すに座すわったままＰＤＡを両手で握りしめ、手榴弾を握る鳳のもう一方の手が、腰こしのポシェットに当てられているのを、信じがたい思いで見ていた。

　ポシェットの中身──九ミリ拳銃。

　それをいつでも抜ける姿勢で鳳がこちらを見ていることが、たまらなく怖こわくて悲しくて、思わず大声を上げてしまいそうなほど心が痛いたんだ。

「お願い……冬真さん」

　どうか銃を向けさせないで欲ほしい、という相手の気持ちが、辛つらいほど伝わってくる。

　信しん頼らいしていた相手に対し、そうせねばならないことが、どれほど彼女を傷きずつけるかが、これまでになく理解できる気がして、慌あわてて何度もうなずき返した。そうしながら、なぜか不思議なことに、出会ってから初めて、鳳のことを、可哀かわい想そうだと感じていた。

　彼女に、そういう真ま似ねをさせてしまった自分が、ひどく惨みじめで──悔くやしかった。




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル／八階──長官室。

《今から二十分後に都市内のテロ行こう為いと人的損そん害がいについて記者会見を行う予定だ》

　壁のモニターに映うつる男のきびきびとした演えん説ぜつ口調──ＢＶＴ局長エゴン＝眼鏡めがねの奥おくの神経質な目／人間大の黒いカマキリの雰ふん囲い気き。

《既すでに特とく殊しゆ部隊を主要施し設せつに配した。君の言う敵てきのテロ計画への対たい処しよは万全だ。これ以上、ＭＳＳが他の組織の管かん轄かつに踏ふみこみ、横断的に動き続ける必要はない》

「いいえ。敵の本格的な攻こう勢せいはこれからですわ、局長」悠ゆう然ぜんと席に座る女──ヘルガ。

《敵はＭＳＳ自体を標的にしている可か能のう性せいがあると報告を受けている。君らが動けば、そこが戦場になる可能性があるのだぞ》

「望む所ですわ」ヘルガ──艶あでやかな微び笑しよう。

《なんだと？》エゴン──険けわしい目つき。

「私どもが標的になるということは、それだけ市民の被ひ害がいが減へるということ。逆に、私どもが前線から退しりぞけば、敵は用意した武器を、市民に対し無差別に使用する可能性がありますわ。私どもをおびき寄せるためだけに」

　まるで動じぬヘルガ──気け圧おされたようになるエゴン＝口調に苛いら立だちが混まじる。

《……いつ襲しゆう撃げきを受けるかわからぬ状じよう況きよう下かで、あくまで捜そう査さを続行するというのか？》

「要よう撃げきこそ私どもの信条モツトー。敵を迎むかえ撃うつと同時に、主しゆ犯はん格かくの逮たい捕ほを狙ねらうのが最さい善ぜん。どうか、ＢＶＴの全組織が今事件を積極的に捜査し、連れん携けいするよう御通達下さい」

《言われるまでもない。既に通達済みだ》

「また国連ビルで殺害された十一名が、何の目的で会合を開いていたかを明らかにすることが急務です。各政党に情報提供を要請する書類にサインをお願いします」

《……承しよう知ちしている。君らＭＳＳの被害が甚じん大だいとならぬことを祈いのるばかりだ》

「そうならぬよう、ＢＶＴの支し援えんがあると信じております、エゴン局長」

　恬てん然ぜんと微笑ほほえむヘルガ──何か言い返したげなエゴン＝無言のまま通信アウト。

　その直後に、ＢＶＴ局長の許きよ諾だくサインが複ふく数すうの書類で受理された通知が表示される。

「国連ビルで死者が出てから五時間半……ようやく捜査が政せい治じレベルに達したか」

　傍かたわらの男──ウィーン州知事にしてヘルガの異い母ぼ兄けいたるエドワルトの重じゆう厚こうな声こわ音ね。

「お陰かげで、さっそく重要な情報が判明したわ」ヘルガ──モニターの一角を指さす。「なぜか内務大臣御おん大たいが出席していた政府開発援助ＯＤＡのための会議……その記録に、現地支援のための軍事派は遣けん協議会からオブザーバーを招しよう致ち、とあるわ」

「十二人目の出席者……たまたまいなかったため死を免まぬがれた人物か。しかも、実行部門たる国防省の直轄である軍事派遣協議会の人員だ。包ほう括かつ的国防の四つの省のうち、これで三つまでが関連を確かく認にんされたな」

「この人物が、あえて今日の会合には出席しなかったのかどうか、すぐに調査させるわ」

　ヘルガ──受理されたばかりの数々の書類を素す早ばやく転送──ついでに、というように各組織の通信記録を呼び出す。「……やはり、ＢＶＴ本部ビルと幹かん部ぶ回線で連れん絡らくを保ほ持じし続けている者が三名。いずれも未来党員にしてエゴン局長を今の地位に押おし上げた者たち……。捜査が政治レベルに達した今、彼らがＢＶＴを使って、この事じ件けんを政治的に利用しようとしており、いつなんどき情じよう報ほう操そう作さが加えられるかもしれないことを前ぜん提ていに、各党の内部情報を収集するしかないわね」

「ＢＶＴには未来党員、被害者は国民党員、そしてＭＳＳには社会党員である私か……。見事に三党陣じん営えいが分立したな。未来党はテロが起こるたびに権けん力りよくを拡かく大だいしてきた政党だ。〈アンタレス事件〉でも、損そん傷しようした軍のマスターサーバー〈[image: カムキ]カムキ〉の復ふつ旧きゆうの際、陰かげで未来党が色々と働きかけたという情報がある。今回も何か仕し掛かけてくるだろう」

「たとえばＭＳＳを見殺しにし、その被害を根こん拠きよに治安機構の再さい編へんを目もく論ろむと？」

「そうはさせん」エドワルト──強く優やさしく頼たのもしい眼まな差ざし。「ＢＶＴの怠たい慢まんを批ひ判はんする演説文書を党の総そう意いのもとで用意した。社会党とこの都市ミリオポリスの州議会はＭＳＳを支持している。お前たちが市民の盾たてとなる限り、この私が、お前たちを政治家どもから守る盾となろう。たとえどれほどの政治的なリスクからも、私が、お前たちを守る」

　ヘルガ──強い意志を秘ひめた微び笑しようが、いっとき哀あい切せつに満ちる。

「ええ……お兄様」




　ＭＳＳ本部ビル六階──医い療りようフロア。

　ガラス張りの集中治療室にてベッドに横たわり眠ねむるニナ──完全防ぼう護ご服ふくを着こんだ医療スタッフたち。その様子を治療室の外から眺ながめる女──シャーリーン＝茫ぼう洋ようとした顔。

　室外モニターにコール音──まったりとした動作で通話をオンにするシャーリーン。

「はい、こちら天国発・地上へ逆ぎやく戻もどりの蘇そ生せい室です、どーぞー」

《臨りん時じ便びんの切きつ符ぷは手に入りそうかしら？》ヘルガ──縁えん起ぎでもない言葉に平然と応答。

「かなり厄やつ介かい。ウィルスの死し滅めつコードがないと治療してもすぐ違ちがう症しよう状じようが出ますんで」

《過か去こに国内から奪われた、試作型機械化キメラウィルス〝４ＪＯフイアー・ヨツト・オー〟……その元開発者たる貴女あなたでも、治療は不可能と？》

「なにせ、そういう風に作れって言われてたんで」頭をかくシャーリーン。「マスターサーバー〈[image: バク]バク〉が死滅コードを解かい析せきするか、このウィルスを電子的に操作してる馬ば鹿か野や郎ろうをとっ捕つかまえて、コードを吐はかせるしかないですね」

《マスターサーバーの解析予想時間は？》

「運が良ければ三日で」

《ニナの命のタイムリミットは？》

「延えん命めい設せつ備びを駆く使しして、十五時間ほど」

《そう……》ヘルガ──穏おだやかな声とは裏うら腹はらに、その眼差しが苛か烈れつな意志をやどす。《過去五時間に発生した情報汚お染せんの解析は？》

「外部協力者用の回線で侵しん入にゆうの痕こん跡せきを発見。ただしログが外部から消されてるんで、〈[image: バク]バク〉と連れん携けいして、鋭えい意いデータを復元中。……冬真くんが拘こう束そくされたって聞きましたけど」

《彼が内ス通パ者イであれば重要な手がかりとなるけれど、可能性は低いわ。今後さらに情報汚染が生じた場合、ただちに解析班を封ふう鎖さし、情報フロア内の全員を容よう疑ぎ者しやとみなします》

「えー……」シャーリーン──困こまったように頰ほおをかく。「あたしもですか？」

《解析課課長としての責せき任にんを全うしてくれると信じているわ、シャーリーン。最前線の部隊を守るために、あなたを拘束する必要がないようにね》

　さらりと言ってのけるヘルガ──鋭するどい棘とげを隠かくし秘ひめたバラの花の風ふ情ぜい。

「了りよう解かいっす」シャーリーン──モニターに向かって敬けい礼れい。通信アウト。だらんと腕うでを下げ、深々と溜ため息。「おー……怖こわっ。さすが長官、しっかりあたしまで疑うたがっちゃってるね」

　ぼんやりした顔のまま治療室に目を戻す。

「あんたの命がかかってて、みんな必死だね。ちょっと羨うらやましいな」

　ぼそぼそ呟つぶやく──眠れるニナの横顔をじっと見つめる。

「ま、あんたは友達だからね。あたしが死なせやしないよ。あたしがね……ニナ」




　ＭＳＳビル──地ち下か駐ちゆう車しや場じよう＝待機室。

「いいや。冬真を尋じん問もんする必要があるとは思えない」バロウ神しん父ぷ──穏やかでいて揺ゆるぎない態たい度ど／傍かたわらで萎い縮しゆくする冬真を一いつ貫かんして庇かばい続けながら戦せん術じゆつ班はんの二人と対たい峙じ。

「我々は手がかりが欲ほしいだけです、神父様」御影──相手に劣おとらず穏やか／背はい後ごに立つ日向とともに、隙すきあらば容よう赦しやなく食らいつこうとする姿し勢せいを崩くずさず。

　他の隊員は別室にて警けい戒かい待機中──室内の監視カメラが四人の様子を各班に中ちゆう継けい。

「今の我々に猶ゆう予よはありません。戦術班と通信班が同時に情報汚染にさらされ、戦線にいた副官が存そん在ざいするはずのないウィルスに感かん染せんし、生死の境さかいにいる。しかも敵はいまだに戦力を保たもち、複数の計画を遂すい行こう中です」

「ならば彼を助手にした私を尋問したまえ。強ごう引いんな尋問で、この子の心が取り返しのつかぬ傷きずを負うことを許ゆるすわけにはいかない」

「では二分間だけ、彼を我わが班の人間噓うそ発見器にかけることを許していただきたい」

「なに……？」不ふ審しんそうなバロウ神父──どうすることもできず身をすくませる冬真。

　御影がパチリと指を鳴らす──日向が前へ出る／虎とらのような目つき・迫はく力りよく・しなやかさで、全く音を立てぬまま冬真の目線に合わせて身を屈かがめ、じぃぃーっと見つめてくる。

　相手の迫力に吞のまれて硬こう直ちよくする冬真──その肩にバロウ神父が庇うように手を当てる。

「なぜやった」

　獣けものが低く吠ほえたような声こわ音ね──びくっとなる冬真＝慌あわてて言い返す。

「や……やってません！　僕ぼくは何も……！」

　日向は目をそらさない。やがて二分間ぴったりで身を起こし、無言で元の位置に戻る。

「ふむ……」御影の呟き──腕組み。

　冬真──いったいどう判断されたのかわからず、ただただ三人の顔を見比べるほかなし。

　ふいにドアが開き、声が飛んだ。

「新たな情報が出たわ。第二待機所へ集合」

　ヘルガ──本人が足を運んで命令。

「了解」

　きびすを返す御影＆日向──残ったヘルガが優しく言う。

「災さい難なん続きね、冬真さん」

　その柔やわらかな態度に、安心のあまり思わず涙なみだぐみそうになる。「いえ……」

「これ以上、彼を尋問することはありません」ヘルガ──バロウ神父に。「ただし規き定ていにより、当局への立ち入りを禁きんじます。事件が終結するまで、都市を出て安全な場所にいるのが賢けん明めいでしょう。最寄りの駅まで護ご衛えい官かんに付き添そわせます。配給したＰＤＡはそのまま持っていて構いません。こちらのデータへのアクセス権はありませんが、連絡または現在位置の確認に使用可能です」

「……彼を尾び行こうする気かね？」

「冬真さんを捜そう査さ対象から外し、捜査官をより有意義な任にん務むに当てるためです。神父様には今しばらくの御ご協きよう力りよくを願います」

「私は──」

「神父様」耐たえられず声を上げる冬真──相手が何かを言う前に、惨みじめさや悔くやしさから逃にげるようにして言った。「これ以上、僕のせいで、ご迷めい惑わくをおかけしたくありません。ヘルガさんの言う通りにしますから、神父様は……どうか、鳳さんたちのために……」

　途と中ちゆうで息がつまる──涙声になりかける。

「都市を出てどこへ行くというのかね？」

　冬真──嫌いやなものを我が慢まんして吞のみこむように肩かたを震ふるわせ告げる。「寮りように……戻ります」

　その肩に手を当てたまま、深々と溜め息をつくバロウ神父。「……そうか」

　ヘルガが静かに歩み寄り、冬真の手に何かを握にぎらせた。「……表だったそうよ」

　中が銀／外がい縁えんが金の一ユーロコイン──裏うらにはモーツァルトのモチーフ。

　涙が溢あふれそうになり、必死にこらえた。




　　午後十時




　地下一階・第二待機所──重い沈ちん黙もくをのみこむように食事を摂とる要撃小隊＋戦術班。

　雛は、じっと別の待機室の様子を──尋問される少年をとらえるモニターを見つめ、もそもそとサンドイッチを齧かじりながら、ただ不思議に思っていた。

　殴なぐられた場所が、ひりひり痛いたむのも忘わすれて──冬真のことを。

　それは、雛があるときを境さかいに身につけた爆ばく弾だん魔ま的な直感における理り解かいによるもの、一いつ般ぱん的に、〝安全地帯ズイヒヤーハイツツオーン〟と呼ばれる空白のことでもあった。

　この地球上で、空気が存そん在ざいすることによってもたらされる爆発と衝撃が、様々な障害物の存在によって遮さえぎられ、この上なく厳げん密みつな物理法ほう則そくによって生じる、ある地点。

　決して爆風が届とどかず、暴力的な熱も及およばず、猛もう烈れつな死をもたらす破は片へんが吹ふきすさんだりはしない場所──爆弾魔的な直感において、探さがせば必ずあるはずのその一点。それを見つけだすことこそ生存と安全への何よりの鍵かぎであるが、しかし、また別の厳密な法則において、それは困こん難なんをきわめる大仕事となる。つまり──人間同士の感情の発はつ露ろという、ある種の強烈な爆風を避さけるための一点を探すということにおいては。

　人の心というのは爆弾と同じくらい危険で、それ以上に探知が困難な厄やつ介かいなしろものだった。人の好こう奇き心しんや欲よく望ぼうや、犠ぎ牲せい者しやを渇かつ望ぼうする気分といったものは。特に雛はそれから逃のがれるために多くの努力をし、幼おさなくしてそれに対たい抗こうする手段を求め、そしてせっかく手にした手段を行使したと同時に、恐おそれるべき人々もろとも己おのれの肉体の大部分を失っていた。

　そんな雛にとって、冬真は驚きよう異いの空白だった。なんでこんな人がいるんだろうと、びっくりするくらい無む防ぼう備びで、弱者の代表といってよく、戦せん闘とうにおいては一いつ瞬しゆんで命を落とすに違いない、要するに、雛がなんの警けい戒かいも必要としない相手だった。

　そればかりか、冬真のそばにいると、いつも何かしら警戒を告げる蜂はちの音が眠ねむってしまいそうになる。あったかい煙けむりでいぶされた蜂たちが、死ぬのではなく眠ってしまうように。さらにまた冬真という少年は、蜂の巣だろうが地じ雷らい原げんだろうが構かまわず普ふ通つうに歩いていってしまいそうな危あぶなっかしさを常つねに雛に感じさせるのだ。こちらが慌あわてて蜂を眠らせ、地雷の位置を大声で教えてやらねば、次の瞬間には一巻の終わりになっていそうな少年。

　そんな存在がこの組そ織しきの中に入ってくることが信じられなかった。誰だれかに利用されて犠牲にされて十と重え二は十た重えに張り巡めぐらされた意図で八つ裂ざきになるだけなのに。それなのに冬真ときたら、そんなことが起こるなんてことすら、まったく考えていないのだ。

　なんと愚おろかで間ま抜ぬけで無防備で、そしてもしかすると、とても素す敵てきな存在だろう──

　ふいに雛が顔を上げ、ぽつんと呟つぶやいた。

「……冬真が行っちゃう」

　モニター──待機室から駐ちゆう車しや区く画かくへ移い動どうする冬真。

「……その方が、もう危ない目に遭あわなくていいっしょ」乙──モニターから目をそらし、つまらなそうにロリポップをガリガリ囓る。

　鳳──じっと無言／ただ雛と同じようにモニターを見つめている。

　ふいに冬真が振ふり返った。モニター越しに目が合ったようになり、鳳が低く息をのんだ。しかしすぐに冬真は誰かに呼ばれたように顔の向きを変え、バロウ神父が見守る中、ＭＳＳの公式車両に乗り込こんでしまった。護衛官の運転──車が呆あつ気けなく画面外へ消え去る。

　誰もいなくなったモニターを、ちらっと一いち瞥べつする乙──すぐにまた目をそらす。

　雛が茫ぼう々ぼうとした目で、鳳は悲しげに目を細めて、無人の駐車区画を見つめ続けている。

　ドアが開く──全員が一いつ斉せいに振り返る。

　ヘルガの声が鋭するどく響ひびく。「十一名の死者が出た会合について新情報よ。過か去こ数年にわたり同じメンバーが政府開発援助ＯＤＡを協議。ただし記録では国民党員は常つねに五名。つまり、今回だけ出席しなかった、十二人目の人物がいるわ」

　ヘルガがモニターの一つを操そう作さ──言げん及きゆうされた国民党員の男の氏名／顔写真／略りやく歴れき。

「十一名が死し亡ぼうする数時間前に、彼が国連ビルに入った記録があるわ。現げん在ざい、市内のホテルにいることが解かい析せき班により判明。ただちに彼を本部に連行し、事情聴ちよう取しゆを行うこと」

　新たに複ふく数すうのモニターがデータを表ひよう示じ──どこかの建物の図面／ＥＩ兵器の解析結果。

　男の顔写真──額ひたいに電子義ぎ眼がん。国こく際さい指名手配犯たるチェイス＝ザ・サードアイ。

「ニナが〈山猫ヴイルトカツツエ〉の一員から押おう収しゆうした携けい帯たい電話のデータを、解析班が復ふく元げん。複数の図面が出たわ。潜せん伏ぷく拠きよ点てんの可能性大として捜査し、敵を発見し次し第だい、先取攻こう勢せいにてこれを要撃。ただし、このチェイスという男は、４ＪＯフイアー・ヨツト・オーウィルスを所持し、その解除コードを知るであろう、ゆいいつの人物よ。必ず、生かして逮たい捕ほすること。ここまでで質問は？」

　御影が挙手。「ニナの感かん染せんはいつどこで？」

「まず間ま違ちがいなく国連ビルで十一名の死者を発見したときよ。敵がニナを暗殺しようとしたのは、おそらくウィルスの正体をぎりぎりまで隠かくすため。だとすれば同じウィルスを使った計画が進行中であると考えられるわ」

「ＥＩ兵器もウィルスも、その電子義眼の男が単たん独どくで操あやつっていると？」

「解析結果を見る限かぎり、そうよ。バロウ神父によれば、この電子義眼は脳のうを端たん末まつ化かし、電でん子し干かん渉しよう能のう力りよくを発はつ揮きするための装そう置ち。マスターサーバーの監かん視し網もうに対抗してあらゆる通信を中ちゆう継けい。いわば生ける通信塔とうよ。ただし通信には大電力を消費する増ぞう幅ふく器きが必要なはず」

　御影がうなずいて口をつぐむ。

　みながじっと黙だまってヘルガを見つめる。

　ヘルガの指令──刺さすような鋭さ。

「ホルスト・御影・ブレネンデリーベ専せん任にん士官を副官代理として任命。引き続き部隊を三手に分けて行動。一アイン、十二人目の男の確保。二ツヴアイ、示された建物の捜査。三ドライ、電力消費施し設せつから電子義眼の男を追つい跡せき。ここからが第二ラウンドよ。十五時間以内に主犯格を逮捕してウィルスの死し滅めつコードを入手し、敵の計画を未然に防ふせぐこと。これらは今事件を収拾するための最低条じよう件けんよ。いいわね」




　ミリオポリス第ヒ三ン十ブ四ル区ク──大道路を軍用機体×四台が進行。

　先せん頭とうの機体──あいかわらず角の上に足を組んで居い座すわる乙＝囓かじり終わったロリポップの棒ぼうをがじがじ甘あま嚙がみ／機体の操そう縦じゆう席せきを振り返り、ばんばん装そう甲こうを叩たたく。

「ねー、あんちゃん。あんちゃんってば」

　装甲が開く──機体が自動運転に＝憮ぶ然ぜんとした日向。「あんちゃんじゃない」

「じゃあ、おにーちゃん」可か憐れんに。

　日向の眉み間けんに深く刻きざまれる皺しわ──なんだか猛もう烈れつに不ふ機き嫌げんそうに。「日向だ、坊ぼう主ず」

「……坊主じゃねーし」諦あきらめ口調。「あのさ、冬真ってどーなの？」

「どう……？」

「じーっと見てたじゃん」

「ああ」日向──当然のように。「シロだ」

「……シロって、噓うそついてないってこと？」

「ああ」

「なんでわかんの？」

「見ればわかる。利用されただけだ」

「ふーん」乙──ガジガジ棒を嚙む／むっとした口調。「……なんでオレ、噓なの？」

「噓？」

「もー、あんちゃん言ったっしょぉ？」乙──苛いらつき半分／呆あきれ半分。「ドキドキしたくてＭＳＳやってるって言ったらさぁー、いきなしさぁー」

「ああ」日向──何となく思い出したように。「殺しを楽しんでるやつの目じゃない」

「ふふん」笑う──鼻を鳴らす。「わかんねーよ、そんなの」

「迷まい子ごのガキだ」

「え……？」

「そういうやつの目だ」興きよう味みもなさそうに言う。すぐに装甲が閉とじる──姿すがたが隠かくれる。

　遅おくれて我われに返る乙──むかむかっときて喚わめこうとしたが、急に、なんだか力が抜けたようになった。

「ふん」そっぽを向く／空を見る──夜の闇やみ。

　いっとき寂さびしげな表情が浮うかんですぐに消える。

「……なにさ、それ。変なの」

　手が無む意い識しきに胸むな元もとをまさぐる。決してドキドキしたりしない、機械仕じ掛かけの心しん臓ぞうの鼓こ動どう──チクタク／チクタク／チクタク。

　その鼓動の奥おく底そこでは、いつでもワニが潜ひそんでおり、にやにや笑いを浮かべながらこちらの心に声をとどろかせる瞬しゆん間かんを待っている。あの炎をもう一度見たくはないか？　馬ば鹿かげたハイジャック事件──生命が／心が／パパとママが／あらゆる絆きずなが、とてつもない速度の一部と化し、ただなすすべもなく衝しよう撃げきと炎ほのおという甚じん大だいな何かにのみこまれてゆく光景。

　そして激げき突とつの瞬間から今にいたるも、乙はその光景に対して、一度たりと恐きよう怖ふを覚えたことがなかった。まるで速度と炎というものが合わさって巨きよ大だいなワニの顎あぎとと化し、乙から家族と己おのれの肉体とあったはずの未来を食いちぎっていったとき、ついでに、心の中にあったはずの恐怖を感じるための何かも、まとめてむさぼり食ってしまったように。

　あるいは恐怖だけではなく──悲しみや切なさや寂しさといったものまで、それは綺き麗れいさっぱり平らげていってしまったように思える。なぜなら今の自分は、そういったものを不思議なほど感じないし、また望んで感じようという気が全く起こらないからだ。

　残ったのは楽しいという気分だけ──ワニの笑えみ／またもう一度ドキドキしたいという思い／心を失った者が、さらに僅わずかに残ったものすら自ら食い尽つくしてしまうように──

「あんちゃん、ほんと、頭おかしーんじゃない」

　返答なし。

　ふんとまた鼻で笑う──ぷっとくわえていた棒を吹ふき捨すてる。

　ポケットから新たなロリポップを取り出し、そのやたらと目をひくパステルカラーの甘かん味み料りようの塊かたまりを見つめ、なぜか、急に怒おこったようになってガリガリ囓った。




　ミリオポリス第二十六区ラツフルズシテイ──軍用機体×四台に護ご衛えいされ、ドナウ川を越こえる通信車両。

　後部車両内にて各区の電力・電波を監かん視しする通信官ら＋バロウ神父──隅すみの席で膝ひざを抱かかえている雛＝つと、バロウ神父の横顔を見る。

「……冬真にまた会える？」

　バロウ神父──静かに振ふり返る／穏おだやかな微び笑しよう／はっきりとうなずき返す。「……ああ。冬真は安全のため、避ひ難なんしただけだ。冬真のことを気にかけてくれているのかね？」

　小首を傾かしげる雛──自分が誰かのことを気にかけている、という思考自体、いまいちついていけません、というような顔のまま、さらに質しつ問もん。「いつ会えるの？」

「犯はん人にんが逮たい捕ほされて捜査が終わり、都市が安全になれば、いつでも戻もどってこられる。冬真もそう望んでいるはずだ」

「……そうなの？」

「ああ」

「じゃあ、もう戻って来ないのぉ？」

　返事が止まるバロウ神父──ゆっくりと言い直す。「そうは言っていないよ、雛」

「だって無理でしょぉ？」

「無理……？」

「ここが安全になることなんてないもん」

「…………」

「この都ま市ちが安全になることなんて、きっと、ずっと、ないもん」じっと相手を上うわ目め遣づかいに見つめる──深く暗い諦めの眼まな差ざし／何かを通り越した者の目。「そうでしょぉ？」

　バロウ神父──静かに労いたわるように雛を見つめ返しながら、ゆっくりとかぶりを振る。

「……いいや。いつか必ずそうなる。お前たちは、そのためにここにいるのだから」

　雛は無言──肯こう定ていも否ひ定ていもせず。やがて目を伏ふせ、再び自分の殻からの中に閉とじこもった。




　　午後十一時




　ミリオポリス第十区フアフオーリテン──大通りを進む通信車両／距きよ離りを置いて従したがう軍用機体の群むれ。

　後部車両内──通信マイクを握にぎる御影。

「十二人目の会合出席者にして、死を免まぬがれた国民党員の顔とプロフィールを再さい確かく認にんしておけ。イグナツ・フォン・エアラッハ、四十七歳さい。爺じいさんばかりの国民党内では、まあまあの若わか手てだ。過去二十四時間にこいつが行った全すべての通信行こう為いが判はん明めいし次し第だい、確かく保ほするぞ。我らの白雪姫シユニービツテンの目覚めのためにも絶ぜつ対たいにしくじるなよ。いいな」

《了ヤ解ー！》戦せん術じゆつ班はん員いんの応おう答とう──三台が後続／そのすぐ後を、さらに三台が追つい随ずい。

　全十六台のうち四台が大たい破は──本部ビルにて修理中。

　ふと車両の奥おくへ目を向ける御影──デスクの一つ。

　姿し勢せい正しく座すわっている鳳＝じっと無言で、あるものを見つめている。

　通信車両の壁かべに誰かが貼はりつけた、復活祭のための絵の一つ──『エルサレム入にゆう城じよう』。

　弟で子したちを引きつれ、ロバに乗って現あらわれたイエス・キリストを、大おお勢ぜいの者たちがシュロの葉を手にして歓かん迎げいしている。だがイエスはその後に訪おとずれる、〝最さい期ごの七日間〟のことを──全てを失って弟子たちの裏うら切ぎりに遭あい、鞭むち打うたれ、嘲ちよう笑しようされ、イバラを頭に乗せられ、十じゆう字じ架かを背せ負おわされ、そしてはりつけにされることを、この時点で既すでに悟さとっているのだ。

　その眼差しに理知と信しん仰こうとをたたえて、毅き然ぜんと自ら死地におもむく男の顔を見つめながら、繰くり返し、ある思いに襲おそわれていた。

　あの人は振り返った──尋じん問もんから解かい放ほうされ、師しであるバロウ神父から引き離はなされ、ＭＳＳの車に乗りこもうというときに──いやな思いを味わわされた場所を、わざわざ振り返って見るなどということをするものだろうか？　まるで去りたくないと告げているような眼差し──ＭＳＳに関かかわる全てのものを、特に、拘こう束そくを受け入れるよう告げたこの自分を、不ふ愉ゆ快かいきわまりないものとみなして、もはや一いつ顧こだにせず去ってもおかしくないのに。

　そして思い出すもの──いつか見た光景。

　カフェ──要撃小隊が初公式出撃を果たした、あの日。

　乙と雛に配置につくよう命じた鳳は、ふと自分たちが立ち去ったばかりの席に近づく少年の姿を、店の外からとらえていた。

　明らかに自分たちを捜さがしている少年──咄とつ嗟さに想起したのは、ひそかに配置されたはずの自分たちに、なぜ、誰の命令で、近づこうとしたのか、という疑ぎ問もんですらなかった。

　単たん純じゆんにして驚おどろくばかりの感想──なんだろう、あの可愛い人は。

　そう思った自分に、大いに驚いた。

　あまりにびっくりしたため、任務を目前にしながら、その場に棒立ちになってしまったほどだ。全く信じられない。まさかこの自分が男の子のことを可愛かわいいと思うなんて。

　今は天そ国らにいるはずの二人の恩おん人じんにしてかつての仲間たち──皇スメラギと螢ホタルが、自分の口からそんなことを聞いたら、きっと、同じようにびっくりしてしまったに違ちがいない。

　機械化児童の訓練施し設せつでも、常つねに二人の陰かげに隠かくれ、二人を頼たより、一人では進んで何もしようとしなかった自分にとって、施設にいた男子など、もはや別世界の存そん在ざいだった。それは、どことなく怖こわくて、遠くにあってしかるべきもので、頑がん丈じような檻おりか何かに入ってでもいない限かぎり、自ら近づく気などさらさら起こらない──という具合だった。そんなものだから皇と螢からはしょっちゅうその臆おく病びようさをからかわれたものだし、逆に鳳からすれば、別の建物に住んでいる、別次元の法ほう則そくで生きている男子たちと、平然と話を交かわすことができる二人の方が、よほど驚きよう異いだった。

　そうした鳳の基き本ほん理念といおうか習しゆう慣かん的な思考の基き礎そは、訓練施設を卒業してのち、新たな訓練を経へて今の職しよく業ぎように就つき、いつの間にか守られる側から守る側へと成長し、どんな相手であれ堂々たる態度を心がけるようになった今も、実のところ変わっていない。

　そんな自分が思ったのだ──男の子のことを。可愛いなどと。

　そして気づけば、じっと彼を見つめ、彼が横おう暴ぼうな警けい官かんたちに絡からまれるのを見るやいなや、いったい何がどうなってしまったのか、自然と彼のいる方へ歩み寄よっていったのだった。

　そして引き戻される思い──最後に待機室でモニター越しに冬真と目が合った瞬間。

　そのときの何とも言えない衝しよう撃げき。

　心の声──銃じゆうを向ける気などなかった。たとえその必要が生じたとしても自分にそれが可能だったとすら思えない。ただ、手が、勝手にいつもの癖くせで銃に触ふれただけ。

　それを抜くなど──本当に、本当に、考えてもいなかったのだと弁べん明めいしたかった。

　だが冬真は確かく実じつにそう思ったはずだ──逆らえばその場で射殺されると。

　モニター越しの視線──あれは自分を責せめていたのだろうか。

　要撃手であるはずの自分──決して自分が背後に守る者へは銃を向けないと誓ちかったはずの自分が、まるで逆のことを相手にしてしまった。恐きよう怖ふと威い圧あつをもって冬真を屈くつ服ぷくさせたのだ──本当のところ、彼のことをスパイだとか容よう疑ぎ者しやだとか、全く思っていなかったのに。ヘルガが冬真をあっさり解放したことからも、それは間違いないはずだった。

　それなのに、ただそれ以外に場を鎮しずめるすべが見つからなかったというだけで──自分は銃を背はい景けいに冬真から一いつ切さいの抵てい抗こうの機会を奪うばった。民間人を。あれほど無力な人を。

　それを思うとたまらない混こん乱らんに襲われそうになる。自分はすべきことをした──だが正しいことをしたと言えるのだろうか。

　むしろあのときの雛に感かん嘆たんすら覚える──何と言っても、あの臆病な子が、滅めつ多たに人に関心など持たないはずの子が、ありったけの勇を鼓こして冬真を守ろうとしたのだ。

　命令されることもなく──武ぶ器きを持たない者のために──叱しつ責せきも懲ちよう罰ばつも恐おそれずに。

　といってニナの果か断だんさが部隊を救うためであることも分かっている。むしろ自分がニナに代わってそれをしなければならなかった。冬真を逮捕しなければならなかった──

「了りよう解かいかな、お嬢さんフロイライン？」

　はっと顔を上げる──物思いを振ふり払はらって微笑ほほえみ返す。「ええ。了解ですわ、御影さん」

　御影──いかなる緊きん急きゆう時じでも失われない鷹おう揚ような笑み。「作戦開始まであと十分かそこらはある。心配事があれば、今のうちに、この副官代理に話しておくことをお勧すすめするよ」

「ありませんわ」くすっと笑う──咄とつ嗟さに自分の気持ちの一部を吐と露ろする。「ただ……雛さんのことで、少し、考え事を」

「心配事ではなく？」

「ええ……。とても嬉うれしいんですの。雛さんが、自分以外の誰だれかを守ろうとするなんて……本当なら、沢たく山さん、沢山、誉ほめてあげたいのに」

「そうするといい。この件けんが片かたづいたら、ぜひ、彼女の行為はともかく、その気持ちの正しさを認みとめてやりたまえ」

「そうさせていただきますわ」にっこり笑う──すぐにそのおもてが翳かげる。「ただ……」

「ふむ」御影──察し顔／しげしげ。

「……え？」

「心配ごとは冬真くんの方かね？」

「あの……」いきなり核かく心しんを突つかれてちょっとうろたえた。それから、ふっと肩かたを落とし、素す直なおにうなずき返していた。「あたくし……本来なら民間の方を、あのような、危き険けんな目に遭わせてしまって……」

「もう戻って来ないのではないかと？」

　途と端たんに、胸むねの奥の何かもろいものに痛いたみが走るのを覚えた──傷ついたように目線を落とし、先ほどの物思いまで口にしていた。「あたくし、決して銃を……抜くつもりは……」

「銃……？」

「自然と、銃に手が……」急に表情が年相そう応おうに──心細く寂さびしげな声が零こぼれる。「ですから、きっと、それでもう……あたくしたちを……」

「さて」御影──面おも白しろがるような笑み。「君が、そうした訓練を受けたことは彼も承しよう知ちのはずだよ、お嬢さんフロイライン。なにより心奪われた相手を、そうそう諦あきらめられはしないさ」

　急に話についていけなくなる──きょとんとなる。「心……？　なんのことですの？」

「彼自身、それをわかっていないかもしれないがね。まあ、なにごとも経けい験けんだ。案外、こういう機会でもないとわからないものでもある。要するに、彼に関しては、今は何も心配する必要はないということさ。無事に、今の事態を切り抜けさえすれば、幾いくらでもまた話すチャンスはある。ちゃんと仲直りするチャンスもね」

　不思議そうに相手を見ている鳳──最後の言葉だけ納なつ得とくがいったように、おもてを引き締しめ、生き真ま面じ目めにうなずく＝相手の少年に負けず劣おとらずの素直さ。「はい。その上で、雛さんには誉め言葉を、冬真さんにはきちんとお詫わびの言葉を、申し上げますわ」

　御影──鷹揚に。「その意気だ、お嬢さんフロイライン」

　鳳はにっこり微笑むと、御影が再び通信官たちの方へ顔を向けた隙すきに、素す早ばやく──ひそかに、顎がつ骨こつに移い植しよくされた通信器を通して、回線を開いていた。

　咄嗟の思いつき──あの少年のために──自分が知る、もう一人の少年に頼たのみごとをするために。




　ミリオポリス第三区ラントシユトラーゼ──南駅ズユートバーンホフ。

　いったん教会に戻って荷物を整え、最寄り駅から電車を乗り継ついできた冬真──カフェで遅おくれに遅れた食事を摂とり、列車の時じ刻こくを待つうち、途方もない寂しさに襲おそわれていた。

　バロウ神父とは本部ビルで、護衛官とは最初の駅で別れている。

　何より──鳳とは、あの通信車両でのやり取りが最後だった。

　あの鳳が、あんな風に、自分に懇こん願がんするなんて。

　いったいどれほどの苦く痛つうを、自分は彼女に与あたえてしまったのか。

　そう思うと心がちくちく痛んだ。いっそ携けい帯たいを許きよ可かされたＰＤＡで連れん絡らくを取って自分の無実を訴うつたえたくなるが、今まさに任務の真っ直中にいる鳳にとっては迷めい惑わくでしかないのがわかっている。どうしようもないのだ。そう思いながらも目は左手の甲こうに貼はられた絆創膏おまじないに引き寄せられる。その手に握にぎったままのコイン──おまじない、と口にする雛の表情。

　彼女たちは今の自分よりもずっと強く世間から隔かく絶ぜつされた思いを抱いだいている。

　いつかバロウ神父が告げた言葉──止めるすべすらないテロ戦争。

　平和条じよう約やくも講こう和わも戦後復ふつ興こうもない。ただ、誰にも止めるすべがないというだけの理由で続けるしかなくなった、日にち常じよう的に続く惨さん劇げきの数々。

　もしそれが本当に終わらない戦争なら、いつか最後には、彼女をも犠ぎ牲せいにしてしまうのではないだろうか。彼女がどれほどの勇ゆう敢かんさと優ゆう秀しゆうさを誇ほこる存そん在ざいであったとしても、戦争が彼女を包囲し、攻せめ入り、めちゃくちゃに貪むさぼり食らってしまうのではないだろうか。

　いやなことだらけの都こ市こで、いやなことを増ふやし続ける何かの原理──力──理由。

　そのどれにも手が届とどかない──どうしようもない。

　自分は何の助けにもなれず、その場から消えることしかできない。

　消える──なんていやな言葉。いつか家族が消えたときも今と似にたような気持ちだった。

　森の事じ故こ──誰かが隠かくしたＢＣ兵器の暴ぼう発はつ。父も母も友人もその家族たちも一いつ瞬しゆんでみんな消えた。意い識しきを失って、次に目覚めたら誰もいなくなっていた。遺い体たいの損そん壊かいがあまりにひどすぎたため、誰の死に顔も見させてもらえなかったのだ。

　だから──いまだに消えたとしか思えない。彼らが死んだと実感できない。

　あるいは──消えるということと死ぬということに区別がつかない。

　鳳にとって自分は消えたのだろうか。あるいは万一──鳳にもしものことがあったら、自分はそれでも、彼女のことさえも、消えたとしか思えないのだろうか。

　嫌いやだ──心が悲鳴を上げる。嫌だ──嫌だ。僕ぼくは消えたくない。このまま消えたくない。

　こんな風にして彼女から疑われたまま消えたくなんかない──

　心の底の暗い場所から、ニナに銃を向けられたときを上回るパニックが膨ふくらみ、息がつまりかけたとき──突とつ然ぜん、コール音が響ひびいた。

　ぎょっとなってポケットを探さぐる──左手にコインを握ったままＰＤＡを引っ張り出す。

　慌あわててカフェの外へ出て通話をオンにした途と端たん、通話先からの要よう請せいによって液えき晶しようパネルが自動的に展てん開かい──相手の顔が現あらわれるとともに、憤ふん然ぜんとした声が飛んできた。

《君はなんて羨うらやましい男なんだ、冬真！》

　ＭＳＳ接続官コーラスたる少年──水ミ無ナ月ヅキの大まじめな主しゆ張ちよう。

　がっくりくる──全すべての物思いもパニックに通じる思考も一発で遠のいた代わり、大いに脱だつ力りよく感に襲われた。「……水無月くんか」

《くんづけなど水くさいと言ったはずだぞ。全くその通りだ水無月！　といった具合に呼びたまえ。さておき何が羨ましいか？　決まっている！》小さな液晶パネルの向こう側で大げさに指を突き出す水無月──憤然と。《なんと、あの鳳が、この僕に、直ちよく接せつ、無線通信で連絡してきたのだ。僕が仕し掛かけた、あの繊せん細さいな通信機器のことで死し刑けい宣せん告こくでも受けるのかと、危あやうく脳のう貧ひん血けつを起こすところだったのだぞ》

「……だから盗とう聴ちようとかやめなってば」

《君に貴き族ぞくの楽しみはわかるまいよ。それはいいとして、鳳が、僕に頼たのんだんだ。わかるか？　あの鳳が、どうか君の無実を証明して欲しいと僕に頼んできたんだぞ》

　咄とつ嗟さに何を言われたか理り解かいできず、ぽかんとなって聞き返す。「……無実？」

《そうだ。彼女に頼まれては断ことわるすべとてない。だがさすがに百年に一度の逸いつ材ざいたる僕でも、解かい析せき班はんとマスターサーバーがフル稼か働どう中の今、たった一人で君の無実を証しよう明めいするなど不可能にして無理だ。ボスに知られたらエビ固めどころの騒さわぎじゃない》

「じゃ……なんで電話してきたのさ」

《一人でダメなら二人だ。そもそも疑うたがわれた君が悪いんだから、推すい理りは僕がやるので、その実証は君自身に任まかせよう。ともに真犯人を見つけ出そうじゃないか、ワトソン君？　それ以外に君の無実を証明する方法はない》

「……真犯人？　ワトソン？」

《シャーロック・ホームズより、エルキュール・ポワロの方が好みかい、ヘイスティング大たい尉い？　ちなみにエルキュールは、英えい雄ゆうヘラクレスのフランス語読みさ。知テっユて・たセ？》

「えっと……フランス語はちょっと……」

「それはどうでもいい。問題は非ひ常じようにマクベス的だ。すなわち──やる？　やらない？」

「電車が……」駅の時計を見上げる──いつの間にか発車時じ刻こくが過すぎていたことに気づいて、ぽかんとなる。それから、ふと我われに返ったようになって左手を見つめた。手の甲こうの絆創膏おまじない──手のひらのコイン。何かが足らない気がした。すぐにそれが何かわかった。

「僕……答えを聞いてない。今日の昼に、鳳さんが出してくれたクイズの……答え」

《やれやれ何て唐とう変へん木ぼくだ。で、どうするんだい？》

「やる」ぎゅっとコインを握にぎりしめる──時計を再ふたたび見上げる。

　午前零れい時を二つの針はりが指し示しめす。

　混こん乱らんし続けていた心がにわかに元に戻もどる。

「僕は消えたりなんかしない。無実を証明して、本当の犯人を見つけて、知らせに戻る」
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　ミリオポリス第十区フアフオーリテン──復ふつ活かつ祭さいで賑にぎわう繁はん華か街がい＝〈獅子祭レーヴエフエスト〉の出し物であるライオンの衣い裳しようを着た人々が大きな十じゆう字じ架かを掲かかげて練り歩く。

　その裏うら通り＝暗い路地に停車中のＭＳＳ通信車両。

　周辺一キロ圏けん内ないを軍用機体〝カケブートフムエシル〟×六台が警けい戒かい待機中。

　通信車両内──モニターの一つに男の画が像ぞう＋プロフィール＝国連ビルにいたはずの十二人目の会合出席者たる国民党員イグナツ・フォン・エアラッハ氏。

　その現げん在ざい位置を通信官たちが捕ほ捉そく──奥おくの待機室では、男と少女が談話中。

「……さて。英えい雄ゆうヘラクレスが、獅し子しを倒たおして手に入れたものか」

　優ゆう雅がにコーヒーを飲む男──副官代理にして地上戦せん術じゆつ班はん・専せん任にん士し官かんたる御ミ影カゲの呟つぶやき。

「野生の心、黄金の山、最強の鎧よろい……この三つのうち、どれでしょう♪」

　にっこり微笑ほほえむ鳳アゲハ──そのクイズ＝戦せん闘とうに従じゆう事じする者たちが無事に帰ってきて答えを聞くための約束の言葉。

　にやりと笑う。「獅子の夜らしい問いだが、あいにく人間しか狩かった経けい験けんがなくてね」

「……まさか、剝はく製せいにしたりしますの？」

「部屋に並ならべきれないほどね」堂々としたウィンク。「副官代理の特とつ権けんとしてヒントをいただくというのはどうだい、お嬢さんフロイライン？」

「不ふ謹きん慎しんな副官代理ですこと」鳳──呆あきれ顔／くすっと笑って。「では特別に。この獅子には道具を無に帰す力があり、ヘラクレスは全すべての武ぶ器きを、鎧すら失ったのですわ」

「正々堂々と素手で闘たたかえというわけか」御影──カップを置いて腕うで組ぐみ。「まさに野生の心を手に入れる瞬しゆん間かんに聞こえるな」

「冬真トウマさんと同じ──……」言いよどむ／胸むねが痛いたむように目を伏ふせる──翳かげりを振ふり払はらって微笑む。「……答えですわ」

　冬真──ＭＳＳ外部顧こ問もんバロウ神父の助手／敵てきを幇ほう助じよした嫌けん疑ぎで離り脱だつ。

　その気持ちを優やさしく汲くむようにして御影が言った。「この一件けんが無事に決着したら、ぜひ彼にも正せい解かいを教えてあげるといい」

　鳳──悲しみを隠かくして。「聞きたがりますかしら」

「もちろんさ、お嬢さんフロイライン。でなければライオンを見るたびに気になって仕方なくなる」

　くすくす笑い。「だとよいのですけれど──」

　ふいに通信官の声。「目標が地メ下ト鉄ロへ」

　待機室から出る御影──にやりとなる。「国民党の議員どのが政せい財ざい界のパーティを途と中ちゆうで切り上げ、運転手なしで移い動どうを始めた次は、タキシード姿すがたのまま駅へ向かうとはな」

「移動目的ではなさそうです」通信官の操そう作さ──モニターに駅の監かん視しカメラの映えい像ぞうが表ひよう示じされる。がっしりとした体つきの壮そう年ねんの男がコインロッカーの電子ロックのナンバーを入力する様子を、待機室から出た鳳が見る。

「過去二十四時間の彼の通信記録は？」御影──通信マイクを手に取りつつ。

「本部の解かい析せき班が押おさえました。数分以内に、彼のオフィスと自じ宅たくの端末パソコンにも侵しん入にゆうできる見こみです」通信官──別のモニターに携けい帯たい電話の通話記録が出る。

「パーティ中に何らかのメッセージを受けて行動したのは明らかだ」モニターを見つめる御影＋鳳──男が駅から出る／街路に停とめた車へ戻もどろうとする。

　通信官の声。「周辺に、目標を監視する敵てき影えいなし。電子的な追つい跡せきも確かく認にんされず」

　御影の即そく断だん。「確かく保ほだ。連れてこい」

　モニターの左右からＭＳＳの捜そう査さ官かんが現あらわれ、車のドアを開く余よ裕ゆうを与あたえず男の両腕をつかむ。ぎょっとなる男──抵てい抗こうせず／身を強こわばらせながら連行に従したがう／画面外へ消える。

「丁てい重ちようにな。国家要人でありながら敵に情じよう報ほうを売ったクソ野や郎ろうかどうかはまだ不明だ」

　御影──通信マイクを壁かべにかけ、新しいコップを取り、ポットからコーヒーを注ぐ。

　通信車両のドアが開く──車のキーを握ったまま硬こう直ちよくする男が車内で棒ぼう立だちになる。

「な……なんだ、君たちは……」

　歩み寄よる御影──丁てい寧ねいな手つきでキーを奪うばい取り、代わりにコップを握らせる。

「ＭＳＳ専任士官、ホルスト・御影・ブレネンデリーベです。捜査への御ご協きよう力りよくを」

「そ……そ、捜査？　テ、テロリストではないのか？」

　怯おびえ顔の男──鳳に気づき目を丸くする。

「お……女の子？」

「頼たのもしい仲間です」御影──キーを捜査官へ。「車を調べて彼の自宅に戻しておけ」

　うなずく捜査官──代わりに男物のハンドバッグを御影へ。「ロッカーから取り出した品です。中身は確認していません」

「御本人に聞くとしよう」バッグを受け取る御影──朗ほがらかな声／目に獰どう猛もうな光。

　その間に、呆ぼう然ぜんとする男を待機室にて座すわらせる鳳。「ＭＳＳ要よう撃げき小隊長、鳳・エウリディーチェ・アウストです、上院議員様」

「わ……私は……」

「国連ビルで十一名が死んだ際さい、なぜか死を免まぬがれた御お方かただ」

　御影がテーブルにバッグを置く──中身＝小型Ｐ携帯Ｄ端末Ａ＋ピストル型の注ちゆう射しや器き。

「これらは、いったい何ですかな？　合理的な説明をしていただきたい」

「し……指し示じが……」両手でカップを握りしめるイグナツ──歯を食いしばるようにして告げる。「つ……妻つまと娘むすめを返して欲ほしければ、一時間以内に、それを私自身に注射しろと。後はそのＰＤＡで指示すると言っていた。警けい察さつや誰だれかに言えば、妻と娘のどちらかが最初に報むくいを受けると。だ、だから……」

「だから、十一名を殺す手助けをした？」

「ち、違ちがう！　彼らの死と私は何の関係もない！　初めて連れん絡らくがあったのは何十分か前だ。相手は娘の携帯電話から掛かけてきた。ヨーゼフ・ハースと名乗っていた。元第四作戦小隊で副隊長を務つとめていた男で……」

「過か去この部隊名を名乗った？」迫せまる御影──鳳はじっと黙だまって尋じん問もんを見守っている。

「そ、そうではない。私は彼と、海外派は兵へいの出立式で会ったことがある。私は軍事派は遣けん協議会の議長でもある。死んだ十一人の会合にもそれで出席していただけだ。ＯＤＡ審しん議ぎの際、派兵予定が重要で……」震ふるえる手でカップをテーブルに置く──懇こん願がんの顔で身を乗り出す。「た、頼たのむ。妻と娘を助けてくれ」

「……裏うらを取れ」通信官らに指示を投げる御影──射い貫ぬくような目でさらに問う。「なぜ今日の会合を欠席したのですか？」

「頼まれない限かぎり出席などしない！　私は彼らと無関係だ！　なぜ私を拘こう束そくする！　家族を助けてはくれんのか⁉」イグナツ──まるで泣きべそ。

　じっと黙って見つめている鳳──機械的に尋問を続ける御影。「その注射の中身は？」

「わ、わからん。４ＪＯフイアー・ヨツト・オーだとしか言わなかった。注射しても死にはしないと。思うに私が噓うそをつかないための自白剤ざいか何か……」

　イグナツ──注射器を凝ぎよう視しする鳳と御影のただならぬ様子に口ごもる。

「き……君たちは、その中身が何か、知っているのかね？」

　御影──ゆっくり目を相手に戻して。

「とても演えん技ぎとは思えん態たい度どですな」

「で、では……信じてくれるのかね？」

　だがなおも相手を鋭するどく見つめる御影。

　そこへ突とつ然ぜんのコール音──テーブル上のＰＤＡが三人の目の前で音を鳴り響ひびかせる。

　ぎょっとなるイグナツ──すかさず御影が手て振ぶりで通信官に傍ぼう受じゆを指示。

　鳳がイグナツを見る──御影が命じる。「電話に出て下さい。ただし我われ々われがいないように振る舞まって。いいですね？」

　こくこくうなずくイグナツ──震える手で慌あわててＰＤＡを操そう作さ。「わ……私だ」

《まだ指示に従っていただけていないようですな》

　傍受された男の声が車内のスピーカーから低く響く──ヨーゼフ・ハースの声。

　御影が眉み間けんに皺しわを寄せ、敵てき意いを剝むき出しにする。

「な……なぜわかる？」

《注射器の中身は、いわば発信器だ。あなたの体内に入ったかどうか、すぐにわかる》

「か……家族を電話に出してくれ。ぶ、無事がわかれば、指示に従う」

《眠ねむっていただいています。画面で確かく認にんを》

　危あぶなっかしい手つきでイグナツがＰＤＡの画面を見る──リアルタイムで送信される映えい像ぞう＝車の後部座ざ席せきに並ならんで座すわる女じよ性せいと少女。どちらも目を閉とじている。

　画面がアップに＝穏おだやかな寝ね息いき／かすかに上下する胸むな元もと。

　イグナツが涙なみだを零こぼす。画面に銃じゆうを握にぎった手が現あらわれる──少女のこめかみに銃口。

「や、や、やめろ！　頼む！　頼む！　頼むっ！」

《指示に従っていただけますな？》

「今すぐ従したがう！　やめてくれ！」泣き叫さけぶイグナツ──一方の手が注射器をつかむ。

　その手をさらに御影がつかみ止める。

　息をのむイグナツ──悲ひ痛つうをこめて御影を見る。険けわしい顔の御影──歯を食いしばって打開策さくを瞬しゆん時じに思案／決けつ断だん／イグナツの手から注射器を奪うばい取ろうとしたとき。

　一瞬早く、鳳の手がさっと注射器を取り去り、構かまえ直すと、二人の男が止める間もなく、自らの腕うでに押おし当て、引き金を引いていた。

　バスッ──という音。

　一瞬で中身が鳳の体内へ──声を出せず目を瞠みはる御影／ぽかんとなるイグナツ。

　数分の沈ちん黙もく──そしてＰＤＡから響くヨーゼフ・ハースの声。

《どうやら指示に従っていただけたようだ。あなたの体内でウィルスが群むれを形成し、一個この発信装そう置ちとなって、我々にあなたの生せい存ぞんを教えてくれている》

「ウ……ウ、ウィルス……？」

《国連ビルで十一名を死し亡ぼうさせたものだ》

「な、なんということを……！」凍こおりつくイグナツ──動じず相手を見つめ返す鳳／その傍かたわらで忸じく怩じたる顔の御影。

《我々が遠えん隔かく操作で変へん異いさせない限り無害です。指示に従っていただくと同時に、あなたの生存を確認するための措そ置ちでもあります》

「……せ、生存？　わ、私を誰かが殺すと言うのか？」

《我々の目的は、リストの真の値ね段だんだ……。今から次の指し示じを送ります。それが終わり次し第だい、あなたの中のウィルスを死し滅めつさせます。くれぐれも警けい察さつには言わないように。リストを隠いん蔽ぺいする連中が、あなたを消すかもしれません》

「リ、リスト……？　いったい何を言っている！　なぜ、こんなことを……！」

《ホフマン、マルセル、ブライ、マルク》

　イグナツが息をのむ。「それは……」

《あなたは四人を捜さがし続けてくれた。だから、あなたもその家族も殺したくはない。だが……あなたもリストを運うん営えいする歯車の一つだ》

「何のこと……」通信アウト──言葉を失ってＰＤＡを見つめるイグナツ。

　数秒後にデータ受信──複ふく数すうの指示書＋妻さい子しの居い場ば所しよ。

　その内ない容ようを確たしかめる前に鳳に目を戻もどす／まじまじと見る。「知っていて……注ちゆう射しやを？」

　鳳は相手を真まっ直すぐ見返し、言った。

「ご家族は、あたくしたちが必ず保ほ護ごします。どうか捜そう査さに御ご協きよう力りよくを」

　御影が額ひたいに手を当て、深々と溜ため息を零す。

　イグナツは呆ぼう然ぜんと涙を浮うかべたまま、やがて、ゆっくりとうなずいてみせた。




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル八階＝長官室。

「鳳さんアメテユストの行動は、最さい善ぜんにして最悪の選せん択たく……とはいえ冷静さを欠いた異い常じような判はん断だんとは言えないわ」現げん場ばからの報ほう告こくに応おうじるヘルガ。

《ですが例の副知事の爆ばく殺さつや……冬真くんの件けんで、精せい神しん的に追いこまれていたのかもしれません》モニターの御影──慚ざん愧きの念がにじむ声。《彼女を捜査から外しますか？》

「いいえ。現げん状じようを維い持じよ。彼女の心身は医い療りようスタッフが常つねに監かん視ししているわ。ウィルスの致ち死し性せいが彼女の人じん造ぞう臓ぞう器きの耐たい久きゆう限げん界かいを超こえたときのみ本部に帰き還かん。もし彼女以外の誰かが同じことをしていた場合も、私がそう命じるとわかっていたのではなくて、副官代理？」

《は……》苦い顔──苦い思いをのみこむ。《ではイグナツ氏の協力のもと、ただちに囮おとり作戦を実行します》

「最さい優ゆう先せんで解かい析せき班はんにバックアップさせるわ」通信アウト──艶あでやかに微び笑しよう／傍かたわらの男を振ふり返る。「ようやく輪りん郭かくが見えてきたわね」

「敵てきが告げた四つの人名が直ちよく接せつの動機だ」

　堂々たる体たい軀くの男──ヘルガの異母兄たるエドワルト。

「御影くんヘル・ミカゲの報告では、イグナツ氏が四名全員を、元第四作戦小隊員にして未帰還兵と断定した。うちホフマンが小隊長だ。海外へ派は兵へいされたまま消息を絶たち、過か激げき派は組そ織しきによる誘ゆう拐かいが示し唆さされたことから軍事派は遣けん協議会が捜そう索さくを続けるも──戦地で激はげしく損そん壊かいした死体が発見されたとある。おそらく拷ごう問もんを受けた上で殺されたのだろう」

「同時期に〈山猫ヴイルトカツツエ〉部隊のメンバー全員が辞じ職しよく……理由は国こつ境きよう警けい備び再さい編へんへの反対。けれどその真の理由は、仲間が海外で拉ら致ちされ、惨ざん殺さつされたことにあった……？」

「だが派兵されたオーストリア人が死亡した例は数多くある。問題は、敵の標的がこの国の国こく防ぼう体たい制せいであること。そしてまた殺された内ない務む大臣、爆ばく殺さつされた副知事、さらにイグナツ氏にウィルス注射を強要した敵までもが、リストという言葉を口にしていることだ」

　静かにヘルガを見つめる──いたわるような眼まな差ざし。

「私は思い出す……。当時、国こく際さい刑けい法ほう学がく研究メンバーだった二十代の女子学生が書いた論ろん文ぶん……通つう称しよう〈シラヌイ文書〉を」

「〝仮か定ていされうる多国間の密みつ約やく形けい態たいとその実じつ効こう性せい〟……」ヘルガ──微笑／切々と。「私が書いたあれを、笑わずに読んで下さったのは、あなたと、あの人だけよ、お兄様」

「そう……私の親友にして君の夫になるはずだった男は、死ぬ数か月前に私に言った。あの文書が示しめす国際的取り引きは実在する可か能のう性せいがあると。君なら推すい察さつがつくのではないか？　この国の元部隊員が、これほど入り組んだ事件を起こした背はい景けいに、何があるのかを」

　宙ちゆうを見つめるヘルガ──在ありし日の思いを抱だくように。「私に言えるのは、まだ何も断定すべきレベルに達していないということ。ただ、もしリストという言葉が、私の想そう像ぞう通りのものなら……一連の事件全すべてが、国家の暗部に直結していることになるわ。今の私たちでも手が届とどかない、国家が作り出す闇やみに」




　　午前一時




　ミリオポリス第二十三区リーズイング──真新しい教会＝司祭室。

　信者の寄き付ふで賄まかなわれた端末パソコンの前で突つっ伏ぷして目を閉とじている学童服の少年──冬真。

　ふいにデスクの上のＰＤＡが自動的に回線を接続＋液えき晶しようパネルを展てん開かい──大音量。

《寝ねるな冬真‼　死ぬぞ‼》

「わあっ！」飛び起きる冬真──辺りを見回す／ＰＤＡを見る。「……水ミ無ナ月ヅキくんか」

《いまだにくんづけとは何たることだ。ありがとう一生恩おんに着るよ水無月！　という感じで呼よび捨すてにしたまえ》画面の少年──水無月＝夜半を回ったにもかかわらず元気いっぱい。《せっかく疑ぎ惑わくを晴らす協力をしてやっているのに。肝かん心じんの君が眠ねむりこけていては話にならないじゃないか》

「悪かったよ」冬真──大あくび＝朝型人間。「いつも朝六時に起きるから眠くて」

《僕ぼくが寝ねる時間に起きるとは奇き遇ぐうだな》水無月──さっぱりした顔＝夜型人間。《それより、証しよう明めいすべき推理ばかりか、ネット上で解析スペースまで提てい供きようしてやったのに何もしてないとは本当に無実を証明したいのか？》

「ちゃんと考えてたよ」冬真──大量のメモ用紙／走り書きを見せる。「君の考えに従したがって三百二十八パターンのうち可能性の高い六十一の方法を矛む盾じゆんする要よう素そごとに選別したよ。七通りの方法で再さい現げん可能だけど決定的な情じよう報ほうかどうかわからない。どれも時間がかかるから片かたっ端ぱしからやってたら効こう率りつが悪いでしょ？」

　水無月──眉み間けんに縦たて皺じわ。《……マスターサーバーの人工知能と喋しやべってるみたいだ》

「え？」

《気にするな。ある意味で誉ほめ言葉だ》むつかしげな顔で言う水無月。《それで？　君は、無実ではなく、自分が数学の天才であることを証明したいのか？》

「僕は天才なんかじゃない！」冬真──突とつ然ぜん、どん！　とテーブルを叩たたく／びっくりして両手を上げる水無月。《落ち着きたまえ》

「寮りようでも、そう言って、みんな……僕はそんなんじゃないのに」冬真──涙なみだ目め。

《わかった、わかった。君は平々凡ぼん々ぼんの凡才だ。つまらないことでかっとなるのも凡人の証しよう拠こだ。眠くて気が立っているのはわかるが、ここは冷静さが求められる局面だぞ》

「ごめん……つい」ごしごし目をこする冬真。「でも父さんが言ってた。本当の天才は理り解かいできないって。アインシュタインは十八歳さいで相対性理論を閃ひらめいたけど、周囲の誰も理解できなかった。数学は、そういう閃きを証明する方法なんだ。大事なのは美感に従うこと。より大きな次元を意い識しきするために……でもそれは同時に危き険けんな道でもあるって」

《君の父君は神しん秘ぴ主しゆ義ぎ者か？》

「車の設せつ計けい士しだよ」むすっとして返す。「危険な道について、僕が十五歳になったら教えてくれるって……でもその前に、消えた」

《ふうん。危険な道を走らせる車を設計中に失しつ踪そう？　喋しやべる車でも開発してたのか？》

　呆あきれ顔。「……君、不ふ謹きん慎しんだよ」

　澄すまし顔。《そいつが僕のもう一つの名だ。しんみり同情してもいいが、そういう局面でもない。消えたという表現が何を意味するかは想像に任まかせ、我われ々われは我々の車を走らせようじゃないか。問題は、敵てきが君のＰＤＡにどうやって侵しん入にゆう──》

　真顔になる冬真。「今、何て？」

　ぎくっとなる水無月。《またかっとなったのか？　凡人はこれだから──》

「違ちがうよ。消えたということの意味を想像しろって言ったでしょ？」

《ん……？　まあ、そんな感じだ》

「その次に走らせるって言ったよね？」冬真──急に目を輝かがやかせて。「君、すごい」

《うむ。それは当然だが》水無月──眉まゆをひそめて。《何が？》

「このＰＤＡから発信されていたプログラムが外部から消されたのではなく消えたとしたら？　最初から走っていたプログラムに従って、一定の条じよう件けんごとに自分から消えるのだとしたら？　どう証明すればいい？」

《実走と虚きよ走そう。隠いん蔽ぺい工作の基き本ほんだ。自じ壊かい可か能のうな条件に従って簡かん易いプログラムをばらまき、それらが消えてゆく順に核かく心しんに迫せまれ》

　冬真──画面を指差し。「君、天才」

　水無月──澄まし顔。《お褒めに与あずかり光栄のいたりだ、ワトソンくん》




　ミリオポリス第ヒ三ン十ブ四ル区ク──大道路を進む軍用機体ケーフエル×四台＝敵の携けい帯たい電話から解かい析せきした図面により三か所の建物を捜そう査さ。

「も、どこ行っても外ればっか敵いないしドキドキしないし超ちようつまんねーっす」先頭の機体の上に居い座すわる乙ツバメ──むすっとした顔でロリポップをガリガリ囓かじる。

　走行中の機体の上で絶ぜつ妙みようのバランス感覚を駆く使しして寝そべる──頰ほお杖づえを突ついて操そう縦じゆう席せきを振ふり返る。「ねー、あんちゃん。オレ、噓うそついてる？」

「噓？」機体を自動操縦にして鋭するどく辺りを見ている日向ヒナタ──夜食用の乾し肉ジヤーキーを真っ白い歯でバリバリ囓る／のみこむ／どうやら好物らしい＝他のものを口にしているところを乙が見たことはまだ一度もなし。

「あんちゃん記き憶おく力りよくなさすぎ」乙──かなり根に持っている顔。「ほらぁ、あれ」

「わからん」全く関心がなさそうに。

「あ、もー」嚙かみつきそうな顔。「ドキドキするためにＭＳＳいるっつったら噓とか迷まい子ごとかガキとか、おかしなこと言ったっしょぉ、ねぇ」

「忘わすれろ」日向──にべもなく／相手を見もせず。「あんちゃんという呼よび方もやめろ」

　にっこりと笑って。「おにーちゃん」

　凶きよう悪あくに不ふ機き嫌げんに。「日向だ、坊ぼう主ず」

「だから坊主じゃないし」頰杖を突いて寝転がったまま一方の手で短いスカートをひらひらさせる／しなやかな肢し体たい／健康的な脚あし／突とつ撃げき的な笑えみ。「パンツ見る？」

　眼がん中ちゆうに入れず。「しまえ。敵が逃にげる」

　むかっとなる。「どーいう意味だよッ！」

「退たい屈くつも焦あせりも勝機を見失わせる」じろりとした目でやっと振り返る。「じきに最後の目標に着く。図面からして、４ＪＯフイアー・ヨツト・オーウィルスの培ばい養よう貯ちよ蔵ぞう施し設せつである可能性大だ。敵の待ち伏ぶせ・逃とう走そう・別働隊の存そん在ざい、全すべての可能性を考えろ」

「焦ってんだ、あんちゃん」ふふんと笑ってあぐらをかく──相手を振り向かせたことで満足感を味わう。「ニナが危あぶないから？」

　日向は無言──かさにかかって問う乙。「あんちゃん、ニナのこと好きなの？」

　通信マイクを手に取る日向。「建物が見えた。四方から囲め。目標の人物を殺すな」

　後続の三台が散開──一いつ般ぱん車が驚おどろき停とまるのを尻しり目めに街路へ。

　正面から進む日向に、乙が意地悪く質しつ問もん続行。「ね、どーなのさ」

「命の恩おん人じんだ」ぼそっと返す──操縦席の奥おくへ／装そう甲こうが閉とじてその姿すがたを隠かくす。

「……ふーん」つまらなそうに呟つぶやく乙──目標の建物を振り返り、囓り終わったロリポップの棒ぼうをぷっと吹ふき捨すてる。

　塗と装そう剤ざいの製せい造ぞう所しよ──二階建てのビルの敷しき地ちをたちまち四台の軍用機体＋その先頭の機体の上ですっくと立ち上がる少女が包囲。

　ビルに灯あかりなし／人ひと影かげなし／待ち伏せの気配なし──日向の機体が脚きやく部ぶを展てん開かいし、壁かべをまたぎ越こえようとしたとき、ふいに横手の街路から眩まばゆい光が照しよう射しやされていた。

　複数の装甲車＋巨きよ大だいな軍用機体〝ケンタウロスツエンタウアー〟一台が、突とつ如じよとして出しゆつ現げん──携帯用の拡かく声せい器による声。《〈憲法擁護テロ対策局ＢＶＴ〉第六機甲小隊だ！　ＭＳＳは今すぐ下がれ！》

　きょとんとなる乙──すぐに操縦席から出てくる日向＝通信マイクに向かってぼそりと低い声で指し示じ。「みな動くな。俺おれが話をつける」

　日向が機体から降おりる──虎とらが足音も立てず近ちか寄よるように、拡声器を持った全身武ぶ装そうした男へ、獰どう猛もうな気配をまとわせ迫せまる。

　乙が面おも白しろがって後を追う──日向とＢＶＴの男が至し近きん距きよ離りで向き合う。

「聞いていない」

　日向の獣けものが低く唸うなるような声こわ音ねに、相手の男がちょっと身を引いた。

「……上じよう層そう部ぶからの直じき々じきの命令だ。ここに化学兵器が存在する可能性があるため、専せん門もん部隊が派は遣けんされた」男が指差す──完全防ぼう護ご服を着た一団だんがぞろぞろやって来る。

「なぜここだとわかった？」

「上層部からの指示だ。ここに貯蔵された化学兵器により、国連ビルで十一人が死んだ。我われ々われはその捜査を命じられている。君らは捜査が終わるまで待機していたまえ」

「化学兵器？　ウィルスではないのか？」

　男の顔が険けわしくなる。「それは誤あやまりだ。ウィルス兵器など存在しない。ＭＳＳは間ま違ちがった情じよう報ほうをもとに捜そう査さしている」

「ほう」相手の顔をじぃーっと見つめる日向──男がさらに身を引く。その両者を、乙が面白そうに眺ながめている。

「どこから得た情報だ？」

「答える必要はない。また当現場において、私の許きよ可かなく捜査を行ってはならない」

「……わかった」

　ぼそっと言い捨すてきびすを返す日向──あからさまにほっとなる男。

　乙が日向を追いかけ笑うように訊きく。「あのおっさん、噓ついてるっしょ？」

「噓でも本当でもない」

「どーいうこと？」

「考えることをやめた、命令を聞くだけの機械だ」日向──ＰＤＡを取り出し通話。「俺だ、御影。ＢＶＴの横やりが入った」

　液えき晶しようパネルが展開──鷹おう揚ように笑う御影の顔。《確かく認にん済ずみだ。ヘルガ長官が間に立って、ＭＳＳの捜査権けん限げんを保ほ持じしてくれている》

「何があった？」

《４ＪＯフイアー・ヨツト・オーウィルスはこの国オーストリアにとって存在してはならない代しろ物ものだ。上層部が隠いん蔽ぺいに躍やつ起きになっている。またヘルガ長官によれば、アメリカのＣＩＡが干かん渉しようした可か能のう性せいありだ》

「またハゲタカか」不ふ愉ゆ快かいそうに鼻に皺しわを寄せる日向──まるきり猛もう虎この形相。

《国際警察機構インターポールへの加入を拒こばんでおきながら他国の情報を欲ほしがり、自国の情報は全く公開しない、自じ称しよう〝世界の警けい察さつ〟の諜ちよう報ほう部員だ。どうやら大いに上層部に働きかけ、事じ件けんを攪かく乱らんしにかかっているらしい。が……今回は、我々が手を出せる場所に連中は現あらわれないようだ。〈アンタレス事件〉で非ひ公式とはいえＣＩＡ次官補ほを逮たい捕ほした我々を警けい戒かいしてな。こちらはその隙すきに、その施設の正体をつかめ。手しゆ段だんは問わん。責せき任にんは私が取る》

　画面越しに御影の顔をじぃぃーっと見る日向。「……そちらでも、何かあったな？」

《おいおい、私を尋じん問もんする気か？》呆あきれ顔。

「妙みように口数が多い」視し線せんを外さぬ日向──溜ため息を零こぼす御影。

《イグナツ氏の家族を救うため、鳳くんが、自ら４ＪＯフイアー・ヨツト・オーウィルスに感かん染せんした》

　日向の表情が険しさを増ます──その目がちらりと傍かたわらの乙を見やる。

　乙──無表情／だらんと両手を垂たらして立ち止まる。

　まるで深い闇やみを見つめる者の顔。

《そちらの捜査が終わり次し第だい、伝えるつもりだった。現時点で彼女に異い常じようは見られない。……乙くんはこれを聞いているか？》

「ああ」日向──乙から離はなれる／小声。「銃じゆうの安全装そう置ちが、いきなり外れた感じだ」

《くれぐれも暴ぼう走そうさせるな。お嬢さんフロイラインは無事だ。私たちが必ず守ると伝えてくれ》

「了りよう解かいした。こちらは施し設せつの情報を集める」通信アウト──ＰＤＡをしまう／乙のそばに戻もどる。「……悪い報しらせだが、最悪ではない」

　乙──無表情に日向を見上げる。

「オレ、きっと鳳が死んでも泣かないよ」

「……なぜ？」

　乙──乾かわいた笑えみ／右手を自分の胸むねに当てる。「だって全然ドキドキしないし。怖こわいとか悲しいとか、なんか、わかんないし」

「そう思っているだけだ」

「本当にわかんないんだよ」相手の顔をじっと見つめる──怒おこるでもなくすがるでもなく、小さな声で問う。「……ねえ、オレって、今、どんな顔してんの？」

　日向が身を屈かがめる──乙と同じ目線の高さ。

　小さな肩かたに触ふれ、日向が何かを告げようとした刹せつ那な、二人を閃せん光こうが襲おそった。

　とてつもない轟ごう音おん──ビル全体が粉々に砕くだけ散り、敷しき地ちに乗り入れたＢＶＴの車両が宙ちゆうに浮うくほどの爆ばく風ふう。

　すさまじい炎ほのお──まるで真っ赤な積せき乱らん雲うんが噴ふき上がるかのような光景が、ストップモーションのように乙の目に認にん識しきされたかと思うと、太く逞たくましい腕うでが、その小さな体を強く抱だきしめ、厚あつい胸むな板いたが何もかもを隠かくしていた。

　衝しよう撃げきの波──僅わずか一秒余よの間に、死の旋せん風ぷうが一帯を引き裂さいていった。




　ミリオポリス第二十六区ラツフルズシテイ──ドナウ川沿ぞいの高層アパートの駐ちゆう車しや場じようにて軍用機体×四台に護ご衛えいされた通信車両＝その後部車両内。

「……わかった。何としてもウィルスの死し滅めつコードを手に入れよう」ＰＤＡを手にする初老の男──バロウ神父。「ああ……この場所が最後だ。攪乱された電波の解かい析せきが終了した。じきにウィルスとＥＩ兵器を同時に操あやつる人物の位置を特定できる。いや……礼は、この一件が無事に終結してから聞くよ、ヘルガ」

　通信アウト──ＰＤＡをモニター脇わきのスロットに戻し、隅すみにいる少女を振ふり返る。

「鳳、死ぬの？」少女──雛ヒビナ＝不ふ穏おんな質しつ問もんを直球で投げつける。

「いや……医い療りようスタッフによれば、発はつ症しようした場合でも、かなりの確かく率りつで、ウィルスの死滅コード解析まで臓ぞう器きが耐たい久きゆうする見こみだ。私たちは私たちの使命を全うしよう。そうすることで、より彼女を安全にしてあげられる」

　上うわ目め遣づかいにバロウを見つめる雛──やがて合点がいったか、こくんとうなずき、言った。

「ねえ、太陽、黄色くない？」

　真顔でモニターの時じ刻こくを見るバロウ神父。

「いや……今は午前二時前だよ、雛」

「夜でも黄色くなるよ？　ぶんぶんぶんぶん蜂はちの音みたいで危あぶないよ？」

　バロウが何か言い返す前にモニター内の捜そう査さ官が呼よびかける。《制せい圧あつ終了。敵てきはいません。電子的捜査を開始します》

「すぐにゆくよ」立ち上がるバロウ神父──雛を宥なだめるように言う。「さ、一いつ緒しよにいこう。何が危ないか、わかるかもしれない」

　ぼんやり相手を見つめ返す雛──やおら立ち上がってバロウ神父とともに移い動どう。

　解析用の機材を運びこむ捜査官／解析官らとともに十四階の部屋へ──がらんとした玄げん関かん／廊ろう下かの壁かべに張はり巡めぐらされたコード／左右の部屋にサーバー群ぐん＝敵の通信攪乱施し設せつ。

　奥おくのリビングに設置された巨きよ大だいな機材の山に歩み寄よるバロウ神父──端末パソコンのモニターの一つを覗のぞきこむ。「……通信および電力表ひよう示じだ。どこか別の場所で大量に蓄ちく電でんしていることを悟さとられないため、ここの機材で攪乱している。すぐにデータを解析し、この施設を利用している者たちの位置を判はん明めいさせよう」

　キッチンへ入る雛──放置された食器／汚よごれたフォークやナイフを見つめ、おもむろにヘッドホンを耳から外した。目が宙を漂ただよい、やがて壁の一点に視し線せんを定め、いきなり汚れたフォークを手に取り、ステンレス製せいの歯でがっつんがっつん壁のタイルを叩たたき始めた。

　音を聞きつけた捜査官／解析官／バロウ神父がキッチンに集合──凝ぎよう然ぜん。

「この子なの、黄色いのね。ぶんぶん鳴ってるの。きっともうすぐ目を覚ますの」

　フォークを逆さか手てに握にぎったまま、うわごとのように口にする雛──割われたタイルの奥に小さな空間。中に防ぼう水すい紙でくるまれた何か。

　コード／タイマー／点てん滅めつする表示＝残り一分二秒──一分一秒──六十秒──

　玄関口で捜査官の声。「捜査中の敵施設が爆発！　爆ばく弾だんが仕し掛かけられていた模も様よう！」

　キッチン＝みながわっと退ひく──叫さけぶバロウ神父。「それを停止させなさい、雛！」

「簡かん単たんだもん」雛──もはや問答無用の勢いきおいでフォークを振りかざす／振り下ろす。

　どすっ！　とフォークの歯が防水紙を貫かん通つう──コード切せつ断だん／タイマー停止。

　捜査官／解析官ら──雛の最後の審しん判ぱん的行こう為いに、啞あ然ぜん／呆ぼう然ぜん／よろめいて壁に背せを預あずける／その場に座すわりこむ。

「……他に、黄色いものはあるかね？」バロウ神父──動どう揺ようを抑おさえた重い口調。

「ぶんぶんぶんぶん鳴ってるよ？」なんでわかんないの、と少し怒おこったような顔。

　雛がナイフとスプーンを両手に握り廊下へ出る──みなが慌あわてて道をあける。

　洗せん面めん所じよ──スプーンで鏡を粉ふん砕さい／擬ぎ装そうされた壁紙と断熱材からプラスチック爆薬をほじくり出してタイマーの作動停止。

　玄関──床ゆか板いたをナイフでガリガリガリガリと引っ搔かき、コードの束を引っ張ぱり出し、正確に点火用のものだけ除のぞいて野菜のように一刀両断。

「……終わりかね？」薄はく氷ひようの上に立つような緊きん張ちようをたたえているバロウ神父。

　うなずく雛──真ま面じ目めな調子／諭さとすように。「みんな黄色くってぶんぶん鳴ってレモンみたいに酸すっぱいの。わかる？」

　恐きよう怖ふの汗あせをにじませる捜査官たち／バロウ神父──どちらも黙だまってかぶりを振った。




　　午前二時




　ミリオポリス第ヒ三ン十ブ四ル区ク──木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んだビル／宙ちゆうを舞まう火の粉／真っ黒い煙けむり／雪のように積もったコンクリート片へん。

　瓦が礫れきの中から身を起こす乙──その体の上から、盾たてになった日向の体がずるっという感じで滑すべり、うつぶせに倒たおれた。

　ぺっと煙の味のする唾つばを吐はく乙──日向の肩かたを叩く。

「ちょっと、あんちゃん……」

　ぐいっと肩を押おす。ぴくりとも動かない。手を離はなし、ゆっくりと立ち上がる──日向の大きな体を見下ろす。制せい服ふくの背はい面めんが焼け焦こげ、頭を覆おおう白い布ぬのの左側が血に染そまっている。

「……何やってんの？」ぽつんとした声──にわかに怒ど鳴なり声に。「馬ば鹿かじゃん、オレ特甲トツコー児童だよ？　こんなんで死なないっしょ？　なに庇かばってんのさッ、馬鹿ッ！」

　返答なし──急に虚きよ脱だつしたようになる乙。

　ぼんやりと辺りを見る。吹ふき飛ばされた車両群。パニックに陥おちいっているＢＶＴ隊員／近所の住民。ＭＳＳの軍用機体ケーフエルが一台、爆風をもろに食らって隣りん接せつするビルの壁にめりこみ、それを残り二台が引っ張り出そうとしている。

　焼け焦げた街路樹じゆの枝えだに、ついさっき日向に機械呼よばわりされた男の死体がねじ曲がって引っかかっているのに気づいた。炎ほのおと死の光景──いつかの飛行機みたいじゃないか、と心のワニがここぞとばかりにささやく。

　乙の体を／両親を／乗客を打ち砕くだいた事じ故こ。唯ゆい一いつの生せい存ぞん者しや──乙。沢たく山さんの死体が衝しよう突とつからその命を守った。大おお勢ぜいの死に救われた。

　そして今も──

　楽しいなあ、本当に楽しいなあ──ワニの笑えみ──振ふり払はらう／心の奥おくに押しこむ。

「……御お礼れいなんて言わねーよ？」悲しく顔をしかめ、きっとなって倒れた男を睨にらみつけた。

「絶ぜつ対たい、ありがとうなんて言わないッ──」

「なんだと？」

　憮ぶ然ぜんとした声──ぴたりと止まる乙。

　むっくりと日向が起き上がる。「……何か言ったか？　耳が痺しびれて聞こえづらい」

　乙──そっぽを向く。「何も言ってない」

　首を回す日向──頭を血に染めつつ無む造ぞう作さに柔じゆう軟なん運動／爆風の跡あとを見る。

「お前がもう少し軽ければ非ひ衝しよう撃げき帯に飛びこめていたな」

　猛もう烈れつにかちんときた。「た……助けてなんて言ってねーしッ！　余よ計けいなことしてッ！」

「退たい避ひ場所に、お前という障害物があっただけだ」言い捨すて、横転した機体へ歩み寄よる。

　むかむかして追いかける乙。「本当は助けようとしたくせにッ！」

「事実だ」あっさり言ってのける日向の前へ、乙が回りこんで道を塞ふさいだ。

「絶対、噓うそッ──」

　そのとき突とつ然ぜんの銃じゆう声せい──乙が言葉をのむ。

　日向が鋭するどく爆ばく煙えんを見み据すえる。「爆ばく破は地点から現あらわれただと……？」

　軍用機体ケーフエルよりも背せ丈たけのある、巨きよ大だいな銀色の球体に六つの脚あしが生えたもの──球体のあちこちの装そう甲こう殻かくが開いて銃口を現し、馬鹿でかいウニの棘とげのごとく火線を放っている。

「……あっは！」乙──たちまち歓かん声せいが零こぼれた。「出た出たなんかすごいの！」

　走る日向＝己おのれの軍用機体ケーフエルの操そう縦じゆう席せきに飛びこみ、機体を立て直しながら通信マイクに向かって吠ほえるように指し示じ。「敵てきのＥＩ兵器だ。最初に爆発で吹き飛んだはずの場所から現れた。取り押さえて機体と出しゆつ現げん地点を調べるぞ」

　慌あわてて応おう戦せんするＢＶＴ隊員たち──弾だん丸がんが球形の装甲殻に弾はじかれる。

　化け物ウニの底部がスライド──連装ロケット弾が出現＝立て続けに発射。

　半ば瓦礫に埋うもれていたケンタウロスツエンタオアーを直撃──車輪が砕け、脚の一つが吹っ飛んで宙を舞い、乙のすぐそばの地面に轟ごう音おんを立てて突つき刺ささった。

「ははっ！」宙に手を差し伸のべる乙──意気揚よう々ようと。「転送を開かい封ふう」

　エメラルドの幾き何か学がく的な輝かがやきとともに手足が粒りゆう子し状じように分ぶん解かい／置ち換かん──一いつ瞬しゆんで機甲化。

　弾丸のごとく飛ひ翔しよう──背で青く輝くトンボの羽／ちりちり音を立てて白熱する灼刃ヒートブレード。

「ドキドキするーッ‼」高らかな声──四台の軍用機体ケーフエルとともに巨大な敵へ浮うき浮き突撃していった。




　ミリオポリス第十区フアフオーリテン──ＭＳＳ通信車両内のモニター＝戦せん闘とうの光景。

　巨大なＥＩ兵器を軍用機体ケーフエルたちが攪かく乱らん──突撃滑かつ空くうする乙が敵装甲を切り裂さく／機体が迅じん速そくな連れん携けいで迎むかえ撃うつ様子を、じっと見守る鳳ら。

　御影──通信マイク。「多た機き能のう戦せん術じゆつ型がたＥＩ兵器〈タイタノマキア〉だ。バロウ神父からの情じよう報ほうでは、脚きやく部ぶではなく装甲下部の音波探たん知ち器きを潰つぶせば、地形走そう査さを不能にして停止状じよう態たいにできる。他に電波は解かい析せきされていない。どこから現れたにしろ、そいつ一機だけだ」

《了ヤ解ー》日向の応おう答とう──果か敢かんに。《援えん護ごはいらん。お前たちはお前たちの獲え物ものを追え》

「敵の自爆に注意しろ」いつでも通信を再さい開かいできるよう回線を保ほ持じ──待機室の方を振り返る。「用意はできましたか？」

　呆ぼう然ぜんとモニターを見上げていたイグナツが、はっと我われに返る。「あ……ああ。彼らが要求した書類はほとんど揃そろった。君らのお陰かげだ。先ほど申しん請せいした軍事派は遣けん協議会の予算用書類が届とどけば終わる。やはり、私自身ではなく家族を拉ら致ちしたのは、私に今日の会議に出席させて書類コードを確かく認にんさせるためだったのだろう。家族は……？」

「本部で保ほ護ごしています。医い療りようスタッフによれば外がい傷しようおよび危き険けんな薬物投とう与よの痕こん跡せきはなし。じきに覚かく醒せいするだろうとのことです」

「ありがとう……」イグナツ──泣きそうな顔で鳳を見る。「……本当に、ありがとう」

「これからが勝負です。あなたには敵と接せつ触しよくしていただかねばならない。万ばん全ぜんを尽つくして護衛しますが、それを敵に悟さとられないよう、くれぐれも高こう圧あつ的な態度を避さけ、従じゆう順じゆんを装よそおって下さい」御影──相手が作戦を遂すい行こうできる人物かどうか推おし量はかるような眼め。

「政せい治じ家には必ひつ須すの素そ質しつだ」イグナツ──怯おびえた目／自分を鼓こ舞ぶするように。「君たちの大事な人員が、家族のために身を挺ていしてくれたのだ。そのくらいのことは何でもない」

　うなずく御影──鳳に目配せ。「作戦について打ち合わせをしたい。来てくれ」

　従したがう鳳──ふとイグナツの視し線せんに応こたえて微び笑しよう／相手を安心させるように。「ご心配いりませんわ、エアラッハ上院議員様。戦せん術じゆつ班はんに加え、あたくしが、空からお守りいたします」

「空……？」ぽかんとなるイグナツ。

「はい」微笑──御影の後について車の外へ。腕うで組ぐみをして車体に背せを預あずける御影を、穏おだやかに見上げる。「……あたくしを作戦から外すおつもりですか？」

「君が自らそうしてくれることを願うよ、お嬢さんフロイライン。こんな形で、万一にも君を失えば、私ばかりかヘルガ長官の過か失しつになりかねん。君は転送塔とうにアクセスする権けん限げんを持つ唯ゆい一いつにして最強の兵科だ。特甲トツコー児童たる君の存そん在ざいが、ＭＳＳによるマスターサーバー〈[image: バク]バク〉の独どく占せん使用の根こん拠きよともなっている。今その根拠を失えば、我々は情報力と実行力を封ふうじられ、ＢＶＴに支し配はいされた一組そ織しきに逆ぎやく戻もどりする」

　くすっと笑う鳳。「いいえ、御影さん。それは最初の手しゆ段だんに過すぎませんわ。いつ命を落とすかわからないあたくしを頼たより続けるほど、あの方は安あん易いではありませんもの」

　御影──深々と溜ため息。「死ぬ覚かく悟ごを見せつける隊員を放置するわけにはいかん」

　鳳──きょとんとなる。「死にませんわ、あたくし。変なことをおっしゃいますのね」

「発はつ症しようが怖こわくないのか？　もし時速二百キロで飛行中に意い識しきを失ったら？　戦闘中に体の自由が利きかなくなったら？」

「もし、羽を作動させる八十種類もの部品の一つが整せい備び不良で停止したら？」

　急に真顔になって遮さえぎる──御影が黙だまる。

「もし、人じん造ぞう心しん肺ぱいにミクロン以下の穴あなが空いていることに医い師しが気づかなかったとしたら？　もし〝耳オ飾ーりア〟の抗こう磁じ圧あつが、設せつ定ていミスによって頭部を守るどころか、脳のうを破は壊かいする状態になっていたとしたら？　いずれも、何が原げん因いんか気づく間もなく、飛行開始から数秒以内に、あたくしたちは即そく死ししますわ」

「お嬢さんフロイライン……私は決して、君たちの安全性せいを疑うたがえと言ったわけではないよ」

「いいえ。あたくしたちは、もはや疑ってもいないのですわ。この体を。決して失しつ墜ついしない羽を。全すべてのスタッフを。戦線の仲間を。疑えば飛ぶことなどできません。それが、あたくしたちの弱さであり、強さなのです」

「……ウィルスの発症ごときで死にはしないと信じているのかね？　今まさに死に瀕ひんしている隊員がいるのに？」

「あたくしたちは考えうる限かぎり最短の道を進んでおりますわ。ニナさんの命が危あやうくとも、どうか冷静になって下さい、御影さん。ご自分が感かん染せんすればお気が済すんだのでしょうけれど、残念ながら、ニナさんの代理としてみなを指し揮きする立場のあなたこそ、それは許されません」

　御影──啞あ然ぜん。

　鳳──にっこりと。「副官代理に対して、失礼を申し上げてしまいましたかしら」

「いや……」苦笑──かろうじて鷹おう揚ように。「敵てきに命を握にぎられたに等しい状じよう況きよう下かで、よくもまあ冷静でいられるものだ」

「希望はまだあたくしたちの手にありますもの。さ、お仕事の用意を──」

　車両に戻ろうとしたところへ、イグナツが通信官の一人と一いつ緒しよに顔を出した。

「書類が揃った。それと……接触する場所と時じ刻こくの指定が来た。約三十分後だ」

「追つい跡せき装そう置ちをつけた車を用意してあります。それで移い動どうして下さい」御影──通信官へ目を移うつす。「彼女にデータを。先行してもらう」

「……その子、一人で？」

　耳を疑うたがうイグナツ──その目の前で、鳳が宙ちゆうに手をかざしてみせる。

「転送を開かい封ふう」

　にわかに唸うなり──輝かがやきとともに手足が機き甲こう化か／背で翻ひるがえる大きなアゲハチョウの羽。

　鳳の微笑／飛ひ翔しよう──紫むらさきに輝く羽が闇やみにはばたく様子を、イグナツが呆ぼう然ぜんと見送った。




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル六階＝医い療りようフロア。

　ガラス張ばりの集中治療室／ベッドで眠ねむるニナ──冴さえやかな美び貌ぼうが、今は苦く痛つうの汗あせを満面に帯びている。

　その漆しつ黒こくの眸めがふいに開かれる──朦もう朧ろうとした表ひよう情じようが少しずつ意識を取り戻す。

「ここは……」起きようとする──完全防ぼう護ご服姿の医療スタッフが手て振ぶりで止める。

「ＭＳＳ本部ビルです、ニナ副官。あなたは４ＪＯフイアー・ヨツト・オーウィルスに感染しました。我々があなたの治療に当たるとともに、ホルスト少しよう尉いを副官代理として、現場部隊がウィルス死し滅めつコードの捜査に当たっています」

　熱に冒おかされた声。「感染……どこで……」

「おそらく国連ビルで十一人が死し亡ぼうした際さいに。現げん在ざい、循じゆん環かん器き系けいに広がる炎えん症しようと免めん疫えき異い常じようを抑おさえるため、複ふく数すうの薬を混合するカクテル療法を行っています。薬の一いち覧らんを見ますか？」

「いや……。国連ビル……？」歯を食いしばって意い識しきを保たもち、一連のでき事を脳のう裏りに甦よみがえらせる。十一名の暗殺／ＢＶＴの非ひ協力／元特とく殊しゆ部隊員の逮たい捕ほと脱だつ走そう／通信車両への襲しゆう撃げき／スパイ疑ぎ惑わく──冬真に銃を向ける自分。今なお捜査中ということは、敵の電子的侵しん入にゆうへの対たい抗こう措そ置ちが功を奏そうしたということか。

「我われ々われがあなたの命を守ります。できるだけ体を休めて。鎮ちん静せい剤ざいはいりますか？」

　弱々しくかぶりを振るニナ──きつく眉まゆをひそめる。「なぜ……感染した？」

「おそらく、手首の外がい傷しようからです」

　左手首──テープとガーゼを剝はがす＝ひっかき傷きず。死ぬ前の内ない務む大臣につかまれた手。

　ふいに何かが引っかかる──かすかな違い和わ感／疑ぎ念ねん。それが何であるか言葉になる前に、力を振り絞しぼって上半身を起こした。

　慌あわてて押おし戻もどそうとする医療スタッフ──その腕うでを逆ぎやくに握にぎり、今にも消えそうな違和感をしっかりと意識しながら、言った。

「私の携けい帯たい電話を寄よこせ。今事じ件けんのデータファイルへのアクセス権けんを再さい申しん請せいする。もし……私の考えが正しければ、一連の事件の大だい前ぜん提ていが、全てひっくり返るかもしれない」




「もっとドキドキさせてよーッ‼」

　揚よう々ようたる乙の歓かん声せい──空中機動力において全地球上で無む敵てきを誇ほこるトンボの羽を駆く使しして火線をくぐり、ミリオポリス第ヒ三ン十ブ四ル区クに出現したＥＩ兵器を灼しやく熱ねつの刃やいばで引き裂さく。

　軍用機体ケーフエル×四台が連れん携けい──敵の市街地への侵しん攻こうを阻そ止しする／六つの脚きやく部ぶのうち二つをゲル弾だんで作動不ふ能のうに。

　日向の機体が火線を弾はじかせ突とつ進しん──敵の脚部をアームでつかみ持ち上げたところへ、地面すれすれの超ちよう・超低空飛行にて切せつ迫ぱくした乙が、日向の機体の真下を飛び抜ぬけ、鮮あざやかに横転ターン＝仰あお向むけになりながら敵の下部装そう甲こう殻かくを真っ二つに溶よう断だんしていた。

　地形走そう査さ不能──敵が足場を把は握あくするすべを失い、全脚部が作動不能に。

　さらに乙が切り裂いた装甲の隙すき間まから、日向の機体が猛もう然ぜんとアームを突つき入れ、炸さく裂れつ弾だんを敵内部に叩たたきこんだ。

「あっは！」乙の笑い声とともに、敵の装甲殻が内側から粉ふん砕さいされ作動停止──その残ざん骸がいを引きずり爆ばく発はつ地点に集まる軍用機体ケーフエルたち。

　操そう縦じゆう席せきの日向──怪け訝げん。「おかしい……こいつを隠かくせる地下室も通路もない。いったいどこから現れた？」

　軍用機体ケーフエルたちが辺りを探たん査さ──大型兵器を隠せる建けん築ちく物ぶつ・地下空間ともになし。

　ふいに日向のもとに緊きん急きゆう通信。《御影だ。バロウ神父が敵の電波解かい析せきに成功した。ウィルスを操あやつるクソ野や郎ろうの居い場ば所しよが判はん明めいしたぞ》

　敵の残骸を放ほうり出す。「どこだ」

《解析地点を送る。お前たちが一番近い。そこの調査は別部隊に任まかせて急行しろ》

「了ヤ解ー」すぐさま仲間たちの機体へ移い動どうを合図──無線通信＝乙へ。「聞いたな？」

　空中の乙──にやりと。「競走する？」

「ああ」互たがいに解析地点を確かく認にん──ただちに軍用機体ケーフエル×四台が街路に飛び出し驀ばく進しん。

　その上空を青い輝きが猛スピードで飛び抜けていった。




　ミリオポリス第二十六区ラツフルズシテイ──ドナウ川沿ぞいの高こう層そうアパート／爆弾が解かい除じよされた一室にて手て際ぎわよく解析作業を進める捜そう査さ官かんたち／バロウ神父。

　ふいに、ヘッドホンを再ふたたび装着した雛が、バロウ神父の傍かたわらで声を上げた。

「ぶんぶんぶんぶん」

　ぎくりとなる捜査官たち──緊きん張ちようの面おも持もちでバロウ神父が問う。「まだ爆弾が……？」

「ううん」かぶりを振ふる雛──読どく唇しん術じゆつにて応おう答とう。「なんか変なの。どんどん大きくなるの。ぶんぶんぶんぶん止まらないよ？　さっきよりずっと黄色いの、なんでぇ？」

「……爆弾ではないのかね？」

「あれって黄色くない？」雛が指差す──リビングに積まれた機材の一角／電力消費を攪かく乱らん＝そのモニターの隅すみに明めい滅めつする表ひよう示じ。

「あれはただの電力擬ぎ装そう──」ふとバロウ神父が口ごもる／モニターに歩み寄よる／はっと息をのむ。「なんだ、この電力消費量は」

　捜査官たちが集まる──一様に驚おどろきの顔に。

「これまでにないパターンで何かに電力が集中している。あるいは最初から一か所に集めることが狙ねらいだった場合、ＥＩ兵器自体が擬装だった可か能のう性せいがある。電波解析を中止し、大だい至し急きゆうこの電力供きゆう給きゆうを解明すべきだ」

　即そく応おうする捜査官たち──モニター切り替かえ／解析対象を再さい設せつ定てい。バロウ神父が足早に自分の席に戻り、ＰＤＡを操作──ＭＳＳ本部ビルへコール。「ヘルガ長官……私だ。解析対象に重大な変化が起こった。すぐに解析結果が出るはずだが……もし、それが私の想そう像ぞう通りなら、これまで撃げき退たいしてきた兵器など比較にならないものが使用された可能性がある」




　　午前三時




　ミリオポリス第二十区ブリギツテナオ──ドナウ運うん河がとドナウ川の中なか州す＝その北部。

　上空──警けい戒かい待機に入った鳳＝その眼まな差ざしがとらえる、深夜であるにもかかわらず煌こう々こうと輝かがやき続ける、巨きよ大だいな都市の夜景。

　人々の幸せと悲ひ劇げきとを、同じ機械的な無む慈じ悲ひさで生み出し続ける場所。

　いっとき、また冬真の面おも影かげが脳のう裏りをよぎる──振り払はらおうとしても振り払いきれない。

　代わりに強い思いを抱いだく──迷まよわず、ためらわず、集中する。さもなければ大切な仲間を危き険けんにさらす結果になる。

　ただ、やる──いやなことだらけの都こ市こで。ただ、やるべきことをやる。

　しっかりと情じよう報ほうを確認する。すばやく判断する。はっきりと応答する。

　繰くり返し自分に言い聞かせる──強く──さらに強く──

　しっかりと情報を確認する。すばやく判断する。はっきりと応答する。

　仕事──迅じん速そくに対たい処しよする。迅速に行動する。迅速に結果を出す。

　仕事──迅速に次の対処に移うつる。迅速に行動する。迅速に結果を出す。

　仕事──ただ仲間たちの存そん在ざいを支ささえにして。ただ分かち合える者たちとともに。

　おなじみの恐きよう怖ふと不安と怯おびえを、誰だれよりも深く覗のぞき込こみ、押しやり、遠ざける。

　ここはサラエボであり、ベイルートであり、ニューヨークであり、イスラエルであり、バグダッドであり、ルワンダであり、トーキオであり、そのどれでもない、かつてローマ帝てい国こくの最前線基き地ちがあって、かつてハプスブルク帝国の牙が城じようがあって、かつてトルコが二度にわたって包囲戦を繰くり広げ、かつてドイツが併へい合ごうし、かつてソ連が爆ばく撃げきし、かつてイギリスとフランスとアメリカとソ連が同時に占せん領りようし、その全すべての歴史を生き抜ぬいてきた、ある意味で、常に最前線であることを宿命づけられてきた、数多あまたの文化遺い産さんと世界第三の国連都市と二千五百万人の人口を誇ほこる、その巨大さゆえに平和で、その巨大さゆえに今やアフリカのダルフール紛ふん争そうなみに銃じゆう死し者しやの数を年々増ぞう加かさせる一方の、戦いの都市だ。

　さあ、この都市であれ。この都市とともにあれ。この都市をこの都市たらしめている不ふ可か視しで巨大な原理の一部として。ここは自分が属ぞくする都市であるとともに、この自分こそ、この都市のものだ。自分という存在はとっくの昔から、この都市そのものであるのだ。

　この都市が自分だった。自分はこの都市だった。

　これが、自分のやるべきことだった。

　悲ひ壮そうですらある決意／戦意──やがて、その眼がん下かに、一台の車が到とう着ちやくしていた。




　地上──無人の遊ゆう覧らん船せん乗り場──ボートハウス／桟さん橋ばし／繫けい留りゆう中の船。

　その一角で停車する乗用車──運転席から出てくるイグナツ。

　手には敵てきから渡わたされたＰＤＡと封ふう筒とう──ＰＤＡの画面で指示を確たしかめつつ桟橋に乗る。

「こちらへ」

　ふいに声が飛ぶ──遊覧船の一つ／客席にて手て招まねきする男＝ヨーゼフ・ハース。

「し……書類だ」身を強こわばらせながら船へ乗るイグナツ──その手から封筒を受け取るヨーゼフ・ハース。

　中身──複ふく数すうの書類／電子ペーパーにダウンロードされた出すい納とう記録。

「こちらの書類にあなたの認にん証しようを」今度はヨーゼフ・ハースが電子パネルを差し出す。

　内容を一いち瞥べつして眉まゆをひそめるイグナツ。「中央銀行だと……？　まさか、この書類を手に入れるために、通商産業省のビルを爆ばく破はしたのか？　これほどの事じ態たいを引き起こしておいて、君らが欲ほしいのは金だったというのか？」

「我われ々われの目的はリストの値段……その記録を知るために必要な措そ置ちです。承しよう認にんを」

　無表情に告げる──暗い目／暗い声こわ音ね。

　気け圧おされたようになって、示しめされた電子パネルの隅すみに指を当てるイグナツ。

　指し紋もん認証──電子書類が受理されたことを告げるデータ。

　そして二人の姿すがたを、数百メートル離はなれた位置に潜ひそむＭＳＳ通信車両が監かん視し──羽が生えたカメラつき円えん盤ばん＝〝ハエフリーゲ〟がとらえた映えい像ぞうを見つめ、通信マイクを手でもてあそぶ御影。

「まだ確かく保ほするな。仲間の有う無むの確かく認にんと、河かわの両岸で戦せん術じゆつ班はんが警戒態たい勢せいに入るのを待て」

　その全ての会話を、上空八百メートルにて滞たい空くう中の鳳が、羽の探たん査さ能のう力りよくを駆く使しして確認。

　イグナツとヨーゼフ・ハースの会話が、直ちよく接せつ、脳の視し聴ちよう覚かく野やに飛びこんでくる。

《……ウィルスを消してくれるのか？》

《ええ。ただ問題が一つ。我々は、海外で行ゆく方え知しれずとなった仲間を捜さがし続けて下さったあなたを、殺したくないと考えています》

《で、では、すぐに……》

《しかし奇き妙みようなことに、先ほど、ウィルスの状じよう態たいを監視している仲間から報告がありました。感かん染せん後ご、二時間ほどで、保ホ菌ス者トの解かい析せき結果が出るのですが、なぜか、その染色体がＸＸであるとのこと》

《せ……せ、染色体……？》

《遺い伝でん子しレベルで、あなたが男である限かぎり、ＸＹ染色体でなければならないはず。だが注ちゆう射しやをしたのは女であるＸＸ染色体の持ち主。つまり、あなたではないということだ》




　ミリオポリス第三十一区ライヒリーズイング──都市南西部の商工業地帯へ急行する軍用機体ケーフエル×四台──その約一キロ先を先行する青い火──乙。

「オレの勝ちーっ‼」

　笑う乙──眼下に目標の建物＝十一階建てのオフィスビル。

　勝ち誇って日向に通信してやろうとしつつ高度を下げたとき、ビル屋上に、人が立っているのに気づいた。

　羽の探査能力により数百メートル下にいる人物の容よう貌ぼうを把は握あく──長身の男。

　長い銀ぎん髪ぱつ／美び麗れいといっていい顔立ち／まどろむように閉とじた目／その額ひたいに移い植しよくされた電子義ぎ眼がんが、紅あかく不気味に明めい滅めつしながら、真まっ直すぐに、宙にいる乙を見つめていた。




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル八階＝長官室。

　全フロアの状じよう況きよう／複数の現げん場ばの様子を壁かべ一面のモニターで把握するヘルガとエドワルト──デスクの通信機に立て続けに飛びこんでくる声／データ／映像。

　御影の号令。《ただちに確保だ！》

　映像──乙の羽がとらえた男の姿。

　日向の怒ど号ごう。《そいつを捕つかまえろ坊ぼう主ず！》

　そしてバロウ神父の声。《電力解かい析せきの結果とともに、都市の複数箇か所しよで、特定構こう造ぞう体たいの存そん在ざいが確認された。間ま違ちがいなくメリアー体だ。転送を実行するための造ぞう換かん筒とうだ。彼らの本当の目的は、電波攪かく乱らんによるＥＩ兵器の使用ではない。この都市に、彼ら独自の転送施設を構築することだったのだ》

　弾はじかれたようにヘルガの手が動く──全隊への緊きん急きゆう回線をオン／苛か烈れつな号令が迸ほとばしる。

「総そう員いん、ただちに要よう撃げき態勢へ移行‼」




　第二十区ブリギツテナオ──イグナツとヨーゼフ・ハースがいる船へ急きゆう降こう下かする紫むらさきの火──鳳。

　第三十一区ライヒリーズイング──ビル屋上に立つ男へ急降下する青の火──乙。

　その二人の脳のう裏りで爆はぜる、ヘルガの声。

《総員、要撃態勢へ移行‼　全すべての武ぶ力りよく行使を許きよ可かする！　最さい大だい限げんに警けい戒かいせよ！　敵は転送兵器を所持している！　繰り返す！　敵は転送兵器を所持している！》

　その言葉の意味が、はっきりと隊員たちに認にん識しきされるよりも遥はるか以前に──ビル屋上に立つ男が、空に向かって両手を広げ、言った。

「転送を開かい封ふう」

　そして輝かがやき。

　ビルの最上階フロア──停てい留りゆう中の船の狭はざ間ま。

　遠く離れた二つの場所で、突とつ如じよとして爆発的に白い閃せん光こうが生じるや、その輝かしい渦うずの中から、巨きよ大だいな、鋼こう鉄てつの塊かたまりが出現したのだった。







　第五話　聖金曜日ハイリヒ・フライターク＝午前四時──午前七時







　　午前四時




《敵は転送兵器を所持している！　繰り返す！　敵は転送兵器を所持している！》

　全隊通信──ＭＳＳ長官ヘルガの喝かつ声せい。

　ミリオポリス第二十区ブリギツテナオ──ドナウ川の岸辺＝係留中の遊ゆう覧らん船の群むれの狭間に、白い閃せん光こう。

　稲いな妻ずまのごとき輝きが、敵てきとの接せつ触しよくの場であった遊覧船を真っ二つに裂さくや、河かわ面もから鋼鉄の塊が出現──現場に急降下する少女の目を打つ／心を震しん撼かんさせる／驚きよう異いにおののく。

「そんな……！」

　瞠どう目もくする鳳アゲハ──その背せで翻ひるがえるアゲハチョウの羽──上空二百メートルで急きゆう激げきな右旋せん回かい。

　飛び出した鋼鉄との衝しよう突とつを間かん一いつ髪ぱつで回かい避ひ──あまりの事態に愕がく然ぜんとなりながらも、右手に握にぎりしめた長大な重機き関かん銃じゆうを、素す早ばやく掲かかげた。

《構かまうな鳳！　イグナツ氏と敵を確かく保ほだ！》地上からの無線通信──御ミ影カゲ。

《了ヤ解ー！》機銃を掃そう射しやせず／さっと地上を向く──瞠目＝その眼前に新たな敵。

　河面からさらに鋼鉄の塊＝立て続け。

　ヨットのマストほどもある鋭えい利りな翼つばさ──推すい進しん榴りゆう弾だんのごときジェット噴ふん射しや。

　さながら巨大な短剣ダガー×七の飛来──鳳が険けわしい顔で必死に回避。

　御影の叫さけび。《編へん隊たい機動機き雷らい、〈ステュムパロスの群むれ鳥どり〉だ！　撃うち落とせ戦せん術じゆつ班はん！》

　両岸──戦術班の軍用機体〝カケブートフムエシル〟×三台×二。

　全機体が一いつ斉せいにアームを展てん開かい／機銃の安全装そう置ちを解かい除じよ──激げき烈れつな火線を敵群へ放った。

　河面──先ほどの雷らい火かで炎えん上じよう・沈しずむ船。

　舳へ先さきにしがみつく男＝敵との接せつ触しよくを任まかされた国民党員イグナツ──言葉にならぬ悲鳴。

　さっと舞まい降おり、相手の腰こしベルトを左手で引っつかむ鳳＝揚よう力りよくに優すぐれたアゲハチョウの羽──軽々と確保。

　敵＝元特とく殊しゆ部隊員ヨーゼフ──入手した書類を抱かかえて小型艇ていへ飛び移うつり、機き敏びんに逃とう走そう。

　すかさず追う──イグナツ氏をつかんだまま機銃を構える／下流へ向かう小型艇のエンジンへ正確無む比ひに狙ねらいをつけたとき。

　にわかに轟ごう音おん──群鳥×三が切せつ迫ぱく。

　単たん独どくでは要撃しきれず／かわしきれず／左手にイグナツ──咄とつ嗟さに右手の機銃を盾たてに。
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　敵機の尖せん端たんが銃身に突つき刺ささる／逸そらす／深々と抉えぐり裂かれながらも回避──退たい避ひ。

　遠ざかる小型艇──歯がみ／届とどかず。




　ミリオポリス第三十一区ライヒリーズイング──十一階建てのビル屋上に立つ男＝額ひたいに電子義ぎ眼がん／ウィルステロの首しゆ謀ぼう者しやサードアイ──薄うすい笑えみ。

　その足下＝最上階フロアの窓まどが、白熱する輝きで全て損そん壊かい／ドナウ川沿えん岸がんに出しゆつ現げんしたのと同じく、巨大な敵機×八が次々に飛び出す。

　上空数百メートルから直ちよつ滑かつ降こうでビルに迫せまる少女──乙ツバメ。

「あっは‼　ドキドキしてきた──っ‼」

　要撃小隊・迫撃手モータル──その真しん骨こつ頂ちよう。

　長大な双そう腕わんに輝く灼刃機能ヒートブレード──高度な接敵空くう襲しゆう能のう力りよくで、敵機群を回避ローリング。

　反転旋回インメルマンターン──すかさず一機を攻撃射界キル・ゾーンに捕ほ捉そく＝直角アウターにすれ違ちがいざま敵機を斜ななめに切せつ断だん。

　撃げき破は──迅じん速そく無む比ひの空中格闘ドツグフアイト。

　群が二手にわかれる──三機が乙へ／四機が急速下降。

　明け方の無人の街路──日向ヒナタが率ひきいる〝カケブートフムエシル〟×四台が到とう着ちやく。

　同時に予想外の敵が頭上から来襲。

　機銃を掃射しながら散開／左右のビルに遮さえぎられ、限かぎられた射角しか銃火を放てず。

　火線を縫ぬって敵が迫る──〝カケブートフムエシル〟の一台へ迫り、脚きやく部ぶごと路面を貫つらぬき穿うがった。

　ピッと電子音を発するや、にわかに炸さく裂れつ。

　装そう甲こうを激はげしく損壊した〝カケブートフムエシル〟が吹ふっ飛ばされてビル壁へき面めんに激げき突とつ──作動停止。

　三台ＶＳ三機──次々に激突。

　一台がアームを裂かれつつ回避──道路に突き刺さった敵機が自じ爆ばく。

　一台が掃射を浴びせるも眼前で炸裂され、炎ほのおと衝しよう撃げきで探査装置である角が吹っ飛ぶ。

　日向の機体──掃射せず／移動せず──完全に沈ちん黙もくして待ち構え、真正面から迫る敵機へ、突とつ如じよとしてアームを展開＝超ちよう振しん動どう型がた雷らい撃げき器き。

　地を這はうアッパーカット＝敵機が火花を散らして木こっ端ぱ微み塵じんに──点火寸すん前ぜんで炸薬部・信管部を路上にぶちまけ、炸裂せず。

《動ける者はビルを囲め》空飛ぶ爆ばく弾だんを殴なぐって壊こわした日向＝微塵も動どう揺ようせず──打撃を受けた二台とともに包囲＝上空を支し援えん。

　頭上──乙が三機を相手に奮ふん迅じん／旋せん回かい／反転／常じよう識しき破やぶりのＳ字飛行で一機を撃破。

　ふいに一機がビル屋上へ下か降こう──減げん速そく／男が手を伸のばす＝敵機腹ふく部ぶのフックをつかむ。

　敵機が男をつれて離り脱だつ──呆あつ気けに取られる乙。「に、逃げんなっ、ばっきゃろーっ‼」

　乙の真上から残り一機が切せつ迫ぱく──咄とつ嗟さにかわしたところへ、地上から援えん護ごの掃射。

　敵機が火線を避よけて転進──その軌き道どうを乙がまたたく間に攻撃射界キル・ゾーンにとらえ、一秒とかからず撃破した。

　すかさず逃げた残り一機を追うが、なんと向こうの方から真まっ直すぐ舞い戻もどって来た。

　ぶら下がっていたはずの男の姿すがたはなし──どこかのビルの屋上へ降りたに違いなし。

「ドキドキってよりイライラすんね、もぉーっ‼」

　雄お叫たけび──一直線に敵機と交こう錯さく。

　乙が飛び抜ぬけた背はい後ごで、敵機が縦たてに真っ二つになって前後にずれ、粉々に炸裂した。




　ミリオポリス第二十区ブリギツテナオ──河か岸がんで閃ひらめく火線／飛び交かう七つの敵機／付近でイグナツ氏と敵の会話を傍ぼう受じゆしていた通信車両内──御影＝動揺を戦意で抑おさえる／呟つぶやきが零こぼれる。

「……転送兵器だと？　マスターサーバーの占せん有ゆうシステムを、どうやって都市内で──」

　通信官の叫び。「敵機が飛来！」

　御影＝瞠どう目もく──モニターで火線をかいくぐった敵機の一つが、真っ直ぐ下降＝切迫。

「かわせっ！」御影の怒ど号ごう──通信車両がにわかに発進／左カーブ／直後に敵と接せつ触しよく。

　敵の翼が後部車両の壁かべを切り裂さき、床ゆかに伏ふせた御影たちのすぐ頭上を通り抜けていった。

　粉々になるモニター群ぐん──そして衝しよう撃げき。

　僅わずか数メートル先で地面に突き刺さった敵機の自爆──車両が外壁を焼かれる。

　衝撃で揺ゆさぶられながらも横転を回避──かろうじて退避。

　河岸──敵機×四が〝カケブートフムエシル〟へ。

　二台が退避／二台が大破／次々上がる火柱。

　上空──機き銃じゆうを再転送した鳳＝猛ダダ射ダ！。「無ダダ人ダダ機ダダごダダとダダきダダなダダんダダぼダダのダダもダダんダダでダダすダダのダダぉダダーダダっダ！‼」

　左手一本でぶら下がるイグナツ＝呆ぼう然ぜん。

　上下から迫る二機を一秒間かん隔かくで撃げき滅めつ──敵機の消滅＝すぐさま下流を探たん査さ。

　約一キロ先で漂ただよう小型艇てい＝無人。

《目標を失認ロスト、周辺の捜そう査さを！》果か敢かんに告げつつ下降──破損した通信車両のそばに、ふわりと舞まい降おり、イグナツを下ろす。

「か、彼らの狙ねらいは中央銀行だ！　何らかの秘ひ密みつ口こう座ざ──」言いかけ、ぎょっと硬こう直ちよく。

　鳳＝突然の苦く痛つうに満ちた顔／満面の汗あせ／どっと膝ひざをつく──息を荒あらげる。

「お……お離はなれ下さい……。あたくしの中で、ウィルスが……」

　四し肢しにエメラルドの輝かがやき＝還かん送そうを実行──元の姿に戻るや、その場に倒たおれ伏した。

「お嬢様フロイライン！」車両から飛び出す御影──鳳を抱だき起こしながらＰＤＡを開く。「本部へ。隊員に発はつ症しようの可か能のう性せいあり。至し急きゆう、対たい処しよを──」

　言いつつ夜が明け始めた岸辺へ、空むなしく視し線せんを巡めぐらせた。

　唯ゆい一いつの対処をもたらすはずの敵てきたち──両地区とも、既すでに姿を消していた。




　ミリオポリス第二十三区リーズイング──教会の一室。

　カーテンの隙すき間ま＝薄うす明あかるさを帯びる空──疲つかれ果てた少年の呟き。「もう朝か……」

　冬真トウマ──目の下に少年らしからぬクマ／ふらっとデスクに突つっ伏しかけたところへ、残ざん酷こくなまでに騒そう々ぞうしいＰＤＡのコール音。

《寝ねるなと言ってるだろう、冬真‼》

　びくっとなる──ＰＤＡが表ひよう示じする画が像ぞう＝水ミ無ナ月ヅキ。

　いつ撮とったか知れない静止画像──本人は第一種態たい勢せいで転送塔とうに拘こう束そくされている証しよう拠こ。

「ね……寝てないよ、水無月くん」ぼんやり抗こう弁べん＝規き則そく正しい朝型人間の疲ひ労ろう。

《今さらくんづけなど寝ぼけている証しよう拠こだ》言いがかり＝夜型人間の旺おう盛せいさ。《こっちは君など想像もつかないような大変なことがあったんだ。詳しよう細さいは省くが要するに大変だ》

「あ、そう……」睡すい魔ま──閉とじかける瞼まぶた。

《寝るな‼　鳳が危あぶない‼》

　ぱちっと目が開く。「鳳さんが？」

《詳細は省く。喋しやべれば機密コードに引っかかり、この回線がバレてボスに四の字固めをかけられるどころの騒さわぎじゃなくなる。つまり状じよう況きようは悪化する一方だが、首しゆ尾びは？》

「えっと……変なコードを見つけたんだ」

　眠ねむ気けをこらえ端たん末まつのデータをＰＤＡを通して転送＝水無月がこしらえた内緒ダミーの回線。

「情じよう報ほう汚お染せんの際さいに自動転送されてたもので、仕様からして何かを自じ壊かいさせるためのものだけど何なのか特定できない。情報汚染との関連を証明する方法がわからないんだ」

《うむ……解かい析せき用ＡＩの追つい跡せきをかわす仕様だ。この僕ぼくでさえ見み過すごしたものを、よく発見した》賛さん嘆たん＋ライバル意い識しきがにじむ声。《ともかくも情報汚染の解明まで後一歩じゃないか。寝ないで頑がん張ばれ、ワトソンくん》

　むっとなる。「だから方法がわからないんだってば。……解析班はんの人に助けてもらえるよう頼たのめない？」

《馬ば鹿か言うな。機密情報を君に流しまくった僕の立場を考えろ。独自に成果を挙げないと僕までペナルティを受けるじゃないか》

「僕だってハッカーじゃないんだ。無理だよこんなの。君、誰だれかそういう友達いない？」

《愚ぐ問もんだな。友達自体そうそういない》

「……偉えらそうに言うことないじゃない」

《そんな僕から親友の称しよう号ごうを得たことを喜びたまえ……》ふと口ごもる──気き難むずかしげな声になる。《いや……ハッカーなら一人だけ心当たりがある。というより存そん在ざいを忘わすれていたかったのに思い出したじゃないか。何てことしてくれるんだ、この人でなし》

　聞き流す。「協力してくれそうな人？」

《……きっと退たい屈くつだから面おも白しろがってやってくれる》たちまち悲鳴のような口調に。《何てことだ。鳳があんな状態でなければ、とても許ゆるせない。耐たえられない。ふざけてる》

「鳳さん、そんなに危き険けんな状態なの？」顔つきが変わる──じっとＰＤＡのカメラを見る。

「教えて。僕じゃなく鳳さんのために」

　沈ちん黙もく──やがて、苦りきった声が来た。

《……僕の母親だ》




　　午前五時




　第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル＝長官室。

「……鳳さんアメテユストの人じん造ぞう臓ぞう器きはウィルスの致ち死し性せいに耐たい久きゆうしているわ。むしろ過か去こ十六時間の戦せん闘とう疲ひ労ろうが、抵てい抗こう力りよくを失わせているようね」

　各班からの報告に目を通す女──ヘルガ。

　モニターの御影＝ますます色濃こくにじむ慚ざん愧きの念。《空気感染型ではないことから我われ々われが感染する可能性は低いことは確かく認にんしています。ですが敵が変へん異いさせれば、ただちに空気感染型になるでしょう。……まだ、彼女を捜そう査さに参加させる気ですか？》

「敵はこれまでウィルスによる無差別な空気感染を避さけ続けているわ。敵は明確な目標のみを攻こう撃げきしており、コントロール出来ない規き模ぼのテロを行いはしないでしょう。とはいえ彼女の心身を監かん視しする医い療りようスタッフによれば、あと一度の要撃が限げん界かいね」

《この上さらに戦わせると……？》

「これが最後よ。彼女にその意志がある限かぎり」恐おそろしく平静な応おう答とう──全すべて計算ずくであるかのような印象をあえて与あたえる。「確たしかに、現げん時点で通信指し揮き車両を二台も失い、戦せん術じゆつ班はんは半数の機体が稼か働どう不能、要撃小隊の疲労もピークに近いわ。本来なら撤てつ退たいが最さい善ぜん。しかし敵はまさに計画の最終段階にあって、情報汚染の経けい路ろを保たもち、大型兵器を保ほ持じ。その上、前代未聞の転送施し設せつを構こう築ちく済ずみよ」

《は……。しかし……》

「敵てきはＭＳＳをも標的に加えていることを忘れてはならないわ。ここで撤退の気配を見せれば確実に攻めこまれます。要撃小隊にできる限りの休きゆう憩けいを与え、部隊を二方面へ展てん開かい。一アイン、イグナツ氏の言う銀行にて敵を要撃。二ツヴアイ、敵の転送施設を何としても発見すること。いずれもウィルスの死し滅めつコードを所持する相手の確保を優ゆう先せん。情報汚染はこちらで必ず対たい処しよします。敵は最初の襲しゆう撃げきから二十四時間以内に、全ての計画を決行するつもりでいるわ。特とく殊しゆ部隊のアイデンティティともいうべき忍にん耐たいと正確さで。敵も疲ひ弊へいに耐えている今、退しりぞいた方が負けよ。いいわね」

《……了ヤ解ー》御影──敵よりむしろ長官に屈くつするように。《敵の計画通り、あと数時間で決着がなされることを祈いのります》

「その点では信しん頼らいに値あたいする敵よ」

　自身も疲労を押おし殺し、艶あでやかに微び笑しよう──通信アウト。

「──実じつ際さい、敵の動きはきわめて正確だ」

　堂々たる声──ヘルガの異母兄にして州知事たるエドワルト。

「腐くさっても元特殊部隊だ。無差別テロは全く行わず標的だけを狙ねらい続けている。また退たい路ろを犠ぎ牲せいにして計画を遂すい行こうし、こちらの疲労という最大の退路を確保しようとしている」

「さらに今まで転送施設を使わず、特甲トツコー児童の戦闘限げん界かいを狙った……。敵は特甲児童とこちらの転送施設の情報を熟じゆく知ちしているわ」

　ヘルガ──モニターの一つを鋭するどく見やる。

「チェイス＝ザ・サードアイ。元アメリカＣＩＡと目されるこの男こそ脅きよう威いよ。解かい析せきデータによれば、彼が移植した電子義ぎ眼がんは生きたまま自身の脳のうを犠脳体と化すためのもの。しかも手段は違ちがえど、原理はマスターサーバーの接続官コーラスと同じ。最高機き密みつであるはずの転送要員用ゲートコードを入手し、転送兵器を出現させたばかりか、今なお４ＪＯフイアー・ヨツト・オーウィルスを自在にコントロールしているわ」

「だが、自在にしてはおかしい点がある」

　エドワルト──ヘルガの横顔を一いち瞥べつ。

「国連ビルでは十一名もの政せい府ふ高官がウィルス・テロで一度に暗殺された。にもかかわらず、今、なぜ感染者を即死させない？」

「考えられる理由は二つ……一つは感かん染せん者しやをあえて殺さず、こちらに対たい処しよさせること」

「地じ雷らいなど、殺さず負傷者を作り、部隊の機動性せいを奪うばう戦術だ。しかし野戦ならともかく都市内では負ふ傷しよう者しやを救急施設に預あずけるだけで済すむ。よってもう一つの理由が妥だ当とうだ」

「ウィルスの存在を知らしめる情報戦術、つまり取り引き行こう為いのため。脱だつ走そうした元部隊員は、わざわざ４ＪＯフイアー・ヨツト・オーの名を告げたわ。自壊機能を備そなえた試作型機械化キメラウィルス……黙秘すれば正体を隠かくしておけたものを」

　ふいにコール＝回線表ひよう示じを見たヘルガが息をのむ／さっと回線をつなぐ。「ニナ⁉」

　モニターに映る女──ＭＳＳ副官ニナ＝短い黒くろ髪かみ／漆しつ黒こくの眸め／冴さえやかな美び貌ぼう。

　ウィルス感染により本部ビル六階の医療フロアで収しゆう容よう中──青ざめた顔に切せつ迫ぱくの表ひよう情じよう。

《至し急きゆう、ご報告したいことが……》

「聞くわ」ヘルガとエドワルト＝余計なことは一切口にせず相手の言葉を促うながす／待つ。

《国連ビルで…私は内ない務む大だい臣じんに接せつ触しよく……》苦しげな息──双そう眸ぼうにやどる激はげしい意い志し。《それが感染経けい路ろと判はん断だん……。ですが、違ったのです……》

「違う？　感染経路が……？」

《死因です、長官。先ほど、私の症状をもとに再さい調ちよう査ささせた結果……十一名のうち、ウィルスによる死者は一名のみ……。残り十名は死の直前に空気感染をしたと……》

　ヘルガとエドワルト＝ともに瞠どう目もく／素す早ばやく推すい測そく──予想外の結けつ論ろんを導みちびき出す。

　エドワルトの確認。「十名の死し因いんは？」

《何らかの薬物……おそらく通風口内から大量のクロロフォルムに類した……》

　ヘルガ──ひと息に。「ガス検けん知ち器きをすり抜ぬける薬物で殺害するとともに、ウィルスを一時的に空気感染型に変異させ、あたかも十一名全員がウィルスで死んだと見せかけた？」

《はい……。私と護ご衛えい官かんはウィルスが自壊する前に空気感染を……。なぜ私を即死させないか疑問でしたが、このウィルスで即そく死しは不ふ可か能のう……。敵はそれを隠すため私を……》

「感染によって死亡した一名は誰？」

《内務大臣です、長官。彼だけが自覚症しよう状じようもなくウィルスに冒おかされて……。また昨日、国連ビルで警けい告こくした際さい、彼は〈特殊憲兵部隊コブラ・ユニツト〉が守ると……。しかしあの部屋には護衛官一名だけ……。その護衛官も、内務大臣の指示で一定時間、部屋を離はなれていたことを確かく認にん……。国連ビルで発見された監視カメラの遅ち延えんプログラム……その空白の四十分間に合がつ致ちする時間です。つまり……》

　熱に浮うかされながら声を振ふり絞しぼる──ヘルガが慰い撫ぶをこめて後を続ける。

「つまり、殺された内務大臣こそ敵の協力者であった可能性が浮かび上がったということ。ありがとう……ニナ。後は私の仕事よ。あなたのその働きに、必ず報むくいてみせるわ」




　ミリオポリス第二十二区ドナウシユタツト──オフィス街。

　敵襲しゆう撃げきの可能性大とされた中央銀行──幹かん部ぶに通達／警けい備びを増ぞう強きよう／全ての監視カメラをＭＳＳが掌しよう握あく。

　職しよく員いん専せん用ようの地ち下か駐ちゆう車しや場じようにて稼か働どう可能な〝カケブートフムエシル〟×四台──警けい戒かい待機。

　破は壊かいされた通信車両に代わり急行したＤ号車両内──待機室に横たわる鳳。

　ＭＳＳの医い療りようスタッフらが待機室から出てくる──神しん妙みように御影に告げる。

「鎮ちん静せい処置とカクテル療法で症状を抑よく制せい……しかし最高性能の人じん造ぞう臓ぞう器きとはいえ、疲ひ労ろうで耐たい久きゆう限げん界かいは大おお幅はばに低下しています」

「彼女の不ふ屈くつの闘とう志しを信じるほかないというわけだ」かろうじて鷹おう揚ようさを見せる／痛つう悔かいを押し隠す。「その点では彼女の右に出る者はいない。作戦終了後、ただちに彼女を収容する用意をしておいてくれ」

　溜ため息を零こぼすスタッフら──人間を損そん耗もう品ひん扱あつかいすることへの非ひ難なんを顔に出しつつ車両を出て自分たちの車へ＝銀行を去る。

「私の家族のために……」自じ責せきの念＝カーテンで覆おおわれた待機室を見るイグナツ──銀行幹かん部ぶの説得のため同行＝今なお同乗。

　相手の自責には取り合わず。「お陰かげで我われ々われはあなたから情報をつかみ、僅わずかながら敵てきに先行したことで休息の間を得られた。しかし祝日休行とはいえ、行内業務が一部開始されるこの時間帯を敵が選んだのは奇き妙みようですな」

「私が先日の会議に出席するのを待ったのは確たしかだ。彼らが承しよう認にんさせた書類は間違いなくこの銀行のものだった。銀行側も電子上の手続きを確認している。間違いないはずだ」

「しかし敵の狙ねらいは今もわからない？」

「……リストの値段という言葉が何を意味するのか見当がつかない。君たちの方で、何か推すい測そくは立てられていないのかね？」

「あなたがその歯車の一つという敵の言葉が唯ゆい一いつの手て掛がかりです」鷹揚に／あくまで疑ぎ念ねんを解とかず凝ぎよう視し。「だが心当たりはない？」

「全くもって」言い訳わけするというより途と方ほうに暮くれた様子。「国連ビルの会合でなぜ十一人も殺されねばならなかったか想像もつかない。〈山猫ヴイルトカツツエ〉部隊は何を恨うらんでいる？　いったい私が何をした？」

　肩かたをすくめる。「何であれ我らの白雪姫シユニービツテンと白オ鳥デのツ姫トがウィルスに冒されるなどという言語道断の事態を引き起こしたノラ猫ねこどもには、最後の審しん判ぱんもかくやという裁さばきをもって臨のぞむほかありませんな。あなたも今のうちに連中への哀あわれみを捨すてておくと良いでしょう。何しろ戦術班は今や一人残らず復ふく讐しゆうの悪あつ鬼きと化し、連中を庇かばう者もろとも、しかるべき報いを与あたえる気でおりますからな」




　第二十六区ラツフルズシテイ──河か岸がん沿ぞいの高こう層そうアパート。

　敵の偽ぎ装そう施し設せつを発見した地点に、日向率ひきいる半数の〝カケブートフムエシル〟×四台が集合。

　Ｃ号車両内──カーテンを閉め切った待機室＝背せもたれを倒たおした座ざ席せきをベッド代わりに、短時間で効こう果かが消える鎮静処しよ置ちを施ほどこされた乙が、もう一人の少女とともに横たわり、じっと目を閉とじて体力の回かい復ふくを待っている。

　雛ヒビナ──両耳を覆うヘッドホンをそっと外し、ぽつっと呟つぶやく。「……鳳、死ぬ？」

「馬ば鹿か」乙──毛もう布ふにくるまって目を閉じたまま、鎮静処置のせいで力の入らない体に耐たえ、手て探さぐりで雛の頭をつかみ、わしゃわしゃ髪かみをかき回す。「あの鳳が病気なんかで死なねっしょ。少し寝ねりゃ元気になるっつの」

　雛──乙の手を避さけて芋いも虫むしみたいに後こう退たい。

「乙ちゃんは死なない？」

「オレも死なねーし」相手の頭を探して手を振ふり回す──だるさに耐えかね横たえる。「お前はいざってときのためにまだ飛んでねーんだから。オレや鳳の代わりにお前が活かつ躍やくすんだぞ。だから今のうちに寝てろっつの」

「ボク、独ひとりはやだ」

「独りじゃねーよ。ずっとな」言い捨すて吐と息いき──すうっと寝息。

　横へ伸のばしたままの乙の腕うでに、もぞもぞ雛が近づき、そっと頰ほおを当て目を閉じた。




　　午前六時




　都市郊こう外がい──早朝の列車に揺ゆられて僅かな眠ねむりを得た冬真＝ぼんやり駅に降おり立つ。

　なけなしのお金でタクシーに乗り、水無月がＰＤＡに送って寄よ越こした施設の住所を口頭で告げた。タクシーの運転手はちょっと変な顔をしたが、何も言わず送ってくれた。

　十分ほどで下車──建物の玄げん関かん口で呆ぼう然ぜん。

　美び術じゆつ館かんのように清せい潔けつなガラス張ばりの外観＝周辺住民に安心感を与えるための設計。

　看かん板ばん＝『第七○七刑務収監施設シユトラーフアンシユタルト』。

　すなわち刑けい務む所しよ──水無月は施設としか言わず、てっきり病院か介かい護ご施設かと思っていた冬真は、途と端たんにびくびくしながら受付へ。

　ＰＤＡでも水無月は応おう答とうせず──任にん務む中。

　受付でまた驚おどろき──既すでに手続き済ずみ＝「バロウ神父の代理」という名目。

　水無月が接続官コーラスの権けん限げんを駆く使しして勝手に書類を作成──冬真は公文書偽ぎ造ぞうで自分が投とう獄ごくされたらどうしようと思いながら面会室へ。

　さらなる動転──部屋＝『殺人・終身服ふく役えき者しや用』。そして中に入り、またまた仰ぎよう天てん。

　遮しや蔽へい物ぶつなし／護ご衛えいなし／監かん視しカメラ一台のみ／洒落しやれたテーブルの端はしで着席──その直後、いきなり刑務官とともに相手が登場。

　心の用意などかけらもない冬真の前で、オレンジ色の囚しゆう人じん服を着た女が、さも寝起きの顔で、不ふ機き嫌げんそうに着席。

　はヘしイばゼみル色の髪かみ──ぼさぼさで伸ばし放題の髪の間に、同じ色の目＝暗い光。

　長身で猫ねこ背ぜ＝がりがりの顔／首／腕。

　手て錠じようもなし──刑務官があっさり退室。

「あの……」思わず刑務官を呼よび戻もどそうとしたところへ、女の大声。

「恩おん赦しやちょぉーおーだいよ恩赦あぁー！」

　跳とび上がる冬真──刑務官が冷静な顔で即そく座ざに姿すがたを現あらわし、騒さわがないよう注意＝退室。

　それで、どうやら部屋の前で刑務官が待機しているらしいことがわかり、情なさけないほど、ほっとなる。

「おい」女──自じ堕だ落らくを絵に描かいたような姿でふんぞり返り、スリッパを履はいた両足でテーブルの端を踏み、足の間から覗のぞいてくる。「さっき書類見たけど何だあれ。お前は何だ？　本当にトマス・バロウの弟で子しか？」

「……はい」大いに萎い縮しゆくしつつも何とか返答。「あと水無月くんの友人で……」

　ぎょろっと女が目を剝むく。「アドルフ？」

　ぎくっとなる──それが水無月のミドルネームなのを思い出す。「そ、そうです」

「はっ、友達。へえ。そうか。あの子、あたしのことで、何か言ってた？」

「あの……」忘れていたい存在とはさすがに言えず。「きっと協力してくれると……」

「なんであの子は来ないんだ？」

「仕事で。ＭＳＳの……」

「はは。接続官コーラスだもんな。マスターサーバーに脳のうみそほじくられるのが仕事だ。はは」

　ぽかんとなる冬真──自分の息子むすこのことを悪意をこめて口にする女についていけず。

「まー、ポイント高いな、お前」

「え……？」

「息子の友達で、トマス・バロウの弟子だろ。あたしファンなんだよ、あいつの」

　途と端たんに冬真を怒いかりが襲おそった。目の前で誰だれかが師しをそんな風に呼ばわったのは初めてだった。寝不足ともあいまって、不ふ快かい感で猛もう烈れつにむかむかした。

「神父様は──」

「最高の人殺しだね。しかも合法的。沢たく山さんの人殺しの道具を作る方が、実じつ際さいに殺すよりよっぽど効こう率りつ良いし。すごいよね、あいつ」

　真顔で言う女──冬真にとっては目の前が真っ暗になるほどの、とてつもない侮ぶ辱じよく。

　すぐさま席を立つか、何か言い返してやりたかったが、いきなり女は床ゆかに足を下ろすと、しおらしい悲しげな顔でこう言った。

「ねえ、あたし本当に誰も殺してないの。無実なの。一人息子のアドルフに会いたい」

　やけに真に迫せまった態たい度ど──あっさり吞のまれる冬真。「そ、そうなんですか……？」

　女＝逆ぎやくギレ。「は？　馬ば鹿かにしてんの？」

　冬真＝ついていけず。「だって、今……」

「あたしが誰かわかってんのか？」

　身を乗り出す女──そこで初めて相手の目を真正面から見た。たちまち後こう悔かいが襲おそった。女の自じ慢まんげな声がさらにそれを激はげしくした。

「十六人殺しのマルグリッテ・ルックナーだ。遠えん隔かく操そう作さでビルのシャッターを閉しめて中にいる全員焼き殺した。わかってんの？」

　冬真──絶ぜつ句く。ぶわっと全身に鳥とり肌はだが立ち、首くび筋すじの毛が逆さか立だつほどの電でん撃げき的な戦せん慄りつ。

　生まれて初めて、本物の悪の色を見たと思った。

　世の中のありとあらゆるものを拒きよ絶ぜつして自分の都合の良いものだけを見つめる人間──そのときその女の目の奥おくにやどる底無しの暗くら闇やみがそれだった。

　まるで冷たいものを背筋にぴったり貼はりつけられたよう──悪お寒かんが止まらず。

　引きこまれそうになりながらも、なんとか目をそらす──女が鼻で笑う。

「わかったら、あたしをＰＤＡのビデオで撮とれよ。どうしたら良いか喋しやべってやる。しっかり見直して復ふく習しゆうしな。ちなみにＭＳＳの通信網もうの構こう築ちく者しやの一人は、あたしだよ」

　言われた通りＰＤＡを取り出しながら、相手の最後の言葉に思わず瞠どう目もく。「……え？」

「噓うそだと思うなら調べてみな。あとアドルフに言っときな。家にいたあいつまで焼き殺しかけたのは事じ故こみたいなもんだって。お陰で特甲トツコー児童になれたんだから別にいいだろ」




　第二十六区ラツフルズシテイ──高こう層そうアパートの駐ちゆう車しや場じよう内。

　Ｃ号車両内にて通信官らとデータに目を通すバロウ神父──瞠目。

「……驚おどろくべきことだが、電力消費の解かい析せきとも合がつ致ちした。まさか政せい府ふの施し設せつが……」

　モニター──微び笑しようするヘルガ。

《ご覧らんの通りですわ。政府が支し援えんする超ちよう伝でん導どうモーターの研究開発会社……内ない務む大臣が大おお株かぶ主ぬしであるその施設こそ、過か去こ二十四時間以内に大臣が立ち寄より、ウィルスに感かん染せんした可か能のう性せいの最も高い場所。そしてまた……》

「大電力を消費する、転送施設だ。大だい規き模ぼな超伝導体を利用し、転送用ゲートコードを保ほ持じした上で、簡かん易いメリアー体さえあれば、この施設だけで転送を実行できる」

　艶あでやかな笑えみ。《トネリコを意味する精霊ニンフメリアー……トネリコとは槍やりの柄つか、すなわち兵器の始し祖そ。まさに転送を可か能のうとする造ぞう換かん筒とうにふさわしい名ですわね》

　燃もえ立つようなヘルガの戦意を、じっと受け止めるバロウ神父＝重々しい声。

「……本当に、閣かく僚りようの一員たる者が、敵てき施設の構築に荷か担たんしていたというのかね」

《内務大臣の素行からして、何らかの利り益えきを求めてはいたにせよ、国家を攻こう撃げきする意い志しはなかったものとみられます。おそらく都合良く利用されただけ……しかし敵は内務大臣がいずれ気づくと見て、今回の暗殺リストに加えた──》

　ふと画面外を一いち瞥べつ──全隊通信に切り替かえる。

《たった今、政府直ちよつ轄かつの施設を強きよう制せい捜そう査さする許きよ可かが下りたわ。ただちに当とう該がい施設へ急行。敵の存そん在ざいを確かく認にんし次し第だい、速すみやかにこれを要よう撃げき。ウィルスの死し滅めつコードを所持する人物は必ず生きて確かく保ほ。これが今事じ件けんを解決する最後の一撃となるわ。全人員の尽じん力りよくをもって当たりなさい。いいわね》

《了ヤ解ー！》通信網もうから返ってくる日向らの声──みなぎる戦意＝動き出す通信車両。

　バロウ神父だけが声を返さず──解析結果をさらに精せい査さするためのプログラムを実行しつつ、そっと待機室へ目を向けた。

　カーテンに遮さえぎられた一室で、二人の少女たちが疲ひ労ろうに耐たえて戦いのときを待っていた。




　第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル八階＝長官室。

　モニター越ごしに部隊の移動を見守るヘルガとエドワルト──第二十二区ドナウシユタツトの中央銀行にいる御影からも〝不ふ審しんな大型車両が接近〟の報ほう告こく。

　両地区での捜査──要撃が目前となる一方、ふいにデスクのモニターにデータ受信のサインが浮うかぶ＝すぐさま表示するヘルガ。

　政府管理を示しめすコピー不可の印──機き密みつデータ＝専せん用ようコードで全文をあらわす。

　鋭するどい呟つぶやき。「４ＪＯフイアー・ヨツト・オーウィルスの開発概がい要よう……やっと政府の屋根裏うら部屋から引っ張ぱり出せたわ。おそらくこれが、残存するただ一つの書面データよ」

　エドワルトが力強くうなずく。「国こく防ぼう省しようが〝存在しない兵器〟のデータ提てい出しゆつを許ゆるすとは、政府閣僚がテロに荷担したかもしれないというスキャンダルがよほど衝しよう撃げきだったようだ」

　ヘルガの手が止まる──兵器使用時の暗号＝『Trojan horse』。

「トロイの木馬……？　なぜ英語で暗号名を……」

「軍にいたとき情報将しよう校こうから噂うわさを聞いたことがある。発信器を内ない蔵ぞうしたロケット兵器や銃じゆう器き、遠隔操作でいつでも電気系けい統とうを破は壊かいできる装そう甲こう車両など、コントロール可能な武器をわざとテロリストに与え、追つい跡せきと操作を目的としたアメリカ主導の秘密作戦のことだ」

「では、４ＪＯフイアー・ヨツト・オーウィルスは、敵に与えるために、この国で開発されたものだったと？」

「おそらくはな。使用者と感かん染せん者しやを同時に把は握あくし、操そう作さするための機械化ウィルスだ。死滅コードという最大の欠点を組みこんだのも、万一の際の安全装置としてだろう」

「そして何らかの理由で〈トロイの木馬〉であることがテロリスト側に露ろ見けんし、その際に犠ぎ牲せいになったＣＩＡエージェントがチェイスであるなら、辻つじ褄つまが合うわ……。また、紛ふん争そう地帯で仲間を殺害された〈山猫ヴイルトカツツエ〉部隊が言うリストが、〈トロイの木馬〉の破は綻たんに関係あるなら、どちらも秘密作戦の犠牲者であると考えるべきね」

「そしてまた敵が国防そのものを標的にすることの裏づけにもなる。その作戦がどんな怨えん恨こんを生んだにせよ、判はん明めいした空白の四十分間において、内務大臣たち十一名は彼らと何らかの取り引きを行う気でいたところを殺された……もし敵の目的が単たん純じゆんな報ほう復ふくなら、そうなる。だがプリンチップ社のエージェントまで国連ビルにいた理由にはならない」

「しかも空気感染の隠いん蔽ぺいをはかった元部隊員は、４ＪＯフイアー・ヨツト・オーウィルスの実在を知らせたわ……十一名が死んだ後では、取り引き相手すらいないのに。その可能性があった十二人目の出席者イグナツ氏には動機がなく、敵も、彼には書類しか求めなかった……」

「私には敵が二つの意志で動いているように思えてならない。〈山猫ヴイルトカツツエ〉たちは、あくまで無差別ではない報ほう復ふくと、リストなるものの暴ばく露ろを狙ねらっている。だが、プリンチップ社のエージェントとともにいたサードアイなる男は？　彼が本当に元ＣＩＡなら、この国オーストリアの特とく殊しゆ部隊員のために働くというのは考えにくい。もし彼が４ＪＯフイアー・ヨツト・オーウィルスを盾たてに、何らかの取り引きを狙っているとしたら……？」

　間断ない兄の問い──ヘルガがそれに真っ向から答えて言った。

「いまだ判明せざる十三人目がいるということ。真にこの国に危き機きをもたらす者が」

　やがて壁かべのモニター群ぐんの幾いくつかが〝危機レベルの増加〟を表示──要撃する部隊と、捜査に向かった部隊の双そう方ほうが、それぞれの脅きよう威いと今まさに遭そう遇ぐうしようとしていた。

「……始まるわ。この長い一日の、最後の勝負が」




　　午前七時




　同地区──ＭＳＳ本部ビル一階ロビー。

　朝あさ陽ひの輝かがやきに眠ねむたい目をしばたたかせる冬真──こそこそとエントランスへ。

　教会のある地区の遥はるか手前で列車を降おり、ＰＤＡで記録した殺人犯はんたる女の言葉に従したがい、追い出されたはずのビルへ再さい入場。

　臨りん戦せん態たい勢せいゆえに水無月は応おう答とうせず──代わりに短いメールがビル内への通行が可能であることを告げていた。びくびくしつつ検けん査さゲートをくぐって中へ──ＰＤＡのパスコードが復ふつ帰きしており、あっさり通つう過か。

　なんだか本当にスパイになった気分。興こう奮ふんはなし──大いに気後れ。

　人目を避さけて非ひ常じよう階かい段だんで地下六階へ──水無月が用意したパスコードでサーバー室の一つへ容よう易いに侵しん入にゆうを果たしていた。

　ビデオデータ＝べらべら喋しやべる女。《情じよう報ほう汚お染せんたって、結局は内部の人間の仕し業わざだって決まってんだよ。だったら外からちまちまコード調べたって無む駄だだね。アドルフに言って中に入って該がい当とうコードを手作業で特定しろよ》

　確たしかに、水無月という解かい析せき官にして接続官コーラスたる内部の人間が協力してくれるだけで、厳げん重じゆうに管理されたシステムに、これほどあっさり手が届とどくのかと驚おどろくばかりだった。

　だがビデオデータは、さらにこうも続けている。

《もしあたしが敵てきなら、あんたらのやってることなんて、とっくのとうに監かん視し済ずみだ。要するに、わざと放っておいて、いざってときに身代わりにすんだよ。コードを解バ析ラしてるうちに、自分が殺バラされないよう、せいぜい気をつけな》

　そんなわけで無人のサーバー室で勝手にＰＤＡを接せつ続ぞくして解析する間中おどおどしっぱなしだった。ＭＳＳ側に見つかれば即そく逮たい捕ほされ、敵に見つかれば殺されてもおかしくない。

　眠ねむ気けも吹ふき飛ぶ緊きん張ちようの中、真犯人を見つけて無実を証しよう明めいしたい、鳳の危機を救いたい、と願う一方で、もはや後あと戻もどりすらできない、どうしよう、という恐きよう慌こう寸すん前ぜんの気持ちに襲おそわれながらも、なんとか解析作業を続けるうち、ついに、自動消失プログラムの一いつ端たんを発見していた。まさに情報汚染の経けい路ろを特定したかと、さっそく有う頂ちよう天てんになりかけたが──

　その先の経路を特定するには地下四階のサーバーを解析しなければいけないことが判はん明めい──がっくり消しよう沈ちん。

　地下四階＝水無月が転送要員として働くフロア──緊急時ゆえ多数の解析官が作業中。

　そんな所にのこのこ顔を出せば、解析課課長のシャーリーンにあっさり見つかるかもしれなかった。彼女なら冬真の侵入に水無月が協力したことも一発で見み抜ぬく。いつもは頼たよれる味方だが、この状じよう況きよう下かでは恐おそろしいことこの上ない。といって同じ場所でうろうろしているわけにもいかず、冬真は泣きたい思いで怖こわ々ごわと階段を上り、地下四階へ向かった。




　第二十二区ドナウシユタツト──中央銀行・地ち下か駐ちゆう車しや場じよう。

　通信車両内のモニターの一つ──銀行周辺を何度か行き来しながら徐じよ々じよに接近する大型トラックを、〝ハエフリーゲ〟と呼よばれる空中機動装備を持ったカメラ付き円えん盤ばんがとらえている。

　御影＝手に通信マイク。「不ふ審しんな車両が銀行裏うら口ぐちへ通じるルートに入った。総そう員いん、第二態たい勢せいへ移い行こう！　先取攻こう勢せいによる要撃準じゆん備び！」

「来ましたのね」声──待機室を出た鳳。

　緊きん迫ぱくしていたイグナツが、はっと立ち上がる。「だ、大だい丈じよう夫ぶなのかね……」

「心配御ご無む用ようですわ上院議員様」にっこり微び笑しよう──御影を見る。「どうぞご命令を」

「ただちに銀行上空で警けい戒かい待機だ、お嬢様フロイライン」

　御影──鷹おう揚ように＝決して懸け念ねんを見せず。

「ここが敵の最終目標である可か能のう性せい大だ。敵施し設せつも別部隊が当たっている。今度こそ連中を完全に無力化し、決着をつける。いいな」

「了ヤ解ー」

　微笑──移動／疲ひ労ろうを見せず機き敏びんに。

　御影らに見送られ車両の外へ──手を宙そらへ。

「転送を開かい封ふう」

　エメラルドの輝きとともに一いつ瞬しゆんで機き甲こう化か。

　地下駐車場に羽ばたく紫むらさきの輝きが、ふわりと宙を舞まってスロープを飛ひ翔しよう／長大な武ぶ器きを握にぎりしめて外へ──昇のぼりゆく朝陽に目を細めながら上空に位置し、凜りん然ぜんと身み構がまえた。




　第ヒ三ン十ブ四ル区ク──広々とした縦長の敷しき地ち。

　飾かざり気のない研究開発施設の建物へ正面から迫せまる戦せん術じゆつ班はん──後方で待機する通信車両。

　上空──青と黄の輝かがやき。

「すっごい黄色い。ぶんぶん鳴ってる。太陽が黄色すぎて眩まぶしい」雛＝目をぱちぱち。

「眩しいんなら目を閉とじてろって。ほら、羽で周りを見りゃ良いっしょ」鳳のいないところでは妙みように雛の面めん倒どう見みが良い乙──目を閉じて羽の探たん査さで周囲を把は握あくしてみせる。

「目を閉じるとぶんぶん鳴ってて怖こわいもん」

　頑がん張ばって目を開く──眼がん下かで施設の門を弾はじき飛ばし〝カケブートフムエシル〟が侵しん攻こう。

　その問答無用さに雛が目を丸くする──声を上げて警告。

「ぶんぶん鳴ってるのにぃ」

　施設──守しゆ衛えいさえおらず／閉じた玄げん関かん／無人のロビー／裏手の電力炉ろでにわかに唸うなり。

〝カケブートフムエシル〟×四台が脚きやく部ぶを展てん開かい＝左右にわかれて電力炉へ向かいかけるや、突とつ破ぱしたばかりの門の脇わきの守衛室で突然、閃せん光こうが走った。

　数メートル四方の部屋が引き裂さかれ、何倍もの大きさの円えん筒とう形をしたものが出しゆつ現げん。

　馬ば鹿かでかい兜かぶとのようなボディから伸びる円筒／ずんぐり分ぶ厚あつい車輪つき脚部×六／巨きよ大だいな一眼式の探査装置／円筒の数か所が一いつ斉せいにスライド＝銃じゆう眼がん──激げき烈れつな火線を放った。

　乙＝歓かん声せい。「あっはは、変なのが出た！」

　雛＝怯きよう懦だ。「うぇ……」

《敵てきの転送兵器が出たぞ。叩たたき潰つぶせ》日向の獰どう猛もうな指し示じ＝〝カケブートフムエシル〟が散開──青と黄の輝きとともに、敵を包囲しにかかった。




　第二十二区ドナウシユタツト──銀行裏手の駐車場に入ったトラックの荷台がいきなり閃光を放って崩ほう壊かい＝同じく円筒を生やした化け物兜が出現。

　すぐさま転進するトラック──地上に飛び出した〝カケブートフムエシル〟たちが要よう撃げき態勢に。

　全隊通信＝バロウ神父。《強きよう襲しゆう型がたＥＩ兵器〈ギガントマキア〉だ。機体前部と脚部下面の探たん査さ装置を破壊すれば活動を半はん減げんできる》

　全隊通信＝御影。《現地警官隊が道路を封ふう鎖さ、周辺の市民は退たい避ひ済ずみだ。総員、神父様の所見に従したがい、敷地の外へ出さずに潰せ》

　敵機体の円筒が複ふく雑ざつなパズルのように装そう甲こうをスライド＝全方位に銃眼──一斉掃そう射しや。

　銀行壁へき面めん／窓まど／駐車中の車／地面が砕くだけ散る──まるで銃火のスプリンクラー。見み境さかいのない乱らん射しやに、運うん搬ぱんしたトラックの運転手がフロント部分ごと五体を吹ふき飛ばされた。

〝カケブートフムエシル〟が打撃を受けつつ果か敢かんに接近──鳳が上空から機銃を構えて垂すい直ちよく下か降こう。
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　円筒上面が十字型にスライド＝中心と四よ隅すみに銃口──五つの銃口が上空へ一斉掃射。

　鳳の迅じん速そくな旋せん回かい──弾だん幕まくをかわす／反転／敵掃射を縫ぬって切せつ迫ぱく＝迸ほとばしる吶とつ喊かんの声。




　銀行＝地ち下か駐ちゆう車しや場じよう──通信車両内で突とつ然ぜんの叫さけび＝通信官。「襲撃情じよう報ほう！　第二十五区ラオヒエンシユマウスの中央銀行アデーア支し店てんを〈山猫ヴイルトカツツエ〉部隊と思われる武ぶ装そう集しゆう団だんが占せん拠きよしました！」

　目を剝むくイグナツ。「し、し……支店⁉」

　御影＝戦意に満ちた笑えみ／目に獰どう猛もうな光──通信マイクを握りしめる。

「この期ごに及およんで陽動とは……リストとはよほどのものらしい。総そう員いん、ただちにそのガラクタを要撃！　転送施設を潰し、銀行強ごう盗とうどもを一いち網もう打だ尽じんにするぞ！」




　銀行＝地上裏うら手ての駐車場──鳳の吶喊。

「ご奉ほう仕しいたしますわ──っ‼」

　機銃を掲かかげ／構え／狙ねらい／空転。

　引き金が空むなしくカチカチ鳴る／銃身に弾だん丸がんが送られず／残弾表示＝〈０００００〉。

　鳳＝愕がく然ぜん／瞠どう目もく──即そく座ざに再転送を実行。

　何の応おう答とうもなし──かつてない沈ちん黙もく。




　第ヒ三ン十ブ四ル区ク＝敵施設の表玄関──乙の突撃滑かつ空くう／すさまじい速度で火線の雨を突破／脚部へ灼しやく熱ねつの刃やいばを叩きこんだ瞬間、異様な衝しよう撃げき。

　灼刃機能ヒートブレードの沈黙──双そう腕わんに炎ほのおがやどらず。

　絶ぜつ句くして退避する乙──入れ違ちがいにジグザグ飛行で敵の頭上に位置する雛＝連結式爆雷チエーンマインの一挙投とう擲てき──まるで投石。

　信管をロックされた爆ばく雷らいが、空しく敵装甲にぶつかり、火線に穿うがたれ転がった。




　第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル長官室。

　戦せん況きようを壁かべ一面のモニターで把は握あくするヘルガとエドワルト──次々に飛びこむ報告。

　鳳。《転送不能！　武器が使えません！》

　乙。《なんで⁉　切れねーよっ⁉》

　雛。《ぶんぶん鳴るの、ぶんぶん鳴るの！》

　御影の痛つう烈れつな叫さけび。《戦術班の機体に電子的侵入！　一部の武器使用に障しよう害がいが発生！　情じよう報ほう汚お染せんが拡かく大だいしています！》

　立ち上がるヘルガ──全フロアへの緊きん急きゆう回線を開き、熾し烈れつな声を放った。

「電子的支し援えんを非ひ常じよう回線に切り替かえ、全解かい析せきフロアを封鎖！　全すべての解析官および通信官を、情報汚染の容疑者とみなし、ただちに拘束！」

　デスクの引き出しを開く──拳けん銃じゆうを取り出して弾だん倉そうを叩きこみざまドアへ向かう。

　追うエドワルト＝果か断だん。「やはり解析班か」

　うなずくヘルガ──火のような激しさ。

「通信指し揮き、解析班、戦せん術じゆつ班はん、要撃小隊……敵はＭＳＳの武器を奪うばい尽つくす気よ。完全に無力化させられるのが敵かＭＳＳか、一手違ちがいでどちらかがチェックメイトになるわ」




　地下四階──全ての部屋から人が出てきて一斉に地上へ。

　その様子を非常階段の出入り口から覗のぞき見る冬真──突然のことに仰ぎよう天てん。

　銃を持った捜査官が片かたっ端ぱしから人を駆かり立てる──あっという間に人がいなくなる。

　まるでフロア内で爆ばく弾だんでも発見されたかのような騒さわぎ──人目を恐おそれて微動だにできずにいた冬真にとっては願ってもない事態。

　ヘルガの指令は、緊急回線を通してのものであるため、解析官と通信官の移動を命じる屋内放送しか冬真には聞こえていない。まさかフロアの人員全てが容よう疑ぎ者しやとみなされて拘こう束そくされるなどとは夢ゆめにも思わず。

　通路から人が去るのを待つ──恐る恐る顔を出す／非常階段からゆっくり現あらわれる。

　もし誰だれか一人でも階段で移い動どうしようとしていたらたちどころに発見されていたが、捜そう査さ官かんが解析官全員を監かん視し下に置きながら移動したため、みなエレベーターホールに集合。

　無人の通路を誰にも見み咎とがめられず、かといっていつ誰かが戻もどってくるとも知れず、自然と早足になって移動──なんだか追いかけられるスパイの気分＝やたら気分が落ちこむ。

　ＰＤＡで水無月に連れん絡らくを取ろうとするも完全に不通。

　仕方なく、このままサーバー室へ向かうことに決め、開きっぱなしの転送塔とうフロアへの入り口に差し掛かかったとき──ふいに声が聞こえてきて咄とつ嗟さに立ち止まっていた。




「だからー、長官の命令なの。さっさとリンクを切って、そっから出てきなさいって」

　円形に配置された端たん末まつとデスクの一端で腕うで組ぐみする女──シャーリーン。

《ダメだよ、ボス。今ここで僕ぼくが転送支援を中止したら、あの子の羽まで機能停止するかもしれない。そんなのは絶対ダメだ》

　フロアに響ひびく電子音声──水無月。

　本人は、端末に囲まれた巨きよ大だいなガラス張ばりの円えん筒とう形の中──上半身裸はだか／祈いのりを捧ささげるように膝ひざをつき、両手をだらりと下げている。

　眠ねむるように閉とじた両目──背せでキチキチと微び細さいな音を立てるキリギリスの羽。

　転送塔──地下二階から八階までフロアを貫つらぬく巨大な機関。

　その一部である円筒内にて、充じゆう満まんする電子情報を自じ在ざいに奏かなでる水無月＝マスターサーバーと脳のう機き能のうをリンク中。

「非常回線に切り替かわってんだから、大だい丈じよう夫ぶだって」シャーリーン──腕をほどいて頭をかく／一方の手がデスクの引き出しの中をかき回す。「だいたい封ふう鎖さ指令が出た時点で、あんたがその中にいるのは法ほう律りつ違い反はんなの」

《法なんて知ったことじゃないね。僕はあの子が飛べるためにここにいるんだ》

「こら。あんたもあの子も、正せい義ぎの味方なんだから法律は守っときな」がさがさ引き出しの中を漁あさる──何かを握にぎる。

《あの子ならともかく僕が正義だって？　冗じよう談だんじゃないよボス。夫ごと子こ供どもを焼き殺そうとした女から生まれた僕に、どんな正義があるって言うんだい。そんなものは生まれたときから、何の値ね打うちもないよ》

「はは」ふいに気の抜ぬけたように笑うシャーリーン。「久ひさしぶりにあんたの口から母親のこと聞いたね。あんたの担たん当とうになって初めて口きいてくれたときに喋しやべってくれたっけ」

　引き出しの中で何かを握る手──片方の手がいつの間にか端末のキーを叩たたいている。

「本当は武器の転送阻そ害がいじゃなく、羽の方を破は壊かいするつもりだったんだけどね。実じつ際さい、あの子の羽の番人としてのあんたは、いやになるくらい優ゆう秀しゆうだ」

《何だって、ボス？　何を言って──》

「あんたってば本当びっくりするくらいの問題児だったけど、なんか楽しかったな。自分の子供とまではいかないけど、馬ば鹿かな弟ができたみたいで」

　ガラスの内部で火花が爆はぜる──水無月の四枚の羽の一つが急速に輝かがやきを失ってゆく。

「あたしも一人っ子だったからかな。でも、本当にあんたが変わったのは、やっぱあの子に出会ってからなんだろうね」まるで相手に頓とん着ちやくせず──またガラスの内部で火花。

《ボス、なぜ僕のリンク機能を破壊──》

「あんたがあたしのこと初めてボスって呼よんでくれたときは嬉うれしかったな。本当、ずっとこのままだったら良かったのに」

《なぜ回線を──ボス、やめ──》

　電子音声にノイズ──声が絶たえ絶だえに。

「でも、あの人が戻って来たんだ。あたしの大切なものを盗ぬすんでった男がさ。このあたしの心を盗んだ男が、約束通り戻って来て、あたしの助けが欲しいって言って来たんだ」

《ボス──》

　ノイズ──ぷつっと電子音声が途と切ぎれる／水無月の羽が全て輝きを失って垂たれ下がる。

「もう喋れないでしょ。機能回かい復ふくまで五分は動けない。あたしって臆おく病びよう者ものだからさ。喋られると撃てないんだよね」

　微び笑しよう──引き出しの中にあった手を持ち上げる。

「あのさ、正せい義ぎって大事だよ？」

　水無月は答えられず──微動だにできず。

「あたし、あんたのママの気持ちわかるよ。きっと単にあんたのパパを引き留とめたかっただけなんだ。あたしも同じ。色男チェイスに４ＪＯフイアー・ヨツト・オーウィルス渡わたしたの、あたしなんだ。あの人、自分が国の犠ぎ牲せいにさせられるのわかって苦しんでたのね。だから、あたしが持ってる中で一番いいものを渡したの。一番、人を殺せるものを」

　握った銃じゆう──もてあそぶ／元気なく笑う。

「はは……正義がないと、そういうことしちゃうんだ。だって自分にとって一番大事だったら迷まよわずにやっちゃうじゃない？　馬鹿なことでも悲しいことでも取り返しつかないことでも、やっちゃわずにはいられないよ。だから正義って大事なんだなって思うわけ。正義って基き本ほん的に一番大事なものでしょ。だから馬鹿な考えが浮かんでも、ちゃんと消せるのね。心の中に正義さえあれば、あたしも、こんなことはしなかったな、きっと」

　ひょいと挨あい拶さつでもするみたいに銃を掲かかげる──構かまえる＝ガラスの中の水無月に向けて。

「ごめん。これからあたし全部あんたと冬真くんのせいにする。あんたたち二人が、こそこそ話してた回線が、情じよう報ほう汚お染せんの原げん因いんってことにする。最低でしょ。でもそれが、あたしとあの人にとって一番なんだ」

　撃鉄を起こす──ちょっと溜ため息。

　いっせーのせ、といった感じで心の勢いきおいをつけ、言った。

「さようなら、水無月」

　ぴたりと停止するシャーリーン──その目が、ガラスの表面に映るものを見つめる。

　背はい後ご──椅い子すを持ち上げる少年。

　だらんと銃を握る手を垂らす──溜め息。

　けだるそうに振ふり返る。「あのさ、冬真くん」

　びくっとなる冬真──拍ひよう子しに、せっかく頭上に振り上げていた椅子を、背後から相手に叩きつける遥はるか手前で、あっけなく取り落としてしまっていた。

　がしゃん。キャスター付きの椅子が転がる騒そう々ぞうしい音──冬真＝硬こう直ちよく。

「シャ……シャーリーンさん……」

　震ふるえる声──名を呼べば考え直してくれるというように。

　だがシャーリーンは全く動どう揺ようする気けぶりもなく、のんびりと言った。

「さっさとやれば良かったのに。ためらってると相手にやられちゃうよ。こんな風に」

　冬真はそのとき、自分に向けられる銃口の黒さよりも、相手の目に魅み入いられたようになるのを覚えた。

　自分の都合だけで完全に世界が閉とじきった者の、底無しの暗さをやどす目。

　あの刑けい務む所しよで会った女と全く同じ、悪の色を見たと思った。
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　第六話　聖金曜日ハイリヒ・フライターク＝午前八時──午前十一時







　　午前八時




《転送不能！　武器が使えません！》

　緊きん急きゆう通信──鳳アゲハの切せつ迫ぱくした叫さけび。

　第二十二区ドナウシユタツト──中央銀行＝裏うら口ぐち駐ちゆう車しや場じよう。

　巨きよ大だいなものが銀行へ接せつ近きん──円えん筒とう形の掃そう射しや装そう置ち／分ぶ厚あつい車輪つき脚きやく部ぶ×六／巨大な一丸式の探たん査さ装置＝まるで一つ目の怪かい物ぶつ。

　転送された敵てきの遠隔操作ＥＩ兵器〈ギガントマキア〉──その威い容よう／威力。

　円筒の表面が左右にスライド──十数か所もの銃じゆう眼がん＝三百六十度・全方位へ放水なみにまき散らされる熾し烈れつな銃じゆう火か。

　迅じん速そくにかわして宙ちゆうを舞まう鳳──必死にはばたくアゲハチョウの羽。

　右手の重機関銃＝転送阻そ害がいにより使用不可に。

　地上──敵兵器の猛もう攻こうを食い止めんとする地上戦せん術じゆつ班はんの軍用機体〝カケブートフムエシル〟×四。

　いずれも動作不良＝ぎくしゃく震ふるえる脚部／アームが展てん開かいせず／武器が使用できず。

《情じよう報ほう汚お染せんだ、閉へい鎖さモードで再さい起き動どうしろ！》怒ど号ごう──地下駐車場の通信車両内＝御ミ影カゲ。

　敵＝スプリンクラーの放水のごとき掃射──〝カケブートフムエシル〟たちが火線を浴びる／装そう甲こうを穿うがたれる／回かい復ふく不ふ能のうの被ひ害がいが増ましてゆく。

　上空──要よう撃げき態たい勢せいを取ろうとするも、右へ左へかわすしかない鳳。

　そしてついに衝しよう撃げき。左脚に被弾──数発＝膝ひざが砕くだけ、もぎ取られた。

　たまらず退たい避ひ──銀行屋上に着地ランデイング。

　機銃を杖つえに／かろうじて転てん倒とうせず／砕けた左脚すら再転送できず。

　歯を食いしばる──なすすべとてなく。




　第ヒ三ン十ブ四ル区ク──研究施し設せつ＝敵の転送施設。

　上空──飛び回る二つの輝かがやき＝青・黄。

　要撃小隊・迫撃手モータル──乙ツバメ＝青く輝くトンボの羽／その怒ど声せい。

「ムカムカすんね、このぉーっ‼」

　要撃小隊・爆撃手ボンバー──雛ヒビナ＝黄色いスズメバチの羽／その怯おびえ声。

「うぇ……」

　二人とも転送に支し障しよう／一いつ切さいの武器が使用不可に／羽を駆く使しして飛び回るばかり。

　地上──施設を守る〈ギガントマキア〉の猛もう火かに、押おし戻もどされる〝カケブートフムエシル〟×四台＝どれも動作に支障／ぎくしゃく歩行。

《閉鎖モードで再起動する余よ裕ゆうはない。ただちに縦じゆう列れつ隊形》

　無線通信＝〝カケブートフムエシル〟に乗って他の三台を指し揮きする日向ヒナタ──銀行を守る御影とは違ちがい、敵施設を攻めるための果か断だんな選せん択たく。

《要撃小隊は俺おれの機体の背はい後ごに来い。そのまま飛び回っていても撃げき墜ついされるぞ》

　乙＋雛が火線を避さけて素す早ばやく下か降こう＝日向の機体の背後へ／盾たてを得る／ほっと息をつく。

〝カケブートフムエシル〟たちが日向の機体前方に集合──一列縦隊──そして日向の号令。

《行け》

　そこでやっと乙＋雛が、事じ態たいを理り解かいした。

〝カケブートフムエシル〟の列が、敵へ前進を開始。

　敵の円筒がスライド＝銃眼を前方に集中。

　波は濤とうのような銃火を、先頭の〝カケブートフムエシル〟がもろに浴びた。

　装甲が凹へこむ／砕ける／無む惨ざんな姿すがたで前進し続ける──そして脚部が全ぜん壊かいし、突つっ伏ぷした。

　その機体を後の〝カケブートフムエシル〟が次々に踏み越えてゆく。

　今度は二台目が盾となって銃火を浴びながら道を開き、十メートルほど進行──地に伏すや、三台目が先頭に。

　初めて敵が後ろへ退さがった。施設の玄げん関かんに乗り上げ、身動き取れず／ただ撃うちまくる。

　最さい後こう尾びの乙＋雛──どちらも愕がく然ぜん／痺しびれる思い。

　仲間の盾になることを全く当然のこととして引き受ける戦術班たち──あるいはきわめつけに合理的な判断。一台ずつ破壊され、それを真まっ直すぐ踏ふみ越えてゆくのであれば、打撃を受けて倒れた仲間がそれ以上の被害を受けることはない。部隊が全ぜん滅めつする前に、誰かが、無事に敵を撃滅しさえすれば。

　その彼らの背後にあって、乙が猛たけり吠ほえた。「オレが先に行くからな！　後はお前しかいないぞ、雛ぁっ！」

　雛──両目に恐きよう怖ふの涙なみだ／だが何も言わず／ただ、こくんと大きくうなずいてみせた。




　第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル地下四階。

　硬こう直ちよくする冬真トウマ＝その眼前──銃口／暗くら闇やみをやどす女の目。

「や……、やめて……シャーリーンさん」

　シャーリーン──ほつれた金きん髪ぱつ／銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね／よれよれの白衣／だらんと無む表ひよう情じような顔／異い様ような暗さをたたえた緑の目。

　拳けん銃じゆうの引き金にゆっくり力をこめる。

　バチッ！　いきなり火花が爆はぜる音。

　冬真がびくっとおののく／シャーリーンが目を向ける──フロア中央に円形に配置された端たん末まつとデスク／中心に巨きよ大だいな円えん筒とう形のカプセル／中に少年の姿──水ミ無ナ月ヅキ。

　眠ねむるように目を閉とじ、ひざまずいたまま微び動どうだにせず／裸はだかの上半身──背せで震ふるえる、傷きずだらけのキリギリスの羽。

　リンク機き能のうを阻そ害がいされた羽が、強ごう引いんに転送経けい路ろを開こうとしてショート＝火花／羽に亀き裂れつ／鼻び孔こうから流れる血。

「水無月……」シャーリーン──だらんと冬真に銃口を向けたまま。「……そんなになっても、あの子の羽を守ろうとしてるんだ」

　シャーリーンが水無月を撃つ気だと察した冬真──何も考えず絶ぜつ叫きよう＝相手を押しとどめる。「や、やめて下さい！　どうしてこんなことを！」

「はは」シャーリーン──脱だつ力りよくしきった笑えみ。「あいつがしてんのと同じでしょ。あたしは、あの人を守りたいだけ。それだけ」

「違ちがいます！」思わず反はん論ろん──シャーリーンの考えは勝手な自じ己こ憐れん憫びんであって、水無月の行こう為いとは断だんじて違う。水無月は冬真と一いつ緒しよに疑ぎ惑わくを晴らそうとしてくれた。そもそも冬真と水無月を利用し、殺そうとしているのはどちらか──そう反はん駁ばくしたかった。

「まあ、違うかもね」シャーリーン──あっさり肯こう定てい／疲つかれたような溜ため息。「なんかつい話したくなるね。さっさとやらなきゃいけないのにさ。ほんと……親しい人間を殺すって、覚悟がいるよね」

　だらだらした口調──殺意もあらわに銃を構かまえ直す。

　冬真──何とか相手をためらわせようと必死に言葉を探さぐるや、いきなり足音／怒号。

「動くな！」捜そう査さ官かんたちがフロアに飛びこんで来た──一いつ斉せいに銃を構える／通路側の出入り口を塞ふさぐ／彼らの背後から、ゆっくりと誰だれかが現あらわれる。

　女──ＭＳＳ長官ヘルガ＝その右手に握にぎった拳銃。

　シャーリーン＝ぬけぬけと叫ぶ。「情じよう報ほう汚お染せんの首しゆ謀ぼう者しやを確かく認にん！　この二人です、長官！」

　冬真＝仰ぎよう天てん。「ち……違います！」

「彼らは追つい跡せき済ずみよ、シャーリーン」ヘルガ──艶あでやかな微び笑しよう／鋭するどい棘とげ。「冬真さんが第七刑けい務む施し設せつに行ったことも、水無月さんがここの立ち入りコードを作さく製せいしたこともね」

　冬真──啞あ然ぜんとなって事態を理解。

　先ほどまで解かい析せきに使用していたＰＤＡ＝実は盗とう聴ちよう・追跡装そう置ち。自分と水無月の行動を完全に監かん視し／泳がせていた／お陰かげで無実が確認されたと、ヘルガの表情が雄ゆう弁べんに告げていた。

「あは、さすが長官」シャーリーン──ひょいと銃口を移い動どう＝自分の喉のど元もとに押し当て、笑った。「じゃ、まあ、あたしが人ひと質じちってことで。ウィルスの死し滅めつコードの在ありかを知ってるのは、あたしだけなんで」

　捜査官たちがヘルガを見る＝指し示じを請こう。

　ヘルガ──素早く算さん段だん／相手の言葉の真しん偽ぎを思案。「コードと引き替かえに逃にがせと？」

「ええ、まあ」シャーリーン──飄ひよう然ぜん。「そちらも副官の命がかかってるわけで。ご心配なく。逃げた後で、ニナを死なせたりはしませんから……」

「死滅コード？」場違いな声──冬真。

　その場にいる全員の視線が冬真に集まる。

　少年の合が点てん／発見──なんとも無む思し慮りよに答えを発表。

「そうだ……！　情報の汚染経けい路ろに潜せん伏ぷくしていた、自壊のためのプログラム。何の意味があるのかわからなかったけど、何かを死滅させるためのものなら、辻つじ褄つまが合う──」

　そして当然のごとくシャーリーンが冬真につかみかかった。

　日ひ頃ごろの茫ぼう洋ようとした姿すがたからは想そう像ぞうもつかぬほどの素早さ／必死さ──ヘルガが射しや殺さつを試こころみる寸すん前ぜん、冬真の襟えり首くびをつかんで引き寄よせていた。シャーリーンが冬真の頭に銃を押しつける／引っ張る／盾たてにしながら奥おくのサーバー室へ連れこむ。捜査官たちも手出しできず──シャーリーンと冬真がサーバー室に入るや、自動ドアが閉まり、ロックされた。

　慌あわててドアの電子パネルを操そう作さする捜査官。「認にん証しようシステムが作動せず！」

「敵はビル内での逃とう走そう経路を設せつ定ていしているはずよ」ヘルガ──凄せい烈れつ＝シャーリーンを完全に敵と見なした指令。「解析官たちをフロアに戻し、敵の逃走経路を割わり出させて！　あらゆる手段を尽つくして人質の少年の命を確かく保ほ！　捜査官の半数は解析作業を監視、残り半数で敵を追跡！　転送要員の負荷を速すみやかに軽けい減げんさせ、現場で戦う者たちを全力で支し援えん！　敵も私たちもチェックメイトに至いたらない今、ここが正念場よ！」




　第二十二区ドナウシユタツト──中央銀行＝屋上。

　再ふたたび羽ばたく紫むらさきの輝かがやき──使えぬ武ぶ器きを握にぎりしめて宙へ。呼こ吸きゆうを整える。心の中で繰くり返し呟つぶやく──これが自分のやるべきこと。要撃するのだ。この身を尽くして。

　地上──〈ギガントマキア〉の侵しん攻こう。

　化け物兜かぶとが地じ響ひびきを立てて地ち下か駐ちゆう車しや場じようへ降おりてゆき、通信車両へ向かって掃そう射しや。

　通信車両が走り出す──柱ごと撃うち抜かれる／右前輪が吹ふき飛ぶ／なおも走り続ける。

《この車両を狙ねらっている。こちらの通信を封ふうじて連れん携けいを断たつ気だ》御影──鳳のみへ。《銀行に集めた警けい備び員いんは全員逃げた。現地警官の応援も皆かい無むだ。我われ々われで敵を討うつ。戦術班の機体が閉へい鎖さモードに入った。彼らが敵の動きを止める。とどめは君が刺させ、鳳！》

《了ヤ解ー！》果か敢かんな応おう答とう──紫の輝きが飛ひ翔しよう。

　手ひどく火線を浴びた〝カケブートフムエシル〟たちが、一いつ切さいの通信機能を捨てた閉鎖モードで再起動──次々に驀ばく進しん＝鳳の眼前で地下駐車場へ躍おどりこんだ。

　最初に一台がスロープを降りるや、敵てきの背はい後ごから迫せまり、銃火を浴びながら組みついた。

　続いてまた一台、さらに一台、アームを開いて敵のボディにしがみつく。

　最後の一台が組みつき、敵の円筒部が完全に〝カケブートフムエシル〟のボディで覆おおわれた。

　ゼロ距きよ離り掃射──敵と〝カケブートフムエシル〟の僅わずかな隙すき間まで、猛もう烈れつな火線が閃ひらめいた。

　無数の輝きとともに砕くだける装甲／引き裂さかれる鋼こう鉄てつ／焼けつく異い臭しゆう。

　そして言葉にならぬ吶とつ喊かんの叫さけび──鳳。

　猛もうスピードで飛翔──沈ちん黙もくする機銃を掲かかげ、意い志しある弾だん丸がんと化して飛来。

　敵の正面──巨大な一丸式の探査装置。

　その怪かい物ぶつの目が、鳳の接せつ近きんを察知して素早く装甲を閉鎖＝鋼鉄の目ま蓋ぶた。逆に探査装置の上面がスライド＝防ぼう御ぎよ用の銃眼──掃射。

　真っ向から押し寄せる弾丸の雨──自分の得意とする掃射術を、敵に使われた気分。

　火線が羽を引き裂く／機銃に添そえた左ひだり腕うでが抉えぐられる／〈飾オりー耳ア〉の破は損そん＝目に見えないヘルメットの効こう果かが一いつ瞬しゆんで衰おとろえる／機甲に守られているはずの肩かた・胴どう・脚あしに鈍にぶい衝撃。

　一切構わず突撃──火線の豪ごう雨うの中を真まっ直すぐに飛翔。

　長大な機銃を槍やりと化しめ、力の限り突つきこんだ。

　機銃の先せん端たんが、装甲ごと敵の目を貫かん通つう──そのまま押しこむ。金きん属ぞくと金属がこすれ合う、文字通りの金切り声／さながら悲鳴。

　根本まで突き刺さる機銃──がん！　と、ひときわ激はげしい音＝弾倉部が敵の目に叩たたきこまれ、敵の探査装置が粉々になり、重機関銃がバラバラになった。

　無む惨ざんに引き裂さかれた羽が、輝く破は片へんをまき散らした。

　鳳──もはや飛ぶ力すらなく。背から地面に落下──もんどり打って倒たおれる／それでもなお、厳きびしく顔を上げて眼前の敵を見み据すえる。

　くずおれる敵──損そん傷しようした〝カケブートフムエシル〟たち。

　どちらも折り重なったまま動かず──巨大な一つの亡なき骸がらのようになって沈黙していた。




　第ヒ三ン十ブ四ル区ク──研究開発施設。

　盾となった三台目の〝カケブートフムエシル〟が損そん壊かい──動作不能に。

　日向が乗る四台目が前面に出て、熾し烈れつな火線の波を全身に浴びた。

　突進──十字に交差したアームがたちまちへし折れる／装甲が凹へこむ／亀き裂れつが走る／前方の脚きやく部ぶが砕ける。敵まで僅わずか十メートル足らずというところで前のめりに倒れるも、車体下部の車輪でさらに驀進──巨大なミキサーに頭から突っこむような有様。

　その間じゅうずっと、乙の胸むねの奥おくでワニがささやき続けていた。

　楽しい、楽しい、なんて楽しい。もうすぐ誰もお前を守ってくれなくなる。さあ今すぐあの絶ぜつ望ぼう的な火の中に飛びこんでゆけ──パパとママが死んだ、あのときみたいに。

　だが乙はじっと動かず、ワニのささやきに従したがって衝動的に敵へ突っこんでゆこうとする心を押おさえこんでいる。脳のう裏り──ある初老の男の面おも影かげ。素手で二十名近い完全武装の兵士を相手にし、微笑ほほえみを浮うかべて死んでいった本物のワザモノ。

　ミョーオーサマのワザモノだ。この自分こそ。そうなると誓ったのだ。

　五メートルの距離にまで接近──日向の機体が、完全に機能を停止して倒れた。

　その背後から躍り出る青い輝き──吶喊。

　長大な左腕でガード／右腕をふところ深く構えて飛翔＝僅か数メートルの距離を飛ぶ間もなく、大きく広げた羽がずたずたに引き裂かれた。ガードした左腕が砕ける／〈飾オりー耳ア〉の防ぼう御ぎよでかろうじて頭を撃ち抜かれず／肉体が粉々にならぬのが不思議なほどの衝撃。

　全く気にもせず──はなから自分を砲ほう弾だんと化すことしか考えておらず。

　正せい確かくな軌き道どうで飛来──構かまえていた右手を突き出す。

　手首から先が杭打ち器パイルバンカーのごとく打ち出され、一いつ瞬しゆん早く敵が巨大な目を閉じたものの、その鋼こう鉄てつの目ま蓋ぶたごと手刀が貫つらぬき、穿うがった。

　敵が身をよじる──乙の拳こぶし一つでは中ちゆう枢すう装置の破壊には至らず。

　砕かれた探査機の上部がスライドし、銃眼がゼロ距離で乙へ火線を放つ寸前──黄の輝きが泣きわめきながら飛びかかった。「いじめないでぇーっ！」

　右腕に内ない蔵ぞうされた火炎放射器フアイアー・ブラスター──作動せぬ発火装置を自分で解体／勝手に点火装置を設置／タンクに穴あなを空けて燃料を漏ろう出しゆつ。火線を浴び／羽をもがれ／深しん刻こくな打撃を受けながら、一個この爆ばく弾だんと化した己おのれの右腕を、新たに現れた未掃射の敵の銃眼へ突っこんだ。

　同時に、発射された弾丸が銃身内部で雛の右拳を粉ふん砕さい／構わず肩まで腕を押しこむ。

　点火──敵の内部で右腕が爆発。

　ぼん！　敵の装甲が内側から膨ふくらんだ。

　雛の右腕が肩からもげる／乙の右手が探査装置の破片ごと敵から外れる／二人とも姿し勢せいを制せい御ぎよするすべもなく地面に転がり倒れる。

　敵の全すべての銃眼から炎ほのおが噴ふん出しゆつし、頭とう頂ちよう部ぶから盛せい大だいな白はく煙えんが立ちのぼり、横倒れになって完全に停止していた。




　第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル地下三階＝非ひ常じよう階かい段だんを上るシャーリーン／冬真を引きずり通路へ出る／エレベーターを目指す。

「や……やめて下さい！　シャーリーンさん！」冬真──いまだに相手が考え直すことを期待して叫さけぶ／それ以外に思いつかず。

　だがもはやシャーリーンは一言として返さない──取りつかれたように冬真を引っ張る／銃をあちこちに向ける／通路を早足に移い動どうする。

　エレベーター・ホールに差さし掛かかったところで、曲がり角から突とつ然ぜん、人ひと影かげが飛び出した。

　長身──長い脚あしが見事な軌き跡せきを描えがき、シャーリーンの右手首を蹴けり払はらった。

　銃が手から離はなれて床ゆかに転がる──シャーリーンが言葉にならぬ叫びを上げながら、冬真を相手に向かって突き飛ばす／あたふたと後ずさる。

　相手が冬真を受け止め、よろめいた。

　冬真＝相手を見て驚おどろく。女──短い黒くろ髪かみ／漆しつ黒こくの眸め／硬こう質しつな美び貌ぼう／なぜか患かん者じや服。

「……ニナさん⁉」

「疑うたがって、すまない……」

　ニナ──ふらつきながら冬真を背はい後ごに庇かばう／前へ出る。

「シャーリーン……、貴き様さまが……。長官の移動ルートを……あらゆる情報を漏ろう洩えい……。そのせいで……いったい、何人が死んだと……」熱に浮うかされた掠かすれ声──だがむしろ憤ふん怒ぬが如によ実じつに伝わる、ぞっとするような声こわ音ね。

「はは……医い療りようフロアから来る道は塞ふさいでなかったな」シャーリーン──弱々しい笑み＝後ずさって銃を探さがす──ぎくっとなる。

　銃を拾う男──何とも逞たくましい体たい軀く＝エドワルトの堂々たる声。「ＶＩＰ用エリアから来る道も塞いでおくべきだったな。私を人質にでも取るつもりだったか？」

　バン！　銃声──警けい告こくすらなし。

「ぎゃっ！」シャーリーン──左脚あしを撃うたれてよろめく／エレベーターのドアに背せを打ちつける／いきなりドアが開いて倒れこむ。

　電子的に設せつ定ていしていた逃とう走そう経けい路ろ──痛いたみに震ふるえながら笑う。「はは……じゃあね」

　ドアが閉しまる──エドワルトが飛びつく。

　二基きあるエレベーターのうち、もう一基の方は呼よび出しボタンすら点てん灯とうせず。

「メッサーシュミット州知事……」

　ニナ＝朦もう朧ろうと──ぐらっと膝ひざをつく。

　冬真が慌あわててニナの体を支ささえる。「ニナさん⁉　どうしたんですか⁉」

　エドワルトが近ちか寄よって言った。「捜そう査さ中に感かん染せんしたのだ。試作型機械化キメラウィルス４ＪＯフイアー・ヨツト・オー……死し滅めつコードさえあれば死から救える」

　冬真──ニナの肩かたを支えながら、一方の手に握にぎったままのＰＤＡを見た。

　コード＝自分と水無月が二人で見つけたもの。

　エドワルトを見上げ、自然と、こう告げていた。

「僕ぼくたちが……ニナさんを助けます」




　エレベーター内──痛みに呻うめくシャーリーン＝蹴けられた右手／撃たれた左脚。

　ふところから吸きゆう引いん器きを取り出し、鼻からシュコーッと盛大な音を立てて粉末を吸すいこむ。

「ふー……」急に落ち着いた顔に──白衣を脱ぬぎ、袖そでで脚を縛しばって止血にかかったところへ、いきなり非ひ常じよう回線による電子音声。

《麻ま薬やくかい、ボス》

「はは」手を止めないシャーリーン──気け怠だるげな笑み。「常習じゃないよ。撃たれたときのためにね。あたし痛いの苦手だからさ」

《どこに行こうってんだ。プリンチップ社の手先にでもなるのかい、ボス？》

「さあね。お互たがい利用したりされたりって感じかな。あの人がそうしてるようにね」

《……行かないでよ、ボス》

「あたしはもう、あんたのボスじゃないんだ、水無月」シャーリーン──優やさしいとさえ言える声／脚を縛り終える／何とか立ち上がって非常用カメラを見る。「あたしは、あんたを殺そうとしたんだ」

《そんなの慣なれっこさ、ボス。全然、大したことじゃない。母親だって僕を焼き殺そうとした。お陰かげで、僕はあの子に出会えた》

「なら、あの子のことだけ考えな。あの子が……もしかするとあたしまで惚ほれちゃいそうな、良い男になることを考えな」

《ボス──》

「回線なんかつなげてもいない偽にせの盗とう聴ちよう器きなんかで、ちょっかいかけたりしないでさ。必死にあの子の羽を守ってるあんたの姿すがたを、そのまま見せりゃ良いのに」

《ねえ、ボス──》

「ま、あたしは、あんたのひねくれたところが好きだけどね。はは……」

《頼むよ、ボス──》

「一つだけ、頑がん張ばったご褒ほう美びに教えたげる。プリンチップ社のエージェントは銀行に寄ってから国境を越えるってさ。あたしとあの人の逃にげ道は……内ない緒しよ。これで、やつらの手先になる気はないって、わかってくれた？」

《やめてよ。行かないで、ボス。お願いだから──》

　エレベーターのドアが開いた。

　シャーリーンは脚を縛った白衣の余あまりを腰こしに巻まきつけ、カメラに向かって微笑ほほえんだ。

「バイバイ……水無月」

　そしてエレベーターの外へ出て行った。




　第二十二区ドナウシユタツト──中央銀行＝地下駐車場。

　修しゆう理り中の通信車両の外──御影＝ＰＤＡで本部と連れん絡らく。

「……はい。戦せん術じゆつ班はんの機体は一台も使用できません。要よう撃げき小隊も……」

　そのそば──機体から引っ張り出された戦術班員たち＝救急班による治ち療りよう・搬はん送そう・奇き跡せきのように一人の死者もなし。

　車両脇わき──壁かべを背に座すわる鳳＝左脚を失い、体中が傷きずつき、羽をもがれた姿で、じっと目を閉とじ体力と転送機能の回かい復ふくを待っている。

　その姿を悲しげに見つめる男──国民党とう員いんイグナツ。連絡を終えた御影が振ふり返る──鷹おう揚ような声／獰どう猛もうな眼め。「敵は、ここではなく支店を占せん拠きよ……本当にわからなかったと？」

　慌ててかぶりを振るイグナツ。「い……いったい、あの支店に何があるというのだ」

「こちらがお聞きしたいところですな」

　ふいに声。「あたくしが確たしかめます」

　御影とイグナツが同時に目を瞠みはる。

　壁にもたれ、右脚だけで立ち上がった鳳──疲ひ労ろう／損そん傷しよう／ウィルスの発はつ症しようで蒼そう白はくになりながら、なお屹きつ然ぜんと輝かがやく双そう眸ぼう。

「転送要員の尽じん力りよくで、羽の転送機能が回復。今すぐ支店に向かい、彼らを捕ほ捉そくします」

　イグナツが打たれたようにぎょっとなった。

「そ……そんな状じよう態たいで……？」

　御影──忸じく怩じたる表ひよう情じよう／すぐにそれを押おし隠かくす／かろうじて鷹揚さを失わず告げる。

「……私たちも、すぐに追うよ、お嬢様フロイライン」

　鳳──にっこりと微び笑しよう。

「転送を開かい封ふう」

　その背にまばゆい輝き──羽が再び元の形を取り戻もどし、勢いきおいよく翻ひるがえった。




　第ヒ三ン十ブ四ル区ク──研究開発施し設せつ＝裏うら手てに停車中の通信車両。

　バロウ神父と解かい析せき官かんたちが敵の転送施設を解明＝作動停止に。

　玄げん関かん口──並ならんで横たわる乙＋雛＝疲労に耐たえ、じっと転送機能の回復を待っている。

　ふと乙が目を開ける──すぐそばに屈かがみこんだ日向＝頭に包帯／左腕を三さん角かく巾きんで首から吊つった姿／ぼそりと。「……大だい丈じよう夫ぶか」

「あんちゃんよか、ひどくねーっしょ」

　にっと笑う乙──快かい活かつな素そ振ぶりとは裏うら腹はらに色いろ濃こい疲労。かと思うと、ん……と息をこらえて身を起こし、言った。

「……鳳、行く気だ」

　雛がぱちっと目を開き、じっと乙を見る。

「……アデーア支店か」日向──僅わずかな言葉から、何もかも察したように。

「うん」小さくうなずく乙──残った方の手を雛へ差し出す。「行こうぜ。鳳一人じゃダメだ。オレたちが行ってやんないと。大事なときは、いつも一緒だろ、オレたち」

　こくっとうなずく雛──手を握にぎる／立ち上がる／ともに声を上げる。

「転送を開封」

　力を取り戻す輝き──青と黄の羽。

　手足は元に戻らず──互いに武ぶ器きとてなく。

　日向が見守る前で、二人が宙ちゆうへ舞まい上がり、最後の力を尽つくして飛ひ翔しようしていった。




　　午前九時




　第二十五区ライヒエンシユマウス──都市東部のビル街の一角＝中央銀行アデーア支店。

　内側から封ふう鎖さされた出入り口／全すべての窓まどにバリケード。

　祝日休行──職しよく員いんなし／人質なし／包囲する警けい官かんなし／いまだ治安組そ織しきのほとんどが支店占せん拠きよの事実さえ知らず。

　その建物の奥おく──地下への階段を降りてゆく男＝元特とく殊しゆ部隊員ヨーゼフ・ハース。

　正式装そう備び＝肩かたに〈山猫ヴイルトカツツエ〉部隊の紋もん章しよう。

　地下フロア──金庫の扉とびらの一つ＝三人の男が解かい錠じよう中。国民党員イグナツから得た電子書類を利用して侵しん入にゆう──指し紋もん認にん証しようクリア／十七桁けたの暗証コードのうち十二桁までクリア。

「マスターキーは？」ヨーゼフが訊きく。

「爆ばく殺さつした隣りん州しゆう副知事のものが適てき合ごう。問題ありません」男たちの一人が顔を上げて言う。

　うなずくヨーゼフ──その背後で足音。

　さらに二人の男が地下へ──ヨーゼフや金庫の前にいる三人と同じ服ふく装そう＝特殊部隊の着用規き定ていに従った戦せん闘とう服。その一人が言った。

「警報の工作が成功。ＭＳＳにのみ通報され、他の治安組織に動きはありません」

「やつらがまだどれだけ戦えるか、これでわかる。この都市の治安組織で、我われ々われが恐おそれるべきなのは、やつらだけだ」ヨーゼフ──双そう眸ぼうにやどる暗い凄せい気き。「全てが終われば、政せい府ふが取り引きを持ちかけてくるだろう。だが我々はいかなる取り引きにも応おうじない。ただリストの値段を暴ばく露ろする」

　五人は無言──同じく凄気みなぎる顔でヨーゼフを肯こう定てい／まるで自決願望の集しゆう団だん。

　暗あん証しようコードを次々にクリア──最後の十七桁目が符ふ合ごう／巨きよ大だいな錠が音を立てて嚙かみ合わせを解とく──ヨーゼフが扉とびらに手をかける。

　力をこめてバルブを回し、引き寄せた。

　厳げん粛しゆくな面おも持もちの五人の前で金庫の扉が重々しく開き──中身をあらわにした。

　沈ちん黙もく──誰だれも何も言わない。

　金庫の扉の奥──自動的に灯あかりが点ともった数メートル四方の空間＝がらんと虚うつろ。

「何も……ない……だと？」

　ヨーゼフ──暗い怨おん念ねんのこもった呻うめき。

　ふいに音──ヨーゼフたちの背後。

　物音ではなく、何かの楽器＝弦げんの音。

　階段──いつの間にか現あらわれた一人の少年。

　十六、七ほどの歳とし──冷たい微び笑しよう／手にヴァイオリン／弦が柔やわらかに音を奏かなでる。

　ヨーゼフたちが揃そろって銃器を握る──楽器を奏でる少年の背後から、さらに登場。

　象ぞう牙げ色のスーツの男──禿はげ上がった頭／生気に満ちた緑の目／特とく徴ちよう的な鷲わし鼻ばな／吊つり上がった赤い唇くちびる／浮うき浮うき歓かん声せい。「よくぞ深しん淵えんへ辿たどり着いた、〈山猫ヴイルトカツツエ〉部隊の諸君！」

　ヨーゼフ＝憤ふん怒ぬの声。「どういうことだ……リヒャルト・トラクル」

「リストについては我わが社と顧こ客きやくの間で、無事に合意が得られた。リストの値ね段だんは既すでに運び去られ、別のものに変えられた。その追つい跡せきは誰にもできない。諸君の働きには大変に感かん謝しやしている。どうか幕まくを引きたまえ。相応の取り引きを仲ちゆう介かいする用意がある」

「応じるつもりはない」ヨーゼフ──さっと銃を構える／五人がそれに倣ならう。

「取り引きこそ人が願いを叶かなえるすべだ、元第四作戦小隊長どの。諸君との取り引きにより、我が社が、この都市内で理想的な転送施設を構築することができたように」

　ヨーゼフ──瞠どう目もく／引き金に力をこめる。

「……転送施設はＭＳＳに奪うばわれたはず」

「あれは囮おとりだ。諸君と同じように」

　男が笑いながら後ろへ下がる──楽器を手にした少年がゆっくりと前へ出る。

　ヨーゼフ＝発はつ砲ぽう寸すん前ぜんにまで高まる緊きん張ちよう──暗い憤怒をこめて少年を睨にらみ据すえた。

「転送施設だと？　なんだというのだ、貴様は」

　少年──穏おだやかな微笑／冷ややかな双そう眸ぼう。

「特甲トツコー猟りよう兵へい」

　ヨーゼフたちが息をのむ──少年がヴァイオリンの弓を持つ右手を宙ちゆうに差し伸のべる。

「転送を開かい封ふう」

　そして、白熱の輝かがやきが少年の四し肢しを包みこんだ。




　第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル地下四階。

　解析フロアに現れるエドワルトと冬真──ヘルガ＝厳きびしい顔。「州知事ともあろうお方が、銃を持って捜そう査さに協力ですか、お兄様？」

　エドワルト──逞たくましい笑み。「敵てきから奪うばった銃が、脚あしを吹ふき飛ばせるほどの威い力りよくではなかったため、残念ながら取り逃にがした」

「捜査官たちが追跡中よ」ヘルガ──諦あきらめたような溜ため息。「ビル内で発見できず。ダストシュートから脱だつ出しゆつしたと思われるわ」

「脚を負ふ傷しようしてか。なかなかやるな」エドワルト──シャーリーンの銃を捜査官に渡わたして。

「何としても捕とらえたいところだが、所しよ詮せんは陽動に過すぎないのは明らかだ」

「内通者に気を取られ、本命を逃のがすわけにはいかない……」ヘルガ──エドワルトのそばで所在なさげな冬真を見る。「危き険けんな目に遭あわせてばかりね、冬真さん。お陰かげで解析班の壊かい滅めつは免まぬがれたわ。ウィルスの死し滅めつコードも医い療りようスタッフと転送要員が合同で解析中。じきに解明する見こみよ。本当にありがとう」

「いえ……」冬真──ぼんやり／ショックがまだ尾おを引く顔／だがそこでふと目を丸くした。「転送要員って……」

　密みつ集しゆうする端たん末まつ群ぐんの中心──ガラスの円えん筒とうの中にまだ水無月がいることに、ぎょっとした。

「完全に情じよう報ほう汚お染せんを免れたのは、彼の脳だけなのよ」ヘルガ──だから、心も体も傷きずついた少年を酷こく使しして当然というように。

　冬真──啞あ然ぜんとなって円筒へ歩み寄る。

　目を閉とじてひざまずいたままの水無月──亀き裂れつだらけの羽／耳からも鼻からも出血／左の目ま蓋ぶたの隙すき間まからも細い血の筋すじ＝まるで涙なみだ。

　水無月の体が痙けい攣れんする──解析官の声。「武ぶ器き転送の情報汚染が解決できず。堆たい積せきスロットを閉へい鎖さ。転送要員に補助を要請します」

　水無月の背せが電気ショックを受けたように弓なりに反そる──愕がく然ぜんとなる冬真＝その口から生まれて初めてといえるほどの猛もう烈れつな怒ど鳴なり声が迸ほとばしった。

「やめて下さいっ‼」

　全員が振ふり返る──ヘルガとエドワルトが無言で冬真を見つめていた。

　冬真──この十数時間の緊張と感情が爆ばく発はつしたように涙が後から後から零こぼれた。

「水無月くんを解放してあげて下さい！　きっと他に方法が……！」

《よしてくれ》ふいに電子音声。《いまだにくんづけなんて、嘆なげかわしい限かぎりだ》

　水無月──傷ついた羽を震ふるわせて／傷ついた心をかけらも見せぬまま／その唇がかすかに笑ったように冬真には見えていた。

《彼女たちの羽を守るのは僕ぼくの仕事だ、ワトソンくん。これだけは君にも譲ゆずる気はないね。それより一つ教えてくれないか》

　涙を拭ぬぐう──声がつまる。「……何を？」

《決まってる。彼女がいつも事じ件けんの前に口にする、大いなる啓けい示じにして大人の秘ひ密みつさ》

　減へらず口＝必死に心を保たもとうとする者の。

　冬真の頰ほおをまた涙が滑すべり落ちた。

「……自分で聞けば良いのに」

　そう言いながら、冬真はそれを告げた。

　昨日の昼に鳳が出したクイズ。獅し子しの星せい座ざにまつわる問い──みなが生きて答えを聞くための。冬真自身にとって疑ぎ惑わくを晴らす決意を与あたえてくれた、大切な、約束の言葉。




　第二十五区ライヒエンシユマウス──ビル街から大通りへ出るリムジン＝運転席に三十代前半の男。

　後部座ざ席せき──鷲わし鼻ばなの男／楽器を持つ少年。

「雷らい鳴めいの日はかくして過すぎ去り、自由の朝は来たれり。転送の調子はどうだったね？」

「まだ五割わりくらいかな」少年──どこか冷たさをたたえた微び笑しよう。「それより、こんなにゆっくり走って大だい丈じよう夫ぶなの、リヒャルトさん？」

「私のことはトラクルおじさんと呼よんでくれたまえ」男──にこにこと。「転送施設は今後さらに完かん璧ぺきなものになるし、祝祭のお陰かげで交通規き制せいが敷しかれ、治安組そ織しきは簡かん単たんには追って来られない。心配無用だ。それより間もなく始まるぞ。そら！」

　車内モニター──ネット映えい像ぞう＝ふいに武装した男たちが現れる／きびきび声を放つ。

《我々、第四作戦小隊は、この国の未来を憂うれい、迎げい合ごう主しゆ義ぎに反旗を翻ひるがえす者たちである》

　少年＝感心。「よく作ったね」

　男＝得意げ。「たとえＣＩＡでも見み破やぶることはできない、完璧なＣＧ技術による映像さ」

　映像──ヨーゼフ・ハースが銃じゆうを掲かかげて叫さけんでいる。《我々は尊とうとい愛国精せい神しんにのっとり、国家に迎合主義という病びよう禍かをもたらした閣かく僚りようどもに鉄てつ槌ついを下した。我々の行いこそ、この国の未来を切り開き、世界に真の平和をもたらすものであると確かく信しんしている──》

「さあ、今世紀最後のナショナリズムが幕を開けるぞ」男が手を叩たたく──映像の中の架か空くうの男に喝かつ采さいを送る。「暴ぼう力りよくに満ちたグローバルスタンダードがその火ひ蓋ぶたを切った。国こつ境きようが消えて戦争がなくなり、みなが平和に暮らすなど、あってはならないと信じる者たちの時代が始まる。国境と戦争と民族。これら人類の支えが消えることを恐おそれる者たちが次々に架空のナショナリズムを巻まき起こすのだ。これこそ全すべての人間が調和へ向かう、自由の朝だ。ああ、素す晴ばらしい時代がやって来る！　この上なく素晴らしい時代がやって来る！」




　第二十五区ライヒエンシユマウス──中央銀行アデーア支し店てんを上空から探たん査さ。

　各所にバリケード／人ひと質じちなし／敵てき影えいなし──なぜか開放されたままの裏うら口ぐち。

　鳳──裏口にひらりと舞まい降おりる／明めい滅めつする明かり／行内を探査＝動くものなし。

　無事な方の右足で地面を蹴けり、宙ちゆうを舞って行内へ。

　地下階段を発見──はっとなった。

　探査情報に浮うかび上がるもの──誰かが倒たおれている。

　さっと飛ぶ──狭せまい空間をくぐり抜ぬけて地下フロアに出る／瞠どう目もく／愕がく然ぜんと息をのむ。

　切せつ断だんされ、吹き飛んだ死体──咄とつ嗟さに何名が死んだのかわからぬほどの無む惨ざんさ。

　死者の服──肩かたに〈山猫ヴイルトカツツエ〉部隊の紋もん章しよう。

　探査情報を本部へ送信──追っていた敵が惨殺された現場＝ふと、どこかで物音がした。

　金庫の扉──宙を舞ってバルブをつかむ／自然と開く／解錠済みの扉とびらの奥おくで呼吸音。

　バルブ＝鋭えい利りな切断面。

　咄嗟の推すい測そく──何者かの攻こう撃げきを、金庫の扉を盾たてにすることでかろうじてかわした。

　金庫の中の闇やみ──何もない、がらんとした空間に倒たおれた一人の男＝ヨーゼフ・ハース。

　鳳──傍かたわらに舞い降りる／膝ひざをつく／声をかけようとして唇を嚙かむ。

　瀕ひん死しのヨーゼフ──二つに千切れかけた胴どう体たい／その目が弱々しく鳳を見た。

「……何が、あったのです」やっと声をかける──死人同然の男に答えを求める。

「悪あく夢むを……終わらせたかった」

　ヨーゼフ──虚うつろな目／虚ろな声。

「やつら……リストの値ね段だん……隠かくした……。リストは……実在……。この闇が証しよう拠こ……」

　血に濡ぬれた指が上がる──鳳の頰ほおに触ふれる／まるで相手に呪のろいの印をつけるように。

「次は……お前たちの番だ……」

　口に血の泡あわ／目が光を失う──血まみれの口が低くささやく。

「国家の作る闇に、墜ちてゆけ……」

　手が床ゆかに落ちた──鳳の頰に一筋すじの血の跡あとを残して、男の体から命が消え去った。

　鳳──闇にうずくまったまま動けず。男の最さい期ごの言葉に引きこまれかけた。

《来たぞ、鳳！》《鳳ぁ！》

　はっと我に返る──その背せで羽が翻ひるがえり、右みぎ脚あしだけでゆっくりと立ち上がった。

　死んだ男をいっとき見つめ、ふわりと宙を舞う／暗い闇から地上へ／裏口から外へ。

　眩まぶしい青空に、青と黄の輝かがやきを見つけたとき、ふいに御影からの通信が来た。

《敵部隊の全滅を確かく認にんした。行内のカメラは全て破壊されている。誰がやったのか、今は確かめるすべはない》

《情じよう報ほう汚お染せんはどうなったのです？》

《内通者が判はん明めいし、復ふつ旧きゆう中だ》

　空へ舞い上がりながら自然と微笑が浮かんだ。《冬真さんの無実が証しよう明めいされたのですね》

《そうだ。ウィルスの死し滅めつコードも判明した。また内通者の情報では、敵は銀行から国境へ向かった可か能のう性せいが高い。後は我々に任まかせて帰き還かんしろ。君の中のウィルスを除じよ去きよする》

《いいえ。あたくしたちは敵を追います》

　御影──息をのむ。《……なに？》

《ここから国境へ向かったのですね？》

《待つんだ。まだ君たちに特甲トツコーや武ぶ器きを転送するめどは立っていない。我々が──》

《今、ここで追えるのは、あたくしたちだけです》

　御影の沈ちん黙もく──鳳のそばに二つの輝き。

　乙＋雛──二人の満身創そう痍いの姿すがた／それでも消えてはいない目の輝き。

　ただ一いつ緒しよにいるということが心を支ささえている者たち。

《よせ……ウィルスの除去が間に合わなくなる前に帰還するんだ、鳳。現時点で転送支し援えんが可能なのは、君たちの羽だけなのだぞ》

《それで十分です》

　鳳──二人を見つめて／にこりと微笑。

「行きましょう、乙さん、雛さん。あたくしたちはみな、何があろうとも、決して屈せず、失墜したりはしないと示しめすために」




　　午前十時




　第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル地下四階。

　解かい析せきフロアの一角──モニターの映えい像ぞう＝ヨーゼフ・ハース。

《尊い愛国精せい神しんにのっとり──》

「ありえない」エドワルト──完全な断だん定てい口調。「偏へん狭きような民族主しゆ義ぎが動機のはずがない」

　うなずくヘルガ。「最後の最後で、彼らも犠ぎ牲せいにされたということ……。リストという、おそらく国家の暗部に関かかわるものに」

　ふいにコール──エドワルト＝携けい帯たい電話を耳に当てる。「私だ。……なに？」

　ヘルガがモニターから目を離はなす──厳きびしい顔のエドワルト。「今すぐ転送してくれ」

　エドワルトの携帯電話に飛びこんでくるデータ。「見ろ、先ほど配はい布ふされた閣かく僚りよう人事だ」

　ヘルガ＝瞠どう目もく。「先ほど……？」

「そうだ。内務大臣が死亡した翌朝には、新たな閣僚案が用意されていた。これによれば新しい内ない務む大臣に就しゆう任にんするのは──」

　ヘルガの目に熾し烈れつな何かがやどる。「未来党員……ＢＶＴを今の姿すがたにした男たちの一人よ。もしこの人事案が、以前から用意されていたとしたら……」

「敵てきが交こう渉しようしたはずの十三人目に関係していると見るべきだ……」

　突とつ然ぜんの声──フロア中央で端たん末まつを調整中の解析官の一人。「要よう撃げき小隊が、国こつ境きようへ向かうゆいいつの車両を捕ほ捉そく！　時間的に見て、アデーア支し店てんから移い動どうした可能性大！」

　さっとヘルガが近ちか寄よる──エドワルトが携帯電話をふところにしまいながら後を追う。

「ゆいいつの車両……？」ヘルガ──現げん場ばの探査データを覗のぞきこみながら。

「祝日のイベントで交通が規き制せいされたせいです。今の時じ刻こくで、アデーア支店からハンガリーへの国境通つう過か道路に直行できた車両は一台のみ」

　エドワルトの補足。「最も容よう易いに通過できる開放国境であり、両国の法制せい度どの違ちがいから、法的な抜ぬけ穴あなともなっている地点だ」

　ヘルガ。「逆ぎやくに治安組織の車両は交通規制で阻はばまれる……計算された逃とう走そう経けい路ろよ」

　そして解析官の叫さけび。「当とう該がい車両ナンバーを確かく認にん！　ハンガリー国こく籍せき、ただしＥＵ議会の諮し問もんナンバーです！」

　その一言でフロア中の人間が一いつ斉せいに痛つう根こんに堪たえぬ表情に──冬真だけが事じ態たいについていけず、ただ固かた唾ずを吞のんで見守り続ける。

　エドワルト。「……今のヨーロッパでは治外法権すら比ひ較かくにならない不ふ干かん渉しよう特とつ権けんを有する車両だ。十中八九、偽ぎ装そうだろう。だが他国に籍を置いた、ＥＵ議会の関係車両に、あえて攻こう撃げきを仕し掛かけたとなれば、国こく際さい問題は避さけられない」

《彼女たちを止めるべきです》ふいに無線通信──御影の声。《もし違っていたら大問題になります。またもし本当に敵なら、武器もない彼女たちに戦うすべはありません》

「敵も手持ちの武ぶ器きは使い尽つくしたはず」

　ヘルガ──全員が言葉を失うほどの果か断だんな言葉／声こわ音ね／眼まな差ざし──硬こう直ちよくする冬真／じっと沈ちん黙もくしている水無月／彼ら全すべてを見つめるエドワルト。

「これほどの好機は二度とないわ。ここで捕とらえられなければ、私たちにはあの男を捕らえるすべはないと言うこと……」

《長官──！》御影の叫さけび。

　ヘルガは応こたえず──インカムを引き寄せ、苛か烈れつな指令が放たれた。

「要撃小隊〈焱の妖精フオイエル・スプライト〉に告ぐ！」




《いかなる手段をも許可する！　当とう該がい車両の進行を阻そ止しし、搭とう乗じよう者しやを拘こう束そくせよ！》

　一いつ切さいの容よう赦しやを見せぬ凄せい烈れつな号令──鳳が速度を上げて飛ひ翔しよう。

《了ヤ解ー！》

　目の前に広がる丘おかと森──真まっ直すぐに延のびる国境通過道路＝数キロ先に車両を捕捉。

　鳳──左右を飛ぶ輝かがやきへ。《あたくしが、あの車を止めます。要撃以外の攻撃は、あたくしたちの本分ではありません》

　乙の声。《オレもやるよ。オレたち一いつ緒しよだって言ったの、鳳だろ。な、雛ぁ》

　雛の声。《ボクわかるもん。ぶんぶん鳴ってないもん。あんな車、平気だもん》

《でしたら国境検けん問もん所の手前で地上に降りますわよ》鳳──優やさしい微び笑しよう。《……ありがとう、乙さん、雛さん》

　地上の車を追い越こす輝き──紫むらさき・青・黄。

　そのまま検問所から一キロ地点で下降──ふわりと右脚だけで舞い降りた鳳の左右に、乙と雛が軽かろやかに着地ランデイング。

　それから鳳の左手を乙の右手が、鳳の右手を雛の左手が握にぎった。

　三人──ただ互たがいに手をつないで立った。

　何の武器もなく、傷きずついた身を互いに支ささえ合いながら、静かにそれが来るのを待った。

　やがてリムジンが到とう来らい──真っ直ぐ進行。ブレーキをかける気配はなし──むしろ一気に加速したことが、三人に確信をもたらした。

　間違ってはいなかった──あれこそ、この身をかけて止めるべき相手なのだと。

　強く、互いの手を握りしめた三人に向かって、リムジンが真っ正面から突つっこんだ。




　ＭＳＳ本部ビルの地下四階──解かい析せきフロアのモニターで、みながそれを見ていた。

　そして冬真は、自分はこの全すべてを目撃するために、ここに戻もどってきたのかもしれないという思いが、猛もう烈れつに心を貫つらぬくのを覚えていた。あまりに強烈な思い──自分が抱いだくとは思いもよらなかった、ある心の働き──まさしく使命感と呼ぶべきもの。

　自分は見み届とどける──そして誰だれかに語る。

　だが誰に？　ふと情じよう報ほう汚お染せんの容よう疑ぎをかけられる前に雛と交かわした会話を思い出す。

　いったい誰が彼女たちの存そん在ざいを気にとめるのだろう？　好こう奇き心しんと悪意を持たずに、彼女たちの行いに誰が耳を貸かすのか？　警けい察さつは権力の追つい従しよう者しやとみなされ、戦地の兵士は国家の利り己こ主しゆ義ぎの代表であり、無む償しようで働く者はただの馬ば鹿か者もの呼ばわりされる都市で、いったい誰が？　ニュースになるのは彼らが死し亡ぼうするときくらいで、彼らがどんな信念を持って働いていたかは委い細さい関係なく、そんな連中のことを、いつまでも気にかけるような物好きが、果たしているだろうか？

　だが──それならそれで、そうであるからこそ、むしろそれが、自分のすべきことなのかもしれないと思った。彼女たちを──ここにいる人々を見続けることが。

　別の組そ織しきの、もっと上う手まく人生を生きている者たちからは、無む謀ぼうで愚ぐ鈍どんとされかねない人々とともにいて、彼らの行いも言葉も表情の一つ一つ全てを残らず見つめることが。

　彼らがここにいたということを誰かに伝えるすべ──それこそ、この自分なのではないかという激はげしい思い。それは驚おどろくほど自分を特別視しする精せい神しんであり、同じように周囲の人間を特別視する眼まな差ざしだった。そんなものを自分が抱くなんて信じられなかった。

　いったい彼らの何が特別なのか？　わからない。彼らは完全でも巨きよ大だいでもない、ある組織に属ぞくする個こ人じんに過すぎなかった。都市の原理に従い、あるいは利用し、それぞれの信念をまっとうしようとする人々でしかなかった。

　だが──それでも、ただ一つ、彼らを特別だと言えることがあった。

　彼らは戦い抜く。どんなときも。冬真の想像を遥はるかに超こえるしぶとさと強烈さで。どれほど不利な状じよう況きよう下かであろうとも、徹てつ底てい的に戦い抜くのだ。そうすること以外に選せん択たく肢しを持とうとせず、またそうすることに何ら熱ねつ狂きようを持たない。無む我が夢む中ちゆうというのでさえない。

　ひどく粛しゆく々しゆくと、威い風ふう堂々とそれをしてのける、まさに驚きよう異いの一団だんだった。

　その中でも、今まさに彼女たちがしようとしていることこそ、その極きよく致ちといえた。

　いったい、それをする彼女たちに、どんな評ひよう価かが下されるというのだろう？

〝命じられたことの困こん難なんさに、不平も唱えず、逡しゆん巡じゆんも見せず、ただ完かん遂すいした〟。

〝期待外れと言われない行動を示しめし、すべきことを迷まよわず成し遂とげた〟。

　ただそれだけのこと──まるで一個の機械となって、難なん行ぎようにおもむくだけの存在。

　だが、その彼女たちの姿が、人間らしく思えるのはどういうことか。

　いったいどんな理り屈くつがあれば、あんな行動を決心できるというのか。

　幼おさない頃ころの心の傷──その克こく服ふくの過か程ていで得られた精神力──厳しい訓練のたまもの──偉い大だいな組織への傾けい倒とう──恐おそろしく国こく粋すい的な忠ちゆう誠せい心しん──戦せん闘とうによる恍こう惚こつ。

　そのどれでもない──今の彼女たちにあるのは、ただ一つだけの思い。

　人の精神という、この上なく素す晴ばらしくて厄やつ介かいで、ただそれだけでは孤こ絶ぜつしたものに過ぎないある原理が、太たい古こにおいて既すでに獲かく得とくしていたに違いないもの──喜びとしての絆。

　もはや──あるいは今まさに、彼女たちは、冬真に可能な、理解と解かい釈しやくの領りよう域いきを完全に飛び越こえていた。ただ互いの絆きずなをもって、常じよう軌きを逸いつした勇ゆう敢かんさと、己おのれの生命すら軽けい率そつに投げ出す無む謀ぼうさで──何よりも何かを信じ続け、それを信じているのだということをただ証明するためだけに、そうしているように思われた。

　武器一つなく──むしろそのことが、都市の原理をも超えた何かによって理解しがたい栄光を付ふ与よするかのように。職しよく業ぎよう意い識しきに殉じゆんずるのでも、信しん仰こうや国家意識にもとづくのでも、与あたえられた任にん務むと使命感をもって事態に臨のぞむのでもなく──

　ただ難行へおもむくことを当然と考える、それ以外の選択をしなかったという一点でのみ、何かでありえた、輝く者たち。

　理解できない──そのくせ目が離はなせない。

　都市が用意した、平和への回帰のための武器であること──その原理にどこまでも非常識なまでの忠ちゆう実じつさで従おうとする者たち。あるいは、そうすることで初めて、都市が用意し続ける原理を、超える可能性があるというように。

　もしそうなら──それは強固で無味乾かん燥そうな都市の原理を超えて、人があらためて何かを取り戻もどす瞬しゆん間かんなのかもしれなかった。

　もしそうなら──それは機械仕掛けの存在が、遠く見守る者の心においてのみ、初めて血と肉体とを取り戻す瞬間なのかもしれなかった。

　もしそうなら──あるいは。そう信じて良いなら。

　それは、誰かが人間として立つ瞬間だった。




　遠く離れた場所へ事態を伝える羽の探たん査さ情報──にわかに迫せまり来る車両。

　訪おとずれる衝しよう撃げき──そして長く続く打撃の数々。

　接せつ触しよくと同時に三人の姿すがたが車体に吞のまれたように消えた。

　後ろへ跳はね飛ばされた三人の上に車輪が襲おそいかかり、腕うでがひしゃげ、脚あしが折れ飛んだ。

　三つの輝かがやきをやどす羽がタイヤに巻まきこまれて車しや軸じくに絡からまり、引き千切られ、何千何万という微び細さいな輝きをまき散らした。折れ砕くだけた特甲トツコーの破は片へんが車体に突き刺ささり、ひっかき、何百という手が一いつ斉せいに車体を下からかきむしるような騒そう音おんがいつまでも続いた。

　彼女たちの頭部と胸部を保ほ護ごする《飾オりー耳ア》の抗こう磁じ圧あつが衝撃と重量に押おしつぶされ、非常時に甚じん大だいな反動が肉体に損そん傷しようを与えないよう、全ての圧力が外側へと弾はじき出された。その結果、ばん！　ばん！　ばん！　と三つの小爆ばく発はつが立て続けに起こり、車体が宙に浮ういては路面で跳ね、濛もう々もうたる白はく煙えんが立ちのぼった。

　それら一連の衝撃を経へて、最初に、四し肢しと羽をもがれた雛の小さな体が、車体の脇わきから横へと放ほうり出され、路上で激しく転がった。その次に、車の通過した後に乙が同じように転がり倒たおれ、ぐしゃぐしゃになった手足の破片がばらまかれた。

　タイヤの金切り声──鋼こう鉄てつの破片が突き刺さり、四つともパンクしており、巻きこんだ四肢／羽／服が、車輪の回転を阻そ害がいした。

　全ての車輪から、フロントから、車体下から、激しく噴ふき出す白煙。

　車はなおもガタガタ揺ゆれながら数百メートルほど進み──

　やがて、止まった。




　僅わずか数秒の意ブ識ラ喪ン失クののち、鳳は唐とう突とつに、脳のう裏りで明めい滅めつする信号を確かく認にんしていた。

　仲間に深しん刻こくな打撃が与えられたことを示すサイン──だが同時に二人の生せい存ぞんを告こく示じするそれに、とてつもない安あん堵どを覚える一方で、心はしきりに何かの思いをリフレインし続けている。

　自分は要撃手である──決して背はい後ごには銃じゆうを向けない──自分が守る相手には──

　怯おびえる少年の面おも影かげがよぎる。

　わかって欲ほしかった。本当に──銃を向ける気はなかったのだと。

　頰ほおを流れる温かな何か──涙なみだ／血──どちらなのかもわからない。

　衝撃で朦もう朧ろうとする目──何とか開こうとしたとき、車のドアが開く音が聞こえていた。




　濛々たる白煙によって完全に視界を失った車のフロント──その運転席のドアが開き、漆しつ黒こくのスーツ姿の男が地面に降おり立った。

　禿はげ上がった頭／特とく徴ちよう的な鷲わし鼻ばな／生気に満ちた緑の目──軽くネクタイを締しめ直し、車体を見やった。

　左側──前輪と後輪の間に、タイヤに羽が絡からまったまま引きずられ、ずたずたにされた少女がいるのを面おも白しろそうに眺ながめた。そして、ふところから丁てい寧ねいな仕草で銃じゆうを取り出した。

「さてさて、特甲トツコー児童か」これから昔話でも始めるというような、やけにもったいぶった口調。「こうして間近で見ると、なんとも言えず、微笑ほほえましい限かぎりの存そん在ざいだな」

「……撃うちなさい」血まみれの少女が、屹きつ然ぜんと男を見み据すえて言った。

「ふむ」男──それなら、というように銃を向けたが、そこでふと後ろを振ふり返った。

　検けん問もん所じよからやって来た車両──×二台。

　オーストリアとハンガリーの両国こつ境きよう警けい備び──開放された国境で、主に違い法ほうな物品の取り締まりを業務とする男たちが現れる。

「事じ故このようですが」声をかけるオーストリア人──ハンガリー人が駆かけ寄る。

「ご覧らんの通り」男──いつの間にか銃をしまって。「突とつ然ぜん、子こ供どもが飛び出して来てね。車は後で引き取る。先に国境を越えてから、事故手続きをするとしよう」

「それはできません」オーストリア人。

「なぜかね？　この国境は──」

「車両事故だけは、慣かん習しゆうとしてその都市内で手続きを完結させるからです」ハンガリー人──傷ついた少女には目もくれぬ男に対して怒いかりの表情。「しかもこれは明らかに人身事故だ。適てき切せつな機関に引き渡わたすため、あなたを当検問所にて拘こう束そくさせていただく」

「それには及およばない」車のナンバープレートを指さす。「諮し問もん機関が私の身み柄がらをあずかるだろう」

「ここで拘束された場合は、その限りではありません」とオーストリア人──通信マイクで救命隊員を呼よびつけながら。「我々も、国境地帯を管理するための諮問機関の一部とみなされていますので」

「だが私を刑けい事じ罰ばつの対象にすることは不可能だよ」と男が丁寧に言う。

「だが事故調査の対象にすることは可能だ」とハンガリー人──手て慣なれた様子で手て錠じようを取り出しながら。「調査の結果によっては、我々の判断で、しかるべき機関へ引き渡せる。あなたを一定期間、どの機関にも属さない立場にすることもできる。場合によっては、長期の拘束が可能な対象にすることも」

「何とも意外だ。時代の遺い物ぶつである国境検問所の職しよく員いんが、そこまで仕事熱心だとは」

　男──爛らん々らんと輝く緑の目を剝むき、足あし下もとの鳳を見やって、にやりと笑った。

「やってくれたな」

　鳳はその眼まな差ざしを真っ向から見つめ返した。そして、ふっと意い識しきが途と切ぎれるのを覚えた。

　暗闇──自分たちは決して墜ちてゆきはしない。そう強く思いながら。




　沈ちん黙もくに満たされたＭＳＳ本部ビル地下四階──モニター＝何一つ確認できず。

　ほどなくして検問所との連れん絡らくを終えた解かい析せき官かんが、呆ぼう然ぜんとした顔でヘルガを振ふり返った。

「……リヒャルト・トラクルを逮捕しました」

　ヘルガ──大きく目を見開いたまま無言。

　沈黙があった。報ほう告こくした解析官でさえ自分が告げたことが信じられないようだった。

「逮たい捕ほ……」

　とヘルガが口にした途と端たん──爆ばく発はつ的な歓かん声せいが湧わき起こった。

　全人員が燃もえ上がるような声を放つ──手を握にぎり合う──デスクを楽器のように叩たたく。

　呆あつ気けに取られる冬真──その肩かたをいきなりエドワルトに叩かれ、ますます呆然。

　深々と息をつくヘルガ──インカムの回線を変へん更こう／ひどく優やさしげに。

「副官代理へ……至し急きゆう、要よう撃げき小隊の安あん否ぴと現場の確認に向かってちょうだい。その後は、私の仕事よ……。あなたたちみなの働きに……必ず、報むくいてみせるわ」




　　午前十一時




　国境通過道路──市内へ向かう救急車両が、応おう急きゆう手て当あてを受けた「事故の犠ぎ牲せい者しや」である三人の少女を搬はん送そう。

　その車両とすれ違ちがう乗用車──運転席に御影／助手席に日向。

　検問所──御影と日向を出で迎むかえる、オーストリア人とハンガリー人。

　違い法ほう品ひんを取り締しまるための部屋に並ならぶ破は片へん──少女たちの手足。

「見ろ」御影──砕くだけ散りながらも互たがいに握りしめたままの鳳と雛の手。

「……ああ」日向──同じく乙と鳳の手／慰い撫ぶするようにそっと触ふれる。

「こちらです」オーストリア人隊員の手て招まねき──御影と日向が追った。

　かつて資し本ほん主しゆ義ぎと共産主義の境界で亡ぼう命めい者しやを拘束した区画──今は密みつ売ばい屋やを留置する一室に、その男がいた。鉄てつ格ごう子し──奥おくの床ゆかに固定されたベンチに座すわって足を組んでいる。

　御影──その鷲鼻の男を睨にらみ据える／剝むき出しの獰どう猛もうさで口を開く。

「貴き様さまを最後の審しん判ぱんの場に出す日を、何度となく夢ゆめに見たぞ、リヒャルト・トラクル」

「私は夢にも思わなかったがね」にやっと吊つり上げた唇くちびる。「私のことはリヒャルトさんヘル・リヒヤルトと呼んでくれたまえ。紳しん士し的にね。それが私の商売上のモットーだ」




　第一区インネレシユタツト──〈憲法擁護テロ対策局ＢＶＴ〉ビル＝表玄げん関かんから出てくる四人の男たち。

　横から呼び止める声＝ヘルガ。「内ない務む大臣への就しゆう任にん、おめでとうございます」

　一人が振ふり返る──胸むねに未来党員のバッジ＝薄うすら笑い。「ありがとう。わざわざそれを言うために来たのかね、ＭＳＳ長官どの？」

　にっこりと微び笑しよう。「いいえ。リストについてお聞きするためですわ」

　ぎょっとなるエゴン。「何を言っている、ヘルガ長官。場をわきまえろ」

　ヘルガ──構かまわず。「かつて先進諸国の権けん力りよく者しやたちが、それぞれの国こく防ぼうを利り己こ的に活用し、自分たちを狙わない代わり、テロ集団に支払った多た額がくの身みの代しろ金きん……。その恥はずべき協定により、テロを受けないと約束された者たちのリストこそ、今回の事じ件けんの核かく心しんです」

「なんだそれは」男たちの一人──議員バッジ＝苛いら々いらと。「幼よう稚ちで馬ば鹿かげた話だ。本気で言っているのか」

「君らの出番はもうない」最後の一人──階級章＝尊そん大だい。「あの部隊員どもは過か激げき派はとして処しよ理りされることが確かく定ていしておる」

　ヘルガ──なおも続行＝さながら宣せん戦せん布ふ告こく。

「今も各国間で続けられているであろう協定……その身代金の一部が、もし我わが国に実在し、何らかの理由でテロ集しゆう団だんに支払われず、そのため紛ふん争そう地ち域いきで我が国の特とく殊しゆ部隊員が報ほう復ふくされ殺されていたとしたら。またその身代金が、州しゆう境きよう再さい編へんの予算を隠かくれ蓑みのにし、そのため隣州副知事が殺害されたとしたら。国連ビルで殺された十一名が恥はずべき協定の関係者で、彼らから身代金を奪うばった十三人目がいたとしたら。そしてその十三人目が、奪った身代金を盾たてに、国家の中ちゆう枢すうに参加するとしたら……」

「なんと仮か定ていばかりとは」党員バッジ──せせら笑い。「私が内務大臣に就任するのは、ただ単に、誰かが早急に席を埋うめねばならないからだよ、ヘルガ長官。いわゆる悪名高き、年功序じよ列れつというやつでね。君の陰謀が解かい明めいされる日が来るとは思えんよ」

「この命にかけて、真相を明らかにしてみせますわ、内務大臣閣かつ下か」

　ヘルガ──艶あでやかな微笑／恐おそるべき鋭するどさの棘とげを秘ひめて。

「もし、閣下たちの身辺でプリンチップ社と取り引きをした者がいたときは、くれぐれもご用心を。彼らは取り引きと称しようし、全てを奪い尽くしてゆきます」

「つき合いきれんな」議員バッジ。

「口の利きき方も知らん女め狐ぎつねが」階級章。

　二人とも別々の車に乗りこむ──党員バッジが笑いながら最後の車へ。

「君の命の値ね段だんが知りたいものだ、ヘルガ長官」

　三台の車が走り去る──エゴン＝過か敏びんな目。「ヘルガ……貴き様さま、国家要人たる彼らに何の根こん拠きよもなく濡ぬれ衣ぎぬを着せて、無事で済すむと思っているのか」

「死んだ内務大臣も国家要人でありながら敵てきの浸しん透とうを防ふせげず殺害されました。私は私に許ゆるされた火をもって、この国の怠たい惰だの罪つみを清算するのみ。敵の火がこの都市を包む前に、これ以上、同じ国の人間が己おのれの火の使い道を誤あやまらぬよう祈いのっております……エゴン局長」

　エゴン──じっと無言／相手に対する侮ぶ蔑べつ／あるいは、ささくれだつような畏い怖ふの顔。

「ごきげんよう」

　ヘルガはＭＳＳの車に乗り、都市の治安中枢たるビルを後にした。




　第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル六階＝医い療りようフロア。

　リンク解かい除じよ時に意い識しきを失い、運びこまれた水無月──冬真がベッド脇わきに座り、眩まぶしく窓まどの外の青空を見ていると、ふいに声がした。

「……ボスは死んだのかい？」

　枕まくらに顔を埋うずめるようにしてそっぽを向いている水無月──冬真は、自分が知るありのままを告げた。

「多分、逃にげたって解析班の人が話してた。ビルから離はなれた場所で血のついた白衣を見つけたって……逃げるための車があったらしいけれど、車を追つい跡せきするためのプログラムが操そう作さされてて追えなかったんだ」

「ふん……どれだけ優ゆう秀しゆうな解析人員だったか、よくわかるな」水無月──皮肉そうに。

「あんな女、撃うち殺されて死ねば良いんだ」

　冬真は何も言えず──水無月は僅わずかな沈ちん黙もくの後、全く別のことを言った。「Ｃだよ」
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　すぐに相手が何を言っているのか理解した。「……そうなの？」

「そうさ。全すべての武ぶ器きを失って獅し子しを倒たおしたヘラクレスが手に入れたものは、獅子の毛皮に決まってるじゃないか。だから答えはＣ。全ての武器も無に帰すばかりか、どんな欺あざむきも、誘ゆう惑わくも跳はね返すという、最強の鎧さ」

「……なんで知ってるのさ、そんなこと」

「彼女の星座だろ。当然、知ってるさ」

　冬真──くすっと笑って。「……そっか」

　水無月──最後まで振り返らず。「君が知らないとはね。まったく、彼女にこそふさわしい星座だ。そう思うだろ？」

「……うん」

「完全にあの女に欺かれた僕ぼくらとは大違いだ。お陰かげで二人とも殺されるところだった。よりにもよって、あの子の羽を奪うばおうとするなんて……許せるもんじゃない。そうだろ？」

「……うん」急に彼女ではなくあの子という呼び方になったことは何も言わなかった。きっとシャーリーンの前でだけ、そういう呼び方をしていたのだろうということも。

「本当に……あんな女、死んでしまえば良いのに」

　うん、とは返せなかった。

　あんな女──シャーリーンのことか、あるいは、もしかすると、母親か。

　冬真は、ただ言うべきことを言った。

「ありがとう」

「……なんだ、急に」湿しめった声。

「僕の無実を一いつ緒しよに証しよう明めいしてくれたから。お陰でニナさんも……鳳さんも助かるって」

「……あの子に頼たのまれたからさ」ぐすっと洟はなをすする。「……じきに鳳たちが帰き還かんする。様子を見てきてくれないか。もし話ができるなら、クイズの正解も確かめられるだろ」

「うん」立ち上がる──部屋を出る前に、声をかける。「すぐ戻もどってくるから」

　返事はない。

　冬真は部屋を出た──そうすれば水無月は一人で泣けるだろうと思って。

　でも本当に一人にしてしまうのは申し訳わけなかった。だからしばらく部屋の外に立っていた。やがて細い泣き声が聞こえてきて、胸むねを切られるように痛いたんでも、まだ立っていた。痛みを少しでもわかち合えることを願って。だがそう簡かん単たんにはいかないのもわかっていた。

　廊ろう下かの窓から、青空を見た。

　三つの輝きがどこからか舞まい戻ってくる気がして。

　もちろん傷きずを負った彼女たちが運ばれている最中であることもわかっていた。

　冬真はそれら全ての痛みをわかち合えることを願った。強く──悲しくなるほど強く。

　それから目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを拭ぬぐい、きびすを返して通路を進んだ。

　襲おそいかかる心細さで、凍こごえるように脚あしを震ふるわせながら。

　彼女の口から答えが聞けることを願って。

　一歩ずつ力をこめて歩いていった。










〝〈山猫ヴイルトカツツエ〉事件〟全容




〈聖木曜日ハイリヒ・ドナースターク／主の晩ばん餐さんの日──二〇十六年三月二十四日〉


　午後零時　　テロ計画を察さつ知ちしたＭＳＳがウィーン州知事を保ほ護ご／主要施し設せつへ警けい告こくす。

　午後一時　　武ぶ装そう集団がＭＳＳ長官の乗る車両を襲しゆう撃げき。

　午後二時　　ＭＳＳ要よう撃げき小隊と地上戦術班が武装集団を一いつ掃そう／市内で爆ばく弾だんテロが発生。

　午後三時　　ＭＳＳの警告を拒きよ否ひした内務大臣をふくむ十一名が国連ビルにて死亡。

　午後四時　　犯行声明が発生／ＭＳＳ副官の暗殺をはかった男ヨーゼフ・ハースの逮たい捕ほにより、元オーストリア特とく殊しゆ部隊〈山猫ヴイルトカツツエ〉の事件関かん与よが判はん明めい。

　午後五時　　国連ビルにて軍用機き体たいと地上戦術班の機体に情報汚お染せんが発生／男が脱だつ走そう。

　午後六時　　隣りん州しゆう副知事が市内で爆ばく殺さつさる／男を追つい跡せき中のＭＳＳ通信車両が襲しゆう撃げきさる。

　午後七時　　襲撃されたＭＳＳ通信車両の乗員が救出されるも副官ニナが行方ゆくえ不明に。

　午後八時　　襲撃を逃のがれた副官ニナが外部協力者である冬真トウマを敵スパイと断だん定てい。

　午後九時　　副官ニナの４ＪＯフイアー・ヨツト・オーウィルス感染が確認さる。

　午後十時　　スパイ疑ぎ惑わくにより冬真がＭＳＳより離り脱だつ／国こく連れんビルで十一名が死亡した際さいに危き機きを逃れた「十二人目」の存在が部隊に布ふ告こくさる。

　午後十一時　ＭＳＳ各部隊の再配はい備び／ＭＳＳ接続官コーラスが冬真のスパイ疑ぎ惑わく解消に協力す。




〈聖金曜日ハイリヒ・フライターク／主の受じゆ難なんの日──同二十五日〉

　午前零時　　「十二人目」たるイグナツを確かく保ほ／要撃小隊員の鳳アゲハが自みずからウィルスに感染。

　午前一時　　ＢＶＴが捜そう査さに介かい入にゆう／捜査中の敵施設が爆破さる。

　午前二時　　爆破現場に敵兵器が出現／ウィルス事件の主犯格サードアイの位置判明。

　午前三時　　市内複数箇か所しよにて敵が転送兵器を使用。

　午前四時　　転送兵器を撃げき破はするも主犯格二名が現場から逃走す。

　午前五時　　国連ビルで死亡した十一名の死し因いんの違ちがいが判明。

　午前六時　　内務大臣の事件関与が判明。

　午前七時　　ＭＳＳ内部のスパイが判明／中央銀行アデーア支店を敵が占せん拠きよ。

　午前八時　　敵の転送兵器の要撃を遂行／シャーリーン・巫カンナギ・フロイトが逃走す。

　午前九時　　アデーア支店にてヨーゼフ・ハース以下実行犯全員の死亡が確認さる。

　午前十時　　第二の犯行声明が発生／国境通過道路にて要撃小隊が車両を阻そ止し。

　午前十一時　リヒャルト・トラクルを逮たい捕ほ。









　おまけ小劇場　赤ずきんと世界を救すくえメルヒェンで




　むかしむかし──あるとき赤ずきん冬真トウマは、村はずれに住むおじいさんバロウ神しん父ぷの家へおつかいに行きました。果はたしてどこの誰だれに命めいじられたのか、そもそも村はずれで老人一人が居住しているというのはいささか奇き妙みようというか、ハブですか神父様、と思わずにはいられませんが、そこはメルヒェンゆえ問題ありません。

　そんなわけで赤ずきん冬真は、真っ赤な頭ず巾きんをかぶり、神父様のために丁てい寧ねいに焼き上げた七しち面めん鳥ちようとロールケーキの入ったカゴを抱かかえ、最新のアイフォンは目の動きだけでフォルダがスライドするんだ神父様に教えてあげなくちゃなんてことを考えながら、てくてく丘おかを越こえてゆきます。やがて森のそばを通りがかったとき、

「赤ずきんさん、赤ずきんさん♪」

　やけに浮うき浮き澄すんだ声こわ音ねで呼びつけられました。

　なんと森の入り口で、制せい服ふく姿すがたのオオカミ鳳アゲハが手て招まねきしているではありませんか。

「そちらは遠回りですわ、赤ずきんさん。どうぞ、あたくしについてらっしゃいな♪」

　にっこり微笑ほほえむオオカミ鳳の口元にちらりと白い犬けん歯しが見えます。頭には尖とがった耳があって、ぴこぴこ動きます。ほっぺには左右にそれぞれ三本ヒゲが付ふ属ぞくし、これもぴこぴこ動きます。ふさっ、という感じでスカートの裾すそから尻尾しつぽがのぞきます。右手がそれとなく背後に回っているのはオオカミ特とく有ゆうの制式九ミリ拳けん銃じゆうを隠かくしているからでしょうか。

　怖こわっ──というか、けっこう……可愛かわいいかも……。

　矛む盾じゆんした感情の噴ふん出しゆつに、赤ずきん冬真は大変うろたえました。

「どうぞこちらへ。暗くて人気がなくて獣けものたちのいる森の近道へ、ご案内してさしあげますわ。そうすれば七面鳥とロールケーキが冷さめる前に、おじいさんの所へ行けますもの」

　オオカミ鳳は親切めかして、棒ぼう立だちの赤ずきん冬真の腕うでをつかみ、ぐいぐい有う無むを言わせず森へ引っ張り込みました。赤ずきん冬真は、彼女のもう一方の手が相あい変かわらず背後に回されているのが怖くて、そもそも自分の行き先をなぜ知っているのかという当然の疑ぎ問もんを口にすることすら出来ません。気づけばすっかり暗い森に囲かこまれています。もし道に迷えばオオカミ鳳の言いなりになってしまう──もう言いなりなのですが──という危き機き感から、こっそりロールケーキを千ち切ぎっては捨すて、千切っては捨て、道しるべにしました。

　二人仲良く森を進むうち、背後からガアガアと騒そう々ぞうしい鳴き声が接せつ近きん──赤ずきん冬真がなんだろうと疑問に思う速度を、遥はるかに上回る迅じん速そくさでオオカミ鳳が振り返り、機き敏びんに拳銃を構かまえました。「あたくしの背後へ。森の危き険けんな獣かもしれませんわ」

　危険なのは君では──と思いましたが赤ずきん冬真は何も口に出来ず硬こう直ちよくです。

「何者ですかしら。せっかくのあたくしの獲え物ものを横取りしに来たのかも」

　そんなの許ゆるせない、という強い口調で言われました。獲物ってなに？　というか誰？　と赤ずきん冬真は惑わく乱らんしますが、ちょうどそのときガアガアとアヒルの群むれが現れました。

　オオカミ鳳が、ふと点々と落ちているものに気づきました。「……ケーキ？」

　赤ずきん冬真は愕がく然ぜんです。なんとアヒルたちがロールケーキのかけらを次々に食べているではありませんか。せっかくの命いのち綱づなたる道しるべが台だい無なしです。かと思うと、アヒルたちの背後から、めそめそ泣きべそをかく、一匹のみにくいアヒルの雛ヒビナが現れました。

「うぇ……。ボクもケーキ欲しいのケーキ食べたい……」涙声で訴うつたえる制服姿のみにくいアヒルの雛がケーキのかけらに手を伸ばすも、残りのアヒルの群がくちばしでつついたり、足あし蹴げにしたり、唾つばを吐はきかけたり、もう虐ぎやく待たいに等ひとしいいじめっぷりで邪じや魔まします。

「なんてひどいことを」急にオオカミ鳳が正せい義ぎ感を見せ、連タタ射タタしタタまタタしタタたン！。アヒルたちはみにくいアヒルの雛をのぞいて、メルヒェンらしい残ざん酷こくさで皆みな殺ごろしになりました。

「うわあああぁーっ⁉」赤ずきん冬真は腰こしを抜かして叫んでいます。

「うぇ……？」みにくいアヒルの雛は、きょとんとオオカミ鳳を見上げました。

「まあ可愛らしい」じゅるっと不ふ穏おんな音がオオカミ鳳の口元で響ひびきます。「活いきの良い獲物が増ふえましたわ」そのものずばりなことを口にしました。「あなたは自由です。そこのアヒルたちを手みやげに、ともに伝説のハーメルンへ笛ふえの音ねを求めて旅立ちましょう」

　それじゃネズミの群だ──と勝手に目的地を変へん更こうされた赤ずきん冬真は思いましたが、たった今目の前で起こったメルヒェンらしい虐ぎやく殺さつの凄すさまじさに反はん論ろんなど不可能です。

「それにしても、なぜケーキが？　まるで森から脱だつ出しゆつをはかる者の道しるべですわ」

　オオカミ鳳の呟つぶやきが、赤ずきん冬真の心しん臓ぞうを凍こおりつかせましたが、

「まあいいですわ。どのみち無むに帰きしたのですもの」

　なにやら絶望的な一言とともに、にっこりと笑いかけました。

「さ、お立ちになって赤ずきんさん。何があろうとあたくしがお守りいたしますわね」

　暗い森が一いつ瞬しゆん、ぱっと明るんだ気さえする輝かがやかしい微笑みです。膝ひざから力が抜けそうな、咄とつ嗟さに、食べられてもいいかも……などと不ふ穏おんな誘ゆう惑わくすら感じるほどの可愛らしさでした。もうダメです。色んな意味で逃げられません。

「ねえ」いきなり赤ずきん冬真のずきんを、みにくいアヒルの雛が背後からぎゅうぎゅう引っ張り、あやうく窒ちつ息そくしかけました。そして、赤ずきん冬真の目をムリヤリ自分に向けるような強ごう引いんさで、きらきら光るガラスのように澄すんだ目で見つめ、ずいっと、泥どろだらけのケーキのかけらを差し出します。「食べる？」

「い、いいです、いいです」拷ごう問もんに近い恐怖を感じ、慌あわててかぶりを振りました。

「準備完了ですわ」オオカミ鳳が、手て際ぎわよくアヒルたちの首を縄なわで縛しばって肩から吊つるし、出発しました。みにくいアヒルの雛はケーキを食べつつ、「酸すっぱくない。酸っぱいのがいい」と呟き歩き出します。必然的に赤ずきん冬真も随ずい行こうせざるをえません。

　またしばらく歩くと、今度は前方から、ぴちぴち元気な音が響いてきました。

「しっ」オオカミ鳳が口元に手を当てて二人を静かにさせ、拳銃を構えます。

　赤ずきん冬真はさらなる惨さん劇げきの予感に足が震ふるえましたが、ほどなくして、前方から元気に飛び跳はねる魚ぎよ影えいがやって来る様子に、呆あきれ返って目を丸くしました。

「なんかドキドキしたーい！　海の底そこなんて超ちようヒマ退たい屈くつつまんねーっす！」

　ぴちぴち現れる制服姿のマーメイド乙ツバメです。そのすらっと小こ振ぶりな魚体に、オオカミ鳳の口元で、じゅるっとまた不穏な音がし、赤ずきん冬真をぎくっとさせること甚じん大だいです。

「あれー？　オオカミとアヒルと赤ずきんが一いつ緒しよにいんの、なんで？」ぴたりとマーメイド乙が魚体で直立──もはやどんな魔ま法ほうも無用の長ちよう物ぶつと化かす元気さです。

「あたくしたちはこれから伝説のブレーメンへおもむく楽がく隊たいといったところですわ」

　あっという間に趣しゆ旨しが上書きされたことに、むろん赤ずきん冬真は何も言えません。

　みにくいアヒルの雛は、そもそも何も考えてませんという顔で傍ぼう観かん中です。

「面白そう！　オレも行く！」マーメイド乙があっさり即そつ決けつしました。そしてみにくいアヒルの雛のケーキを目ざとく見やって叫びました。「オレもケーキ、ケーキ欲しい！」

「赤ずきんさん」オオカミ鳳がそっと耳打ちします。「太らせてから……ですわ」

　激はげしく輝くオオカミ鳳の眼光には逆さからえません。赤ずきん冬真は心の底から恐きよう怖ふに打ちのめされながら、ロールケーキを全すべてマーメイド乙に渡わたしてしまいました。

「赤ずきん、ケーキ作んの上う手まいね」嬉うれしそうにむしゃむしゃやるマーメイド乙の可か憐れんな微笑みが迎むかえる残酷な末まつ路ろを想像するだに、罪つみの意識で気が遠くなる赤ずきん冬真です。

　すっかり賑にぎやかになった一行が森の道を進むと、ひょっこり人影が見えました。

「あー、ウィルス入り毒リンゴいらんかねー、ウィルス入り毒リンゴー」

　怪あやしさ満まんタンの魔女シャーリーンが、バナナの叩たたき売り台で、綺き麗れいな真っ赤なリンゴを売りさばいているではないですか。

「まあ、なんてステキなリンゴ」「それ甘い？」「ボク酸っぱいの欲しい酸っぱいの」

　ただちにメルヒェン的反応で食いつく三人に、赤ずきん冬真は言葉もありません。

「辛からいのも甘あまいのも酸っぱいのもあるよ」魔女シャーリーンは、年季の入った商人然ぜんとして言いました。「んー。ちょっとやそっとじゃ売れないねー。そーねー。そのアヒルたちと、そっちの赤ずきんのカゴの中身となら、交こう換かんしてあげても良いっかなー」

「商談成立ですわ♪」勝手に成立されました。気づけばカゴの中の七面鳥とアヒルがリンゴと交換されています。メルヒェンらしい不ふ条じよう理りさで根こそぎ持っていかれました。

「やあ、売れた売れた。ちょっと事情があって作ったリンゴなんだけど、余あまっちゃって。捨てんの勿もつ体たいないなーと思ってたのよね。いや、良かった良かった。じゃね」魔女シャーリーンは七面鳥とアヒルを抱えながら、そそくさと森のどこかへ去って行きました。

「なんて美お味いしそうなリンゴでしょう。さっそく、いただきますわ♪」

「え？」赤ずきん冬真は呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいます。「ウィルス……」

「いただきまーす！」「いただきまぁす」二人があっさり追つい随ずいします。

　カリッ、ガリッ、サクッ、とコマーシャルに使えそうな軽快な音とともにリンゴのかけらが三人の喉のどをダストシュートなみの勢いで嚥えん下かされました。

「赤ずきんさんも、いかが──」オオカミ鳳がリンゴを差し出し、バッタリその場に倒たおれ伏ふしました。マーメイド乙もみにくいアヒルの雛も同様にバタバタ倒れました。

「うっ、うわぁああーっ⁉」いきなり伝説の楽隊は壊かい滅めつです。

「どうした？」木々の狭はざ間まからぬっと男が現れ、赤ずきん冬真はさらに驚おどろいて跳とび上がりました。「うわぁっ、うわあーっ⁉」

「落ち着け」冷れい静せいな声で我われに返ると、狩人かりうどにして狩しゆ猟りよう者たるハンター日向ヒナタです。メルヒェン的にはおおむね弱者の味方たる存在であり、赤ずきん冬真は思わずほっとしました。

「じ、実は……」

「魔女から手に入れた毒リンゴを食べたのか？」何一つとして説明していないのに、ハンター日向はなんでも理り解かいしてくれます。さすが狩人。メルヒェン正義の代理人。

「は……はい。いったい、どうすれば……」どうするもこうするも、この好こう機きにさっさと逃げ出すべきなのですが、赤ずきん冬真は律りち儀ぎにも助けを求めました。

「良かろう」ハンター日向は三人を仰あお向むけに寝かせて並ならべると、おもむろに馬ば鹿かでっかいハサミを取り出しました。「こいつらの腹はらを切ってリンゴのかけらを取り出してやる」

「……えっ？　……ええっ！　えええーっ⁉」赤ずきん冬真が真っ青になって仰ぎよう天てんするのをよそに、ハンター日向はハサミでじょきじょき三人の腹を切り始めました。

　もうまさにメルヒェンな光景。噴ふき出す血しぶきです。恐きよう怖ふです。残酷な不条理です。

「うわぁーっ、うわあああーっ！」冬真は腰砕くだけになって絶叫するばかりです。

　やがて真っ赤に染まった真っ赤なリンゴのかけらが三人の腹から取り出されました。

　ハンター日向の不条理はさらに続きます。今度は糸で縫ぬい始めました。万ばん事じＯＫです。

「ひいいぃーっ」赤ずきん冬真は血みどろの縫ほう製せい作業に悲鳴を上げっぱなしです。

「あら、あたくしいったい……」「ほえ？」「うぇ？」三人がむくむく起き出します。

「リンゴには気をつけろ。さっき一人、助けたばかりだ」ハンター日向が言いました。

「一人って……」赤ずきん冬真が呟いたとき、森の奥からふらふら女が現れました。

「おのれ……貴き様さまたちか。私をガラスの棺ひつぎなどに閉とじこめたのは」白雪姫ニナがとても不ふ機き嫌げんそうに言いました。森の中に不似合いな豪ごう華かな装しよう束ぞくで、お腹なかに×の字に縫い目があるのはさておき、その手にフルオートで連射可能な拳銃が握られています。

　全員いっぺんに掃そう射しやでなぎ倒されかねません。オオカミ鳳がほとんど反射的に拳銃の撃げき鉄てつを起こしつつ言いました。「あたくしたちではありませんわ、白雪姫さん。なぜなら、あたくしたちも今まさに、あの卑ひ怯きようきわまる毒リンゴの犠ぎ牲せいになっていたからです」

　喜んで交換したんじゃ──という赤ずきん冬真の心の呟きは、その場の雰囲気によって完全に抑よく圧あつされています。心の抑圧とメルヒェンは、とても関係が深いのです。

　さらに森の奥から、どやどやと大勢の足音が響いてきました。手に手にツルハシやシャベルを持った、[image: 七][image: 人][image: の]十五人の小人ノームな戦術班の面めん々めんではないですか。

「おお、いたぞ、我らが白雪姫だ！」ノーム御ミ影カゲが白雪姫を指さします。ノームのくせに標ひよう準じゆんより背の高い男たちです。不条理です。「どうしたのだ白雪姫よ！　せっかく眠りについたそなたを、我々の美しき偶ぐう像ぞうとしてガラスの棺に入れて崇あがめていたというのに」

「誰がお前たちのだ」白雪姫の殺さつ気きのこもった声に、赤ずきん冬真のみならずオオカミ鳳たちまで後ずさりました。「貴様らのしわざか、あんなものに私を入れて飾かざるとは」

「待て待て。我らには倒れたそなたを救出するすべはなかった。決して穢けがれぬよう安置し、守り続ける以外になかったのだ」ノーム御影はそう言い訳し、頭上を示しめしました。「この通り、白雪姫を狙う、ふらちな王子どもは我々がことごとく退たい治じしておいた」

　見上げると、何人いるやら分からぬ数の死体が木々の枝に吊つるし首にされてギイギイ揺ゆれています。どれも着飾った王子たちです。ＢＶＴの偉えらい人たちもいるようです。ついでに白馬も吊されて骸むくろをさらしています。壮そう絶ぜつなまでのメルヒェンです。赤ずきん冬真はショックで卒そつ倒とうしそうになりながら、王子様役でなくてよかったと心の底から思いました。

「まあ、こんなに沢たく山さんの王子様が」「へー。白雪姫って、もてるんだ」「ふぇ……」

　オオカミ鳳たちが感心したように口々に呟いています。ちょっと羨うらやましそうです。

「そんな連中はどうでもいい」白雪姫ニナがむげに言いました。「そもそもなぜ私は意識を失って眠りについたのだ」

「ふふふ、僕ぼくが説明しようじゃないか」まったく唐とう突とつに声が響きました。しかし姿は見えません。みなきょろきょろ辺りを見回しています。「ここだ、ここにいるだろう」

「うぇ？」みにくいアヒルの雛が足下のくさむらに落ちているものを拾い上げました。

「やれやれ、やっと誰かに拾ってもらえた」魔法の鏡ことミラー水ミ無ナ月ヅキの登場です。訊きかれもせずぺらぺら喋しやべります。「ずばり教えよう。白雪姫の美しさを妬ねたんだまま母王おう妃ひが、魔女に毒リンゴ兵器の製作を依い頼らいし、白雪姫を亡き者にせんと企たくらんだのだ。ちゃんとまま母と魔女の会話の様子もミラー録ろく画がしている。なんならここで映うつし出してもいいぞ」

「まま母が……」白雪姫ニナが瞠どう目もくしました。

「やはり、まま母か……」ハンター日向が呟つぶやきます。

「白雪姫を森に追つい放ほうしたのもまま母だ。その上たびたび白雪姫殺害を企くわだてている」ノーム御影も言います。なら魔法の鏡に教えられるまでもなく犯人に見当がつきそうなものですが、メルヒェンでは疑うたがわしきは罰ばつせずなので、証人や証しよう拠こが必要なのです。

「でも……なぜ魔法の鏡さんが、こんなところに落ちてますの？」オオカミ鳳が珍めずらしく、まっとうなことを神しん妙みような調子で質問しました。

「なに。城の全ての鏡とリンクし、あらゆる部屋を視覚的に把は握あく可能にしたところ、なぜかのぞき魔ま呼ばわりされ、城からこの森へ激はげしく投とう擲てきされてしまったというわけだ」

「当然です」オオカミ鳳が眉み間けんに皺しわを寄せて言いました。

「やめなよ。犯罪だよ」赤ずきん冬真が、さらにまっとうな意見を言います。

「真しんの貴族の態度は理解しがたいものさ」ミラー水無月がしゃらっと返します。「というわけで、有力な証拠を提てい供きようするから僕をもとの場所に戻してくれ。このままじゃ錆さびて何も見えなくなってしまう。それだけは嫌いやだ」

「しかし城はまま母の支配下にある」ハンター日向が冷静に現実的なことを言います。

「ぶっ殺せば？」「縛しばり首にすればぁ？」マーメイド乙とみにくいアヒルの雛が提てい案あんし、赤ずきん冬真を仰天させます。「毒リンゴ作らせた悪いやつっしょ？」「悪人でしょぉ？」

「白雪姫さん？」オオカミ鳳が結論を促うながします。

「まま母とはどのみち決着をつけねばならない」白雪姫ニナは躊ちゆう躇ちよなく言いました。

「おお、白雪姫よ！　我らはその言葉を待っていた！」ノーム御影は大喜びで仲間を振り返りました。「野や郎ろうども！　我らの白雪姫に城を取り戻して差し上げるときだ！」

　おおう、と[image: 七][image: 人][image: の]十五人のノームたちが戦せん鬼きと化して雄お叫たけびを上げています。

「なんてステキ」オオカミ鳳の口元でじゅるるっと恐ろしい音がします。「激しい戦いで犠牲者が出れば、食べ放題ですわ」何を──とは怯おびえて訊けない赤ずきん冬真を振り返り、輝く微笑みアメと拳ム銃チでがっちり束そく縛ばくします。「伝説のメアリ・アン重じゆう砲ほう基地の再現ですわ。強固かつ迅じん速そくなる前進をもって、革命戦士の奔ほん流りゆうはいざダッジシティヘ」

　もう意味が分かりません。しかし事じ態たいはメルヒェンらしい急転直下を見せます。

　白雪姫ニナのもと、しこたま武装したノーム御影たちが戦いの鬼となって森を進撃です。オオカミ鳳とハンター日向がいれば複ふく雑ざつな森もハイキングなみの気軽さで移動可能。地の利は彼らのもの。というか考えてみればオオカミ鳳とマーメイド乙とみにくいアヒルの雛で、ちょうど陸海空ではありませんか。よく出来ています。さすがメルヒェン。

　暗い森で鬨ときの声が上がります。銃火が閃ひらめきます。クレイモアが炸さく裂れつします。チョッパーが回転翼よくを唸うならせます。機銃掃射です。航空戦術支し援えんです。突撃です。「ホテル・エコーを要よう請せい、ホテル・エコーを要請」ノームが通信機に向かって叫びます。「地図方眼チャーリー四〇五の二二一地点で敵軍多数と交戦。効果的砲撃を求む」たちまち榴りゆう弾だんの雨が降り注そそぎます。高性能爆ばく薬やくの爆風がまま母の兵士ともども木々をなぎ倒します。

「うわーっ、うわあぁぁーっ！」赤ずきん冬真は相変わらず絶叫しています。

　そんなわけで、まま母配下の兵をことごとく皆殺しにしながら進軍する白雪姫と戦いの鬼たちは、ほどなくして、まま母の城へ到とう達たつしました。

「ほーっほほほほほ」城門のてっぺんで華はなやかな高笑いが勃ぼつ発ぱつです。王妃らしい羽はね扇おうぎをひらひらさせながら豪華絢けん爛らんな衣装かつワイヤーアクションで、まま母ヘルガが派は手で派手しく登場です。「よく戻って来たわね、白雪姫さん。いざ尋じん常じように勝負を決しましょう」

「ヘ、ヘヘヘヘ、ヘルガ長官……⁉」白雪姫ニナはあからさまに動転しています。「なな、なななな、なぜ、あなたがまま母に……⁉」

「あら、こういうのは黒くろ幕まくが一番楽しいものよ」無む邪じや気きにまま母ヘルガが答えます。

「どうしたのだ白雪姫！」ノーム御影が急せかします。「一気に城を攻せめ落とすぞ！」

「う、うう、ああ……」白雪姫ニナを矛む盾じゆんした感情による二に律りつ背はい反はんが襲います。メルヒェンにはおなじみの心理です。煩はん悶もんの汗がだらだら流れます。惑わく乱らんです。激しい感情が出口を求めて荒れ狂います。そして痛つう烈れつな答えが潜せん在ざい無意識的な行動となって噴ふん出しゆつします。

「わあああーっ！」白雪姫が引き金を引きました。ターン。そばにいたノームの一人が射殺されて頭から血を噴きながら倒れました。赤ずきん冬真は呆ぼう然ぜん。オオカミ鳳たちもびっくり仰天。ノームたちはもっと仰天。ハンター日向が深々と溜ため息をつきました。

「ヘヘヘ、ヘルガ長官に銃を向けるなぁ‼」白雪姫ニナがフルオートで掃射します。

「白雪姫ご乱らん心しん！　白雪姫ご乱心！」ノーム御影たちが叫びながら倒れます。

「おーっほっほほほ」まま母ヘルガはとりあえず高笑いです。「やっておしまいなさい」

　城門が開かれて兵士たちが飛び出してきます。大混戦です。泥沼です。戦いの大たい義ぎも何もない血で血を洗う闘とう争そうです。とめどもない流血で赤いずきんをさらに赤く染められながら、赤ずきん冬真は半狂乱になって逃げ回り、いつしか戦場から離れ去っていました。

「も……ももも、もうやだ、もうやだ！」赤ずきん冬真が泣きながら走っていると、ふいに森がひらけました。なんと丘の向こうに見み慣なれた小屋があります。そう。おじいさんバロウ神父のお家です。赤ずきん冬真は一いち目もく散さんに走っていって小屋に飛びこみました。

「お、おじいさん！　おじいさん！」ベッドで眠るおじいさんに抱きつきます。

「おーや、おやおや、赤ずきん。そんなに慌あわてて、いったいどうしたのかね？　ん？」

　やけに間ま延のびした声がベッドから響き出し、赤ずきん冬真は、ぎくっとなりました。

「お……おお、おじいさん……？　な……、なんでそんなに目が緑に光っているの？」

「これかい？　これは暗い場所で、利用しやすい犯罪傾けい向こうの強い人材を探すためさ」

「な、なな、なんで髪かみが一本もないの？」

「その方が、かつら一つですぐに変へん装そう出来るからさ。逃走の初歩じゃないかね？」

「な、ななな、なんでそんな真っ赤な唇くちびるで笑っているの？」

「ふふふ、それはねえ」おじいさんがむっくり起き上がると、それはおじいさんではなく、ぬらりとした雰囲気の男、すなわち。「私がリヒャルト・トラクルだからさ！」

　絹きぬを引き裂さくような悲鳴が赤ずきん冬真の口からほとばしると同時に、小屋のドアが開かれ激しい銃声が轟とどろきました。赤ずきん冬真の眼前でリヒャルト・トラクルの頭に、喉のどに、胸に、次々に穴があいて血ち煙けむりが舞まいます。ですがリヒャルト・トラクルはまったく不死身の様子で四よつん這ばいになると、かさかさ音を立てて暖だん炉ろに飛びこみ、煙えん突とつから逃げてしまいました。そして恐怖でがくがく震える赤ずきん冬真に、優やさしい声がかけられました。

「大丈夫かね、赤ずきん？」おじいさんバロウ神父が心配そうにしています。

「おじいさ……」赤ずきん冬真の顔が明るくなりかけたところで硬直しました。

「危ないところでしたわ、赤ずきんさん♪」オオカミ鳳がにっこり笑って言いました。

「な、な……なんで、ここに……」色んな絶望が赤ずきん冬真を波は状じよう攻撃です。

「お前が遅いので迎むかえに行ったところ、途中でこの親切な方にお会いしてね。この方もお前を捜さがしているというので、ここまで一緒に来ていただいたのだよ」おじいさんバロウ神父はこれまで登場した人物たちの中で最も良心と常識に満ちた調子で言いました。

「さあ参りましょう、赤ずきんさん。あなたのようなステキな歩く携帯食料Ｃレーシヨンを、みすみす手放せませんわ」オオカミ鳳はそう言って赤ずきん冬真の手を握にぎりました。

　その手や拳銃ではなく、むしろ彼女の輝かがやかしい微笑みが自分の心臓を強きよう烈れつにつかまえてしまうのを、赤ずきん冬真が感じたとき──

　ふいにデスクの上のＰＤＡが自動的に回線を接続＋液晶パネルを展開──大音量。

《寝るな冬真‼　死ぬぞ‼》

「わあっ！」飛び起きる冬真──辺りを見回す／ＰＤＡを見る。（※本編Ｐ百五十七へ）







　スプライトシュピーゲルあとがき







　お久しぶりですの方も初めましての方もアロー！　色々しでかしてます冲うぶ方かた丁とうです。

『スプライト』もⅢに突とつ入にゆう。今回は一時間ごとに物語が進行する二十四時間クライム・フェアリーテール。いかがでしたでしょうか。短編連れん載さいでやるんじゃなかった大変すぎ。でも楽しかったです。あとがきも前作の二倍超の十九ページ。もう無む茶ちや。本編にページを費ついやしたいけど製本とか大人の事情で不ふ可か。なので、おまけ劇げき場じようなどしでかしてみたり。

　はいむらきよたかさんの絵もさらにステキ度アップ。いつも浮うき浮き楽しみ大感かん謝しや！

　高速回転する同時多発ストーリー──もう一つのシュピーゲルたる『オイレン』ともリンクしつつ、『スプライトⅣ』は書き下ろし長編ゆえ、どかんと両シリーズが交こう錯さく予定！

　どうか、妖精たちの物語スプライトシユピーゲルがあなたの眼まな差ざしによって新たな姿をあらわさんことを！





二千七年九月　冲方丁拝









〈初　出〉




聖木曜日＝午後零時──午後三時


ドラゴンマガジン２００７年２月号






聖木曜日＝午後四時──午後六時


ドラゴンマガジン２００７年３月号






聖木曜日＝午後七時──午後十一時


ドラゴンマガジン２００７年４月号






聖金曜日＝午前零時──午前三時


ドラゴンマガジン２００７年５月号






聖金曜日＝午前四時──午前七時


ドラゴンマガジン２００７年８月号






聖金曜日＝午前八時──午前十一時


ドラゴンマガジン２００７年９月号












スプライトシュピーゲルIII




いかづちの日と自由の朝








冲うぶ方かた　丁とう
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